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　専修大学は、1880年（明治13年）、米国留学から帰国した４人の若者により創立されまし
た。相馬永胤、田尻稲次郎、目賀田種太郎、駒井重格の創立者たちは、明治維新後、アメ
リカのコロンビア、エール、ハーバード、ラトガース大学にそれぞれ官費や藩費により留
学し、米国の地で「専門教育によって日本の屋台骨を支える人材を育てたい。そのことが
海外で長年勉学する機会を与えてもらった恩に報いることだ」と考えました。帰国後、経
済学や法律学を教授するため本学の前身である「専修学校」を創立しました。わが国があら
ゆる分野において新時代を担う人材を求めた時代にあって、留学によって得た最新の知見
を社会に還元し、母国日本の発展に寄与しようとしたのです。時は21世紀に至り、この建学
の精神「社会に対する報恩奉仕」を、現代的に捉え直し、「社会知性（Socio-Intelligence）の
開発」を 21 世紀ビジョンに据えました。このビジョンは、創立者たちが専門教育によって
わが国の人的基盤を築こうとした熱き思いを現代社会において実現することでもあります。

社会知性（Socio-Intelligence） 
専門的な知識・技術とそれに基づく思考方法を核としながらも、 
深い人間理解と倫理観をもち、地球的視野から独創的な発想により 

主体的に社会の諸課題の解決に取り組んでいける能力 

専修大学が創り育てる “知”

専修大学 21 世紀ビジョン 
「社会知性（Socio-Intelligence）の開発」
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第１章　大学の目的および使命 

第１条　本大学は，社会現象に対する自由でとらわれな 
　い研究を基礎とし，旧い権威や強力に対してあくまで 
　批判的であることを精神とし，人間の値打を尊重する 
　平和的な良心と民主的な訓練を身につけた若い日本人 
　を創りあげることを目的としている。

学修ガイドブックとは… 
　　学修ガイドブックは，みなさんのカリキュラムについて詳しく記載したものです。 
　卒業するまでカリキュラムは変わりません。このガイドブックをよく読み，紛失す 
　ることのないよう大切に活用してください。



 
卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

 
　文学部は，学生が本学所定の課程を修め，必修科目を含む 124 単位修得の要件を充たし，次に掲
げる目標を達成した学生に，日本文学文化学科，英語英米文学科，哲学科，歴史学科，環境地理学
科では学士（文学）の学位を，ジャーナリズム学科では学士（ジャーナリズム学）の学位を授与し
ます。 
・それぞれの分野における研究を通じて，いかなる権威にもとらわれない柔軟な発想と思考力を養 
　い，幅広い教養を身に付けていること。 
・人間の営為に関する高度で体系的な専門知識によって，文化の継承と創造に寄与する能力を身に 
　付けていること。 
　この方針に基づく各学科において修得すべき資質・能力は，以下のとおりです。 
 
日本文学文化学科 
　　（1）文化・歴史・社会，自然などについて幅広い教養を身に付け，社会生活上の諸課題に取り 
　　　　組むための多様な視点を有している。（知識・理解，関心・意欲・態度） 
　　（2）日本の文学と文化に関する幅広い専門知識を修得している。（知識・理解） 
　　（3）日本の文学と文化及びそれに関連する領域への関心を高め，意欲的に学ぶことができる。 
　　　　（関心・意欲・態度） 
　　（4）創造的な表現力を身に付けている。（技能・表現） 
　　（5）国際的な視野に基づく総合的な思考・判断ができる。（思考・判断） 
 
英語英米文学科 
　　（1）文化・歴史・社会，自然などについて幅広い教養を身に付け，社会生活上の諸課題に取り 
　　　　組むための多様な視点を有している。（知識・理解，関心・意欲・態度） 
　　（2）高い英語運用能力を修得するとともに，英語圏の文学，文化や歴史や英語に関する知識を 
　　　　修得している。（知識・理解） 
　　（3）英語圏文化についての広い教養に基づいて，国際的な視点を持つことができる。（関心・意 
　　　　欲・態度） 
　　（4）グローバル社会で役立つ英語運用能力を発揮し，思考・判断した内容を明確に表現できる。 
　　　　（技能・表現） 
　　（5）自らの研究について，その有効性とともに問題点を理解し，相互批判を積極的に行うこと 
　　　　ができる。（思考・判断） 
 
哲学科 
　　（1）文化・歴史・社会，自然などについて幅広い教養を身に付け，社会生活上の諸課題に取り 
　　　　組むための多様な視点を有している。（知識・理解，関心・意欲・態度） 
　　（2）哲学・思想のさまざまな領域で蓄積されてきた知識と理論を修得している。（知識・理解） 
　　（3）自分を絶対視することなく，他者や異文化を理解する柔軟な視点を持つことができる。（関 
　　　　心・意欲・態度） 
　　（4）文献を正確に読解する能力に基づいて，自己の解釈を説得的に表現できる。（技能・表現） 
　　（5）ものごとを分析的にとらえ，筋道立てて思考することができる。（思考・判断） 
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歴史学科 
　　（1）文化・歴史・社会，自然などについて幅広い教養を身に付け，社会生活上の諸課題に取り 
　　　　組むための多様な視点を有している。（知識・理解，関心・意欲・態度） 
　　（2）日本及び世界各地域における過去の歴史に見られる，人間が起こしたあるいは人間に降り 
　　　　かかった諸事象を理解している。（知識・理解） 
　　（3）歴史上の諸事象に確認できる様々な課題を解決しうる分析手法を見出すことができる。（技 
　　　　能・表現） 
　　（4）歴史上の様々な事象のうち，特定の分野について，自ら問題を設定し，研究を深めた上 
　　　　で，その成果を説得力をもって表現できる。（思考・判断） 
　　（5）自らの研究について，その有効性とともに問題点をも理解し，相互批判を積極的に行うこ 
　　　　とができる。（思考・判断） 
 
環境地理学科 
　　（1）文化・歴史・社会，自然などについて幅広い教養を身に付け，社会生活上の諸課題に取り 
　　　　組むための多様な視点を有している。（知識・理解，関心・意欲・態度） 
　　（2）地理学における基本的な知識，基礎的理論，地理学的な考察方法を修得している。（知識・ 
　　　　理解） 
　　（3）地域や環境における課題を見出し，それを解決しようとする意欲を有する。（関心・意欲・ 
　　　　態度） 
　　（4）地域や環境に関する調査・分析手法を身に付け，レポートの作成やプレゼンテーションが 
　　　　できる。（技能・表現） 
　　（5）地域や環境に関する課題に対して論理的・科学的思考ができ，問題解決に取り組むことが 
　　　　できる。（思考・判断） 
 
ジャーナリズム学科 
　　（1）文化・歴史・社会，自然などについて幅広い教養を身に付け，社会生活上の諸課題に取り 
　　　　組むための多様な視点を有している。（知識・理解，関心・意欲・態度） 
　　（2）社会事象に強い関心を抱き，氾濫する情報の中の真実に自ら迫る力を有している。（関 
　　　　心・意欲・態度） 
　　（3）課題を発見・調査し，自らの考えや判断を明確に表現し，他者に正しく伝えることができ 
　　　　る。（技能・表現） 
　　（4）現代社会における諸問題や実践的な課題に対し，主体的に取り組み，解決に向けて問題点 
　　　　を整理し，分析することができる。（思考・判断） 
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教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 
　文学部では，教育研究上の目的及び養成する人材の目的を達成するために，教育課程を「転換・
導入科目」，「教養科目」，「外国語科目」，「専門科目」の４つの科目群から構成することとし，教育
課程全体の体系性・順次性を確保し，かつ教養教育と専門教育の有機的連携を図ります。 
 
日本文学文化学科 
　　（1）教育課程 
　　　　・「転換・導入科目」，「教養科目」，「外国語科目」では，中央教育審議会答申などで指摘 
　　　　　されている重要性や意義を踏まえるとともに，養成しようとする知識や能力を明確にし 
　　　　　たうえで，具体的な教育目標を立て，その教育目標に対応する科目群から編成していま 
　　　　　す。 
　　　　・「転換・導入科目」は，専門的な知識・技能とそれに基づく思考方法や地球的視野から 
　　　　　の視点をもつための基礎となる内容を学ぶとともに，大学で学ぶときだけではなく，生 
　　　　　涯学ぶうえで社会においても必要とされる基礎的な力を身に付けることとしています。 
　　　　・「教養科目」及び「外国語科目」は，学部・学科の専門教育を相対化し，専門教育の範 
　　　　　囲を超えた広い領域の知識・技能を学び，異なる視点から問題にアプローチすること 
　　　　　で，多面的なものの見方の基礎を養成することとしています。 
　　　　・「専門科目」では，基礎・基本を重視し，専門の骨格を正確に把握させるとともに，科 
　　　　　目間の関係や履修の順序，単位数等に配慮し，系統性と順次性のある教育課程の編成と 
　　　　　しています。 
 
　　（2）学位授与の方針を踏まえた教育課程編成の方針 
　　　①人類の文化や社会，自然など共通に求められる幅広い知識の修得及び様々な角度から物事 
　　　　を見ることができる能力を修得するための科目を配置します。 
　　　②日本の文学と文化に関する幅広い知識を修得し，理解を深めるための，さまざまなジャン 
　　　　ルの専門科目を配置します。 
　　　③日本の文学と文化及びそれに関連する領域について考察・分析するとともに，それを表現 
　　　　する力を身に付けるための科目を配置します。 
　　　④課題を発見し，解決に必要な情報を収集，分析するとともに，修得した知識・能力を活用 
　　　　し，問題を解決する能力を修得するための科目を配置します。 
 
　　（3）学位授与の方針を踏まえた教育課程実施の方針 
　　　①学位授与に求められる体系的な教育課程の構築に向けて，初年次教育，教養教育，専門教 
　　　　育，キャリア教育等の観点を踏まえた編成としており，特に，初年次教育は，多様な入学 
　　　　者が自ら学修計画を立て，主体的な学びを実践できる内容とし，キャリア教育は，卒業後 
　　　　も自律・自立して学習できる観点を踏まえた内容としています。 
　　　②知識の理解を目的とする教育内容は，講義形式を中心とした授業形態を採るとともに，態 
　　　　度・志向性及び技能の修得を目的とする教育内容は，演習形式による授業形態を採ること 
　　　　とし，理論的な知識や技能を実務に応用する能力を身に付けることを目的とする教育内容 
　　　　は，実習形式や実践形式を交えた授業形態を採ります。 
　　　③学修者の能動的な学修への参加を促すために，教室内でのグループ・ディスカッション， 
　　　　ディベート，グループ・ワーク等をはじめとする能動的学修を導入するとともに，問題解 
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　　　　決能力や批判的思考力を養うために，教室外での共同学習，ケーススタディなどによる発 
　　　　見学習，調査学習，体験学習を導入します。 
　　　④教育課程編成・実施の方針が，教育研究上の目的や人材養成の目的を達成するという目的 
　　　　のもとに策定され，かつ，教育課程の編成において，体系性と順次性が明確であることを 
　　　　示すために，授業科目の系統性を示す科目ナンバリングを導入します。 
　　　⑤年次やセメスターごとの教育内容の全体が俯瞰でき，時系列に沿った到達目標が理解でき 
　　　　ることで，学生が学習目標に沿った適切な授業科目の履修が可能となるように，卒業後の 
　　　　進路を踏まえた典型的な履修モデルを整備するとともに，ＣＡＰ制の意義を踏まえ履修登 
　　　　録単位数を明示することとしています。 
 
　　（4）教育内容・方法　 
　　　①転換・導入科目 
　　　　「転換・導入科目」は，専修大学の入門・基礎科目として位置づけられています。高等学 
　　　　校段階の教育と大学での教育を接続させるための初年次教育としての目的を重視して，少 
　　　　人数演習形式の「専修大学入門ゼミナール」を配置し，社会知性の開発を目指す専修大学 
　　　　の学生としての自覚と心構えを持ち，大学での学修に求められる最低限の読解力・思考 
　　　　力・プレゼンテーション力・文章力などの技能や能力を身に付けます。 
　　　　また，専門的な知識・技能とそれに基づく思考方法や地球的視野からの視点をもつための 
　　　　基礎となる内容を学修すると同時に，大学で学ぶときだけではなく，生涯学ぶうえで社会 
　　　　においても必要とされる基礎的な力を身に付けるために，中央教育審議会答申などで指摘 
　　　　されている「学士力」を意識し，「データ分析入門」，「キャリア入門」，「あなたと自然科 
　　　　学」など，8科目 14 単位を配置しています。 
　　　②教養科目 
　　　　「教養科目」は，「人文科学基礎科目」，「社会科学基礎科目」，「自然科学系科目」，「融合領 
　　　　域科目」，「保健体育系科目」から構成しています。各学部・学科の専門教育を相対化し， 
　　　　専門教育の範囲を超えた広い領域の知識・技能を学び，異なる視点から問題にアプローチ 
　　　　することを目的としています。「人文科学基礎科目」，「社会科学基礎科目」，「自然科学系 
　　　　科目」では，特に，文化・歴史・社会，自然など幅広い教養を身に付けることを目的とし 
　　　　ています。また，「融合領域科目」は，基礎的な知識や技能を背景として，専門教育以外の 
　　　　異なる視点からの総合的な学習経験と創造的思考力の涵養を目指すものです。「保健体育 
　　　　系科目」は，自身の健康やスポーツへの理解を深める目的にとどまらず，自己管理力やチー 
　　　　ムワークなども養成する目的を有しています。これらの科目は，学部・学科を超えた普遍 
　　　　性の理解を基本理念とし，多面的なものの見方の基礎を養成することから，94 科目 200 単 
　　　　位を配置しています。 
　　　③外国語科目 
　　　　「外国語科目」は，英語をはじめとする外国語の運用能力を獲得し，適切なコミュニケー 
　　　　ションを行うことで，世界の文化や社会について理解を深め，幅広い視野からさまざまな 
　　　　問題に取り組む力を身に付けることを目的としています。英語のうち，１年次及び２年次 
　　　　に履修する，外国語の基礎的な運用能力の獲得と適切なコミュニケーション能力の養成を 
　　　　目的とした科目は，入学時に行うプレイスメントテストに基づいた習熟度別の少人数クラ 
　　　　スを編成し，レベル別の授業とすることで，能力の向上を目指しています。英語以外の外 
　　　　国語については，多くの学生が初めて学ぶ科目であることを踏まえ，初級・中級・上級と 
　　　　それぞれの学習段階での到達目標を明確にしたレベル別の授業としています。また，異文 
　　　　化・多文化への理解を深めるために，講義形式で世界の諸地域の言語とその背景となる文 
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　　　　化を学ぶ科目を含めて，181 科目 263 単位を配置しています。 
　　　④専門科目 
　　　　・１年次より，日本文学・文化に関する基礎的・導入的な専門科目を配当することによっ 
　　　　　て，２年次から本格的に始まる専門科目への準備を行います。 
　　　　・２年次以降の専門科目では日本文学・文化に関する多彩な科目を設置します。 
　　　　・２年次から４年次まで継続して履修する，人数を限定したゼミナールによって，専門分 
　　　　　野についての深い知見と研究手法を身に付け，主体的な研究が行える能力を養成します。 
 
　　（5）学修成果の評価方法 
　　　　・教養科目から８単位を修得したことをもって，文化・歴史・社会，自然などについて幅 
　　　　　広い教養を身に付け，社会生活上の諸課題に取り組むための多様な視点を有していると 
　　　　　評価します。 
　　　　・専門科目から 56 単位を修得したことをもって，日本の文学と文化に関する幅広い専門 
　　　　　知識を修得したと評価します。 
　　　　・転換・導入科目及び専門科目におけるゼミナール（演習科目）の単位を修得したことを 
　　　　　もって，日本の文学と文化及びそれに関連する領域への関心を高め，意欲的に学ぶこと 
　　　　　ができると評価します。 
　　　　・卒業論文８単位の修得をもって，創造的な表現力を身に付けているとともに，国際的な 
　　　　　視野に基づく総合的な思考・判断ができると評価するともに，卒業認定・学位授与の方 
　　　　　針に掲げる全ての資質や能力が身に付いたことを総合的に評価します。 
 
英語英米文学科 
　　（1）教育課程 
　　　　・「転換・導入科目」，「教養科目」，「外国語科目」では，中央教育審議会答申などで指摘 
　　　　　されている重要性や意義を踏まえるとともに，養成しようとする知識や能力を明確にし 
　　　　　たうえで，具体的な教育目標を立て，その教育目標に対応する科目群から編成していま 
　　　　　す。 
　　　　・「転換・導入科目」は，専門的な知識・技能とそれに基づく思考方法や地球的視野から 
　　　　　の視点をもつための基礎となる内容を学ぶとともに，大学で学ぶときだけではなく，生 
　　　　　涯学ぶうえで社会においても必要とされる基礎的な力を身に付けることとしています。 
　　　　・「教養科目」及び「外国語科目」は，学部・学科の専門教育を相対化し，専門教育の範 
　　　　　囲を超えた広い領域の知識・技能を学び，異なる視点から問題にアプローチすること 
　　　　　で，多面的なものの見方の基礎を養成することとしています。 
　　　　・「専門科目」では，基礎・基本を重視し，専門の骨格を正確に把握させるとともに，科 
　　　　　目間の関係や履修の順序，単位数等に配慮し，系統性と順次性のある教育課程の編成と 
　　　　　しています。 
 
　　（2）学位授与の方針を踏まえた教育課程編成の方針 
　　　①人類の文化や社会，自然など共通に求められる幅広い知識の修得及び様々な角度から物事 
　　　　を見ることができる能力を修得するための科目を配置します。 
　　　②グローバル社会で役立つ高い英語運用能力の修得とともに，国際的な事象や異文化につい 
　　　　て考察し，それらに対応するために必要となるスキルや実践力を修得するための科目を配 
　　　　置します。 
　　　③英語圏の文学・文化・歴史および英語に関する知識や教養を修得するとともに，英語圏文 
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　　　　化に関する様々な事象について考察し，自分の解釈を論理的に表現するための科目を配置 
　　　　します。 
　　　④課題を発見し，解決に必要な情報を収集，分析するとともに，修得した知識・能力を活用 
　　　　し，問題を解決する能力を修得するための科目を配置します。 
 
　　（3）学位授与の方針を踏まえた教育課程実施の方針 
　　　①学位授与に求められる体系的な教育課程の構築に向けて，初年次教育，教養教育，専門教 
　　　　育，キャリア教育等の観点を踏まえた編成としており，特に，初年次教育は，多様な入学者 
　　　　が自ら学修計画を立て，主体的な学びを実践できる内容とし，キャリア教育は，卒業後も 
　　　　自律・自立して学習できる観点を踏まえた内容としています。 
　　　②知識の理解を目的とする教育内容は，講義形式を中心とした授業形態を採るとともに，態 
　　　　度・志向性及び技能の修得を目的とする教育内容は，演習形式による授業形態を採ること 
　　　　とし，理論的な知識や技能を実務に応用する能力を身に付けることを目的とする教育内容 
　　　　は，実習形式や実践形式を交えた授業形態を採ります。 
　　　③学修者の能動的な学修への参加を促すために，教室内でのグループ・ディスカッション， 
　　　　ディベート，グループ・ワーク等をはじめとする能動的学修を導入するとともに，問題解 
　　　　決能力や批判的思考力を養うために，教室外での共同学習，ケーススタディなどによる発 
　　　　見学習，調査学習，体験学習を導入します。 
　　　④教育課程編成・実施の方針が，教育研究上の目的や人材養成の目的を達成するという目的 
　　　　のもとに策定され，かつ，教育課程の編成において，体系性と順次性が明確であることを 
　　　　示すために，授業科目の系統性を示す科目ナンバリングを導入します。 
　　　⑤年次やセメスターごとの教育内容の全体が俯瞰でき，時系列に沿った到達目標が理解でき 
　　　　ることで，学生が学習目標に沿った適切な授業科目の履修が可能となるように，卒業後の 
　　　　進路を踏まえた典型的な履修モデルを整備するとともに，ＣＡＰ制の意義を踏まえ履修登 
　　　　録単位数を明示することとしています。 
 
　　（4）教育内容・方法　 
　　　①転換・導入科目 
　　　　「転換・導入科目」は，専修大学の入門・基礎科目として位置づけられています。高等学 
　　　　校段階の教育と大学での教育を接続させるための初年次教育としての目的を重視して，少 
　　　　人数演習形式の「専修大学入門ゼミナール」を配置し，社会知性の開発を目指す専修大学 
　　　　の学生としての自覚と心構えを持ち，大学での学修に求められる最低限の読解力・思考 
　　　　力・プレゼンテーション力・文章力などの技能や能力を身に付けます。 
　　　　また，専門的な知識・技能とそれに基づく思考方法や地球的視野からの視点をもつための 
　　　　基礎となる内容を学修すると同時に，大学で学ぶときだけではなく，生涯学ぶうえで社会 
　　　　においても必要とされる基礎的な力を身に付けるために，中央教育審議会答申などで指摘 
　　　　されている「学士力」を意識し，「データ分析入門」，「キャリア入門」，「あなたと自然科 
　　　　学」など，9科目 16 単位を配置しています。 
　　　②教養科目 
　　　　「教養科目」は，「人文科学基礎科目」，「社会科学基礎科目」，「自然科学系科目」，「融合領 
　　　　域科目」，「保健体育系科目」から構成しています。各学部・学科の専門教育を相対化し， 
　　　　専門教育の範囲を超えた広い領域の知識・技能を学び，異なる視点から問題にアプローチ 
　　　　することを目的としています。「人文科学基礎科目」，「社会科学基礎科目」，「自然科学系 
　　　　科目」では，特に，文化・歴史・社会，自然など幅広い教養を身に付けることを目的とし 
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　　　　ています。また，「融合領域科目」は，基礎的な知識や技能を背景として，専門教育以外の 
　　　　異なる視点からの総合的な学習経験と創造的思考力の涵養を目指すものです。「保健体育 
　　　　系科目」は，自身の健康やスポーツへの理解を深める目的にとどまらず，自己管理力やチー 
　　　　ムワークなども養成する目的を有しています。これらの科目は，学部・学科を超えた普遍 
　　　　性の理解を基本理念とし，多面的なものの見方の基礎を養成することから，94 科目 200 単 
　　　　位を配置しています。 
　　　③外国語科目 
　　　　「外国語科目」は，英語をはじめとする外国語の運用能力を獲得し，適切なコミュニケー 
　　　　ションを行うことで，世界の文化や社会について理解を深め，幅広い視野からさまざまな 
　　　　問題に取り組む力を身に付けることを目的としています。英語のうち，１年次及び２年次 
　　　　に履修する，外国語の基礎的な運用能力の獲得と適切なコミュニケーション能力の養成を 
　　　　目的とした科目は，入学時に行うプレイスメントテストに基づいた習熟度別の少人数クラ 
　　　　スを編成し，レベル別の授業とすることで，能力の向上を目指しています。英語以外の外 
　　　　国語については，多くの学生が初めて学ぶ科目であることを踏まえ，初級・中級・上級と 
　　　　それぞれの学習段階での到達目標を明確にしたレベル別の授業としています。また，異文 
　　　　化・多文化への理解を深めるために，講義形式で世界の諸地域の言語とその背景となる文 
　　　　化を学ぶ科目を含めて，181 科目 263 単位を配置しています。 
　　　④専門科目 
　　　　・１年次において専門科目の学修のための導入科目として「英語英米文学概論１・２」を 
　　　　　必修科目として開講しています。 
　　　　・１・２年次においては，聞く・話す・読む・書くという英語４技能それぞれに特化した 
　　　　　科目と統合した科目の計 14 科目をそれぞれの学生の英語力に応じて学修できるように 
　　　　　習熟度別クラスにて必修科目として展開しています。２・３・４年次では，英語力をさ 
　　　　　らに高められるように，多種の上級英語スキル科目計 14～16 科目を選択必修科目とし 
　　　　　て展開しています。 
　　　　・２・３・４年次では，英語圏の文学や文化や英語に関する多彩な専門科目を選択必修科 
　　　　　目として計 64～78 科目展開しています。 
　　　　・３・４年次では，少人数でのゼミ形式の授業を行うことで各自の個性的な資質の涵養に 
　　　　　努めるゼミナールを必修科目として展開しています。 
 
　　（5）学修成果の評価方法 
　　　　・教養科目から８単位を修得したことをもって，文化・歴史・社会，自然などについて幅 
　　　　　広い教養を身に付け，社会生活上の諸課題に取り組むための多様な視点を有していると 
　　　　　評価します。 
　　　　・外国語科目で必修とされている４単位及び専門科目でコース毎に決められた必修科目の 
　　　　　単位を修得したことをもって，高い英語運用能力を修得するとともに，英語圏の文学， 
　　　　　文化や歴史や英語に関する知識を修得したと評価します。 
　　　　・専門科目でコース毎に決められた選択必修科目及び選択科目の単位を修得したことを 
　　　　　もって，英語圏の文学，文化や歴史についての広い教養やグローバル社会で役立つ英語 
　　　　　運用能力を修得したと評価します。 
　　　　・転換・導入科目及び専門科目におけるゼミナール（演習科目）の単位を修得したことを 
　　　　　もって，グローバル社会で役立つ英語運用能力を発揮し，思考・判断した内容を明確に 
　　　　　表現できると評価します。 
　　　　・卒業研究４単位の修得をもって，自らの研究について，その有効性とともに問題点を理 
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　　　　　解し，相互批判を積極的に行うことができると評価するともに，卒業認定・学位授与の 
　　　　　方針に掲げる全ての資質や能力が身に付いたことを総合的に評価します。 
 
哲学科 
　　（1）教育課程 
　　　　・「転換・導入科目」，「教養科目」，「外国語科目」では，中央教育審議会答申などで指摘 
　　　　　されている重要性や意義を踏まえるとともに，養成しようとする知識や能力を明確にし 
　　　　　たうえで，具体的な教育目標を立て，その教育目標に対応する科目群から編成していま 
　　　　　す。 
　　　　・「転換・導入科目」は，専門的な知識・技能とそれに基づく思考方法や地球的視野から 
　　　　　の視点をもつための基礎となる内容を学ぶとともに，大学で学ぶときだけではなく，生 
　　　　　涯学ぶうえで社会においても必要とされる基礎的な力を身に付けることとしています。 
　　　　・「教養科目」及び「外国語科目」は，学部・学科の専門教育を相対化し，専門教育の範 
　　　　　囲を超えた広い領域の知識・技能を学び，異なる視点から問題にアプローチすること 
　　　　　で，多面的なものの見方の基礎を養成することとしています。 
　　　　・「専門科目」では，基礎・基本を重視し，専門の骨格を正確に把握させるとともに，科 
　　　　　目間の関係や履修の順序，単位数等に配慮し，系統性と順次性のある教育課程の編成と 
　　　　　しています。 
 
　　（2）学位授与の方針を踏まえた教育課程編成の方針 
　　　①人類の文化や社会，自然など共通に求められる幅広い知識の修得及び様々な角度から物事 
　　　　を見ることができる能力を修得するための科目を配置します。 
　　　②哲学・思想のさまざまな領域で蓄積されてきた多様な時代や地域の知識・理論を修得習得 
　　　　しつつ，自分を絶対視することなく他者や異文化を理解する柔軟な視点を得るための科目 
　　　　を配置します。 
　　　③哲学・思想上の文献を正確に読解する能力を培うとともに，そこで扱われている諸問題を 
　　　　分析的にとらえ筋道立てて思考する能力と，諸問題に対する自己の解釈を説得的に表現す 
　　　　る能力を養うための科目を配置します。 
　　　④課題を発見し，解決に必要な情報を収集，分析するとともに，修得した知識・能力を活用 
　　　　し，問題を解決する能力を修得するための科目を配置します。 
 
　　（3）学位授与の方針を踏まえた教育課程実施の方針 
　　　①学位授与に求められる体系的な教育課程の構築に向けて，初年次教育，教養教育，専門教 
　　　　育，キャリア教育等の観点を踏まえた編成としており，特に，初年次教育は，多様な入学 
　　　　者が自ら学修計画を立て，主体的な学びを実践できる内容とし，キャリア教育は，卒業後 
　　　　も自律・自立して学習できる観点を踏まえた内容としています。 
　　　②知識の理解を目的とする教育内容は，講義形式を中心とした授業形態を採るとともに，態 
　　　　度・志向性及び技能の修得を目的とする教育内容は，演習形式による授業形態を採ること 
　　　　とし，理論的な知識や技能を実務に応用する能力を身に付けることを目的とする教育内容 
　　　　は，実習形式や実践形式を交えた授業形態を採ります。 
　　　③学修者の能動的な学修への参加を促すために，教室内でのグループ・ディスカッション， 
　　　　ディベート，グループ・ワーク等をはじめとする能動的学修を導入するとともに，問題解 
　　　　決能力や批判的思考力を養うために，教室外での共同学習，ケーススタディなどによる発 
　　　　見学習，調査学習，体験学習を導入します。 
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　　　④教育課程編成・実施の方針が，教育研究上の目的や人材養成の目的を達成するという目的 
　　　　のもとに策定され，かつ，教育課程の編成において，体系性と順次性が明確であることを 
　　　　示すために，授業科目の系統性を示す科目ナンバリングを導入します。 
　　　⑤年次やセメスターごとの教育内容の全体が俯瞰でき，時系列に沿った到達目標が理解でき 
　　　　ることで，学生が学習目標に沿った適切な授業科目の履修が可能となるように，卒業後の 
　　　　進路を踏まえた典型的な履修モデルを整備するとともに，ＣＡＰ制の意義を踏まえ履修登 
　　　　録単位数を明示することとしています。 
 
　　（4）教育内容・方法　 
　　　①転換・導入科目 
　　　　「転換・導入科目」は，専修大学の入門・基礎科目として位置づけられています。高等学 
　　　　校段階の教育と大学での教育を接続させるための初年次教育としての目的を重視して，少 
　　　　人数演習形式の「専修大学入門ゼミナール」を配置し，社会知性の開発を目指す専修大学 
　　　　の学生としての自覚と心構えを持ち，大学での学修に求められる最低限の読解力・思考 
　　　　力・プレゼンテーション力・文章力などの技能や能力を身に付けます。 
　　　　また，専門的な知識・技能とそれに基づく思考方法や地球的視野からの視点をもつための 
　　　　基礎となる内容を学修すると同時に，大学で学ぶときだけではなく，生涯学ぶうえで社会 
　　　　においても必要とされる基礎的な力を身に付けるために，中央教育審議会答申などで指摘 
　　　　されている「学士力」を意識し，「データ分析入門」，「キャリア入門」，「あなたと自然科 
　　　　学」など，9科目 16 単位を配置しています。 
　　　②教養科目 
　　　　「教養科目」は，「人文科学基礎科目」，「社会科学基礎科目」，「自然科学系科目」，「融合領 
　　　　域科目」，「保健体育系科目」から構成しています。各学部・学科の専門教育を相対化し， 
　　　　専門教育の範囲を超えた広い領域の知識・技能を学び，異なる視点から問題にアプローチ 
　　　　することを目的としています。「人文科学基礎科目」，「社会科学基礎科目」，「自然科学系 
　　　　科目」では，特に，文化・歴史・社会，自然など幅広い教養を身に付けることを目的とし 
　　　　ています。また，「融合領域科目」は，基礎的な知識や技能を背景として，専門教育以外の 
　　　　異なる視点からの総合的な学習経験と創造的思考力の涵養を目指すものです。「保健体育 
　　　　系科目」は，自身の健康やスポーツへの理解を深める目的にとどまらず，自己管理力や 
　　　　チームワークなども養成する目的を有しています。これらの科目は，学部・学科を超えた 
　　　　普遍性の理解を基本理念とし，多面的なものの見方の基礎を養成することから，91 科目 
　　　　 194 単位を配置しています。 
　　　③外国語科目 
　　　　「外国語科目」は，英語をはじめとする外国語の運用能力を獲得し，適切なコミュニケー 
　　　　ションを行うことで，世界の文化や社会について理解を深め，幅広い視野からさまざまな 
　　　　問題に取り組む力を身に付けることを目的としています。英語のうち，１年次及び２年次 
　　　　に履修する，外国語の基礎的な運用能力の獲得と適切なコミュニケーション能力の養成を 
　　　　目的とした科目は，入学時に行うプレイスメントテストに基づいた習熟度別の少人数クラ 
　　　　スを編成し，レベル別の授業とすることで，能力の向上を目指しています。英語以外の外 
　　　　国語については，多くの学生が初めて学ぶ科目であることを踏まえ，初級・中級・上級と 
　　　　それぞれの学習段階での到達目標を明確にしたレベル別の授業としています。また，異文 
　　　　化・多文化への理解を深めるために，講義形式で世界の諸地域の言語とその背景となる文 
　　　　化を学ぶ科目を含めて，181 科目 263 単位を配置しています。 
　　　④専門科目 
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　　　　ものごとを分析的に捉え，筋道立てて思考し，また，他者や異文化を理解する能力を培う 
　　　　ために，専門科目群及びゼミナールを中心とする演習科目を通じた学修指導を行います。 
　　　　・１年次に，大学のカリキュラム編成に慣れ，教養科目と専門科目の調和を図るための専 
　　　　　門入門ゼミナール（導入・科目）と，主な哲学分野の基礎を学ぶ概論科目を配置してい 
　　　　　ます。また必修科目「哲学の手ほどき」を通じて，学生の関心を広げるとともに，興味 
　　　　　と専門分野のミスマッチを避ける方策を導入しています。 
　　　　・他者や異文化を理解する能力を培うための，多彩な概説科目を，１年次から 20 科目配 
　　　　　置しています。 
　　　　・哲学を深く学ぶための古典語であるギリシア語・ラテン語について，１年次は入門科 
　　　　　目，２年次以降は文献講読の科目を配置しています。 
　　　　・２年次からは，ものごとを分析的に捉え，筋道立てて思考するための実践的な訓練とし 
　　　　　てゼミナールを配置しています。 
　　　　・４年次に，文献の正確な読解と自らの見解を的確に表現する方法を身に付けるための卒 
　　　　　業論文を配置しています。 
 
　　（5）学修成果の評価方法 
　　　　・教養科目から８単位を修得したことをもって，文化・歴史・社会，自然などについて幅 
　　　　　広い教養を身に付け，社会生活上の諸課題に取り組むための多様な視点を有していると 
　　　　　評価します。 
　　　　・外国語科目で必修とされている８単位及び専門科目で必修及び選択必修とされている 
　　　　　 44 単位を修得したことをもって，自分を絶対視することなく，他者や異文化を理解する 
　　　　　柔軟な視点を持つことができると評価します。 
　　　　・専門科目から 28 単位を修得したことをもって，哲学・思想のさまざまな領域で蓄積さ 
　　　　　れてきた知識と理論を修得したと評価します。 
　　　　・転換・導入科目及び専門科目におけるゼミナール（演習科目）の単位を修得したことを 
　　　　　もって，文献を正確に読解する能力に基づいて，自己の解釈を説得的に表現できること 
　　　　　ができると評価します。 
　　　　・卒業論文８単位の修得をもって，ものごとを分析的にとらえ，筋道立てて思考すること 
　　　　　ができると評価するともに，卒業認定・学位授与の方針に掲げる全ての資質や能力が身 
　　　　　に付いたことを総合的に評価します。 
 
歴史学科 
　　（1）教育課程 
　　　　・「転換・導入科目」，「教養科目」，「外国語科目」では，中央教育審議会答申などで指摘 
　　　　　されている重要性や意義を踏まえるとともに，養成しようとする知識や能力を明確にし 
　　　　　たうえで，具体的な教育目標を立て，その教育目標に対応する科目群から編成していま 
　　　　　す。 
　　　　・「転換・導入科目」は，専門的な知識・技能とそれに基づく思考方法や地球的視野から 
　　　　　の視点をもつための基礎となる内容を学ぶとともに，大学で学ぶときだけではなく，生 
　　　　　涯学ぶうえで社会においても必要とされる基礎的な力を身に付けることとしています。 
　　　　・「教養科目」及び「外国語科目」は，学部・学科の専門教育を相対化し，専門教育の範 
　　　　　囲を超えた広い領域の知識・技能を学び，異なる視点から問題にアプローチすること 
　　　　　で，多面的なものの見方の基礎を養成することとしています。 
　　　　・「専門科目」では，基礎・基本を重視し，専門の骨格を正確に把握させるとともに，科 
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　　　　　目間の関係や履修の順序，単位数等に配慮し，系統性と順次性のある教育課程の編成と 
　　　　　しています。 
 
　　（2）学位授与の方針を踏まえた教育課程編成の方針 
　　　①人類の文化や社会，自然など共通に求められる幅広い知識の修得及び様々な角度から物事 
　　　　を見ることができる能力を修得するための科目を配置します。 
　　　②日本及び世界各地域の過去の歴史において起こった諸事象について深く学び，これを理解 
　　　　することができる能力を修得するための科目を配置します。 
　　　③過去の歴史に見られる諸事象についての研究を深め，その特徴や問題点などについて明ら 
　　　　かにするために必要な手法を修得するための科目を配置します。 
　　　④課題を発見し，解決に必要な情報を収集，分析するとともに，修得した知識・能力を活用 
　　　　し，問題を解決する能力を修得するための科目を配置します。 
 
　　（3）学位授与の方針を踏まえた教育課程実施の方針 
　　　①学位授与に求められる体系的な教育課程の構築に向けて，初年次教育，教養教育，専門教 
　　　　育，キャリア教育等の観点を踏まえた編成としており，特に，初年次教育は，多様な入学 
　　　　者が自ら学修計画を立て，主体的な学びを実践できる内容とし，キャリア教育は，卒業後 
　　　　も自律・自立して学習できる観点を踏まえた内容としています。 
　　　②知識の理解を目的とする教育内容は，講義形式を中心とした授業形態を採るとともに，態 
　　　　度・志向性及び技能の修得を目的とする教育内容は，演習形式による授業形態を採ること 
　　　　とし，理論的な知識や技能を実務に応用する能力を身に付けることを目的とする教育内容 
　　　　は，実習形式や実践形式を交えた授業形態を採ります。 
　　　③学修者の能動的な学修への参加を促すために，教室内でのグループ・ディスカッション， 
　　　　ディベート，グループ・ワーク等をはじめとする能動的学修を導入するとともに，問題解 
　　　　決能力や批判的思考力を養うために，教室外での共同学習，ケーススタディなどによる発 
　　　　見学習，調査学習，体験学習を導入します。 
　　　④教育課程編成・実施の方針が，教育研究上の目的や人材養成の目的を達成するという目的 
　　　　のもとに策定され，かつ，教育課程の編成において，体系性と順次性が明確であることを 
　　　　示すために，授業科目の系統性を示す科目ナンバリングを導入します。 
　　　⑤年次やセメスターごとの教育内容の全体が俯瞰でき，時系列に沿った到達目標が理解でき 
　　　　ることで，学生が学習目標に沿った適切な授業科目の履修が可能となるように，卒業後の 
　　　　進路を踏まえた典型的な履修モデルを整備するとともに，ＣＡＰ制の意義を踏まえ履修登 
　　　　録単位数を明示することとしています。 
 
　　（4）教育内容・方法　 
　　　①転換・導入科目 
　　　　「転換・導入科目」は，専修大学の入門・基礎科目として位置づけられています。高等学 
　　　　校段階の教育と大学での教育を接続させるための初年次教育としての目的を重視して，少 
　　　　人数演習形式の「専修大学入門ゼミナール」を配置し，社会知性の開発を目指す専修大学 
　　　　の学生としての自覚と心構えを持ち，大学での学修に求められる最低限の読解力・思考 
　　　　力・プレゼンテーション力・文章力などの技能や能力を身に付けます。 
　　　　また，専門的な知識・技能とそれに基づく思考方法や地球的視野からの視点をもつための 
　　　　基礎となる内容を学修すると同時に，大学で学ぶときだけではなく，生涯学ぶうえで社会 
　　　　においても必要とされる基礎的な力を身に付けるために，中央教育審議会答申などで指摘 
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　　　　されている「学士力」を意識し，「データ分析入門」，「キャリア入門」，「あなたと自然科 
　　　　学」など，9科目 16 単位を配置しています。 
　　　②教養科目 
　　　　「教養科目」は，「人文科学基礎科目」，「社会科学基礎科目」，「自然科学系科目」，「融合領 
　　　　域科目」，「保健体育系科目」から構成しています。各学部・学科の専門教育を相対化し， 
　　　　専門教育の範囲を超えた広い領域の知識・技能を学び，異なる視点から問題にアプローチ 
　　　　することを目的としています。「人文科学基礎科目」，「社会科学基礎科目」，「自然科学系 
　　　　科目」では，特に，文化・歴史・社会，自然など幅広い教養を身に付けることを目的とし 
　　　　ています。また，「融合領域科目」は，基礎的な知識や技能を背景として，専門教育以外の 
　　　　異なる視点からの総合的な学習経験と創造的思考力の涵養を目指すものです。「保健体育 
　　　　系科目」は，自身の健康やスポーツへの理解を深める目的にとどまらず，自己管理力や 
　　　　チームワークなども養成する目的を有しています。これらの科目は，学部・学科を超えた 
　　　　普遍性の理解を基本理念とし，多面的なものの見方の基礎を養成することから，94 科目 
　　　　 200 単位を配置しています。 
　　　③外国語科目 
　　　　「外国語科目」は，英語をはじめとする外国語の運用能力を獲得し，適切なコミュニケー 
　　　　ションを行うことで，世界の文化や社会について理解を深め，幅広い視野からさまざまな 
　　　　問題に取り組む力を身に付けることを目的としています。英語のうち，１年次及び２年次 
　　　　に履修する，外国語の基礎的な運用能力の獲得と適切なコミュニケーション能力の養成を 
　　　　目的とした科目は，入学時に行うプレイスメントテストに基づいた習熟度別の少人数クラ 
　　　　スを編成し，レベル別の授業とすることで，能力の向上を目指しています。英語以外の外 
　　　　国語については，多くの学生が初めて学ぶ科目であることを踏まえ，初級・中級・上級と 
　　　　それぞれの学習段階での到達目標を明確にしたレベル別の授業としています。また，異文 
　　　　化・多文化への理解を深めるために，講義形式で世界の諸地域の言語とその背景となる文 
　　　　化を学ぶ科目を含めて，181 科目 263 単位を配置しています。 
　　　④専門科目 
　　　　・１年次から歴史学各分野の概説科目を設置しています。 
　　　　・２年次には歴史研究に特に必要とされる史料の読解のため，多様な言語・史料の「歴史 
　　　　　資料研究法」20 科目を配当します。 
　　　　・２・３年次で多彩な専門科目を設置します。 
　　　　・日本・世界の最新の歴史的動向を把握できる「世界史講義」を設置します。 
　　　　・またゼミナール１・２を設置し，少数人数でのゼミ形式の授業を行うことで，各自の個 
　　　　　性的な資質の涵養に努めます。 
 
　　（5）学修成果の評価方法 
　　　　・教養科目から８単位を修得したことをもって，文化・歴史・社会，自然などについて幅 
　　　　　広い教養を身に付け，社会生活上の諸課題に取り組むための多様な視点を有していると 
　　　　　評価します。 
　　　　・専門科目で選択必修とされている 12 単位及び選択科目 42 単位を修得したことをもっ 
　　　　　て，歴史上の諸事象を理解し，その課題を解決しうる分析手法を身に付けたと評価しま 
　　　　　す。 
　　　　・転換・導入科目及び専門科目におけるゼミナール（演習科目）の単位を修得したことを 
　　　　　もって，歴史上の様々な事象のうち，特定の分野について，自ら問題を設定し，研究を 
　　　　　深めた上で，その成果を説得力をもって表現できると評価します。 
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　　　　・卒業論文８単位の修得をもって，自らの研究について，その有効性とともに問題点をも 
　　　　　理解し，相互批判を積極的に行うことができると評価するともに，卒業認定・学位授与 
　　　　　の方針に掲げる全ての資質や能力が身に付いたことを総合的に評価します。 
 
環境地理学科 
　　（1）教育課程 
　　　　・「転換・導入科目」，「教養科目」，「外国語科目」では，中央教育審議会答申などで指摘 
　　　　　されている重要性や意義を踏まえるとともに，養成しようとする知識や能力を明確にし 
　　　　　たうえで，具体的な教育目標を立て，その教育目標に対応する科目群から編成していま 
　　　　　す。 
　　　　・「転換・導入科目」は，専門的な知識・技能とそれに基づく思考方法や地球的視野から 
　　　　　の視点をもつための基礎となる内容を学ぶとともに，大学で学ぶときだけではなく，生 
　　　　　涯学ぶうえで社会においても必要とされる基礎的な力を身に付けることとしています。 
　　　　・「教養科目」及び「外国語科目」は，学部・学科の専門教育を相対化し，専門教育の範 
　　　　　囲を超えた広い領域の知識・技能を学び，異なる視点から問題にアプローチすること 
　　　　　で，多面的なものの見方の基礎を養成することとしています。 
　　　　・「専門科目」では，基礎・基本を重視し，専門の骨格を正確に把握させるとともに，科 
　　　　　目間の関係や履修の順序，単位数等に配慮し，系統性と順次性のある教育課程の編成と 
　　　　　しています。 
 
　　（2）学位授与の方針を踏まえた教育課程編成の方針 
　　　①人類の文化や社会，自然など共通に求められる幅広い知識の修得及び様々な角度から物事 
　　　　を見ることができる能力を修得するための科目を配置します。 
　　　②日本及び世界各地域の過去の歴史において起こった諸事象について深く学び，これを理解 
　　　　することができる能力を修得するための科目を配置します。 
　　　③過去の歴史に見られる諸事象についての研究を深め，その特徴や問題点などについて明ら 
　　　　かにするために必要な手法を修得するための科目を配置します。 
　　　④課題を発見し，解決に必要な情報を収集，分析するとともに，修得した知識・能力を活用 
　　　　し，問題を解決する能力を修得するための科目を配置します。 
 
　　（3）学位授与の方針を踏まえた教育課程実施の方針 
　　　①学位授与に求められる体系的な教育課程の構築に向けて，初年次教育，教養教育，専門教 
　　　　育，キャリア教育等の観点を踏まえた編成としており，特に，初年次教育は，多様な入学 
　　　　者が自ら学修計画を立て，主体的な学びを実践できる内容とし，キャリア教育は，卒業後 
　　　　も自律・自立して学習できる観点を踏まえた内容としています。 
　　　②知識の理解を目的とする教育内容は，講義形式を中心とした授業形態を採るとともに，態 
　　　　度・志向性及び技能の修得を目的とする教育内容は，演習形式による授業形態を採ること 
　　　　とし，理論的な知識や技能を実務に応用する能力を身に付けることを目的とする教育内容 
　　　　は，実習形式や実践形式を交えた授業形態を採ります。 
　　　③学修者の能動的な学修への参加を促すために，教室内でのグループ・ディスカッション， 
　　　　ディベート，グループ・ワーク等をはじめとする能動的学修を導入するとともに，問題解 
　　　　決能力や批判的思考力を養うために，教室外での共同学習，ケーススタディなどによる発 
　　　　見学習，調査学習，体験学習を導入します。 
　　　④教育課程編成・実施の方針が，教育研究上の目的や人材養成の目的を達成するという目的 
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　　　　のもとに策定され，かつ，教育課程の編成において，体系性と順次性が明確であることを 
　　　　示すために，授業科目の系統性を示す科目ナンバリングを導入します。 
　　　⑤年次やセメスターごとの教育内容の全体が俯瞰でき，時系列に沿った到達目標が理解でき 
　　　　ることで，学生が学習目標に沿った適切な授業科目の履修が可能となるように，卒業後の 
　　　　進路を踏まえた典型的な履修モデルを整備するとともに，ＣＡＰ制の意義を踏まえ履修登 
　　　　録単位数を明示することとしています。 
 
　　（4）教育内容・方法　 
　　　①転換・導入科目 
　　　　「転換・導入科目」は，専修大学の入門・基礎科目として位置づけられています。高等学 
　　　　校段階の教育と大学での教育を接続させるための初年次教育としての目的を重視して，少 
　　　　人数演習形式の「専修大学入門ゼミナール」を配置し，社会知性の開発を目指す専修大学 
　　　　の学生としての自覚と心構えを持ち，大学での学修に求められる最低限の読解力・思考 
　　　　力・プレゼンテーション力・文章力などの技能や能力を身に付けます。 
　　　　また，専門的な知識・技能とそれに基づく思考方法や地球的視野からの視点をもつための 
　　　　基礎となる内容を学修すると同時に，大学で学ぶときだけではなく，生涯学ぶうえで社会 
　　　　においても必要とされる基礎的な力を身に付けるために，中央教育審議会答申などで指摘 
　　　　されている「学士力」を意識し，「データ分析入門」，「キャリア入門」，「あなたと自然科 
　　　　学」など，9科目 16 単位を配置しています。 
　　　②教養科目 
　　　　「教養科目」は，「人文科学基礎科目」，「社会科学基礎科目」，「自然科学系科目」，「融合領 
　　　　域科目」，「保健体育系科目」から構成しています。各学部・学科の専門教育を相対化し， 
　　　　専門教育の範囲を超えた広い領域の知識・技能を学び，異なる視点から問題にアプローチ 
　　　　することを目的としています。「人文科学基礎科目」，「社会科学基礎科目」，「自然科学系科 
　　　　目」では，特に，文化・歴史・社会，自然など幅広い教養を身に付けることを目的として 
　　　　います。また，「融合領域科目」は，基礎的な知識や技能を背景として，専門教育以外の異 
　　　　なる視点からの総合的な学習経験と創造的思考力の涵養を目指すものです。「保健体育系 
　　　　科目」は，自身の健康やスポーツへの理解を深める目的にとどまらず，自己管理力やチー 
　　　　ムワークなども養成する目的を有しています。これらの科目は，学部・学科を超えた普遍 
　　　　性の理解を基本理念とし，多面的なものの見方の基礎を養成することから，94 科目 200 単 
　　　　位を配置しています。 
　　　③外国語科目 
　　　　「外国語科目」は，英語をはじめとする外国語の運用能力を獲得し，適切なコミュニケー 
　　　　ションを行うことで，世界の文化や社会について理解を深め，幅広い視野からさまざまな 
　　　　問題に取り組む力を身に付けることを目的としています。英語のうち，１年次及び２年次 
　　　　に履修する，外国語の基礎的な運用能力の獲得と適切なコミュニケーション能力の養成を 
　　　　目的とした科目は，入学時に行うプレイスメントテストに基づいた習熟度別の少人数クラ 
　　　　スを編成し，レベル別の授業とすることで，能力の向上を目指しています。英語以外の外 
　　　　国語については，多くの学生が初めて学ぶ科目であることを踏まえ，初級・中級・上級と 
　　　　それぞれの学習段階での到達目標を明確にしたレベル別の授業としています。また，異文 
　　　　化・多文化への理解を深めるために，講義形式で世界の諸地域の言語とその背景となる文 
　　　　化を学ぶ科目を含めて，181 科目 263 単位を配置しています。 
　　　④専門科目 
　　　　・１年次から歴史学各分野の概説科目を設置しています。 
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　　　　・２年次には歴史研究に特に必要とされる史料の読解のため，多様な言語・史料の「歴史 
　　　　　資料研究法」20 科目を配当します。 
　　　　・２・３年次で多彩な専門科目を設置します。 
　　　　・日本・世界の最新の歴史的動向を把握できる「世界史講義」を設置します。 
　　　　・またゼミナール１・２を設置し，少数人数でのゼミ形式の授業を行うことで，各自の個 
　　　　　性的な資質の涵養に努めます。 
 
　　（5）学修成果の評価方法 
　　　　・教養科目から８単位を修得したことをもって，文化・歴史・社会，自然などについて幅 
　　　　　広い教養を身に付け，社会生活上の諸課題に取り組むための多様な視点を有していると 
　　　　　評価します。 
　　　　・専門科目で選択必修とされている 12 単位及び選択科目 42 単位を修得したことをもっ 
　　　　　て，歴史上の諸事象を理解し，その課題を解決しうる分析手法を身に付けたと評価しま 
　　　　　す。 
　　　　・転換・導入科目及び専門科目におけるゼミナール（演習科目）の単位を修得したことを 
　　　　　もって，歴史上の様々な事象のうち，特定の分野について，自ら問題を設定し，研究を 
　　　　　深めた上で，その成果を説得力をもって表現できると評価します。 
　　　　・卒業論文８単位の修得をもって，自らの研究について，その有効性とともに問題点をも 
　　　　　理解し，相互批判を積極的に行うことができると評価するともに，卒業認定・学位授与 
　　　　　の方針に掲げる全ての資質や能力が身に付いたことを総合的に評価します。 
 
ジャーナリズム学科 
　　（1）教育課程 
　　　　・「転換・導入科目」，「教養科目」，「外国語科目」では，中央教育審議会答申などで指摘さ 
　　　　　れている重要性や意義を踏まえるとともに，養成しようとする知識や能力を明確にした 
　　　　　うえで，具体的な教育目標を立て，その教育目標に対応する科目群から編成しています。 
　　　　・「転換・導入科目」は，専門的な知識・技能とそれに基づく思考方法や地球的視野から 
　　　　　の視点をもつための基礎となる内容を学ぶとともに，大学で学ぶときだけではなく，生 
　　　　　涯学ぶうえで社会においても必要とされる基礎的な力を身に付けることとしています。 
　　　　・「教養科目」及び「外国語科目」は，学部・学科の専門教育を相対化し，専門教育の範 
　　　　　囲を超えた広い領域の知識・技能を学び，異なる視点から問題にアプローチすること 
　　　　　で，多面的なものの見方の基礎を養成することとしています。 
　　　　・「専門科目」では，基礎・基本を重視し，専門の骨格を正確に把握させるとともに，科 
　　　　　目間の関係や履修の順序，単位数等に配慮し，系統性と順次性のある教育課程の編成と 
　　　　　しています。 
 
　　（2）学位授与の方針を踏まえた教育課程編成の方針 
　　　①人類の文化や社会，自然など共通に求められる幅広い知識の修得及び様々な角度から物事 
　　　　を見ることができる能力を修得するための科目を配置します。 
　　　②ジャーナリズム活動の基礎となる理論や知識の修得とともに，表現活動や実践活動の場面 
　　　　に必要となるスキルや実践力を修得するための科目を配置します。 
　　　③社会事象に関する情報を収集・処理・分析する知識を修得するとともに，情報の意義や役 
　　　　割を理解し，情報を主体的に活用する能力を修得するための科目を配置します。 
　　　④課題を発見し，解決に必要な情報を収集，分析するとともに，修得した知識・能力を活用 
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　　　　し，問題を解決する能力を修得するための科目を配置します。 
 
　　（3）学位授与の方針を踏まえた教育課程実施の方針 
　　　①学位授与に求められる体系的な教育課程の構築に向けて，初年次教育，教養教育，専門教 
　　　　育，キャリア教育等の観点を踏まえた編成としており，特に，初年次教育は，多様な入学者 
　　　　が自ら学修計画を立て，主体的な学びを実践できる内容とし，キャリア教育は，卒業後も 
　　　　自律・自立して学習できる観点を踏まえた内容としています。 
　　　②知識の理解を目的とする教育内容は，講義形式を中心とした授業形態を採るとともに，態 
　　　　度・志向性及び技能の修得を目的とする教育内容は，演習形式による授業形態を採ること 
　　　　とし，理論的な知識や技能を実務に応用する能力を身に付けることを目的とする教育内容 
　　　　は，実習形式や実践形式を交えた授業形態を採ります。 
　　　③学修者の能動的な学修への参加を促すために，教室内でのグループ・ディスカッション， 
　　　　ディベート，グループ・ワーク等をはじめとする能動的学修を導入するとともに，問題解 
　　　　決能力や批判的思考力を養うために，教室外での共同学習，ケーススタディなどによる発 
　　　　見学習，調査学習，体験学習を導入します。 
　　　④教育課程編成・実施の方針が，教育研究上の目的や人材養成の目的を達成するという目的 
　　　　のもとに策定され，かつ，教育課程の編成において，体系性と順次性が明確であることを 
　　　　示すために，授業科目の系統性を示す科目ナンバリングを導入します。 
　　　⑤年次やセメスターごとの教育内容の全体が俯瞰でき，時系列に沿った到達目標が理解でき 
　　　　ることで，学生が学習目標に沿った適切な授業科目の履修が可能となるように，卒業後の 
　　　　進路を踏まえた典型的な履修モデルを整備するとともに，ＣＡＰ制の意義を踏まえ履修登 
　　　　録単位数を明示することとしています。 
 
　　（4）教育内容・方法　 
　　　①転換・導入科目 
　　　　「転換・導入科目」は，専修大学の入門・基礎科目として位置づけられています。高等学 
　　　　校段階の教育と大学での教育を接続させるための初年次教育としての目的を重視して，少 
　　　　人数演習形式の「専修大学入門ゼミナール」を配置し，社会知性の開発を目指す専修大学 
　　　　の学生としての自覚と心構えを持ち，大学での学修に求められる最低限の読解力・思考 
　　　　力・プレゼンテーション力・文章力などの技能や能力を身に付けます。 
　　　　また，専門的な知識・技能とそれに基づく思考方法や地球的視野からの視点をもつための 
　　　　基礎となる内容を学修すると同時に，大学で学ぶときだけではなく，生涯学ぶうえで社会 
　　　　においても必要とされる基礎的な力を身に付けるために，中央教育審議会答申などで指摘 
　　　　されている「学士力」を意識し，「データ分析入門」，「キャリア入門」，「あなたと自然科 
　　　　学」など，6科目 10 単位を配置しています。 
　　　②教養科目 
　　　　「教養科目」は，「人文科学基礎科目」，「社会科学基礎科目」，「自然科学系科目」，「融合領 
　　　　域科目」，「保健体育系科目」から構成しています。各学部・学科の専門教育を相対化し， 
　　　　専門教育の範囲を超えた広い領域の知識・技能を学び，異なる視点から問題にアプローチ 
　　　　することを目的としています。「人文科学基礎科目」，「社会科学基礎科目」，「自然科学系 
　　　　科目」では，特に，文化・歴史・社会，自然など幅広い教養を身に付けることを目的とし 
　　　　ています。また，「融合領域科目」は，基礎的な知識や技能を背景として，専門教育以外の 
　　　　異なる視点からの総合的な学習経験と創造的思考力の涵養を目指すものです。「保健体育 
　　　　系科目」は，自身の健康やスポーツへの理解を深める目的にとどまらず，自己管理力や 
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　　　　チームワークなども養成する目的を有しています。これらの科目は，学部・学科を超えた 
　　　　普遍性の理解を基本理念とし，多面的なものの見方の基礎を養成することから，94 科目 
　　　　 200 単位を配置しています。 
　　　③外国語科目 
　　　　「外国語科目」は，英語をはじめとする外国語の運用能力を獲得し，適切なコミュニケー 
　　　　ションを行うことで，世界の文化や社会について理解を深め，幅広い視野からさまざまな 
　　　　問題に取り組む力を身に付けることを目的としています。英語のうち，１年次及び２年次 
　　　　に履修する，外国語の基礎的な運用能力の獲得と適切なコミュニケーション能力の養成を 
　　　　目的とした科目は，入学時に行うプレイスメントテストに基づいた習熟度別の少人数クラ 
　　　　スを編成し，レベル別の授業とすることで，能力の向上を目指しています。英語以外の外 
　　　　国語については，多くの学生が初めて学ぶ科目であることを踏まえ，初級・中級・上級と 
　　　　それぞれの学習段階での到達目標を明確にしたレベル別の授業としています。また，異文 
　　　　化・多文化への理解を深めるために，講義形式で世界の諸地域の言語とその背景となる文 
　　　　化を学ぶ科目を含めて，181 科目 263 単位を配置しています。 
　　　④専門科目 
　　　　「専門科目」は，「基礎科目」，「基幹科目」，「発展・応用科目」，「関連科目」の科目群から 
　　　　編成することとしており，４年間の体系的な科目履修を通して，知識と能力を身に付ける 
　　　　ことが可能となるよう配慮し，基礎から基幹，基幹から応用へと発展させるための教育課 
　　　　程の編成としています。 
　　　　・基礎科目 
　　　　　「基礎科目」は，ジャーナリズム学を学ぶ目的やジャーナリズム学の学問体系の理解の 
　　　　　もと，ジャーナリズム活動の基礎となる理論や知識の理解と表現活動に必要となる情報 
　　　　　表現スキルを修得するための科目として，4科目 8 単位を必修科目として配置するとと 
　　　　　もに，12 科目 24 単位を選択科目として配置しています。 
　　　　・基幹科目 
　　　　　「基幹科目」は，「基礎科目」の理解のうえに，ジャーナリズムに関する基本をより具 
　　　　　体的に理解するとともに，「専門教育」における「発展・応用科目」を履修にあたって 
　　　　　の基盤となる基礎的な理論や知識を修得習得するための科目として，26 科目 52 単位を 
　　　　　選択科目として配置しています。 
　　　　・発展・応用科目 
　　　　　「発展・応用科目」は，ジャーナリズムに関する基礎的な知識を実践活動の場面に適用 
　　　　　することができる実践力をもって，ジャーナリズムの諸活動を主体的かつ合理的に行う 
　　　　　能力と態度を育成するとともに，各自のテーマに即した研究計画の設定から資料収集や 
　　　　　事例分析，意見交換，成果発表などの能動的な学習を通して，基礎的な研究能力を養成 
　　　　　するための科目として，6科目 16 単位を必修科目として配置するとともに，29 科目 58 
　　　　　単位を選択科目として配置しています。 
　　　　・関連科目 
　　　　　「関連科目」は，卒業後の進路を踏まえたうえで，学生の興味と関心に応じた選択の幅 
　　　　　を広げ，主体的な科目の選択が可能となるための科目として，30 科目 60 単位を選択科 
　　　　　目として配置しています。 
 
　　（5）学修成果の評価方法 
　　　　・教養科目から６単位を修得したことをもって，文化・歴史・社会，自然などについて幅 
　　　　　広い教養を身に付け，社会生活上の諸課題に取り組むための多様な視点を有していると 
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　　　　　評価します。 
　　　　・外国語科目で必修とされている８単位の修得をもって，国際的な視野に立つ基礎的能力 
　　　　　を身に付けていると評価します。 
　　　　・専門科目で必修とされている 24 単位及び選択科目 58 単位を修得したことをもって，社 
　　　　　会的・国際的諸課題に対して，情報・事実・データを分析し，問題を発見して，その解 
　　　　　決に向けた見解を論理的に表現し，議論する能力を修得していると評価します。また， 
　　　　　公正性・多様性と持続性といった観点から，人と社会のあるべき姿について思考し，自 
　　　　　分なりの見解として表現することができると評価します。 
　　　　・専門科目におけるゼミナール（演習科目）の単位を修得したことをもって，自ら問題を 
　　　　　設定し，研究を深めた上で，その成果を説得力をもって表現できると評価します。 
　　　　・卒業論文・制作６単位の修得をもって，自らの研究について，その有効性とともに問題 
　　　　　点をも理解し，相互批判を積極的に行うことができると評価するともに，卒業認定・学 
　　　　　位授与の方針に掲げる全ての資質や能力が身に付いたことを総合的に評価します。 
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は　じ　め　に 
 
　ご入学おめでとうございます。文学部の教職員一同，皆さんを心から
歓迎いたします。 
　文学部には 6つの学科がありますが，それぞれの分野の学問を体系的
に深めていくことができるように，各学科では開講科目の内容や履修の
仕方にさまざまな工夫を凝らしています。この学修ガイドブックは 4年
間のそのような学びの道筋やヒントが記された地図のようなものですか
ら，スタート地点に立った皆さんは，まずこの地図で全体の景色を見渡
し，ゴールまでの距離を確かめてください。高校までと違ってゴールへ
のルートは一つではありませんが，誰もが渡らなければならない橋や必

ず越えなければならない峠があって，よく地図を理解していないと 4年間でゴールにたどり着けな
いということも起こりえます。ですから，学生生活を始めるこの時期にここに記されたことをよく
読んで理解することが大切です。また，学年が上がってからも時々はこの地図を広げて，自分のい
る場所を確かめたり行き先を思案したりするのに用いるとよいでしょう。 
　さて皆さんはいま，自分が入学した学科の学問分野に期待を膨らませていることでしょう。皆さ
んにはそれぞれの分野の勉学に励み，存分に探求を進めていってほしいと思います。しかし学問的
に相互に関連しあう 6つの学科を擁する文学部においては，自分の学科の分野内だけにとどまって
過ごしていたら，それはとてももったいないことです。他学科の科目であっても多くの科目が相互
に履修できますから，学年が上がって時間に余裕が出てきたら，ぜひとも異分野の学問に触れる機
会を持ってほしいものです。中学や高校の化学の実験で，試薬を加えたとたんに試験管の液体の色
が変化するのを見たことを覚えているでしょうか。学問にもあれと同じことが起こることがあるの
です。そしてそこから新しい発想が生まれます。 
　実はこのような「化学反応」は人と人との間にも起こります。文学部は少人数教育やゼミナール
を大切にしていますが，教室や研究室で教員と対話し，あるいは同じ学科やゼミの友人と自分の考
えをぶつけ合うことで，理解が深まったり，誤解がとけたり，新しい視点が得られたりするという
ことは非常によくあることです。たいていの情報がインターネットで手軽に得られる時代に，わざ
わざ大学に入学して学ぶ意味はこのようなことにあるのではないでしょうか。 
　皆さんはこれから 4年間を過ごしていくわけですが，決して楽々と歩いていけるようなものでは
ないことでしょう。しかしこの地図を片手に探求の小径を進んでいく途中では，異なる関心事が接
点を結んで突然目の前が開けるような経験をしたり，長年の疑問に答えを得る手がかりをつかんだ
気持ちになったりすることもあるはずです。それは小躍りしたくなるような喜びであり，誰かに話
さずにはいられなくなるほどに嬉しいことでしょう。そして 4年間の道のりを終える頃には，もう
地図や道標に頼らなくても社会のなかで自ら考えながら歩いていける力がきっとついているはず
です。 
　皆さんが入学時の期待の気持ちを持ち続けながら充実した学生生活を送れることを願っていま
す。 

　文学部長 
　　　高  岡  貞  夫
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第１章 

卒業までに何を学ぶか 

 
 
 
 
　　　Ⅰ　大学の授業科目 

　　　Ⅱ　大学卒業の要件と科目の履修 

　　　Ⅲ　科目の履修登録 

　　　Ⅳ　試験と成績評価 

　　　Ⅴ　卒　　　　　業





 
Ⅰ　大学の授業科目 

 

　１．専修大学の学士課程教育 
 
　専修大学に入学したみなさんが，これから４年間専修大学に在学し，各学部学科で定められてい
る授業科目の単位を修得すると，それぞれの専攻分野を付した「学士」となって卒業し，「社会への
第一歩」を踏み出します。 
　この入学から「社会への第一歩」を繋ぐ「学び」の道のりを「学士課程」と呼んでいます。 
　しかしながら，中学や高校の勉強と大学での「学び」は同じではありません。大学では，一人ひ
とりが自分で「学び」を選択し，自ら研鑽することが求められます。大学における「学び」は，受動
的，画一的な「学習」ではなく，能動的，自律的な「学修」なのです。 
　そこで専修大学の「学士課程教育」では，まず，みなさんが大学での「学び」や生活にスムーズ
に適応し，大学および社会で求められる必要不可欠な基礎的知識と技能を修得できるよう転換・導
入科目を設置しています。例えば，少人数の専修大学入門ゼミナールは全ての学部の学生が履修す
る科目です。この科目で，専修大学の学生としての自覚と心構えを得るでしょう。 
　この転換・導入科目に加えて，専修大学の学士課程教育は，教養科目，外国語科目および専門科
目の４つの科目群で構成されています。転換・導入科目を土台に，教育課程全体の体系性・順次性
が確保されるとともに，かつ教養教育と専門教育の有機的連携が図られています。2019 年度からは
科目ナンバリングも導入され，科目の体系性・順次性がよりわかりやすくなりました。 
　教養科目には，「人文科学基礎科目」，「社会科学基礎科目」，「自然科学系科目」，「融合領域科目」
および「保健体育系科目」の５つの科目群があり，興味を持った分野をより深く学べるようになっ
ています。今日的かつ学際的・融合的な科目も用意されています。外国語科目は，「英語」，「英語以
外の外国語」，「海外語学研修」の３つの科目群で構成されています。外国語の重要性はみなさんも
十分に理解しているでしょう。専門科目は，それぞれの専攻分野について，基礎から応用へと段階
的に学修できる科目配置となっています。専修大学の多様な科目を履修することで，各自の興味や
関心を深化，発展させたり，専門分野を多角的に考察したりすることで，社会に通用する力を確実
につけることができます。 
　つまり，専修大学の学士課程教育を通じて，どの学部に所属していても，社会に出てから必要な
基礎的知識や技能を学び，課題解決能力，論理的思考力，コミュニケーション能力などを身につけ
ることができます。専修大学の学士課程教育は，一人ひとりの「学修」が，将来の持続的成長につ
ながるよう，様々に工夫されています。 
　みなさんの将来には，無限の夢と希望が満ち溢れています。しかし内外の環境は急速に変化して
おり，それらに適時適切な対応をしつつ，世界に飛翔するためには，国際的通用性を備え，先見
性・創造性・独創性に富み，積極的に社会を支え，社会を改善する意欲・能力が肝要です。「学び」
は一瞬の夢ではありません。生涯続く険しい道のりです。高い志と気概を失うことなく，21 世紀を
生き抜くために，専修大学での学びを通じて人生の礎を築いてください。
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　２．専修大学の科目ナンバリング 
 
　科目ナンバリングとは，授業科目に適切な番号を付し分類することで，学修の段階や順序等を
表し，教育課程の体系性を明示する仕組みのことです。専修大学では科目ナンバリングを，６桁
のアルファベットと数字で構成される「コースコード」で表すこととし，2019 年度から全ての
学部で導入しています。コースコードを用いることで，学びたい分野で開講されている科目とそ
のレベルを参照することができます。学びたい科目の詳細な授業内容は講義要項（シラバス）で
確認することができますので，みなさんの興味関心を最大限に活かした，より体系的な履修計画
を立てることができます。 
　なお，コースコードは講義要項（シラバス）に表示されるほか，単位修得学業成績証明書（和
文・英文）および二種複合証明書に記載されます。コースコードは，年度毎に付番するのではな
く，原則として授業科目に固定したものとして付されます。 
 
 1 ．「科目ナンバリング」の意義 
　みなさんが，履修する授業科目を検討する際に，授業科目の分類，標準的な学修の段階や順序
を理解したうえで選択することができます。 
　また，コードの構成は全学部で統一されているため，全学公開科目のように他学部で開講され
ている科目を履修する際に，学問分野や科目の水準など，開講科目の位置づけを理解することが
容易になるので，主体的な学修を進めるうえでの助けとなります。 
　さらに，コースコードは学外にも公開されますので，国際交流協定校で修得した単位を専修大
学で認定する際や，在学中・卒業後に海外の大学・大学院に入学する場合の単位互換等を円滑に
進められることが期待できます。 
 
 2 ．「コースコード」の構成 
　「コースコード」は，「①分野コード（科目の学問分野を表す）」「②水準コード（科目のレベ
ル，水準や難易度を表す）」「③科目開講学部等コード（開講学部や科目区分等）」から構成され，
授業科目毎にコードが付されます。 
　例えば，転換・導入科目の「専修大学入門ゼミナール」の場合，次のようなコースコードが付
されます。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

SEM 0 01

分野コード 水準コード 科目開講学部等コード
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＜各コードの意味＞ 
　①分野コード　専修大学で開講されている科目を１１１の分野に分け，3桁のアルファベット 
　　　　　　　　で表します。 

科目の分野 分　野 
コード 科目の分野 分　野 

コード 科目の分野 分　野 
コード

会計学 ACC ドイツ語 GER 経営学 MAN
アラビア語 ARA 地理学一般 GGR 数理科学 MAT
考古学 ARC 情報学一般 GIN 学芸員課程 MCP
芸術一般 ARL 心理学一般 GPS 経営情報学 MNI
地域研究 ARS ギリシャ語 GRK 金融・ファイナンス MOF
美学・芸術諸学 ASA アジア史・アフリカ史 HAA 新領域法学 NFL

文化財科学・博物館学 CAS ヨーロッパ史・アメリカ史 HEA 自然科学一般 NSC

中国語 CHI 人文学一般 HMN 海外語学研修 OSS
中国文学 CHL 思想史 HOT 財政・公共経済 PFP
民事法学 CIL 史学一般 HSG 哲学一般 PHE
臨床心理学 CLP 人文地理学 HUG 自然地理学 PHG
商学 CME 人間情報学 HUI 計算基盤 POI
キャリア科目 CRE 人体病理学 HUP 政治学 POL
刑事法学 CRL 情報通信技術 ICT 精神神経科学 PSS
文化人類学・民俗学 CUA 国際開発問題 IDG 公法学 PUL
発達心理学 DEP 融合領域科目 IDS 地誌学 REG
デザイン学 DES 国際経済政策 IEP 宗教学 RES
経済史 ECH 国際法学 ILA ロシア語 RUS
経済政策 ECP インドネシア語 IND 社会科学一般 SCS
経済統計 ECS 国際関係論 INR ゼミナール SEM
理論経済学 ECT 情報システム INS 空間情報科学 SIS
教育心理学 EDP イタリア語 ITL 学校司書課程 SLP
教育工学 EDT 日本文化 JAC 特別支援教育 SNE
教育学 EDU 日本文学 JAL 社会学 SOC
英語一般 ENG 日本語教育 JLE 社会情報学 SOI
英語学 ENL 日本語学 JLI 社会法学 SOL
経済学・政治経済学 EPE 日本史 JPH 社会心理学 SOP
環境政策・環境社会シ
ステム EPS 日本語 JPN 特殊講義 SPL

英語　読む・聴く ERL ジャーナリズム JRN スペイン語 SPN
英語　話す・書く ESW コリア語 KOR スポーツ科学 SPS
倫理学 ETH ラテン語 LAT 社会システム工学 SSE
実験心理学 EXP 司書課程 LCP 統計科学 STS

美術史 FAH 図書館情報学・人文社
会情報学 LHS SWP科目 SWP

外国語教育 FLE 英米・英語圏文学 LIE 教職課程 TCP
フランス語 FRE 文学一般 LIG 卒業論文・卒業研究 THE
基礎法学 FUL 言語学 LIN 司書教諭課程 TLP

ジェンダー GDE 論理学 LOG 世界の言語と文化・言
語文化研究 WLC
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　②水準コード　学士課程４年間におけるそれぞれの科目の位置づけ（学修段階）に基づいて， 
　　　　　　　　１桁の数字で表します。科目の配当年次とは異なりますので，３・４年次に水 
　　　　　　　　準の低い科目を履修することも，１・２年次に高い水準の科目を履修すること 
　　　　　　　　もありえます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　③科目開講学部等コード　科目を開講している学部等を２桁の数字で表します。

水準コード 学　　　修　　　段　　　階

0 転換教育および導入教育を目的とした科目

1 学問分野の初級レベル，入門的位置づけの科目 
（主に大学 1年次を想定したレベル）

2 学問分野の中級レベル，基礎的位置づけの科目 
（主に大学 2年次を想定したレベル）

3 学問分野の上級レベル，発展的・応用的位置づけの科目 
（主に大学 3・4年次を想定したレベル）

4 学士課程で学修する最高水準の科目 
（主に 4年次を想定したレベル）

科目開講学部等コード 科　目　開　講　学　部　等
01 転換・導入，教養，外国語科目
02 資格課程科目
03 ＳＷＰ科目
11 経済学部
12 法学部
13 経営学部
14 商学部
15 文学部
16 ネットワーク情報学部
17 人間科学部
18 国際コミュニケーション学部
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　３．専修大学のデータサイエンス教育 
 

　平成 28 年に発表された第 5 期科学技術基本計画では，人間（ホモ・サピエンス）が誕生して

以降 20 万年間の人間社会の段階を，ソフトウェアのバージョンのアップデートに例え，狩猟社

会（ Society 1.0 ），農耕社会（ Society 2.0 ），工業社会（ Society 3.0 ），情報社会（ Society 4.0 ）と

表現し，今後，目指すべき未来社会の姿を超スマート社会（ Society 5.0 ）として定義しました。 

　 Society 5.0 は「サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させた

システムにより，経済発展と社会的課題の解決を両立する，人間中心の社会」であり，IoT 

（ Internet of Things ）でモノとモノがつながり，様々な知識や情報が共有され，今までにない新

たな価値を生み出すことで，これらの課題や困難を克服するとされています。サイバー空間で

は，人工知能（ AI ）により，必要な情報が必要な時に提供されるようになり，それがフィジカ

ル空間におけるロボットや自動運転技術などで，少子高齢化，地方の過疎化，貧富の格差などの

課題が克服されることが期待されるとされています。 

　フィジカル空間でのロボットなどの技術革新も必要となりますが，Society 5.0 を支えるのはサ

イバー空間におけるビッグデータの収集と解析，解析結果のフィジカル空間へのフィードバック

です。そのため，大学では所属学部の文系理系を問わず，必要とされる数理・データサイエンス

の基礎的な素養を持つ人材から高度な技術を持つ専門的な人材まで，様々なレベルに対応した戦

略的な人材育成を推進することが必要です。これらの素養や技術を用いて社会の諸課題を解決

し，一人一人の人間が中心となる社会，すなわち Society 5.0 を実現するという目標は，専修大学

の教育目標である「社会知性の開発」にも通じるものです。 

　専修大学では，転換・導入科目で，データを扱う基本的な力であるデータリテラシーを身につ

ける「データ分析入門」と表計算ソフトウエア等を使って統計データなどの情報を加工・分析

し，分析結果などをプレゼンテーションやWeb を通して表現する能力を身につける「情報入門

1・2 」を設置しています。また教養科目では統計学をさらに深く学ぶ「数理科学 3ａ・3ｂ」を

設置しています。さらに専門科目では，専門分野の知識と統計学や情報科学の手法を組み合わせ

て，新たな情報や法則性を導き出す能力を養成する科目を設置しています。例えば，地理情報シ

ステム（ GIS ）を用いて，人間の行動や自然現象に関する空間情報を分析，評価，地図化する能

力を身につけるための「空間情報学 1・2 」や，機器によって計測した体力や運動能力に関する

数値情報を統計的に処理して，スポーツや健康に関する客観的評価の能力を身につけるための

「測定・調査実習」などがこれにあたります。 

　このように，「社会知性の開発」を目標とする専修大学の学士課程教育では，これからの新し

い社会 Society 5.0 に通用する力を確実につけることができる科目を設置しています。



　４．全学公開科目 
 

⑴　全学公開科目とは 

　　本学では，各学部・学科の教育方針に則して，多様な授業科目を開講している。このうち， 

　「専門科目」は学部別に開講されているため，他学部で開講している専門科目に興味があっても， 

　以前は履修することができなかった。 

　　みなさんの多様な履修希望に応え，他学部で開講されている専門科目を卒業単位として履修で 

　きるよう，「学部間相互履修制度」が設けられた。この制度で履修できる科目が「全学公開科目」 

　である。 

⑵　公開される科目 

　　各学部で開講する全ての専門科目が公開される訳ではない。どの科目を「全学公開科目」とす 

　るか，そして，何年次に配当するかは科目を開講している各学部で定める。 

　　卒業するまでに，どんな科目が「全学公開科目」として履修できるかは， 1 年次のガイダンス 

　およびホームページで告知する。 

⑶　講義内容 

　　「全学公開科目」の講義内容を知りたい場合は，その科目を公開する学部の講義要項を閲覧す 

　る必要がある。各学部の講義要項はホームページで確認できる。 

⑷　履修手続 

　　「全学公開科目」は，公開している学部での履修に支障をきたさないよう，履修者数の制限を 

　行うことがある。このため，履修を希望する学生は，その科目担当者の履修許可を得なければな 

　らないことになっている。 

　　履修手続・選考等の詳細は，ガイダンスで告知する。 

⑸　修得した単位の扱い 

　　「全学公開科目」を履修して修得した単位は，卒業要件単位のうち自由選択修得要件単位とし 

　て認定される。各学科で卒業要件単位に認定される上限単位は下表のとおりとなる。
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学　　　　科 認 定 上 限 単 位
日 本 文 学 文 化 学 科 28 単位
英 語 英 米 文 学 科 16 単位
哲 学 科 30 単位
歴 史 学 科 28 単位
環 境 地 理 学 科 24 単位
ジ ャ ー ナ リ ズ ム 学 科 22 単位
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　５．授業科目の種類 
 
　大学で履修する科目は，必ず修得しなければならない科目や多くの科目のなかから自分の学びた
いものを自由に選択できる科目など，次のとおり３種類に分類できる。 
　必 修 科 目……卒業までに必ず修得しなければならない科目（授業科目一覧では〇印で示す） 
　選択必修科目……決められた科目群の中から指定された方式で選択し，卒業までに必ず修得しな 
　　　　　　　　　ければならない科目（授業科目一覧では◎印で示す） 
　選 択 科 目……適宜選択履修できる科目（授業科目一覧では△印で示す） 
 
　６．単位制と履修年次指定制 
 
　１つの科目の授業を受け，試験に合格すると，その科目についての「単位」が与えられる。「単
位」とは一定の質の勉学ないし学修の量を示す基準となるもので，大学で開講している各授業科目
には，科目の種類や時間数によってそれぞれ単位数が定められている。大学において学修する場合，
すべて単位数によって勉学の達成度が計算され，卒業の可否が決定される。これが単位制である。 
　また，一部の科目は指定された年次内に単位を修得しなければならない。これを履修年次指定制
という。所定の年次で単位を修得することが，次の年次における配当科目を登録・履修し得る条件
となっている場合もある。履修方法は学科によって幾分ちがいがあるので注意すること。 
 
　７．単位の考え方と算定基準 
 
　大学の授業は，講義，演習，実験，実習，実技などによって行われる。そして，単位とは，授業
の受講に加え，事前の準備や事後の展開という学修の課程に要する時間を加味したもので，学修の
量を数字で表した学修成果の指標といえる。なお，単位数はそれぞれの科目により異なる。 
　大学設置基準において「 1 単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成する
こと」とされており，大学での 2 単位の講義科目であれば，授業を含めて 90 時間の学修が必要と
されていることになる。毎週 1 時限の教室での授業が 1 学期行われて 30 時間分の学修をしたもの
とみなしている。したがって， 2 単位科目の場合，残りの 60 時間分を教室外で学修しなければな
らない。漫然と授業を受けるだけでなく，事前の準備や事後の展開にも力を入れるように心がけて
ほしい。 
　みなさんは，まずこの単位制度を充分理解して，学期や学年ごとに配当されている授業科目を計
画的に，かつコンスタントに修得していく努力が求められる。



 
Ⅱ　大学卒業の要件と科目の履修 

 
 
　１．大学卒業の要件 
 
　大学を卒業するためには，⑴４年以上（休学の期間を除いて８年以内）在学すること，⑵所定の
科目の単位を修得すること，の２要件が必要である。卒業要件を充たした者は，学位記が授与され，
学士（文学）の学位が与えられる。 
　卒業までに最低限修得しなければならない単位を卒業要件単位という。「大学設置基準」にその
一般的最低基準が示されており，大学の決めた卒業要件単位を修得しなければその大学を卒業する
ことはできない。 
　本学における文学部の卒業要件単位は，各学科とも下記のとおりであるが，内訳条件については
第２章「転換・導入科目と教養科目，外国語科目の学び方」および第３章「専門科目の学び方」の
各学科，コースの条件を参照のこと。 
 
卒業要件単位
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学　　　科 コ　ー　ス
卒業要件単位

転換 
導入 教養 外国語 専門 自由 

選択 合計

日 本 文 学 文 化 4 8 8 76 28 124
日本文学文化（外留） 4 8 8 76 28 124

英 語 英 米 文 
英語コミュニケーション 6 8 4 84 22 124
英 語 文 化 6 8 4 72 34 124

英 語 英 米 文 （外 留 ） 
英語コミュニケーション 6 8 8 84 18 124
英 語 文 化 6 8 8 72 30 124

哲 6 8 8 72 30 124
哲 （ 外 留 ） 6 8 8 72 30 124
歴 史 6 8 8 74 28 124
歴 史 （ 外 留 ） 6 8 8 74 28 124
環 境 地 理 6 8 8 78 24 124
環 境 地 理 （ 外 留 ） 6 8 8 78 24 124
ジ ャ ー ナ リ ズ ム 6 6 8 82 22 124
ジャーナリズム（外留） 6 6 8 82 22 124
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　２．履修計画の立て方 
 

　それぞれの個性と志向に応じて，４年間の大学生活全体の大枠を考えたその上で，各年度の具体

的な履修計画を立てなくてはならない。 

　もちろん大学生活全体の大枠を考えると言っても，入学当初から上級年次の選択科目のどれとど

れを履修するかというようなことは決めておくことはできない。学修の段階が進むにしたがって何

を選択すべきかという判断もできるようになるからである。しかし，各年次でどのくらいずつ単位

を修得していったらよいかはあらかじめ考えておく必要がある。この際下級年次で比較的多く，上

級年次で少なくなるよう計画するのが賢明である。とくに４年次には卒業論文・卒業研究に取り組

み，就職活動をしたりしなくてはならないので，あまり卒業要件単位を残しておかないほうがよい。

このように計画することによって上級年次になってから，余裕をもって広い範囲から選択科目を選

び，また自主的な学修を深くすすめることができるようになる。 

　科目の選択に際して，転換・導入科目と教養科目，外国語科目については，第２章の「転換・導

入科目と教養科目，外国語科目の学び方」をよく読み，また，専門科目については，学科・コース

によって異なるので，第３章の「専門科目の学び方」をよく読んで研究する必要がある。 

　それでは，履修計画を立てる際の注意事項を次にあげておく。 

　①　年度はじめに行われる履修ガイダンスに出席し，シラバスを活用して各自の履修計画を考え 

　　る。 

　②　科目の年次配当を十分考慮し，後に悔いを残さないようにする。 

　　　（原則として配当年次以外の履修は認められていない。） 

　③　各年次ごとに相応の単位を修得するようにする。 

　④　必修科目，選択必修科目の単位は必ず指定された年次に修得するようにする。 

　⑤　卒業要件単位は，必要な最低修得単位であるから実際にはこれを上回る単位数を計上して計 

　　画をたてる。 

 

　３．履修上限単位数 
 

　文学部では，履修できる上限の単位数が定められており，各年次一律に 48 単位が上限となる。

海外語学短期研修及び資格課程科目については，年間履修上限単位数には含めない。また，履修上

限単位数には，再履修科目も含める。 

 

　４．科目の再履修 
 

　配当年次が指定された科目の単位は配当された年次で必ず修得しなければならない。万一やむを

得ない理由で必修科目および選択必修科目の単位を修得できなかった場合には，原則として次の年

次にそれらの科目を再履修することになる。もちろん，次の年次に進級すると，その年次に配当さ



れている必修科目や選択必修科目があり，それらと再履修科目が時間割の上で重複し，両方を同時

に履修できない場合がある。もし，そのような場合は，まず再履修科目を優先して履修しなければな

らない。したがって必修科目や選択必修科目の再履修は極力さけるように努力しなければならない。 

　ただし，この原則は選択科目にはあてはまらず，もちろん，自らの判断で再履修しても良い。 

　不明な点は，各学科のカリキュラム委員の教員もしくは教務課の窓口に問い合わせること。 
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Ⅲ　科   目   の   履   修   登   録 
 

 

　科目の履修登録は，各自が考えた履修計画に基づいてその年度の授業科目の単位を修得する意志

を表示する手段である。各自，学修ガイドブックおよび年度はじめに行う履修ガイダンスに従って，

その年度に履修する科目を選択し，定められた期日までに登録しなければならない。これを本学で

は履修登録と呼んでいる。履修登録に際しての注意事項を次にあげておくので厳守し，誤りのない

ように手続きして欲しい。 

 

　①　所定の期日までに履修登録を行わなかった場合，その年度の授業科目の履修は認められず， 

　　単位は修得できない。 

　②　各年次の時間割の配付および履修登録手続きに関する説明は，ガイダンス時に行う。ガイダ 

　　ンスでは，各種登録，重要事項の指示等を行うので必ず出席すること。 

　③　一部の科目については，受講人員に制限があるので，登録前に希望する科目の選択カードを 

　　受け取っておかなければならない。選択カードの交付日時，場所，方法等については，掲示ま 

　　たはガイダンスで知らせる。 

　　　また，その他の科目でも，初回授業時に選抜（抽選）や履修制限を行う場合もあるので，必 

　　ずガイダンスで説明を受け，履修を希望する科目の初回授業に出席すること。 

　④　登録後の科目の変更は原則として認めないので十分検討して登録する。 

　⑤　ゼミナールは原則として，履修する前の年の 10 ～ 11 月頃，テーマ，募集人員，選考方法な 

　　どについてのガイダンスがあり，選考のうえ，各ゼミナールの履修者が内定されるので掲示に 

　　注意する。 

　⑥　同一曜日・同一時限においては，１科目しか登録できない。ただし，前期科目，後期科目の 

　　ように期間の異なるものは，この限りでない。 

　⑦　前年度までに単位を修得した科目は，指定された科目を除いて再度履修することはできない。 

　⑧　学年・学科・クラスが指定されている場合は，それに従って科目を履修しなければならない。 

　⑨　同じ名称をもつ科目は，指定された特定の科目を除いて２つ以上は履修できない。 

　⑩　必修科目は，指定された年次で必ず履修しなければならない。なお，当該年度に修得できな 

　　かった場合は，翌年度必ず再履修しなければならない。 

　⑪　履修を継続する意思のない授業科目が生じた場合に，履修中止申請期間内に所定の申請手続 

　　きを行うことにより，当該授業科目の履修を中止することができる。（一部の科目を除く）



 

Ⅳ　試験と成績評価 
 

 

　試験は，日常の学修成果を問うものである。したがって試験には，厳正な態度で臨まなければな

らない。遅刻はもちろんのこと，自己の健康管理を怠り欠席することのないよう注意しなければな

らない。 

　定期試験は，定期試験規程（p. 234 を参照）に基づいて実施されるので，規程を熟知し，さらに

次の事項についても十分理解しておかなければならない。　※ 実施の時期は変更することがある。 
 

　１．試験の種類 
 

⑴　前期試験 

　　前期のみの半期授業科目について７月から 8 月の間に実施する。 

⑵　後期試験 

　　後期のみの半期授業科目および通年の授業科目について１月から２月の間に実施する。 

⑶　追 試 験 

　　前期試験または後期試験をやむを得ない理由で受験できなかった場合，当該授業科目について 

　前期追試験を８月，後期追試験を２月から３月の間に実施する。 

　　なお，本学では，「やむを得ない理由」が拡大解釈されることのないよう，厳しい基準を設け 

　ている。医師の診察を要しない程度の病気や寝坊による遅刻等は，「やむを得ない理由」とは見 

　なされないので注意すること。 

 

　①　追試験受験手続 

　　　追試験の受験希望者は，指定された期間に追試験受験願と，試験欠席理由を証明する書類を 

　　教務課文学部に提出し，受験許可を得なければならない。 

　　◎追試験受験手続きの手順

指定された手続日に教務
課発行の「追試験受験願」
「試験欠席理由書」を受け
取り，必要事項を記入す
る。

「追試験受験願」「試験欠
席理由書」に試験欠席を
証明する書類を添えて教
務課に提出し，確認と検
印を受ける。

「追試験受験願控」を受け
取り手続完了。

1 2 3

→ →

　②　やむを得ないと認める試験欠席理由および提出しなければならない書類は，次のとおりである。 

　　　・教育実習　　　　　　　　　　　　　　教育実習参加を証明するもの 

　　　・就職試験　　　　　　　　　　　　　　就職試験受験を証明するもの
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　　　・公式試合　　　　　　　　　　　　　　公式試合参加を証明するもの 

　　　・天災その他の災害　　　　　　　　　　被災を証明するもの 

　　　・二親等以内の危篤又は死亡　　　　　　危篤又は死亡を証明するもの 

　　　・本人の病気又は怪我　　　　　　　　　医師の診断書 

　　　・交通機関の事故　　　　　　　　　　　遅延又は事故を証明するもの 

　　　・その他当該学部長がやむを得ない　　　学部長の承認を得た本人記載の理由書 

　　　　理由と認めた事項 

 

　２．受験上の注意，その他 
 

⑴　受験について 

　　受験上の注意については，定期試験規程にも定められているが，さらに次の点にも十分注意を 

　払う必要がある。 

　①　同じ名称の授業科目がいくつも開講されている場合があるので，自分の履修した科目の授業 

　　曜日・時限および担当者を試験時間割で確認し，間違いのないようにすること。 

　②　同一科目でも，試験場が複数教室に分かれている場合が多いので十分注意すること。 

　③　試験監督から配布された答案用紙以外の用紙を使用しないこと。 

　④　答案用紙の再交付は行わない。 

　⑤　試験場内での私語は，不正行為と見なされるので絶対にしないこと。 

　　また，廊下等での私語は，受験中の学生の迷惑となるので慎むこと。 

⑵　定期試験時間割 

　　定期試験時間は，授業時間とは異なり，原則として 60 分である。定期試験時間割は，試験実施 

　前に文学部掲示板に掲示する。ただし，資格課程科目の試験時間割は，試験実施前に教務課資格 

　課程掲示板に掲示する。 
 

   【注意】 

　   学生証不携帯者は，いかなる理由があっても受験できない。 

　   ただし，当該試験開始時刻までに教務課窓口に申し出た場合は，当日のみ有効の「臨時学生証」 

   の交付（有料）を受けて受験することができる。試験開始時刻前に試験場で学生証不携帯に気づ 

   いた場合は，所定の手続をすることにより臨時学生証の交付を認めることがある。 

　   試験当日は，不測の事態に備えて試験開始30分前には登校し，学生証の携帯と試験場を必ず確 

   認すること。 

　   なお，遅刻をした場合に受験が認められるのは，試験開始後 20 分までに試験場に到着した場合 

   である。 
 



　３．定期試験規程に定められた筆記試験によらない成績評価 
 

　科目によっては，平常点で成績評価が行われるため，前期試験，後期試験は実施されず，したが

って追試験も実施されないものがある。 

　平常点で評価される科目の場合，各科目の授業期間を通しての，授業への貢献度や授業での発表

内容，レポート，授業の中で実施されるテスト等（注１）によって総合的に成績評価が行われる。 

注１）授業の中で実施されるテストは，期末テスト，授業内テスト，中間テスト，小テスト等と呼 

　　　ばれ，定期試験規程に定められた試験ではないため，追試験は実施されない。 

　　　ただし，これらのテストのうち，授業期間の最終週に実施されるものの中には，授業科目担 

　　　当教員の判断によって，定期試験規程を準用して実施する場合もあり，その授業科目につい 

　　　ては，追試験が実施される（追試験を受験するためには，前述の追試験受験手続をとり，受 

　　　験許可を得ることが必要になる）。 

 

　４．卒業論文・卒業研究 
 

①　卒業論文 
　卒業論文は，文学部（英語英米文学科を除く）では必修科目になっている。卒業論文は４年次で
提出し，その審査に合格しなければならない。卒業論文は，専門的かつ自主的な研究の中核であり，
指導教員の指導を受け，その指導による学修の成果として提出するものである。 
⑴　論　文　提　出 
　　提出締切日は 12 月中旬とする。日時・場所など詳細については文学部掲示板で発表するので 
　余裕のもてる時期から意識して確認し，期限を厳守すること。 
⑵　論文の規格 
　　学科ごとに規格・様式等が定められているので，詳細については学科の指示に従うこと。 
⑶　提出時に携行すべきもの 
　　学生証，卒業論文題目届（題目届，論文の題目及び中表紙は完全に一致していることが必要で 
　ある。） 
⑷　口　述　試　験 
　　１月中旬～１月下旬 
　　欠席すると単位は与えられない。この期間はスケジュールを空けておくこと。 
②　卒業研究 
　　英語英米文学科の学生は４年次に卒業研究を履修し，提出しなくてはならない。卒業研究は， 
　指導教員のもと，各自の４年間の学修・研究の成果をまとめるものであり，それぞれの成果にふ 
　さわしい形式を選択することが出来る。詳しくは p. 101 の「 ⒟  ゼミナールおよび卒業研究」を参 
　照してほしい。 
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　５．成績評価と通知 
 

⑴　成績評価の方法について 

　　学業成績は，授業科目ごとに行う試験（筆記試験，口述試験，実技試験またはレポート）によっ 

　て評価されるが，科目によっては，それに学修の状況等を平常点として加味し評価する場合や，平 

　常点だけで評価する場合もある。 

　　成績評価は，100 点を満点とし， 60 点以上を合格とする。また，授業科目ごとの成績に対してグ 

　レードポイント（ＧＰ）を付与し，ＧＰＡ（ Grade Point Average ）を算出する。 

 

⑵　成績評価の区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　※ＧＰ＝グレードポイント 

 

⑶　ＧＰＡ（ Grade Point Average ）制度について 

　　ＧＰＡ制度は，国内外の大学で一般的な成績評価方法として使用されているもので，授業科目 

　ごとの成績評価（本学ではＳからＦの 8段階）に対してグレードポイント（ＧＰ）を付与し，こ 

　の単位当たりの平均を算出した値がＧＰＡである。具体的な算出方法は次のとおり。 

　　（Ｓの修得単位数×4.0 ）＋（Ａ＋の修得単位数×3.5 ）＋（Ａの修得単位数×3.0 ）＋（Ｂ＋の修得単位数×2.5 ）＋ 
　　（Ｂの修得単位数×2.0 ）＋（Ｃ＋の修得単位数×1.5 ）＋（Ｃの修得単位数×1.0 ）＋（Ｆの単位数×0.0 ） 

総履修単位数（Ｆ評価の授業科目の単位数を含む） 
 

　【ＧＰＡに関する各種要件】 

　　・ＧＰＡの算出対象となる科目は，卒業要件にかかわる科目（全学公開科目など，自由選択 

　　　修得要件単位となる科目を含む）とする。 

　　・留学等で単位認定された科目（Ｎ）は，ＧＰＡに算入されない。また，履修中止した科目 

　　　についても，ＧＰＡに算入されない。 

評　点 評　価 ＧＰ※ 内容
100 ～ 90 　Ｓ 4 . 0 抜群に優れた成績
 89 ～ 85 　Ａ＋ 3 . 5 特に優れた成績
84 ～ 80 　Ａ 3 . 0 優れた成績
79 ～ 75 　Ｂ＋ 2 . 5 良好な水準に達していると認められる成績
74 ～ 70 　Ｂ 2 . 0 妥当と認められる成績
69 ～ 65 　Ｃ＋ 1 . 5 一応の水準に達していると認められる成績
64 ～ 60 　Ｃ 1 . 0 合格と認められるが最低限度の成績
59 ～ 0 　Ｆ 0 . 0 不合格
認定 　Ｎ なし 留学等で修得した単位を本学の単位として認定。GPAに算入しない。

履修中止 　Ｗ － 所定の期日までに履修中止の手続きを行った場合。GPAに算入しない。



　　・不合格（Ｆ）の科目を再度履修した場合，成績の合否にかかわらず，ＧＰＡには最新の評 

　　　価が反映される。 

　　・ＧＰＡは，小数点第 3 位を四捨五入し，小数点第 2 位まで表示とする。 

　　・一度単位を修得した科目を，次学期以降に再度履修することはできない。 
 

⑷　履修中止について 

　　「履修中止」とは，履修を継続する意思のない授業科目が生じた場合に，履修中止申請期間に 

　所定の手続きを行うことにより，当該授業科目の履修を中止することができる制度である。履修 

　中止申請期間は，前期（対象科目：前期および通年科目）と後期（対象科目：後期科目）にそれぞ 

　れ設定される。日程，手続方法，その他詳細については，掲示で確認すること。 

　　なお，履修中止申請をする際には，以下の点に注意すること。 

　　①履修中止した授業科目については，当該授業への出席，定期試験の受験，単位の修得はでき 

　　　ない。 

　　②履修中止した授業科目の単位は，年間の履修上限単位に含まれる。また，履修中止単位数分 

　　　の新たな履修登録は認めない。 

　　③履修中止した授業科目は，ＧＰＡに算入されない。 

　　④履修中止により，当該年度の履修登録科目がなくなる場合は，履修中止申請が認められない。 

　　⑤履修中止申請した授業科目について，履修中止申請期間後に申請を取り下げることはできな 

　　　い。 

 

⑸　成績通知について 

　　学業成績の結果は点数で表し， 9 月（前期科目）および 3 月に「成績通知書」にて通知する。 

　成績通知書は，大学のホームページを経由して閲覧することができる。 

　　なお，就職活動等で使用することになる「単位修得学業成績証明書」には，修得した授業科目 

　のみをＳからＣの評価で記載する。併せて，通算のＧＰＡを記載する（ＧＰＡには不合格科目も 

　算入される）。 

　※資格試験，留学などの結果により単位を認定する科目もある。この場合，認定される科目の評 

　　価は，点数などで表さず，すべて「認定」と記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

44



45

 

Ⅴ　卒　　　　　業 
 

 

　１．卒業見込証明書の発行 
 

　４年次は多くの学生にとって忙しい１年になる。卒業論文や卒業研究などで大学生活の総まとめ

をすると同時に，将来を考えて就職活動にも時間をさかなければならなくなるからである。就職活

動に際し必要となる書類の１つに卒業見込証明書がある。これは，各自が３年次までに修得すべき

最低限の単位をすでに修得し，４年次の年度末には卒業する見込みであることを証明する書類であ

る。企業は，採用の適否を判断する資料の１つとしてしばしば卒業見込証明書の提出を要求するの

で，３年次までにしかるべき卒業要件単位を修得し，大学からこの証明書を交付してもらい，それ

を企業などに提出しなければならない。以下に表示する卒業見込証明書の発行条件を念頭におき，

万全を期して履修計画を立て，勉学に精進してほしい。 

 

卒業見込証明書の発行条件 

 

 

 

 

　２．卒業発表 
 

⑴　卒業が決定した学生については，２月下旬に第１次卒業決定者として掲示にて発表する。 

⑵　２月下旬に行われる追試験の結果，卒業が決定した学生については，３月中旬に第２次卒業決 

　定者として，郵送にて発表する。 

⑶　卒業の可否は，必ず本人が登校し，掲示を確認すること。電話での問い合せには一切応じない。 

 

発　行　年　次 発　　　　行　　　　条　　　　件

４　　年　　次 ３年次終了時に卒業要件単位を 90 単位以上修得していること。





第２章 

転換・導入科目と教養科目，外国語科目の学び方 

 
 
 
 
　　　　　　　　　　　Ⅰ　転換・導入科目 

　　　　　　　　　　　Ⅱ　教養科目 

　　　　　　　　　　　Ⅲ　外国語科目 

　　　　　　　　　　　Ⅳ　外国人留学生の特例履修科目
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Ⅰ　転換・導入科目 
 

 

　大学における学修では，高校までとは異なり，授業に出席して講義を聴くことや，教科書や参考

文献などの基礎文献を読むことに加え，みなさんが，自らの問題関心や勉学の目的に沿って，自主

的に勉強に取り組まなければなりません。そのためには，図書館を利用し，パソコンを駆使するな

どして，勉学に必要な資料を収集すること，専攻によっては実態調査などのフィールドワークを行

うこと，そして自ら学んだ内容をまとめて教員や他の学生に報告すること，その成果を論文やレ

ポートにまとめることなど，みなさんの積極的な勉学が求められます。 

　転換・導入科目は，大学で学ぶための基本的な技法（アカデミックスキル）を身につける「専修

大学入門科目」に加え，専門科目への導入としての役割を持つ「専門入門ゼミナール」を学ぶこと

で，アカデミックスキルを定着させます。さらに，大学，そして社会で求められる知識や技能・能

力を伸ばし，教養科目，外国語科目，専門科目を学ぶための基本的な力を養う科目が置かれていま

す。その力とは，情報を分析し活用する力（データリテラシー，情報リテラシー科目），自分の将来

を切り開いていく力（キャリア基礎科目），複合的な視点で観察し思考する力（基礎自然科学），自

分の健康を維持管理する力（保健体育基礎科目）です。これらは基礎となる科目ですから，１年次

に履修することになります。 

　ここに設置されている科目を学ぶことで，みなさんはアカデミックスキルを修得しつつ，情報

化・複雑化が進む社会で活躍するために必要とされるさまざまな力を伸ばすことができ，社会知性

を身につけるのに役立つことでしょう。 

 

（１）専修大学入門科目 

　「専修大学入門科目」には，専修大学入門ゼミナールが設置されています。この科目は，みなさ

んが，高校生活から大学生活への転換を図り，専修大学の学生としての自覚を持ち，大学での学修

に求められる基本的なスキル（技法）を身につけることが目標であり，具体的な目的として，以下

の点をあげることができます。 

　第１に，大学で学ぶことの意味を充分理解することです。大学の学修では，みなさんが，将来的

な展望も踏まえ，積極的に学修を深めることが求められます。 

　第２に，専修大学の学生としての自覚を持つために，専修大学の歴史を学ぶことです。みなさん

が，これから４年間勉学に励む「学びの庭」である専修大学の成り立ちと歴史を支えた先人たちの

努力の歩みを知ることは，専修大学で学修することの意義を理解することでもあります。 

　第３に，アカデミックスキルを修得することです。すなわち「講義をどのように聞くか」「どのよ

うに資料を収集するか」「学修の成果をどのように相手に伝えるか」「どのように討論するか」「学

修の成果をどのようにまとめるか」について学ぶこと，より具体的には「講義でのノートのとり方」
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「資料の収集方法」「報告の方法（レジュメの作成方法）」「討論の方法」「論文・レポートの書き方」

など，大学における学修の方法を修得することです。 

　専修大学入門ゼミナールは，みなさんが，これらの目的を達成できるよう，おおよそ１クラス 25

名前後の少人数により実施されます。 

　また，専修大学入門ゼミナールは，学修のための入門科目ということだけにとどまらず，みなさ

んが，新入生として専修大学という同じ「学びの庭」に集った友人や教員との交流を通じて，大い

に語り，励まし合いながら，大学生活を満喫するための基礎作りの場ともなります。 

 

（２）専門入門ゼミナール 

　専門入門ゼミナールは２年次以降学ぶ専門科目への導入的な役割を担っています。それぞれの学

科で専門的に学ぶ学問には特有の考え方や研究の仕方があります。どのように文献を読み，どのよ

うに分析し，どのように研究したことを形にするかという一連の研究方法の基礎を学んでいきま

す。 

　この科目は，英語英米文学科，哲学科，歴史学科，環境地理学科に設置されている必修科目です。 

 

（３）データリテラシー 

　大学の講義では分野によらず，データを根拠として推論された結果が語られることが多くありま

す。そして，社会ではさまざまな意思決定にデータの分析結果が用いられます。みなさんも，新聞

やテレビの報道などでさまざまな調査データについての分析結果を，見たり聞いたりすることがあ

るでしょう。犯罪の件数，内閣の支持率，ある病気による死亡率，企業の売上高，さらにそれらの

経年変化など，多くの調査結果が報道で取り上げられます。データによって示される結果は，私た

ちと身近なところで関係があることから，一見すると関係がないとも思えることまであります。た

とえば，読んで味わう文学作品でさえ，作品中の表現の頻度や表現の間の関係をもとに数量的に分

析されることがあります。 

　発表されたデータに基づく指標や表・グラフを見聞きして驚くことがあるかもしれません。もし

発表が自分の感覚とずれている場合，自分が持っている指標のイメージが実は間違っていたり，そ

もそも発表する側が間違った印象を与える指標や表・グラフを（時には故意に）用いていたりして

いる可能性があります。 

　したがって，データが示すことを正しく読み取る力を身につけておかなくてはなりません。他者

が発表した分析結果を批判的に評価する力も重要です。さらに，自分がデータに基づいた報告を行

う立場になったときに，相手にその内容を効果的に伝える表・グラフを作成することができれば，

報告書やプレゼンテーションはより良いものになるでしょう。このようにデータを扱う基本的な力

をデータリテラシーと呼びます。データリテラシーを身につけるために，データ分析入門が設置さ

れています。 

　なお，ジャーナリズム学科は，データ分析入門は必修科目，その他の学科は１年次の選択科目で
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す。１年次に履修しなかったり，履修して単位を修得できなかった場合でも，次年度以降に履修す

ることはできません。 

 

（４）キャリア基礎科目 

　「キャリア基礎科目」は，「大学生活において，さまざまな選択肢の中から自分の生き方を主体的

に考え行動する力を身につけること」を目的としています。大学生活をどのように送るか，卒業後

の進路をどのように選択するかといったことは誰も簡単に決めることはできません。これを解決す

るには，将来どのような働き方をしたいか，そのために大学 4年間をいかに過ごすかなど，自分の

キャリアについてさまざまな視点から検討し，デザインすることが必要です。 

　そもそも，「キャリア（ career ）」の語源はラテン語で，「車道」や「車輪の跡（轍）」などを意味

しています。ですから，ある人のキャリアとは，その人が歩んできた人生の軌跡ということになり

ます。こうした語源から，キャリアは「個人のさまざまな立場・役割・職務の連鎖」と一般に定義

されています。一方，「デザイン」は，「設計」とか「構想」を指します。したがって，キャリアをデ

ザインするとは，「自分の立場や役割を認識し，それにふさわしい己の有り様について構想を練る」

ということになります。言い換えれば，過去の人生を踏まえながら，未来の自分の生き方，働き方

や学び方について深く考え，そのために現在自分は何をすべきかを認識すること，となります。 

　１年次にキャリアデザインに対する基本的な考え方を身につけることで，将来に対する漠然とし

た不安感を取り除き，自分の将来像や課題をより具体的にしていきます。そしてそれを解決・実現

するために自分が身につけるべき能力を明確にし，充実した学生生活に向けた具体的な第一歩を踏

み出すこともこの科目のねらいのひとつです。 

　キャリア基礎科目に設置されるキャリア入門は，自分の性格や価値観を知ることから始め，社会

の成り立ちや具体的な仕事の内容，働くことにまつわる法律などを知ること，さらには自分の目標

を実現するためにはどのような能力が必要かなどについて理解することが，主な目的です。そし

て，その後の学生生活において，どのように専門知識を学んでいけばいいかといった「大学内での

学習」と，ボランティアやインターンシップなど実際の経験を積み重ねる「大学外での学習」を総

合的に組み立てることができるようになります。 

　授業では一方的に話を聴くのではなく，自分の言葉で語る機会を大切にしています。授業で学ん

だ知識をグループワークなどで表現し，先生や仲間，大学外からのゲストスピーカーから意見をも

らうことで，自分の考えを客観的に見つめ，少しずつキャリアに関する視点を身につけていくこと

ができます。さらに，授業で取り扱ったことについて発展的に学習できるよう，キャリアデザイン

センターでは各種講座を授業の進捗に合わせて展開しています。これに加え，授業期間中にキャリ

アカウンセリングを受けると，よりいっそう自分に適したキャリアを見つけられるでしょう。 

　このようにキャリア入門を受講すると，キャリアに関わる意識や能力がどの程度身についたか認

識できるようになり，大学内外での学びを意識しながら，キャリアに対する知識を獲得し，職業選

択の段階へとスムーズに移行することが可能になります。あるべき自分を早い段階で意識し，己の進
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むべき道を主体的に選択できるよう，キャリアの考え方をしっかり修得してください。 

　なお，キャリア入門は，１年次の選択科目です。１年次に履修しなかったり，履修して単位を修

得できなかった場合でも，次年度以降に履修することはできません。  

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）情報リテラシー科目 

　大学での学修は，単に知識を覚えるのではなく，なぜそうなるのかを自分で考えることが必要で

す。そのためには，自分でデータを分析し，表現することが必要になります。そのため情報リテラ

シー科目では，PC等の情報技術を使って科学的・論理的な思考をするのに必要な基礎的な事項を

学修します。 

　「情報リテラシー科目」として設置される情報入門１，情報入門２では，専修大学から利用でき

るさまざまな知的資源の検索・収集方法を学修し，表計算ソフトウエア等を使って情報を加工・分

析します。また，統計データを実際に PCを使って分析します。分析結果などをプレゼンテーショ

ンやWeb を通して表現する能力を身につけます。さらに，コンピュータ処理の特徴を理解し，どの

ようにコンピュータに指示を与えるのかを学修します。詳しくは，専修大学　情報入門 で検索して

ください。テキストなどを参照できます。 

　なお，情報入門１，情報入門２は 1年次の選択科目です。１年次に履修しなかったり，履修して単

位を修得できなかった場合でも，次年度以降に履修することはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報入門１の学修内容

●専修大学の情報システムの利用法 
●情報倫理についての理解 
●検索サイトや CiNii などのデータベースを 
　使ったデータ検索 
●文書作成 
●表計算 
　➢データ分析 
　➢計算式によるデータ分析 
　➢グラフによる可視化 
　➢絶対参照・相対参照の概念 
　➢統計資料を使った分析

情報入門２の学修内容

●プレゼンテーションソフトウエアによるス 
　ライド作成・表現法の学修 
●表計算ソフトウエアを使った高度な処理 
●HTML 文を記述することによるWeb（ホー 
　ムページ）の作成 
●アンケート集計（クロス集計など） 
●プログラミング（どのようにコンピュータ 
　へ処理方法の指示を与えるか） 
●シミュレーション 
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（６）基礎自然科学 

　専修大学における自然科学系の講義は，みなさんが『社会の抱える諸問題に対する総合的な科学

的思考力を育むことができるようなること』を目的としています。なぜ文科系の学部を専攻するみ

なさんが，自然科学系科目を受講する必要があるのでしょう。 

　現在，私たちは，地球温暖化，エネルギー問題，安全性や倫理性に関する問題（遺伝子操作，放射

能など）に直面しています。みなさんが，将来どのような職業に就いたとしても，自然科学的な考

え方や知識，結論の根拠を自分で判断する力や科学的に論述する力は必要になるでしょう。 

　「基礎自然科学」に設置された科目であるあなたと自然科学は，みなさんの自然科学的な思考

力・探究力・論述力を高め，みなさんと自然科学の関係を知るための導入として設置されます。こ

こで学んだことは，卒業までに学んでいく教養科目の自然科学系科目につながっていきます。この

科目で興味・関心を深め，教養科目で学びたい自然科学の分野を見つけるのが良いでしょう。 

　なお，ジャーナリズム学科ではあなたと自然科学は，単位の修得は義務づけられていませんが，

１年次に必ず履修しなければならない「必履修」科目です。単位を修得できなかった場合でも，次

年度に履修することはできません。 

　その他の学科では１年次の選択科目です。１年次に履修しなかったり，履修して単位を修得でき

なかった場合でも，次年度以降に履修することはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（７）保健体育基礎科目 

スポーツリテラシーを学ぶ 

　スポーツリテラシーとは，「スポーツ実践を通じて，その過程における経験をスポーツ文化に関

する知を活用しながら分析・鑑賞・評価し，スポーツによるコミュニケーションを創り出す能力」
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を言います。「保健体育基礎科目」のスポーツリテラシーでは，スポーツが有するさまざまな可能性

に触れて身体知を養い，スポーツを通じた学士力の養成と心身の健康の維持増進に取り組みます。

また，共に学ぶ仲間作りの場としてのスポーツを実践し，スポーツを媒介にして学生間の意思疎通

能力を育みながら豊かな人間性や倫理観を養います。 

　スポーツリテラシーでの取り組みは，同じ保健体育基礎科目のスポーツウェルネスや教養科目・

保健体育系科目のアドバンストスポーツでの実践的な身体活動やスポーツ論で学ぶスポーツが有す

る多角的な価値の理解につながっていきます。 

 

スポーツウェルネスを学ぶ 

　スポーツウェルネスとは，「スポーツ実践を通じて，積極的に心身の健康維持・増進を図ろうと

する生活態度・行動」のことを言います。「保健体育基礎科目」のスポーツウェルネスでは，スポー

ツを通じた身体活動が，健康なライフスタイルの創造に貢献することを体感し，「学びの力」の土台

となる心身の健康の維持増進を果たすとともに，将来における健康面の課題を解決するための運動

習慣の醸成を図ります。 

 

　転換・導入科目の保健体育基礎科目スポーツリテラシー（１単位）とスポーツウェルネス（１単位）

の計２単位の修得が卒業要件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

注意事項 

◎スポーツリテラシーとスポーツウェルネスを履修する際は，事前に健康診断を受ける必要があり 

　ます。２年次以降に再履修する場合も同様です。 

◎同一年度にスポーツリテラシーとスポーツウェルネスの同一種目を履修することはできません。 
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　ただし，スポーツリテラシー（ゴルフ）とスポーツウェルネス（集中授業ゴルフ）の履修は可能 

　です。 

◎疾病，身体虚弱および肢体不自由など，運動を制限されている場合は，教務課教養・体育窓口も 

　しくは第１回目の授業時に申し出てください。 

◎個々の科目内容については，講義要項（シラバス）を参照してください。 

◎転換・導入科目の必修科目として開講されていますので，１年次に単位を修得できなかった場 

　合，２年次以降に再履修しなければなりません。 

◎２年次以降から，教養科目・保健体育系科目のアドバンストスポーツとスポーツ論が履修できま 

　す。 

◎２年次以降のアドバンストスポーツは，スポーツリテラシーとスポーツウェルネスの単位を修得 

　した場合に履修できます。 

◎再履修として履修する場合は，同一期間（前期または後期）の同じ曜日にスポーツリテラシーと 

　スポーツウェルネスの２科目を履修することはできません。
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Ⅱ　教養科目 
 

教養科目の位置づけと目的 

　教養科目は専門科目と併せて，転換・導入科目で身につけた基本的な力を用いて，さらに知識を

広げ，それぞれの分野の理解をいっそう深めることを目的としています。また，専門科目で展開さ

れる科目を別の視点から捉えることができるようになることも大きな目的です。教養科目は専門科

目とともに専修大学の学士課程教育の大きな柱となっています。 

 

教養科目を学ぶ意義 

　現代社会には情報があふれ，ストレスも多くなっています。このような時代には，バランスの取

れた人間性を涵養することがますます重要になってきます。文化や社会，身体や自然への知識と理

解，またそこから得られる国際的な広い視点は，複雑な社会で生きるための基礎となります。 

 

教養科目の学び方 

　教養科目のうち，「人文科学基礎科目」と「社会科学基礎科目」は，１・２年次で履修します。科

目ナンバリング，講義要項（シラバス）を参考にしながら，自分の学部・学科の専門性を考慮して，

履修することが望まれます。「自然科学系科目」と「保健体育系科目」は，講義要項（シラバス）の

配当学部・配当年次に従って履修します。「融合領域科目」は，２・３・４年次で履修します。 

　自然科学系科目と保健体育系科目については，転換・導入科目で展開されている科目において，

入門的な内容や科目の大きな目標・目的を学んでいます。それらを基礎とし，さらなる学修によっ

て，これらの分野をより深く理解することができます。 

 

（１）人文科学基礎科目 

人文科学基礎科目を学ぶ意義と目的 

　人文科学の領域にはさまざまな学問が含まれています。本学においては別表に示すように，大き

い枠組みでは，文学・歴史学・哲学・芸術学・文化人類学・ジャーナリズム学・心理学に分かれて

います。これらの学問はさらに細かい分野に分けられているので，みなさんは多種多様な領域を持

つ人文科学に驚くかもしれません。では，これらの学問分野はどうして人文科学としてひとくくり

にまとめられているのでしょうか。それは，これらの学問がいずれも，人間の行い，これまで人間

がやってきたことにかかわっているからです。人文科学は，具体的で個別的でもある人間のさまざ

まな営みを研究対象とし，そこから人間というものがどういう生き物であるのかを理解しようとす

る，そのような領域です。そして，人間の営みはさまざまですから，それに応じて多種多様な学問

が生まれるのです。 

　人文科学の領域からは複数の科目を履修してみることを推奨します。そうすることによって，さ
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まざまな人間観や世界観，歴史，多文化，異文化についての関心を広げること，そして，多面的な

ものの見方に立ち，日常生活での人間性に関わる諸問題の解決に取り組むことができるようになり

ます。ここに人文科学領域の，単なる知識にはとどまらない最大の面白さがあり，これらの科目を

学ぶ目的があります。 

 

人文科学基礎科目の学び方 

・人文科学基礎科目は，１・２年次に履修します。 

・科目名が同じでも，担当する教員が異なる場合，扱う内容が異なることもあります。しかし，そ 

　の場合でもその科目の目標は同じです。 

・個々の科目内容については，講義要項（シラバス）を参照してください。 

・自分の所属する学部・学科の専門分野に隣接する教養科目を学ぶことは大変意義があります。一

方，人間の営みのさまざまな側面を知り，自分とは違った観点をもつことができるようになるために

は，一見すると関連のない分野を学ぶことも必要です。このことは，学びを深める上での基本です。

したがって，どの学科に所属していても，複数の学問領域から履修することが望まれます。 

 

人文科学の学問領域と人文科学基礎科目の設置科目 

 

 

人文科学の学問領域 人文科学基礎科目の設置科目

文　　　　　　学

日本の文化 
日本の文学（日本文学文化学科以外） 

世界の文学 
文学と現代世界 

英語圏文学への招待（英語英米文学科以外）

歴　　  史　　  学
歴史の視点（歴史学科以外） 

歴史と地域・民衆 
歴史と社会・文化

哲　　　　　　学

哲学（哲学科以外） 
倫理学（哲学科以外） 
論理学入門（哲学科以外） 
ことばと論理（哲学科以外）

芸　　  術　　  学 芸術学入門
文 化 人 類 学 異文化理解の人類学
ジャーナリズム学 ジャーナリズムと現代（ジャーナリズム学科以外）

心　　  理　　  学
基礎心理学入門 
応用心理学入門
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（２）社会科学基礎科目 

社会科学基礎科目を学ぶ意義と目的 

　人びとは何らかの社会的な組織や集団（企業，国家，家族，地域など）の一員として生きていま

す。何気ないふるまいや考え抜いた選択も，自分自身から一歩離れて観察すると，社会的な組織や

集団，各種制度の影響をうけていることに気付きます。社会科学とは，社会を構成する組織や集団，

制度の内容を知り，それぞれがどのような影響を与えあっているのかを理解することで知識を深め

ることができます。 

　自分が生きている社会ですから，理解できていると思い込んでしまったり，先入観にとらわれて

誤認したりすることもあります。それを防ぐには，「自分自身から一歩離れて観察する視点」（＝客

観的な基準）が重要です。しかし，この視点は唯一無二のものが存在するわけではありません。多

様な視点があり，学問領域によって異なる基準が用意されています。この点を踏まえ，社会科学基

礎科目では，学問領域ごとに得意としている社会の観察眼を学べるよう，そして，多面的なものの

見方に立って，一市民として，社会生活上の諸課題の解決に取り組むことができるよう，表にある

ような科目を設置しています。 

 

社会科学基礎科目の学び方 

・社会科学基礎科目は，１・２年次に履修します。 

・開講されている科目で扱う具体的な内容については，講義要項（シラバス）で確認してください。 

・自分の所属する学部・学科の専門分野に隣接する教養科目を学ぶことは大変意義があります。一 

　方，固定観念に縛られずに社会で生じている出来事や課題への観察眼を養うことも大切で，その 

　ためには，一見すると関連のない分野を学ぶことも必要です。このことは，学びを深める上での 

　基本です。したがって，どの学科に所属していても，複数の学問領域から履修することが望まれ 

　ます。 
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社会科学の学問領域と社会科学基礎科目の設置科目 

 

（３）自然科学系科目 

自然科学系科目を学ぶ意義と目的 

　「自然科学系科目」として，物理学，化学，生物科学，宇宙地球科学，科学論，数理科学および自

然科学実験演習が設置されています。転換・導入科目「基礎自然科学」のあなたと自然科学でその

一端に触れた科学的思考力をそれぞれの科目を通じて深化させます。 

　そのために次のような目的で科目を設置しています。 

　①自然や物質の成り立ちと人間の存在に関する普遍的な原理の理解：現在では，宇宙の創成から 

　　人類の誕生に至るまでの科学的な理解が進んでいます。「地球に生きる私たち」という位置づ 

　　けができる力を養います。 

　②現代社会を生き抜くための多角的な視野の形成：人文・社会科学系の学問と異なる，実験や観 

　　察に基づいたアプローチをする自然科学的な発想や視点を身につけ，客観的な思考力を養いま 

　　す。 

　③現代社会が抱える課題を解決する能力の育成：科学技術の著しい発展は，人類に恩恵をもたら 

　　す一方で環境問題や遺伝子操作などの数々の問題も生み出してきました。これらの問題に対す 

　　る適切な判断力や深く広い生命観を培います。 

社会科学の学問領域 社会科学基礎科目の設置科目

社会科学全般
社会科学論 
社会思想

経　  済　  学
経済と社会 
現代の経済

法　　　　学
日本国憲法 
法と社会

政　  治　  学
政治学入門 
政治の世界

経　  営　  学 はじめての経営

商　　　　学
マーケティングベーシックス 

企業と会計

教　  育　  学
教育学入門 

子どもと社会の教育学

地　  理　  学 地理学への招待（環境地理学科以外）

社　  会　  学
社会学入門 
現代の社会学

情　  報　  学 情報社会
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自然科学系科目の学び方 

　それぞれの自然科学系科目が扱う内容に関する代表的なキーワードは，次の表のとおりです。「物

質」や「環境」，「宇宙」といった広いテーマに関連するキーワードは，複数の科目に含まれているこ

とが分かります。各自の学修目的に合わせて履修科目を選択してください。 

科目名 それぞれの科目が扱う内容を表す代表的なキーワード
生物科学１ａ・１ｂ 細胞，遺伝子，DNA
生物科学２ａ・２ｂ 生物と環境の科学，生態学，進化学
生物科学３ａ・３ｂ ホメオスタシス，脳・神経，内分泌，感覚，細胞
宇宙地球科学１ａ・１ｂ 恒星，銀河，太陽系，天体の運動，天体の観測
宇宙地球科学２ａ・２ｂ プレートテクトニクス，地震，火山，地球史，環境変動
化学１ａ・１ｂ 物質の理解，ものつくりの基本，元素と周期表，物質の多様性，生体関連物質
化学２ａ・２ｂ エネルギー資源，自然環境，リサイクル，有機化合物，生体分子
物理学１ａ・１ｂ 力学，波動，量子論，電磁気学
物理学２ａ・２ｂ 現代物理，宇宙論，相対論，素粒子論，統計熱力学
数理科学１ａ・１ｂ 代数
数理科学２ａ・２ｂ 解析・幾何
数理科学３ａ・３ｂ 統計
科学論１ａ・１ｂ 進化論，大きすぎて見えないもの，小さすぎて見えないもの
科学論２ａ・２ｂ 科学と技術，科学史，人間と科学
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・興味のあるキーワードを中心に関連する科目を履修するのも一つの方法です。 

　例「環境」に興味がある→宇宙地球科学２ａ・２ｂと生物科学２ａ・２ｂ，および化学２ａ・ 

　　２ｂを履修する。 

　例「宇宙」に興味がある→宇宙地球科学１ａ・１ｂと物理学２ａ・２ｂを履修する。 

　例分野を超えて幅広く，そして深く履修する。→数理科学で「数学」を学び，この知識を生物科学 

　　２ａ・２ｂの「生態学」の学修に活かす。 

 

・「〇〇１ａ」など番号＋アルファベットまでが科目名です。「〇〇１ａ」と「〇〇１ｂ」は別科目 

　です。 

・「〇〇１ａ」，「〇〇２ａ」，「〇〇３ａ」は科目のテーマ・内容を区別する番号であり，難易度を 

　意味するものではありません。「〇〇３ａ」から履修しても構いません。 

・いずれの科目も，年次に関わらず自由に履修することができます。ただし，教室定員によっては 

　履修者を抽選で決定することがあります。 

・開講されている科目で扱う具体的な内容については，講義要項（シラバス）で確認してください。 

・科目名が同じでも，担当する教員が異なる場合，扱う内容が異なることもあります。 

 

（４）融合領域科目 

融合領域科目を学ぶ意義と目的 

　「融合領域科目」は，各学部における専門科目とは異なり学際的なテーマを扱います。また一つ

のテーマについて多方面からのアプローチが存在することをみなさんに示しながら，どんな社会現

象や自然現象にも複数の側面（多面性）があり，それらの間に複雑な関係性があることを理解させ，

みなさんの思考力に総合的な分析力や判断力が加わることを主な目的としています。 

融合領域科目に 
設置される科目 科目の目的や内容

学際科目
学際的なテーマを扱い、原則として複数の教員やゲストスピーカー
が共同で講義を行います。広い視野からの多面的・学際的な検討に
より、総合的な判断力を育成します。

テーマ科目 新しく注目を集めている学問領域やテーマについて深く掘り下げて
講義します。

新領域科目 学際科目やテーマ科目が扱うような特定の学問領域に属さない特殊
領域の科目に対応し、講義します。

キャリア科目

業種や職種を理解し、自らのキャリアを具体的に展望することを目的
としたキャリア科目１（キャリア開発）と、企業が抱える課題の解決
策を考えることで、主体的にキャリアデザインできる能力を修得する
キャリア科目２（キャリア研究）により構成されています。転換・導
入科目のキャリア入門を基礎として、より進んだキャリア形成を目指
します。

教養テーマゼミナール
少人数の相互コミュニケーションによるゼミナール形式の科目です。
担当教員の専門分野に関連したテーマを設定し、発表・討論を中心に
進め、深く研究を行います。

教養テーマゼミナール論文
同じ担当教員の教養テーマゼミナールを２年間以上履修する場合に
履修することができます。設定したテーマについて深く研究し、論文
を作成します。
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融合領域科目の学び方 

・融合領域科目は，２・３・４年次に履修します。 

・開講されている科目で扱う具体的な内容については，講義要項（シラバス）で確認してください。 

 

注意事項 

◎教養テーマゼミナールは１・２・３に区分され，１は２年次，２は３年次，３は４年次配当の科 

　目です。連続して同じ教員が担当する教養テーマゼミナールを履修することもできますし，年度 

　毎に別の教員が担当する教養テーマゼミナールを履修することもできます。 

◎同一年度に教養テーマゼミナールと専門科目のゼミナールを履修できます。 

◎同一教員の教養テーマゼミナールを２年間以上履修する場合，教養テーマゼミナール論文を履修 

　することが可能です。 

◎教養テーマゼミナールは，毎年１１月頃，次年度の履修者の募集を行います。募集要項は教務課 

　で配付します。 

 

（５）保健体育系科目 

　２年次以降，教養科目「保健体育系科目」のアドバンストスポーツとスポーツ論が履修できます。 

 

アドバンストスポーツを学ぶ 

　アドバンストスポーツでは，スポーツを専門的レベルから学びます。対象スポーツにおける幅広

い知識と専門性の高い技術の獲得とともに，トップアスリートとの交流，審判法やマッチメイク等

のマネジメントについての学習などにより，スポーツをライフスタイルの中に取り込み，生涯にわ

たり身体的，精神的，社会的に健康で豊かな生活を送る能力を身につけることを目的にしています。 

 

スポーツ論を学ぶ 

　スポーツ論は理論科目です。スポーツが有する多角的な価値について，社会科学，自然科学，人

文科学などの視点から学び，世界共通の人類の文化であるスポーツに関する教養を深めるととも

に，在学時および卒業後において日常的にスポーツに親しみ，スポーツを通じて地域社会と積極的

に関わりながら心身の健全な発達，明るく豊かな生活の形成に繋げることのできる能力の醸成を目

指します。 
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注意事項 

◎アドバンストスポーツは，転換・導入科目の「保健体育基礎科目」スポーツリテラシーとスポー 

　ツウェルネスの両方の単位を修得した場合に履修できます。 

◎アドバンストスポーツを履修する際は，事前に健康診断を受ける必要があります。 

◎アドバンストスポーツは同一種目を重複履修，また複数種目を履修する事ができます。 

◎スポーツ論は，「スポーツ論（健康と生涯スポーツ）」のように（　）までが科目名です。 

◎個々の科目内容については，講義要項（シラバス）を参照してください。
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Ⅲ　外国語科目 
 

　外国語科目には，「英語」と「英語以外の外国語」，「海外語学研修」があります。 

　外国語科目「英語」では，高校時代までで学んできた英語を土台としつつ，日本を含めた世界を

意識した英語の学習に取り組みます。急速なグローバル化の時代，みなさんが将来どの分野に進も

うとも，英語は不可欠です。ぜひ目的意識をもって英語の学修を続けていきましょう。 

　外国語科目「英語以外の外国語」では，ことばそのものを修得すると同時に，その背景にある社

会の考え方や文化（Cultures）に触れます。そこから，未知の人たちとのコミュニケーション

（Communication）が始まります。新しいことばは，英語だけでは知ることのできない世界とつなが

る（Connections），異文化への新鮮な窓口です。 

　外国語科目「海外語学研修」は，実践的に語学力を伸ばす絶好の機会であると同時に，異文化圏

での生活を肌で体験することによって，机上の学習では決して得ることのできない感動や刺激を受

けることができます。 

 

◎「CALL自習室」と「語学相談」の紹介 

　生田・神田キャンパス 1号館地下には CALL 自習室と CALL ライブラリーがあり，各種語学の

視聴覚教材をはじめ，検定試験対策教材や雑誌等が視聴，閲覧できます。また，生田 10 号館 1階情

報コアゾーンにもCALL自習スペースは設けられていて，こちらではDVDを中心とした教材が利

用できます。語学相談も受け付けているので，積極的に利用しましょう。 

　なお，インターネットブラウザ上で学習を行える e-learning 教材（ALC NetAcademy NEXT）も

あります。専修大学の学生なら，手続きなしで活用することができ，英語資格試験対策などの学習

を学内のみならず学外でも行うことができます。 

 

（１）英語 

　英語を学ぶ意義 

　外国語科目の「英語」では，高等学校までで学んできた英語を土台としつつ，新たに大学生とし

て英語や英語を取り巻く社会状況を理解し，学修することを目指します。コミュニケーションの手

段として，また情報収集，発信の手段として不可欠な英語力をさらに伸ばしていくことを目指しま

しょう。また，実用的な面のみならず，異文化への関心や理解を深め，人間としての視野を広げる

ことも大変重要です。 

　必修の英語科目に加え，英語の４技能（Reading, Listening, Speaking, Writing）をさらに高め，

グローバル化時代の多様なニーズにこたえられるよう，様々な選択科目の英語が用意されていま

す。幅広く用意された選択科目を積極的に履修することでさらなる英語力の向上を目指すととも

に，異文化への理解を深めましょう。 
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　①英語の履修方法  

　　文学部では，１年次で，外国語科目の英語４科目（４単位）を履修することとなっています。  

　　（Ａ群）Basics of English（RL）1a，1b または Intermediate English（RL）1a，1b の２科目と， 

　（Ｂ群）Basics of English（SW）1a，1b または Intermediate English（SW）1a，1b の２科目を履 

　修します。 

　　RL はリーディングとリスニングが中心，SWはスピーキングとライティングが中心の科目で 

　す。Basics と Intermediate の違いについては，次の②を見てください。 

　　科目名にａがつく科目は前期，ｂがつく科目は後期開講で，これらの科目は半期１単位で半期 

　ごとにそれぞれ成績がつきます。 

　　これらの科目の単位を修得できなかった場合には，General English を履修して不足分の単位 

　を修得しなければなりません。General English は半期科目として実施されます。 

 

　②英語の特徴 

　　習熟度別クラスで学修します。入学時の「英語科目プレイスメントテスト」によって，Basics  

　 of English と Intermediate English のどちらを履修するかが決定します。 

　　基礎的な学修が必要な場合は Basics of English，基礎が修得されている場合は Intermediate  

　English を履修します。 

　　Intermediate English はさらにMid と High にわかれています。特に希望すれば，英語科目プ 

　レイスメントテストによって指定されたクラスより，１レベル上（Basics of English→Intermediate  

　 English（Mid），Intermediate English（Mid）→Intermediate English（High））のクラスの履修 

　を許可されることもあります。 

 

　③選択科目について 

　　外国語科目の英語では，みなさんのニーズにこたえられるよう幅広い選択科目を用意しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎１年次から履修できる選択科目 
　１年次から選択できる英語の選択科目は次の３種類です。これらは２～４年次でも履修で
きます。選択科目で修得した単位は，自由選択修得要件単位として，卒業要件単位に含まれ
ます。 
 
English Speaking a, English Speaking b 
　ネイティブスピーカーの指導のもと，会話を中心にコミュニケーション力を養います。こ 
　の科目は，a，bそれぞれ４単位まで履修することができます。 
Computer Aided Instruction a, Computer Aided Instruction b  
　e-learning教材を使用し，基礎的な英語力を強化します。 
Computer Aided Instruction for TOEIC a, Computer Aided Instruction for TOEIC b 
　e-learning教材を使用し，TOEIC®で600点以上のレベルの英語力獲得を目指します。 
 

これらの科目は半期１単位です。
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◎２年次から履修できる選択科目 
　２～４年次は，１年次から選択できる上記の３種類の科目に加えて，さらに５種類の選択
科目を履修することができます。 
 
Advanced English a, Advanced English b 
　発展的な内容を学修し，英検，TOEFL®，TOEIC®等の資格試験に対応できる英語力を目 
　指します。この科目は，a，bそれぞれ４単位まで履修することができます。 
English Language and Cultures a, English Language and Cultures b 
　英語圏の文化，言語，コミュニケーションのあり方を，様々な題材を使って掘り下げてい 
　きます。この科目は，a，bそれぞれ４単位まで履修することができます。 
English Presentation a, English Presentation b 
　プレゼンテーションの技法を身につけ，聞き手にわかりやすく説明する能力を養います。 
English Writing a, English Writing b 
　正しい文章を書き，正確に情報を伝達する能力を養います。 
Screen English a, Screen English b 
　映画で使用される口語英語の文法・表現・音声について、基礎的な知識を学びます。 
 

これらの科目は半期２単位です。
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　⑤資格試験による単位認定（英語） 

　　英検，TOEFL®，TOEIC®において，一定の基準を満たしている学生には一定水準以上の英語力 

　を有するものとみなし，下記の表のとおり単位を認定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* TOEFL iBT®＝ TOEFL Internet-Based Test 

検定試験の種類 基準認定 認　定 
単位数 認定科目群 認定科目名（単位数）

上
　
　
　
位
　
　
　
基
　
　
　
準

英検 
TOEFL iBT®* 
TOEIC®

準 1 級 
83 点以上 
730 点以上

4

必修科目

A 群

Intermediate English（RL） １a　または 
Basics of English（RL） １a　　     （1） 

Intermediate English（RL） １b　または 
Basics of English（RL） １b　　     （1） 

B 群

Intermediate English（SW）１a  または 
Basics of English（SW） １a　　    （1） 

Intermediate English（SW）１b  または 
Basics of English（SW） １b　　    （1） 

選択科目

Advanced English a　　　　　　（2）

Advanced English b　　　　　　（2）

English Language and Cultures a（2）

English Language and Cultures b（2）

検定試験の種類 基認定準 認　定 
単位数 認定科目群 認定科目名（単位数）

下
　
　
　
位
　
　
　
基
　
　
　
準

英検 
TOEFL iBT®* 
TOEIC®

̶ 
61 点以上 
600 点以上

2

必修科目

A 群

Intermediate English（RL）１a　または 
Basics of English（RL）１a　　　  （1） 

Intermediate English（RL）１b　または 
Basics of English（RL）１b　　　 （1） 

B 群

Intermediate English（SW）１a　または 
Basics of English（SW）１a 　　　（1） 

Intermediate English（SW）１b　または 
Basics of English（SW）１b　　 　（1） 

選択科目

Advanced English a　　　　　　（2）

Advanced English b　　　　　　（2）

English Language and Cultures a（2）

English Language and Cultures b（2）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）英語以外の外国語 

　英語以外の外国語を学ぶ意義 

　Communication ＋ Cultures ＋ Connection：３つの C をさらに充実させよう 

　Communication：未知の人たちとコミュニケーションしよう！ 

　Cultures：さまざまな国，地域の社会と文化を理解しよう！ 

　Connections：国を越えて，分野を越えて，人と，社会とつながろう！ 

 

　英語以外の外国語には，ドイツ語，フランス語，中国語，スペイン語，ロシア語，インドネシア

語，コリア語が設置されており，第三の外国語としてアラビア語，イタリア語も勉強することがで

きます。また，あわせて日本語による講義科目である世界の言語と文化と言語文化研究を履修する

ことで，さまざまな国や地域の社会とその背後にある文化を勉強できます。 

　①英語以外の外国語の履修方法 

　　文学部では，１年次において，外国語科目・英語以外の外国語の「導入」の科目（初級１ａ， 

　１ｂ，２ａ，２ｂ）の４科目（４単位）を必修として履修することとなっています。科目名にａが 
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注意事項 
 
単位認定の取り扱いについて 
◎認定単位数の上限は４単位です。下位基準による２単位の認定を受けたものが，その後に 
　上位基準を満たした場合，翌年度以降に追加認定を申請できますが，その際の認定単位数 
　は，上限単位数から既認定単位数を差し引いた２単位となります。 
◎同一基準において複数の検定試験で基準を満たしている場合も，認定はいずれか一種類の 
　検定試験によります。 
◎TOEFL ITP®，TOEIC®-IP は認定対象には含まれません。 
◎認定科目の成績評価は点数で表さず，「認定」とします。 
◎認定された単位は，各年次の履修上限単位数には含めません。 
◎認定科目（群）は原則として，未修得科目のうち必修科目とし，すべての必修科目を修得 
　している場合には，Advanced English a, b または English Language and Cultures a, b を 
　認定します。 
 
申請手続き 
１）申請期間内に提出書類を教務課に提出し，｢単位認定申請書類受領書」の交付を受けま 
　　す。 
２）申請期間は，当該年度の４月 20 日（休日の場合は前日）までとします。 
３）提出書類は①単位認定申請書と②合格証またはスコアカードの原本です。入学試験出願 
　　時に原本を提出した場合は，窓口で申し出てください。 
４）合格資格の有効期限は申請日からさかのぼり，２年以内とします。
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　つく科目は前期，ｂがつく科目は後期開講で，これらの科目は半期１単位で，半期ごとにそれぞ 

　れ成績がつきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　②選択科目について 

　　英語以外の外国語では，みなさんのニーズにこたえられるよう幅広い選択科目を用意しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎１年次から履修できる選択科目 
　１年次から選択できる科目は世界の言語と文化です。各国の言語の背景にある文化を広く
学びます。

◎２年次以降に履修できる選択科目 
　中級１ａ，１ｂ：初級で学んだことの復習＋さらに発展した語学力・コミュニケーション 
　　　　　　　　　力を養います。年度を越えてそれぞれ２科目まで履修することができま 
　　　　　　　　　す。 
　中級２ａ，２ｂ：初級で学んだことの復習＋さらにテーマ別に語学力を養います。年度を 
　　　　　　　　　越えてそれぞれ２科目まで履修することができます。 
　上級１ａ，１ｂ：個別のテーマで，中級以上のさらに進んだレベルの語学力を養います。 
　　　　　　　　　同一年度にそれぞれ２科目まで，年度を越えてさらに２科目，合計で４ 
　　　　　　　　　回履修することができます。 
　選択１ａ，１ｂ：第三の外国語として，入門的な語学力・コミュニケーション力を養いま 
　　　　　　　　　す。 
　言語文化研究：世界各地のさまざまな文化や社会およびその間の関係を深く学びます。 
　　　　　　　　　日本語による講義科目です。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　③資格試験による単位認定（英語以外の外国語） 

　　高校までに，すでに英語以外の外国語を学修し，指定された資格試験で一定の基準を満たして 

　いる場合，入学年度当初に英語以外の外国語の初級１ａ・１ｂ および初級２ａ・２ｂ（４科目４ 

　単位）の認定を行い，中級の科目に進むことができます。 

　　下表の資格試験の基準を満たしている学生は，初級１ａ・１ｂおよび初級２ａ・２ｂの単位認 

　定の申請を行ってください。 
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注意事項 
◎英語以外の外国語の「導入」科目（初級１ａ，１ｂ，２ａ，２ｂ）の４科目（４単位）を 
　修得した場合は，同じ言語の選択１ａ・１ｂを履修することはできません。同様に，同じ 
　言語の初級４科目（４単位）と選択１ａ・１ｂを同時に履修することはできません。 
◎選択１ａ・１ｂは外国語科目の英語以外の外国語の「導入」の科目（初級１ａ，１ｂ， 
　２ａ，２ｂ）の４科目（４単位）の単位を修得した後に履修できます。 
◎必修の外国語として履修した科目の単位が未修得の場合は，再履修しなければなりませ 
　ん。 
◎中級以上の科目については，開講されない外国語もあります。 
◎英語以外の外国語に設定された卒業要件単位を超過して修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。 

検定試験の種類 認定基準 認定 
単位数 認定科目（単位数）

ドイツ語技能検定試験 ４級 ４
ドイツ語初級１ａ(1) 
ドイツ語初級１ｂ(1) 
ドイツ語初級２ａ(1) 
ドイツ語初級２ｂ(1)

Goethe-Institut　ドイツ語検定試験 Ａ２ ４

オーストリア政府公認ドイツ語能力検定試験 Ａ２ ４

実用フランス語技能検定試験 ４級 ４ フランス語初級１ａ(1) 
フランス語初級１ｂ(1) 
フランス語初級２ａ(1) 
フランス語初級２ｂ(1)DELF-DALFフランス語資格試験 Ａ２ ４

中国語検定試験 ４級 ４ 中国語初級１ａ(1) 
中国語初級１ｂ(1) 
中国語初級２ａ(1) 
中国語初級２ｂ(1)HSK漢語水平考試 HSK４級 ４

スペイン語技能検定 ４級 ４ スペイン語初級１ａ(1) 
スペイン語初級１ｂ(1) 
スペイン語初級２ａ(1) 
スペイン語初級２ｂ(1)DELE スペイン語検定試験 Ａ２ ４

ロシア語能力検定試験 ３級 ４
ロシア語初級１ａ(1) 
ロシア語初級１ｂ(1) 
ロシア語初級２ａ(1) 
ロシア語初級２ｂ(1)
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（３）海外語学研修 

海外語学研修および交換留学 

　本学の国際交流センターでは，海外の大学等と協定を結び様々な留学プログラムを設け，留学を

希望する学生のサポートを行っています。留学は実践的に語学力を伸ばす絶好の機会であると同時

に，異文化圏での生活を肌で体験することによって，机上の学習では決して得ることのできない感

動や刺激を受けることができます。各プログラムの詳細については，国際交流事務課まで問い合わ

せてください。 

　留学プログラムを修了することによって単位認定される科目を次に紹介します。 

 

　①海外語学短期研修 

　　海外語学短期研修は，夏期留学プログラムを修了した場合に海外語学短期研修１に，春季留学 

　プログラムを修了した場合に海外語学短期研修２に認定されます。 

　　「夏期・春期留学プログラム」は，夏期・春期休暇を利用して海外の協定校等で約１ヶ月にわ 

　たって集中的な語学研修を行うものです。留学プログラム開設コース及び内容については令和元 

　年 11 月現在のものです。 

 

インドネシア語技能検定試験 Ｄ級 ４
インドネシア語初級１ａ(1) 
インドネシア語初級１ｂ(1) 
インドネシア語初級２ａ(1) 
インドネシア語初級２ｂ(1)

ハングル能力検定試験 ５級 ４ コリア語初級１ａ(1) 
コリア語初級１ｂ(1) 
コリア語初級２ａ(1) 
コリア語初級２ｂ(1)韓国語能力試験 TOPIK Ⅰ 

（１級） ４

注意事項 
単位認定の取り扱いについて 
◎同一言語の４科目４単位をセットで認定します。 
◎同一基準において複数の検定試験で基準を満たしている場合も，認定はいずれか一種類の検定 
　試験によります。 
◎認定科目の成績評価は点数で表さず，「認定」とします。 
◎認定された単位は，各年次の履修上限単位数には含めません。 
◎認定された場合は，所定の手続きを経ることで，１年次に同一言語中級科目の履修が認められ 
　ます。 
◎認定された場合は，初級１ａ・１ｂおよび初級２ａ・２ｂを履修することはできません。別の 
　外国語を学修する場合，２年次以降に選択１ａ・１ｂを履修してください。  
 
申請手続き 
１）申請期間内に提出書類を教務課に提出し，「資格試験による単位認定・既習者科目履修登録申 
　　請書類受領書」の交付を受けます。 
２）申請期間は，入学年度の 4月 20 日(休日の場合は前日)までとします。 
３）提出書類は①資格試験による単位認定・既習者科目履修登録申請書と②合格証またはスコア 
　　カードの原本です。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意事項 

◎詳細は年度により異なる可能性があります。その年度のパンフレットをよく読むようにしてくだ 

　さい。 

◎単位は希望者のみに与えられますので，希望者は研修参加が決定した後で定められた期日までに 

　科目履修登録を行ってください。 

◎評価は各プログラムの習熟度により本学の基準で行い，「認定」として単位を授与します。 

◎それぞれの言語ごとに各１回単位を自由選択修得要件単位として修得することができます。ただ 

　し，４年次生の参加者及び同一留学プログラム同一言語コース２度目の参加者については対象と 

　なりません。 

 

　②海外語学中期研修 

　　海外語学中期研修は，中期留学プログラムを修了した場合に認定されます。 

　　「中期留学プログラム」は，本学協定校あるいは研修校に前期または後期の４～５ヶ月間留学 

　し，外国人留学生を対象に開講されている集中語学コースに参加するプログラムです。留学プロ 

　グラム開設コース及び内容については令和元年 11 月現在のものです。 
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海外語学短期研修１［２単位（１～３年次配当）］ 
　　夏期留学プログラム開設コース：社会知性開発（実用英語とイギリス文化） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　社会知性開発（語学研修とインターンシップ） 
 
　　研修期間は約３～４週間で，１日４～５時間程度の初級レベルの語学研修と課外活動を 
　行います。実践的な会話を学修し，ホームステイやフィールドトリップなどをとおして現 
　地の文化・歴史・生活習慣を学べます。ウーロンゴン大学では語学研修終了後，シドニー 
　にて２週間のインターンシップを体験します。 
 
海外語学短期研修２［２単位（１～３年次配当）］ 
　　春期留学プログラム開設コース： 
　　　英　　　語　カルガリー大学（カナダ），ワイカト大学（ニュージーランド）  
　　　中　国　語　北京大学（中国） 
　　　コ リ ア 語　延世大学（韓国） 
　　　ド イ ツ 語　マルティン・ルター大学ハレ・ヴィッテン ベルク（ドイツ）  
　　　フランス語　トゥーレーヌ語学センター（フランス）  
　　　スペイン語　アリカンテ大学（スペイン）／イベロアメリカーナ大学（メキシコ） 
 
　　※スペイン語コースはスペインとメキシコにおいて隔年で実施しています。 
 
　　研修期間は４～５週間で，１日４時間程度の 語学研修と課外活動を行います。英語コー 
　スの 応募には TOEFL®スコアが必要です。また，コースによっては文化施設見学や 
　フィールドトリップ等，様々なプログラムが展開されています。
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注意事項 

◎詳細は年度により異なる可能性があります。その年度のパンフレットをよく読むようにしてくだ 

　さい。 

◎中期留学プログラムの留学期間は在学期間に算入されます。 

◎単位は希望者のみに与えられますので，希望者は中期留学プログラムへの参加決定後，所定の期 

　間に教務課で面接の上，中期留学プログラムにおいて修得を希望する科目の履修登録を行ってく 

　ださい。 

◎学修成果の評価は，当該科目担当教員が「事前授業」，「事後授業」，「留学先の成績表」等に基づい 

　て行い，「認定」として単位を授与します。 

◎単位は自由選択修得要件単位として，英語では海外語学中期研修１～８（英語）（各２単位），ド 

　イツ語では海外語学中期研修１～８（ドイツ語）（各２単位），フランス語では海外語学中期研修 

　１～８（フランス語）（各２単位），中国語では海外語学中期研修１～８（中国語）（各２単位），ス 

　ペイン語では海外語学中期研修１～８（スペイン語）（各２単位），コリア語では海外語学中期研 

　修１～８（コリア語）（各２単位）で，それぞれ最高 16 単位まで認定されます。 

◎英語英米文学科，ジャーナリズム学科は学科の専門科目での単位認定も行われます。英語英米文 

　学科での単位認定については p. 104 を，ジャーナリズム学科の専門科目での単位認定については 

　 p. 167 を参照してください。 

◎当該科目は留学プログラムに参加した次年度に選考される学術奨学生および卒業時に選考される 

　川島記念学術賞の選考対象科目から除外されます。 

海外語学中期研修１～８［各２単位（２～４年次配当）］ 
　　中期留学プログラム開設コース： 
　　　英　　　　語（前期）：カルガリー大学（カナダ），オレゴン大学（アメリカ），ウー 
　　　　　　　　　　　　　　ロンゴン大学（オーストラリア），ワイカト大学（ニュージー 
　　　　　　　　　　　　　　ランド） 
　　　英　　　　語（後期）：ネブラスカ大学リンカーン校（アメリカ） 
　　　社会知性開発（後期）：ワイカト大学＋インターンシップ（ニュージーランド） 
　　　ド イ ツ 語（前期）：ライプツィヒ大学（ドイツ） 
　　　フランス語（後期）：リュミエール・リヨン第２大学CIEF（フランス） 
　　　中　  国　  語（後期）：上海大学（中国） 
　　　スペイン語（後期）：イベロアメリカーナ大学（メキシコ） 
　　　コ リ ア 語（後期）：檀国大学（韓国） 
 
　　実践的なコミュニケーション能力の習得に加え，大学の正規授業を受けるために必要な 
　アカデミックスキル（プレゼンテーション，ノート・テイキング，リサーチ，論文の書き 
　方等）や，異文化について学ぶことができます。
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　③交換留学 

　　交換留学には，「長期交換留学プログラム」（８ヶ月～１年間）と「セメスター交換留学プログ 

　ラム」（４～５ヶ月）の２種類があります。どちらも本学協定校にて，正規授業科目を履修するプ 

　ログラムです。留学中に修得した単位は，審査のうえ 60 単位（日本文学文化学科は 30 単位）を 

　上限に本学の単位に振り替えることができます。また，国際交流協定に基づいて留学先大学への 

　学費の支払いが免除されます（集中語学研修授業料は除く）。 

　　「長期交換留学プログラム」には，第１期と第２期があり，募集期間・出発期間が異なります 

　（第１期６月下旬募集締切・翌年１～２月出発，第２期１１月上旬募集締切・翌年４～６月出発）。 

　　「セメスター交換留学プログラム」の場合は，留学期間が１学期間（９月～１２月）に限定され 

　ますが，こちらも留学先大学の学費が免除されるため，経済的負担を抑えることができます（集 

　中語学研修はありません）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意事項 

◎プログラム及び内容については令和元年 11 月現在のものです。詳細は年度により異なる可能性 

　があります。その年度のパンフレットをよく読むようにしてください。 

◎交換留学プログラムの留学期間は在学期間に算入されます。 

◎交換留学プログラムにおける単位認定は，所属学部によって規定が異なります。国際交流事務課 

　及び所属学部の教務課にて確認してください。 

◎認定された科目は留学プログラムに参加した次年度に選考される学術奨学生および卒業時に選考 

長期交換留学プログラム第１期： 
　英　　　語：ウーロンゴン大学（オーストラリア），ワイカト大学（ニュージーランド） 
　中　国　語：上海大学，西北大学（中国），国立中山大学（台湾） 
　モンゴル語：モンゴル国立大学（モンゴル） 
　コ リ ア 語：檀国大学（韓国） 
　ド イ ツ 語：マルティン・ルター大学ハレ・ヴィッテン ベルク（ドイツ） 
　フランス語：リヨン政治学院（フランス） 
　スペイン語：バルセロナ大学（スペイン） 
 
長期交換留学プログラム第２期： 
　英　　　語：ネブラスカ大学リンカーン校，サスクェハナ大学，オレゴン大学（アメリカ）， 
　　　　　　　カルガリー大学（カナダ），ダブリン大学トリニティカレッジ（アイルランド）， 
　　　　　　　ブリストル大学（英国） 
 
セメスター交換留学プログラム： 
　英　　　語：ネブラスカ大学リンカーン校，サスクェハナ大学，オレゴン大学（アメリカ）， 
　　　　　　　カルガリー大学（カナダ），ダブリン大学トリニティカレッジ（アイルランド） 
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　される川島記念学術賞の選考対象科目から除外されます。 



 

Ⅳ　外国人留学生の特例履修科目 
 

　外国人留学生のみなさんの学修がスムーズに行えるよう，本学では留学生のための科目を次

の通り設置しています。 

 

（１）教養科目・留学生専修科目 

　１年次（必修科目） 

　　一般日本事情１　　一般日本事情２　　半期　２科目　４単位 

 

（２）外国語科目・日本語科目 

　１年次（必修科目） 

　　日本語文章理解１→日本語文章理解２　半期　２科目　２単位 

　　日本語音声理解１→日本語音声理解２　半期　２科目　２単位 

　　日本語口頭表現１→日本語口頭表現２　半期　２科目　２単位 

　　日本語文章表現１→日本語文章表現２　半期　２科目　２単位 

 

 

 

 

 

 

　２年次以上（選択科目） 

　　応用日本語理解１　　応用日本語理解２　半期　２科目　２単位 

　　応用日本語表現１　　応用日本語表現２　半期　２科目　２単位 

注意事項 
◎矢印（→）で結ばれた科目（例えば，日本語文章理解１→日本語文章理解２）は，同一曜日・ 
　時限，同一担当者の科目をセットで履修します。ただし，前期に単位を修得できなかった場 
　合は，後期の履修登録が削除されます。 

注意事項 
◎応用日本語理解１，２および応用日本語表現１，２を履修するためには，前年度までに日本 
　語文章理解１，日本語文章理解２，日本語音声理解１，日本語音声理解２，日本語口頭表現 
　１，日本語口頭表現２，日本語文章表現１，日本語文章表現２の単位を全て修得していなけ 
　ればなりません。 
◎応用日本語理解１，２および応用日本語表現１，２は，同一年度に同じ科目を重複して履修 
　することはできませんが，年度を変えれば，それぞれの１で３科目３単位，２で３科目３単 
　位まで履修することができます。 
◎母語の科目を，外国語科目（世界の言語と文化，言語文化研究を除く）として履修すること 
　はできません。 
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第３章 

専門科目の学び方 

 
 
 
 
　　　　　　専門科目では何を学ぶか 

　　　　　　日本文学文化学科 

　　　　　　英語英米文学科 

　　　　　　哲学科 

　　　　　　歴史学科 

　　　　　　環境地理学科 

　　　　　　ジャーナリズム学科





 
専門科目では何を学ぶか 

 
 
　第 1 章で記したように，本学における教育は，「転換・導入科目」，「教養科目」，「外国語科目」お
よび「専門科目」に分かれている。「転換・導入科目」は大学や社会で求められる必要不可欠な基礎
的知識や技能の修得のために，「教養科目」は豊かな教養を身につけて社会に巣立っていく基礎を
築くために，設けられている。 
　これに対し，「専門科目」は，みなさんが所属する学部・学科の特色を最もよく示すものである。 
　文学部は，次のような６学科２コース制を採っている。 
 
　　　日本文学文化学科（ＬＢ） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英語コミュニケーションコース 
　　　英 語 英 米 文 学 科（ＬＡ） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英語文化コース 
　　　哲　　　学　　　科（ＬＴ） 
　　　歴　　史　　学　　科（ＬＲ） 
　　　環　境　地　理　学　科（ＬＫ） 
　　　ジャーナリズム学科（ＬM） 
 
　文学部の各学科・コースが設けている専門科目の学び方は，以下の各学科・コースのガイドで
説明することとして，ここでは専門科目の学び方にかかわる一般的な点について述べる。 
　文学部の専門科目は，「講義」「実習」「ゼミナール」のいずれかの授業形式（あるいはその組み
合わせ形式）をとっている。それぞれの科目には独自のねらいがあるが，他の科目と深い関連をも
つ場合も多く，その関連を考慮して，履修する学年が配当されている。特に，積み上げによる学修
の効果が期待されている科目の履修にあたっては，配当年次のもつ意味に留意してほしい。 
　また，文学部の特色は，教員と学生のあいだ，学生と学生のあいだの言葉のやりとりを重視する
少人数教育である。とりわけ「ゼミナール」は，学生が「調べる」―「発表する」―「討論する」こ
とを通じて研究対象への理解を深める，大学ならではの授業形式である。 
　以上の点を考慮に入れ，さらに卒業に必要な条件を視野に入れたうえで，自らの関心や目的にし
たがった履修計画を立てることが重要である。一人ひとりが念入りにデザインした時間割――そ
れは，個性あふれる自分だけの時間割となるだろう。
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日本文学文化学科 

 
 
　　Ⅰ　日本文学文化学科の特色 
 
　日本文学文化学科は日本文学，日本文化，創作の三つの軸より成り立つ学科である。更にこれに
関する学問領域として，中国文学や各種メディア関係の授業もある。 
　個々の詳しい内容は，本学修ガイドブックの専門科目一覧や，各講義の要項を参照してほしいが，
おおまかに説明すれば以下のようになる。 
　文学の分野では『万葉集』に始まり『源氏物語』，中世文学，江戸文学，更には明治から現代作
家にいたるまで，幅広く扱っている。また日本文学と不可分の関係にある中国文学や，他国の文学
と日本文学を比較研究する比較文学の講義もある。 
　文化の分野では，演劇，映画，マンガ，京都を中心とした伝統文化研究，現代メディアの重要な
要素である出版文化やアニメーションの授業などがある。 
　創作の分野では，文藝創作，書道の授業がある。 
　 2 ・ 3 ・ 4 年次のゼミナール 1 ・ 2 ・ 3 は必修科目である。学生は原則として 3 年間通して同じ
教員の担当するゼミナールに属する。その指導のもと，専門知識を深め，卒業時には卒業論文，卒
業作品を完成させる。 
　本学科の専門科目には， 1 年次より学べる基礎的な科目と， 2 年次以上で履修することができる
より高度な内容の科目がある。 
　本学科は，多種多様な科目を用意しているが，各自の学問的関心によっては，他学部や他学科の
科目を履修できる。これを卒業要件単位に含めることも可能である。 
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　　Ⅱ　卒業要件と科目の履修方法 
 
　以下では，卒業のために必要な諸要件と科目の具体的な履修方法について概説する。以下の説明
をよく読み，それに沿って履修計画を立ててほしい。 
 
１．卒業要件 
　一般に大学を卒業するためにはいくつかの要件が必要であるが（一般的な要件については p . 37
「大学卒業の要件と科目の履修」を参照），それに加えて，日本文学文化学科の学生には，以下の表
に示した要件を充たすことが要求される。次項「科目の履修方法」を読み，具体的な履修方法を理
解した上でこの表を改めて見直し，要求されるものが何であるかを確認してほしい。 
 
  文学部日本文学文化学科 

 
 
 
 
 
 
 

［日本文学文化学科］

区　　分 卒業要件単位 備　　考

 
転換・導入科目 

専修大学入門科目 2

4

自由選択修得要件単位には，所定の卒
業要件単位数を超えて修得した転換・
導入科目，所定の卒業要件単位数を超
えて修得した教養科目，所定の卒業要
件単位数を超えて修得した外国語科
目，所定の卒業要件単位数を超えて修
得した専門科目，資格課程の一部の科
目，全学公開科目の単位が算入されま
す。

データリテラシー 
キャリア基礎科目 
情報リテラシー科目 
基 礎 自 然 科 学 
保健体育基礎科目 2

 
教 養 科 目 

人文科学基礎科目 

8
8

社会科学基礎科目 
自 然 科 学 系 科 目 
融 合 領 域 科 目 
保 健 体 育 系 科 目 

 
外 国 語 科 目 

英 語 4
8英語以外の外国語 4

海 外 語 学 研 修 

専 門 科 目 
必 修 科 目 20

76
選 択 科 目 56

自由選択修得要件単位 28
卒　業　要　件　単　位 124



【外国人留学生】  文学部日本文学文化学科 
 

 
２．科目の履修方法 
　日本文学文化学科の学生は，卒業までに転換・導入科目 4 単位，教養科目 8 単位，外国語科目 8 単
位，専門科目 76 単位，自由選択修得要件単位となる科目 28 単位以上，合計 124 単位以上を修得し
なければならない。また各年次に修得する単位の目安（１年次 38 単位，２年次 38 単位，３年次 36 
単位，４年次 12 単位）が定められているので，この条件も充たすように毎年の履修計画を立てなけ
ればならない。 
　なお，履修にあたっては，上記の二点に加え，以下の二点にも注意を払ってもらいたい。 
　まず第一は，配当年次が指定されている科目については，その年次に履修しなければならないと
いうことである。また，指定された配当年次が複数の学年にわたる科目や，配当年次の指定がない
科目でも，それが選択科目である場合には，過重負担にならない限り，なるべく低年次で履修する
ことが望ましい。 
　第二は，同一名称の科目は原則としてひとつしか履修できないということである。一度に同一名
称の科目を２つ以上履修登録することはできないし，一度単位を修得した科目をもう一度履修する
こともできない。 
　上記の点を考慮し，各人の興味と関心に従って自由に独創的な時間割を組んでもらいたい。具体
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［日本文学文化学科・外留］

区　　分 卒業要件単位 備　　考

 
転換・導入科目 

専修大学入門科目 2

4

自由選択修得要件単位には，所定の卒
業要件単位数を超えて修得した転換・
導入科目，所定の卒業要件単位数を超
えて修得した教養科目，所定の卒業要
件単位数を超えて修得した外国語科
目，所定の卒業要件単位数を超えて修
得した専門科目，資格課程の一部の科
目，全学公開科目の単位が算入されま
す。

データリテラシー 
キャリア基礎科目 
情報リテラシー科目 
基 礎 自 然 科 学 
保健体育基礎科目 2

 
教 養 科 目 

留 学 生 専 修 科 目 4

8

人文科学基礎科目 

4
社会科学基礎科目 
自 然 科 学 系 科 目 
融 合 領 域 科 目 
保 健 体 育 系 科 目 

 
外 国 語 科 目 

日 本 語 8
8母語以外の外国語 

海 外 語 学 研 修 

専 門 科 目 
必 修 科 目 20

76
選 択 科 目 56

自由選択修得要件単位 28
卒　業　要　件　単　位 124
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的な履修方法については以下に詳説するが，まず pp . 87 ～ 92 の表を概観し，カリキュラムの大枠
を頭に入れておいてほしい。 
 
⑴　転換・導入科目，教養科目，外国語科目の履修方法 
　転換・導入科目，教養科目，外国語科目にはそれぞれ必修科目として指定されている科目があるの
で，履修に際しては注意しなければならない。転換・導入科目は p. 49 に，教養科目は pp . 56 ～ 63
に，外国語科目については pp . 64 ～ 75 に詳しい説明があるので，それを参考にして以下を確認し
てほしい。 
 
　 1 ）転換・導入科目 
　　①　専修大学入門科目，保健体育基礎科目 
　　　専修大学入門科目は 1年次の半期 2単位，保健体育基礎科目は， 1 年次にそれぞれ半期 1単 
　　位，合計 4単位を必ず修得しなければならない。 
 
　　②　上記以外の転換・導入科目 
　　　上記以外の転換・導入科目は選択科目として履修することができる。修得した単位は自由選 
　　択修得要件単位に算入することができる。 
 
　 2 ）教養科目 
　　①　人文科学基礎科目・社会科学基礎科目・自然科学系科目・融合領域科目 
　　　　人文科学基礎科目・社会科学基礎科目・自然科学系科目・融合領域科目の中から 8単位修 
　　　得しなければならない。ただし各科目群の配当年次はそれぞれ異なるので，履修する際には 
　　　注意しなければならない。 
　　　　人文科学基礎科目と社会科学基礎科目は 1 ，2 年次にしか開講されていない。したがって 
　　　人文科学基礎科目と社会科学基礎科目は 3 ，4 年次で再履修することはできない。また，融 
　　　合領域科目は 2年次以降にしか開講されていない。自然科学系科目は 1年次から 4年次まで 
　　　開講されている。 
 
　　②　 8 単位を超えて修得した教養科目の単位は自由選択修得要件単位に算入することができ 
　　　る。 
 
　 3 ）外国語科目 
　　①　英語 
　　　　　 1 年次で英語 4 科目を履修し，前期 2 単位・後期 2 単位の計 4 単位を必ず修得しなけれ 
　　　　ばならない。Ａ群の Basics of English（RL）1a（前期），1b（後期）または Intermediate  
　　　　English（RL）1a（前期），1b（後期）の 2 科目と，Ｂ群の Basics of English（SW）1a（前 
　　　　期），1b（後期）または Intermediate English（SW）1a（前期），1b（後期）の 2 科目を履 



　　　　修する。 
　　②　英語以外の外国語 
　　　　　 1 年次でドイツ語，フランス語，中国語，スペイン語，ロシア語，インドネシア語，コ 
　　　　リア語の 7 ヶ国語の中から 1 ヶ国語を選択して，前期 2 単位・後期 2 単位の計 4 単位を必 
　　　　ず修得しなければならない。初級 1 a（前期），初級 1 b（後期）の 2 科目と，初級 2 a（前期）， 
　　　　初級 2 b（後期）の 2 科目を履修する。 
 
　　③　上記以外の外国語科目は選択科目として履修することができる。修得した単位は自由選択 
　　　修得要件単位に算入することができる。 
 
⑵　専門科目の履修方法 
　専門科目として開講される科目名称等については pp . 177 ～ 188 の「文学部専門科目一覧」を見
てもらいたい。科目の中には，必ず修得しなければならない必修科目と多くの科目の中から自分の
選びたいものを自由に選べる選択科目の 2 通りがある。ほとんどの科目は半年で完了する半期科目
であるが，ゼミナールおよび書道科目の一部は一年を通じて行われる通年科目なので，注意してほ
しい。 
　①　ゼミナール 
　　ゼミナールは教員と学生同士が特定のテーマのもとにディスカッションしながら学ぶ少人数制 
　の専門的な授業である。そのテーマや内容は年度ごとに示される。自らが関心を寄せる研究領域 
　をよく考えた上で，複数展開されるゼミナールの中から，自分にもっともふさわしいものを選ん 
　でほしい。ゼミナールは 1 年次の後期に開かれるゼミナールガイダンスに出席した上で提出した 
　希望届によって決定する。 
　②　卒業論文 
　　卒業論文は，４年次生が大学生活の総決算として作成する論文である。４年次生は卒業論文の 
　ために特に指導教員の指導を受けるが，早い者は１年次の終り頃から題目の選定にかかり，念入 
　りに準備してとりかかる一大事業である。レポートとは異なり，学問のレベルを突破しようとす 
　る野心作でなければならない。多くの労力を費やすことになるため，４年次はほとんどこれに専 
　心できるような態勢をととのえておく必要がある。 
　　所定の単位を修得し，この卒業論文を提出し，論文についての口述試験に合格して，はじめて 
　学士（文学）の学位が与えられることになる。なお，ゼミナール１・２の単位が未修得の場合で 
　も，４年次の卒業論文の提出は認められる。 
 
⑶　自由選択修得要件単位となる科目の履修方法 
　自由選択修得要件単位となる科目とは，上記の教養科目および専門科目の卒業要件単位をすべて
修得した上で，さらに履修する科目の総称である。したがって自由選択修得要件単位に算入される
ものは以下の７つである。 
　　ａ．転換・導入科目に配置された科目のうち卒業要件単位を超えて修得した科目の単位。 
　　ｂ．教養科目に配置された科目のうち卒業要件単位を超えて修得した科目の単位。 
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　　ｃ．外国語科目に配置された科目のうち卒業要件単位を超えて修得した科目の単位。 
　　ｄ．選択科目の卒業要件単位を超えて修得した日本文学文化学科開講の専門科目の単位。 
　　ｅ．日本文学文化学科の学生に受講が認められている文学部他学科開講の専門科目の単位。 
　　ｆ．教職・司書・司書教諭・学校司書課程科目の単位。ただし 8 単位まで。（詳しくは『教職・ 
　　　　司書・司書教諭・学校司書・学芸員課程学修ガイドブック』参照） 
　　ｇ．日本文学文化学科の学生に受講が認められている全学公開科目の単位。ただし 28 単位ま 
　　　　で。 
　自由選択修得要件単位となる科目の履修方法は，学生各自の裁量に委ねられる。それぞれの興味
と関心に応じ，自由に独創的な時間割を組んでもらいたい。ただし，卒業までに自由選択修得要件
単位数が 28 単位に達していなければならないことを忘れないでほしい。 
 
⑷　再履修について 
　①　必修科目の再履修 
　　日本文学文化学科の学生に課されている専門科目の必修単位数は４科目 20 単位である。何ら 
　かの理由でこれらの単位を修得できなかった場合，必ず次の年次で同一名称の科目を再履修しな 
　ければならない。再履修科目はすべてに優先して履修しなければならない点を銘記しておいてほ 
　しい。ただし，ゼミナールは，２年次でゼミナール１，３年次でゼミナール２，４年次でゼミナー 
　ル３がそれぞれ必修科目となっており，同一年次に複数のゼミナールを履修することは原則とし 
　て認められていないことから，例えば２年次でゼミナール１の単位が修得できなかった場合，そ 
　の単位は５年次に再履修することになる。この点は注意を要する。 
　②　選択科目の再履修 
　　選択科目の単位を修得できなかった場合は，必ずしも同一名称の科目を再履修する必要はなく， 
　　別の科目の単位を修得して卒業要件を充たすことも可能である。





文学部日本文学文化学科　転換・導入科目，教養科目，外国語科目一覧
※科目名の後ろに記載されている（　）内の数字は、単位数を示す（記載のない科目は２単位）。

87 ～ 88

日本文学文化学科 

区　　分 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件単位 備　　考

転
換
・
導
入
科
目

専修大学入門科目 専修大学入門ゼミナール 2

4

・卒業要件単位４単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。

データリテラシー データ分析入門
キャリア基礎科目 キャリア入門
情報リテラシー科目 情報入門１ 情報入門２
基 礎 自 然 科 学  あなたと自然科学
保健体育基礎科目 スポーツリテラシー　　　　　⑴ スポーツウェルネス　　　　　⑴ 2

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

 
人 文科学基礎科目 

日本の文化　　　　　　歴史と地域・民衆　　論理学入門 
世界の文学　　　　　　歴史と社会・文化　　ことばと論理 
文学と現代世界　　　　基礎心理学入門　　　芸術学入門 
英語圏文学への招待　　応用心理学入門　　　異文化理解の人類学 
歴史の視点　　　　　　哲学　　　　　　　　ジャーナリズムと現代 
　　　　　　　　　　　倫理学

8

8

・卒業要件単位８単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。 
 
 
・テーマ科目は，科目名の括弧内に 
　示す表記が異なれば，それぞれ履 
　修することができます（同一年度 
　での複数履修も可能）。 
 
 
・教養テーマゼミナール論文は，教 
　養テーマゼミナールの単位を修得 
　し，次年度以降に同一教員の教養 
　テーマゼミナールを履修する場合 
　に作成（履修）することができま 
　す。 
 
 
・アドバンストスポーツは，スポー 
　ツリテラシーとスポーツウェルネ 
　スの単位を修得していなければ， 
　履修することができません。 
 
 
・アドバンストスポーツは，種目に 
　かかわらず，複数履修することが 
　できます。 

 
社 会 科学基礎科目 

日本国憲法　　地理学への招待　　子どもと社会の教育学 
法と社会　　　社会学入門　　　　情報社会 
政治学入門　　現代の社会学　　　はじめての経営 
政治の世界　　社会科学論　　　　マーケティングベーシックス 
経済と社会　　社会思想　　　　　企業と会計 
現代の経済　　教育学入門

 
自 然 科 学 系 科 目 

自然科学実験演習１　　　生物科学３ａ　　　　化学１ａ　　　物理学２ａ　　　数理科学３ａ 
自然科学実験演習２　⑷　生物科学３ｂ　　　　化学１ｂ　　　物理学２ｂ　　　数理科学３ｂ 
生物科学１ａ　　　　　　宇宙地球科学１ａ　　化学２ａ　　　数理科学１ａ　　科学論１ａ 
生物科学１ｂ　　　　　　宇宙地球科学１ｂ　　化学２ｂ　　　数理科学１ｂ　　科学論１ｂ 
生物科学２ａ　　　　　　宇宙地球科学２ａ　　物理学１ａ　　数理科学２ａ　　科学論２ａ 
生物科学２ｂ　　　　　　宇宙地球科学２ｂ　　物理学１ｂ　　数理科学２ｂ　　科学論２ｂ

 
融 合 領 域 科 目 

学際科目１　　学際科目５　　学際科目９ 
学際科目２　　学際科目６　　学際科目10 
学際科目３　　学際科目７　　学際科目11　⑷ 
学際科目４　　学際科目８　　学際科目12　⑷
テーマ科目
新領域科目１　　新領域科目３　　新領域科目５ 
新領域科目２　　新領域科目４
キャリア科目１ 
キャリア科目２
教養テーマゼミナール１　⑷ 教養テーマゼミナール２　⑷ 教養テーマゼミナール３　⑷

教養テーマゼミナール論文

 
保 健 体 育 系 科 目 

アドバンストスポーツ　　　　　　　　　　スポーツ論（スポーツライフデザイン論） 
スポーツ論（健康と生涯スポーツ）　　　　スポーツ論（人類とスポーツ） 
スポーツ論（オリンピックとスポーツ）　　スポーツ論（トレーニング科学） 
スポーツ論（スポーツコーチング）

外
　
　
　
　
　
国
　
　
　
　
　
語
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

 
英 　 　 語 

Ａ
　
群
 

Basics of English (RL) 1a  ⑴ 
Basics of English (RL) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (RL) 1a ⑴ 
Intermediate English (RL) 1b ⑴ 

4

8

・General Englishは，英語「Ａ・Ｂ 
　群」の単位を修得できなかった場 
　合に履修する科目です。

Ｂ
　
群
 

Basics of English (SW) 1a  ⑴ 
Basics of English (SW) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (SW) 1a ⑴ 
Intermediate English (SW) 1b ⑴

General English　⑴
English Speaking a　⑴　　Computer Aided Instruction a　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC a　⑴ 
English Speaking b　⑴　　Computer Aided Instruction b　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC b　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・English Speaking a・b，Advanced  
　English a・b，English Language  
　and Cultures a・bは，各科目４単 
　位まで修得することができます。 

Advanced English a　　　　　　　　English Presentation a　　Screen English a 
Advanced English b　　　　　　　　English Presentation b　　Screen English b 
English Language and Cultures a　　English Writing a 
English Language and Cultures b　　English Writing b

 
英 語 以外の外国語 

導
　
　
　
　
　
入
 

ドイツ語初級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級１ｂ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ｂ　　　　⑴ 
フランス語初級１ａ　　　⑴ 
フランス語初級１ｂ　　　⑴ 
フランス語初級２ａ　　　⑴ 
フランス語初級２ｂ　　　⑴ 
中国語初級１ａ　　　　　⑴ 
中国語初級１ｂ　　　　　⑴ 
中国語初級２ａ　　　　　⑴ 
中国語初級２ｂ　　　　　⑴ 
スペイン語初級１ａ　　　⑴ 
スペイン語初級１ｂ　　　⑴ 
スペイン語初級２ａ　　　⑴ 
スペイン語初級２ｂ　　　⑴ 
ロシア語初級１ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級１ｂ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ｂ　　　　⑴ 
インドネシア語初級１ａ　⑴ 
インドネシア語初級１ｂ　⑴ 
インドネシア語初級２ａ　⑴ 
インドネシア語初級２ｂ　⑴ 
コリア語初級１ａ　　　　⑴ 
コリア語初級１ｂ　　　　⑴ 
コリア語初級２ａ　　　　⑴ 
コリア語初級２ｂ　　　　⑴

4

・１年次で英語以外の外国語「導 
　入」の各科目から同一言語の初級 
　１ａ・ｂと初級２ａ・ｂを履修し 
　なければなりません。 
 
・同一言語の科目をすべて（４科目 
　４単位）履修している，あるいは 
　修得している場合，他の言語を履 
　修することはできません。

基
　
　
礎

ドイツ語中級１ａ　  ⑴　中国語中級１ａ　　  ⑴　ロシア語中級１ａ　　　  ⑴　コリア語中級１ａ  ⑴ 
ドイツ語中級１ｂ　  ⑴　中国語中級１ｂ　　  ⑴　ロシア語中級１ｂ　　　  ⑴　コリア語中級１ｂ  ⑴ 
ドイツ語中級２ａ　  ⑴　中国語中級２ａ　　  ⑴　ロシア語中級２ａ　　　  ⑴　コリア語中級２ａ  ⑴ 
ドイツ語中級２ｂ　  ⑴　中国語中級２ｂ　　  ⑴　ロシア語中級２ｂ　　　  ⑴　コリア語中級２ｂ  ⑴ 
フランス語中級１ａ  ⑴　スペイン語中級１ａ  ⑴　インドネシア語中級１ａ  ⑴ 
フランス語中級１ｂ  ⑴　スペイン語中級１ｂ  ⑴　インドネシア語中級１ｂ  ⑴ 
フランス語中級２ａ  ⑴　スペイン語中級２ａ  ⑴　インドネシア語中級２ａ  ⑴ 
フランス語中級２ｂ  ⑴　スペイン語中級２ｂ  ⑴　インドネシア語中級２ｂ  ⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・「基礎」の各科目は，２単位まで 
　修得することができます。ただ 
　し，同一年度に同一科目を履修す 
　ることはできません。  
・「応用」の各科目は，同一年度に 
　２単位，年度を越えてさらに２単 
　位履修することができ，合計４単 
　位まで修得することができます。

応
　
　
用

ドイツ語上級１ａ　　⑴　　ロシア語上級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語上級１ｂ　　⑴　　ロシア語上級１ｂ　　　　⑴ 
フランス語上級１ａ　⑴　　インドネシア語上級１ａ　⑴ 
フランス語上級１ｂ　⑴　　インドネシア語上級１ｂ　⑴ 
中国語上級１ａ　　　⑴　　コリア語上級１ａ　　　　⑴ 
中国語上級１ｂ　　　⑴　　コリア語上級１ｂ　　　　⑴ 
スペイン語上級１ａ　⑴ 
スペイン語上級１ｂ　⑴

選択ドイツ語１ａ　　⑴　　選択スペイン語１ａ　⑴　　選択イタリア語１ａ　⑴ 
選択ドイツ語１ｂ　　⑴　　選択スペイン語１ｂ　⑴　　選択イタリア語１ｂ　⑴ 
選択フランス語１ａ　⑴　　選択コリア語１ａ　　⑴ 
選択フランス語１ｂ　⑴　　選択コリア語１ｂ　　⑴ 
選択中国語１ａ　　　⑴　　選択アラビア語１ａ　⑴ 
選択中国語１ｂ　　　⑴　　選択アラビア語１ｂ　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・選択１ａ・ｂを履修するために 
　は，英語以外の外国語「導入」の各 
　科目から同一言語の初級１ａ・ｂ 
　と初級２ａ・ｂをすべて（４科目 
　４単位）修得していなければなり 
　ません。  
・選択１ａ・ｂを履修する場合には， 
　「導入」の各科目で４科目４単位を 
　修得した言語とは異なる言語か 
　ら，同一言語の選択１ａ・ｂを 
　セットで履修してください。

世界の言語と文化（ドイツ語）　  世界の言語と文化（中国語）　　  世界の言語と文化（ロシア語）　　　  世界の言語と文化（コリア語） 
世界の言語と文化（フランス語）  世界の言語と文化（スペイン語）  世界の言語と文化（インドネシア語） ・修得した単位は、自由選択修得要 

　件単位に算入されます。言語文化研究（ヨーロッパ）１　　言語文化研究（アジア）１　　言語文化研究（アメリカ） 
言語文化研究（ヨーロッパ）２　　言語文化研究（アジア）２

 
海 外 語 学 研 修 

海外語学短期研修１（外国語）　　海外語学短期研修２（外国語）　
・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・海外語学短期研修は，夏期留学プ 
　ログラムを修了した場合に短期研 
　修１に，春期留学プログラムを修 
　了した場合に短期研修２に認定さ 
　れます。  
・海外語学中期研修は，中期留学プ 
　ログラムを修了した場合に認定さ 
　れます。 

海外語学中期研修１（外国語）　　海外語学中期研修４（外国語）　　海外語学中期研修７（外国語） 
海外語学中期研修２（外国語）　　海外語学中期研修５（外国語）　　海外語学中期研修８（外国語） 
海外語学中期研修３（外国語）　　海外語学中期研修６（外国語）



【外国人留学生】文学部日本文学文化学科　転換・導入科目，教養科目，外国語科目一覧
※科目名の後ろに記載されている（　）内の数字は、単位数を示す（記載のない科目は２単位）。

89 ～ 90

日本文学文化学科 

区　　分 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件単位 備　　考

転
換
・
導
入
科
目

専修大学入門科目 専修大学入門ゼミナール 2

4

・卒業要件単位４単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。

データリテラシー データ分析入門
キャリア基礎科目 キャリア入門

情報リテラシー科目 情報入門１ 情報入門２
基 礎 自 然 科 学  あなたと自然科学

保健体育基礎科目 スポーツリテラシー　　　　　⑴ スポーツウェルネス　　　　　⑴ 2

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

留 学 生 専 修 科 目 一般日本事情１ 一般日本事情２ 4

8

・卒業要件単位８単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。 
 
 
・テーマ科目は，科目名の括弧内に 
　示す表記が異なれば，それぞれ履 
　修することができます（同一年度 
　での複数履修も可能）。 
 
 
・教養テーマゼミナール論文は，教 
　養テーマゼミナールの単位を修得 
　し，次年度以降に同一教員の教養 
　テーマゼミナールを履修する場合 
　に作成（履修）することができま 
　す。 
 
 
・アドバンストスポーツは，スポー 
　ツリテラシーとスポーツウェルネ 
　スの単位を修得していなければ， 
　履修することができません。 
 
 
・アドバンストスポーツは，種目に 
　かかわらず，複数履修することが 
　できます。 
 

 
人 文 科学基礎科目 

日本の文化　　　　　　歴史と地域・民衆　　論理学入門 
世界の文学　　　　　　歴史と社会・文化　　ことばと論理 
文学と現代世界　　　　基礎心理学入門　　　芸術学入門 
英語圏文学への招待　　応用心理学入門　　　異文化理解の人類学 
歴史の視点　　　　　　哲学　　　　　　　　ジャーナリズムと現代 
　　　　　　　　　　　倫理学

4

 
社 会 科学基礎科目 

日本国憲法　　地理学への招待　　子どもと社会の教育学 
法と社会　　　社会学入門　　　　情報社会 
政治学入門　　現代の社会学　　　はじめての経営 
政治の世界　　社会科学論　　　　マーケティングベーシックス 
経済と社会　　社会思想　　　　　企業と会計 
現代の経済　　教育学入門

 
自 然 科 学 系 科 目 

自然科学実験演習１　　　　生物科学３ａ　　　　化学１ａ　　　物理学２ａ　　　数理科学３ａ 
自然科学実験演習２　⑷　　生物科学３ｂ　　　　化学１ｂ　　　物理学２ｂ　　　数理科学３ｂ 
生物科学１ａ　　　　　　　宇宙地球科学１ａ　　化学２ａ　　　数理科学１ａ　　科学論１ａ 
生物科学１ｂ　　　　　　　宇宙地球科学１ｂ　　化学２ｂ　　　数理科学１ｂ　　科学論１ｂ 
生物科学２ａ　　　　　　　宇宙地球科学２ａ　　物理学１ａ　　数理科学２ａ　　科学論２ａ 
生物科学２ｂ　　　　　　　宇宙地球科学２ｂ　　物理学１ｂ　　数理科学２ｂ　　科学論２ｂ

 
融 合 領 域 科 目 

学際科目１　　学際科目５　　学際科目９ 
学際科目２　　学際科目６　　学際科目10 
学際科目３　　学際科目７　　学際科目11　⑷ 
学際科目４　　学際科目８　　学際科目12　⑷
テーマ科目
新領域科目１　　新領域科目３　　新領域科目５ 
新領域科目２　　新領域科目４
キャリア科目１ 
キャリア科目２
教養テーマゼミナール１　⑷ 教養テーマゼミナール２　⑷ 教養テーマゼミナール３　⑷

教養テーマゼミナール論文
 
保 健 体 育 系 科 目 

アドバンストスポーツ　　　　　　　　　　スポーツ論（スポーツライフデザイン論） 
スポーツ論（健康と生涯スポーツ）　　　　スポーツ論（人類とスポーツ） 
スポーツ論（オリンピックとスポーツ）　　スポーツ論（トレーニング科学） 
スポーツ論（スポーツコーチング）

外
　
　
　
　
　
国
　
　
　
　
　
語
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

 
日  本  語 

導
　
入

日本語文章理解１　⑴ 
日本語文章理解２　⑴ 
日本語音声理解１　⑴ 
日本語音声理解２　⑴ 
日本語口頭表現１　⑴ 
日本語口頭表現２　⑴ 
日本語文章表現１　⑴ 
日本語文章表現２　⑴ 

8

8

・前期「１」と後期「２」はセット 
　で履修しますが，前期「１」を単 
　位修得できない場合は後期「２」 
　の履修ができません。

応用日本語理解１　⑴　　応用日本語表現１　⑴ 
応用日本語理解２　⑴　　応用日本語表現２　⑴

・１年次必修の日本語科目の単位を 
　すべて修得していなければ履修す 
　ることはできません。各科目3単 
　位まで履修することができます。 
　ただし、同一年度に同一科目を履 
　修することはできません。

 
母 語以外の外国語 

Ａ
　
群

Basics of English (RL) 1a  ⑴ 
Basics of English (RL) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (RL) 1a ⑴ 
Intermediate English (RL) 1b ⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。

Ｂ
　
群

Basics of English (SW) 1a  ⑴ 
Basics of English (SW) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (SW) 1a ⑴ 
Intermediate English (SW) 1b ⑴

English Speaking a　⑴　　Computer Aided Instruction a　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC a　⑴ 
English Speaking b　⑴　　Computer Aided Instruction b　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC b　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・English Speaking a・b，Advanced  
　English a・b，English Language  
　and Cultures a・bは，各科目４単 
　位まで修得することができます。 

Advanced English a　　　　　　　　English Presentation a　　Screen English a 
Advanced English b　　　　　　　　English Presentation b　　Screen English b 
English Language and Cultures a　　English Writing a 
English Language and Cultures b　　English Writing b

導
　
　
　
　
　
入

ドイツ語初級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級１ｂ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ｂ　　　　⑴ 
フランス語初級１ａ　　　⑴ 
フランス語初級１ｂ　　　⑴ 
フランス語初級２ａ　　　⑴ 
フランス語初級２ｂ　　　⑴ 
中国語初級１ａ　　　　　⑴ 
中国語初級１ｂ　　　　　⑴ 
中国語初級２ａ　　　　　⑴ 
中国語初級２ｂ　　　　　⑴ 
スペイン語初級１ａ　　　⑴ 
スペイン語初級１ｂ　　　⑴ 
スペイン語初級２ａ　　　⑴ 
スペイン語初級２ｂ　　　⑴ 
ロシア語初級１ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級１ｂ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ｂ　　　　⑴ 
インドネシア語初級１ａ　⑴ 
インドネシア語初級１ｂ　⑴ 
インドネシア語初級２ａ　⑴ 
インドネシア語初級２ｂ　⑴ 
コリア語初級１ａ　　　　⑴ 
コリア語初級１ｂ　　　　⑴ 
コリア語初級２ａ　　　　⑴ 
コリア語初級２ｂ　　　　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。 
 
・「導入」の各科目を履修する場 
　合，同一言語の初級１ａ・ｂと初 
　級２ａ・ｂの４科目４単位をセッ 
　トで履修しなければなりません。 
 
・「導入」の各科目は，同一言語の 
　科目をすべて（４科目４単位）履 
　修している，あるいは修得してい 
　る場合，他の言語を履修すること 
　はできません。

基
　
　
礎

ドイツ語中級１ａ　  ⑴　中国語中級１ａ　　  ⑴　ロシア語中級１ａ　　　  ⑴　コリア語中級１ａ  ⑴ 
ドイツ語中級１ｂ　  ⑴　中国語中級１ｂ　　  ⑴　ロシア語中級１ｂ　　　  ⑴　コリア語中級１ｂ  ⑴ 
ドイツ語中級２ａ　  ⑴　中国語中級２ａ　　  ⑴　ロシア語中級２ａ　　　  ⑴　コリア語中級２ａ  ⑴ 
ドイツ語中級２ｂ　  ⑴　中国語中級２ｂ　　  ⑴　ロシア語中級２ｂ　　　  ⑴　コリア語中級２ｂ  ⑴ 
フランス語中級１ａ  ⑴　スペイン語中級１ａ  ⑴　インドネシア語中級１ａ  ⑴ 
フランス語中級１ｂ  ⑴　スペイン語中級１ｂ  ⑴　インドネシア語中級１ｂ  ⑴ 
フランス語中級２ａ  ⑴　スペイン語中級２ａ  ⑴　インドネシア語中級２ａ  ⑴ 
フランス語中級２ｂ  ⑴　スペイン語中級２ｂ  ⑴　インドネシア語中級２ｂ  ⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。 
 
・「基礎」の各科目は，２単位まで 
　修得することができます。ただ 
　し，同一年度に同一科目を履修す 
　ることはできません。 
 
・「応用」の各科目は，同一年度に 
　２単位，年度を越えてさらに２単 
　位履修することができ，合計４単 
　位まで修得することができます。

応
　
　
用

ドイツ語上級１ａ　　⑴　　ロシア語上級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語上級１ｂ　　⑴　　ロシア語上級１ｂ　　　　⑴ 
フランス語上級１ａ　⑴　　インドネシア語上級１ａ　⑴ 
フランス語上級１ｂ　⑴　　インドネシア語上級１ｂ　⑴ 
中国語上級１ａ　　　⑴　　コリア語上級１ａ　　　　⑴ 
中国語上級１ｂ　　　⑴　　コリア語上級１ｂ　　　　⑴ 
スペイン語上級１ａ　⑴ 
スペイン語上級１ｂ　⑴

選択ドイツ語１ａ　　⑴　　選択スペイン語１ａ　⑴　　選択イタリア語１ａ　⑴ 
選択ドイツ語１ｂ　　⑴　　選択スペイン語１ｂ　⑴　　選択イタリア語１ｂ　⑴ 
選択フランス語１ａ　⑴　　選択コリア語１ａ　　⑴ 
選択フランス語１ｂ　⑴　　選択コリア語１ｂ　　⑴ 
選択中国語１ａ　　　⑴　　選択アラビア語１ａ　⑴ 
選択中国語１ｂ　　　⑴　　選択アラビア語１ｂ　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・選択１ａ・ｂを履修するために 
　は，母語以外の外国語「導入」の各 
　科目から同一言語の初級１ａ・ｂ 
　と初級２ａ・ｂをすべて（４科目 
　４単位）修得していなければなり 
　ません。  
・選択１ａ・ｂを履修する場合に 
　は，「導入」の各科目で４科目４単 
　位を修得した言語とは異なる言語 
　から，同一言語の選択１ａ・ｂを 
　セットで履修してください。 

世界の言語と文化（ドイツ語）　  世界の言語と文化（中国語）　　  世界の言語と文化（ロシア語）　　　  世界の言語と文化（コリア語） 
世界の言語と文化（フランス語）  世界の言語と文化（スペイン語）  世界の言語と文化（インドネシア語） ・修得した単位は、自由選択修得要 

　件単位に算入されます。
言語文化研究（ヨーロッパ）１　　言語文化研究（アジア）１　　言語文化研究（アメリカ） 
言語文化研究（ヨーロッパ）２　　言語文化研究（アジア）２

 
海 外 語 学 研 修 

海外語学短期研修１（外国語）　　海外語学短期研修２（外国語）　 ・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・海外語学短期研修は，夏期留学プ 
　ログラムを修了した場合に短期研 
　修１に，春期留学プログラムを修 
　了した場合に短期研修２に認定さ 
　れます。  
・海外語学中期研修は，中期留学プ 
　ログラムを修了した場合に認定さ 
　れます。 

海外語学中期研修１（外国語）　　海外語学中期研修４（外国語）　　海外語学中期研修７（外国語） 
海外語学中期研修２（外国語）　　海外語学中期研修５（外国語）　　海外語学中期研修８（外国語） 
海外語学中期研修３（外国語）　　海外語学中期研修６（外国語）
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日本文学文化学科 

※科目名の後ろに記載されている（　）内の数字は配当年次を示す。

区　分
１　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件 

単　　位 備　　　考
科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選

転換・導入科目 4

教 養 科 目 8

外国語科目 8

専
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

ゼミナール１ 4 ○ ゼミナール２ 4 ○ ゼミナール３ 
卒業論文

4 
8

○ 
○ 20  4 科目 20 単位必修

日本文学概論１　　　 
日本文学概論２　　　 
日本文学講義１　　　 
日本文学講義２　　　 
日本文学講義３　　　 
日本文学講義４　　　 
日本文学講義５　　　 
日本文学講義６　　　 
日本文化講義１　　　 
日本文化講義２　　　 
日本文化講義３　　　 
日本文化講義４　　　 
日本文化講義５　　　 
日本文化講義６　　　 
日本文化講義７　　　 
日本文化講義８　　　 
中国文学講義１　　　 
中国文学講義２　　　 
出版文化論１　　　 
出版文化論２　　　 
ビジュアル文化論　　　 
児童文学研究　　　 
日本文学講読　　　 
日本文学通史１　　　　  
日本文学通史２

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△

56 56 単位選択

日本文学研究１ 
日本文学研究２　　　 
日本文学研究３　　　 
日本文学研究４　　　 
日本文学研究５　　　 
日本文学研究６　　　　 
日本文学研究７　　　　 
日本文学研究８　　　　 
現代文学研究１ 
現代文学研究２　　　　 
中国文学研究１　　　 
中国文学研究２　 
比較文学研究１　　　 
比較文学研究２　 
文藝創作１ 
文藝創作２ 
中国文学史１　　　 
中国文学史２　 
日本文化研究１　　　 
日本文化研究２　　　 
日本文化研究３　　　 
日本文化研究４　　　　　 
日本文化研究５　 
日本文化研究６　　　　 
日本文化研究７　 
日本文化研究８　　　　 
アジア文化研究１　　　　　 
アジア文化研究２　　　　 
マンガ研究１　　　　 
マンガ研究２　　　 
比較文化研究１　　　　 
比較文化研究２　　　 
伝統文化研究１　　　　 
伝統文化研究２　 
演劇研究１　　　　 
演劇研究２　　　 
現代文化研究１　　　　 
現代文化研究２　　　 
映画研究１　　　 
映画研究２　　　

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△

書道１ 
書道２ 
書道３ 
書道４ 
書道５ 
書道６

2 
2 
2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△

書道史 
書道美学論

2 
2

△ 
△

自由選択 
修得要件 
単 位 と 
なる科目

日本文学文化学科の学生に受講が認められている転換・導入科目，教養科目，外国語科目，文学部開講の専門科目。教職・司書・司書教諭・学校司書課程の
科目の一部（詳しくは『教職・司書・司書教諭・学校司書・学芸員課程学修ガイドブック』参照）。全学公開科目 28

転換・導入科目，教
養科目，外国語科目，
専門科目の超過修得
単位は，自由選択修
得要件単位に算入さ
れます。

年次修得 
単 位 の 
目  　安

38 38 38 10 124



 
英語英米文学科 

 
 
　　Ⅰ　英語英米文学科の学生のために 
 
１．英語英米文学科の特色 
　インターネット， SNS や e-mail 等の情報通信テクノロジーの発達により，今や私たちは，場所や
時間に制約されることなく，ほんのわずかな時間で，世界の出来事を知り，また自らのメッセージ
を世界に向けて発信することができるようになった。英語はこのような高度情報化社会を生きる現
代人をグローバルに結びつける国際語である。英語を通して世界を知り，英語を通して自らの意思
を伝える私たちにとって，英語の役割はさらに重要なものになると思われる。英語英米文学科は，
このような国際化の進む社会の中で活躍できる人材を育てることを目標としている。 
　本学科のカリキュラムの特徴は，「きめ細やかな指導」，「参加型・発信型の授業の展開」，および
「英語力と教養の充実」の３点に集約される。これら 3 つの特色が顕著に見られるのは１年次教育
においてである。1年生を対象に全学部で導入されている半期科目「専修大学入門ゼミナール」は，
専修大学の歴史を学び，大学で学ぶことの意義について考える少人数制のクラスである。このゼミ
ナールを通して学生は，自分自身や自分が置かれている環境について知り，大学卒業後の姿が思い
描けるようになる。また，大学での学修の基礎となるアカデミック・スキルを身につけるための導
入となるこの科目を履修することによって，学生は，図書館の利用法，情報検索の方法，文献の読
み方，レポートの書き方，グループ・ディスカッションの進め方，プレゼンテーションの仕方など
の作業に主体的に取り組み，情報を「受信」するだけではなく，自らの視点で分析した内容を「発
信」する訓練を積むことになる。 
　この専修大学入門ゼミナールは，後期には，listening，speaking，reading，writing という英語
の４技能を総合的に学ぶ「専門入門ゼミナール」にそのまま移行し，20 人程度という少人数クラ
スで，学生のレベルにあった「きめ細やかな指導」を行うことにより学生の基礎的な「英語力」の
向上を目指す。 
　また，2年次より英米文学，英米研究，英語学，および応用言語学の４つの専門分野に関する講
義科目を展開しているが，1年次開講の「英語英米文学概論 1 ，2 」はこれら４つの分野の概要を紹
介し，専門的な講義科目を理解するために必要な基礎的な知識・教養を提供する入門授業としての
役割を担っている。 
　１年次では，学科の専任教員が担任としてクラスの指導に当たり，各学生の長所・短所を考慮に
入れながら今後の大学での学修等について適切なアドバイスをすることになっている。こうしたき
め細やかな指導は２年次の「英語総合演習 1 ，2 」に引きつがれる。 
　２年次以降は「英語コミュニケーションコース」と「英語文化コース」のいずれかのコースに所
属して，英米文学，英米研究，英語学，および応用言語学の４つの専門分野に関する「専門知識や
教養」を身につけていくことになる。専門講義はすべて２年次から受講することができ，学生は早
い段階から専門性を培うことができるように工夫されている。「英語文化コース」は，「英語」とい

95

英
語
英
米
文
学
科
 



うことばのしくみや歴史，英語で表現された文学，そして英語の文化的背景などについて学び教養
を深めることを目指している。伝統的な専門領域だけではなく，「英米映画論 1 ，2 」，「英米ポップ
カルチャー論」など現代的なテーマを扱う講義も開講されている。「英語コミュニケーションコー
ス」は，１年次で養った英語力をさらに向上させ，さまざまなコミュニケーションの場面に対応で
きる運用力を身につけることを目的としたコースである。「英語コミュニケーションコース」を専
攻した学生にはアメリカ，カナダ，ニュージーランド等にある専修大学の協定校に留学することを
積極的に奨励しており，留学で学んだ成果は「中期留学」という科目名で単位認定することができ
る。 
　本学では中期留学だけでなく，短期，セメスター，長期とさまざまな形態の留学プログラムを用
意しているので，コースを問わず在学中に是非一度は留学をし，英語力を高めると共に，異文化に
触れることにより考え方や視野を広げることに挑戦してほしい。また本学科のカリキュラムは，
「教員養成課程コアカリキュラム」「外国語（英語）コアカリキュラム」にも対応しており，教員を
志望する学生は教職科目を履修することで教員を目指すことができる。 
　３年次以降は，各学生はゼミナールに所属し，英語の運用力を高めるとともに専門的な知識をさ
らに深めていくことになる。英語英米文学科では 15 名から 20 名程度からなる小規模編成によるゼ
ミナールを展開しており，学生と教員および学生同士の関係も緊密で，「大学時代のよき思い出」
を創ることのできる貴重な場となりうる。４年次には大学での学修の最終的な成果として卒業研究
に取り組むことになる。英語英米文学科では学生の創造性に応えることができるよう，従来の「論
文形式」だけでなく，通訳コンテスト，プレゼンテーション，ホームページ作成，翻訳などの斬新
で多様な形態を取り入れている。 
　このように４年間で，「きめ細やかな指導」により「英語力と教養」を磨き，専門知識を深め，
自らの意見や見解を「発信」する力を身につけた後は，さまざまなキャリアを目指して社会に巣立
ち羽ばたいてほしいと願っている。 
 
２．１年次の履修に当たって 
　１年次で，英語英米文学科での学修の基礎と英語力を高めることが重要課題である。そのため，
listening，speaking，reading，writing の４技能に関する多様な科目を履修することになっている。
後期から始まる「専門入門ゼミナール」では自分の英語のレベルに応じて，足りない部分を補強し
得意な部分をより一層伸ばすことを目指している。「英語英米文学概論 1 ，2 」は２年次以降の専門
科目への橋渡し的な役割を担っている入門講義であり，かつ大学での学修に必要なアカデミック・
スキルを学ぶ授業でもある。また，「専修大学入門ゼミナール」では，専修大学の歴史を学び，大学
で学ぶことの意義について考える。これらの科目はすべて必修科目であり，英語英米文学科の１年
生は必ずこれらの科目の単位を修得しなければならない。１年次でこれらの科目の単位を履修でき
ない場合，２年次以降希望のコースに進むことができなくなったり，２年次での時間割編成が困難
になることがあるので，十分注意してほしい。 
 
３．コース分けについて 
　英語英米文学科の学生は，１年次から２年次に進級する時に，「英語コミュニケーションコース」
と「英語文化コース」の２コースのいずれかに所属することになる。コース志望調査は１年次の秋
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に行い，英語コミュニケーションコースへの志望者が当該学年在籍数の４分の１を超えた時には選
抜が行われる。英語コミュニケーションへの選抜は，１年次の秋に実施される２回目のプレイスメ
ント・テストの成績を基準とし，１年次の専門必修科目の単位をすべて修得することを条件にして
行われる。 
 
　　Ⅱ　卒業要件と科目の履修方法 
 
　以下に大学を卒業するために必要な要件と，科目の具体的な履修方法について概説する。説明を
よく読み，それに沿って履修計画を立ててほしい。 
 
１．卒業要件 
　一般に大学を卒業するためにはいくつもの要件があるが（一般的な要件については，p . 36「大
学卒業の要件と科目の履修」を参照），それに加えて，英語英米文学科の学生には，以下の表に示
した要件を充たすことが要求されている。次項「科目の履修方法」を読み，具体的な履修方法を理
解した上でこの表を改めて見直し，何が必要か確認してほしい。 
 
  文学部英語英米文学科　英語コミュニケーションコース 
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［英語英米文学科・英語コミュニケーションコース］

区　　分 卒業要件単位 備　　考

 
転換・導入科目 

専修大学入門科目 2

6

自由選択修得要件単位には，所定の卒
業要件単位数を超えて修得した転換・
導入科目，所定の卒業要件単位数を超
えて修得した教養科目，所定の卒業要
件単位数を超えて修得した外国語科
目，所定の卒業要件単位数を超えて修
得した専門科目，資格課程の一部の科
目，全学公開科目の単位が算入されま
す。

専門入門ゼミナール 2
データリテラシー 
キャリア基礎科目 
情報リテラシー科目 
基 礎 自 然 科 学 
保健体育基礎科目 2

 
教 養 科 目 

人文科学基礎科目 

8 8
社会科学基礎科目 
自 然 科 学 系 科 目 
融 合 領 域 科 目 
保 健 体 育 系 科 目 

 
外 国 語 科 目 

英 語 
4英語以外の外国語 4

海 外 語 学 研 修 
 
専 門 科 目 

必 修 科 目 40
84選 択 必 修 科 目 44

選 択 科 目 
自由選択修得要件単位 22
卒　業　要　件　単　位 124



【外国人留学生】  文学部英語英米文学科　英語コミュニケーションコース 

 
  文学部英語英米文学科　英語文化コース 
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区　　分 卒業要件単位 備　　考

 
転換・導入科目 

専修大学入門科目 2

6

自由選択修得要件単位には，所定の卒
業要件単位数を超えて修得した転換・
導入科目，所定の卒業要件単位数を超
えて修得した教養科目，所定の卒業要
件単位数を超えて修得した外国語科
目，所定の卒業要件単位数を超えて修
得した専門科目，資格課程の一部の科
目，全学公開科目の単位が算入されま
す。

専門入門ゼミナール 2
データリテラシー 
キャリア基礎科目 
情報リテラシー科目 
基 礎 自 然 科 学 
保健体育基礎科目 2

 
教 養 科 目 

留 学 生 専 修 科 目 4

8

人文科学基礎科目 

4社会科学基礎科目 
自 然 科 学 系 科 目 
融 合 領 域 科 目 
保 健 体 育 系 科 目 

 
外 国 語 科 目 

日 本 語 8
8母語以外の外国語 

海 外 語 学 研 修 
 
専 門 科 目 

必 修 科 目 40
84選 択 必 修 科 目 44

選 択 科 目 
自由選択修得要件単位 18
卒　業　要　件　単　位 124

［英語英米文学科・英語コミュニケーションコース・外留］

［英語英米文学科・英語文化コース］

区　　分 卒業要件単位 備　　考

 
転換・導入科目 

専修大学入門科目 2

6

自由選択修得要件単位には，所定の卒
業要件単位数を超えて修得した転換・
導入科目，所定の卒業要件単位数を超
えて修得した教養科目，所定の卒業要
件単位数を超えて修得した外国語科
目，所定の卒業要件単位数を超えて修
得した専門科目，資格課程の一部の科
目，全学公開科目の単位が算入されま
す。

専門入門ゼミナール 2
データリテラシー 
キャリア基礎科目 
情報リテラシー科目 
基 礎 自 然 科 学 
保健体育基礎科目 2

 
教 養 科 目 

人文科学基礎科目 

8 8
社会科学基礎科目 
自 然 科 学 系 科 目 
融 合 領 域 科 目 
保 健 体 育 系 科 目 

 
外 国 語 科 目 

英 語 
4英語以外の外国語 4

海 外 語 学 研 修 
 
専 門 科 目 

必 修 科 目 32
72選 択 必 修 科 目 40

選 択 科 目 
自由選択修得要件単位 34
卒　業　要　件　単　位 124



【外国人留学生】  文学部英語英米文学科　英語文化コース 

 
２．科目の履修方法 
　英語英米文学科の学生は，上表にある通り，英語コミュニケーションコースを専攻する場合は，
転換・導入科目 6 単位，教養科目 8 単位，外国語科目 4単位（外国人留学生は 8単位），専門科目 84 
単位，自由選択修得要件単位となる科目 22 単位（外国人留学生は 18 単位）以上，英語文化コースを
専攻する場合，それぞれ 6 単位， 8 単位，4単位（ 8 単位），72 単位，34 単位（ 30 単位）以上，合計 
124 単位以上を修得しなければならない。また，各年次に修得する単位の目安（１年次 36 単位，２年
次 38 単位，３年次 38 単位，４年次 12 単位）が定められているので，この条件をも充たすよう毎年
の履修計画を立てなければならない。 
　履修にあたっては，さらに以下の２点にも注意を払ってもらいたい。 
　①　配当年次が指定されている科目は，その年次に履修しなければならない。配当年次が複数の 
　　学年にわたって指定されている科目や，指定がない科目については，前記修得単位の目安も考 
　　慮しながら，各自が自分に合った履修計画を充分練って，年次配分を考えてほしい。その場合 
　　に必ず必修科目を優先的に修得するよう配慮しなければならない。 
　②　同一名称の科目は原則として１つしか履修できない（一部の教養科目を除く）。また，一度 
　　単位を修得した科目をもう一度履修することもできない。 
　　　ただし，同一名称であっても内容が異なれば「Special Seminar」，「特別総合講義」は，４科目 
　　８単位まで履修することができる。 
　上記の点を考慮し，各自の興味と関心に従って自由に独創的なカリキュラムを組んでほしい。 
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［英語英米文学科・英語文化コース・外留］

区　　分 卒業要件単位 備　　考

 
転換・導入科目 

専修大学入門科目 2

6

自由選択修得要件単位には，所定の卒
業要件単位数を超えて修得した転換・
導入科目，所定の卒業要件単位数を超
えて修得した教養科目，所定の卒業要
件単位数を超えて修得した外国語科
目，所定の卒業要件単位数を超えて修
得した専門科目，資格課程の一部の科
目，全学公開科目の単位が算入されま
す。

専門入門ゼミナール 2
データリテラシー 
キャリア基礎科目 
情報リテラシー科目 
基 礎 自 然 科 学 
保健体育基礎科目 2

 
教 養 科 目 

留 学 生 専 修 科 目 4

8

人文科学基礎科目 

4社会科学基礎科目 
自 然 科 学 系 科 目 
融 合 領 域 科 目 
保 健 体 育 系 科 目 

 
外 国 語 科 目 

日 本 語 8
8母語以外の外国語 

海 外 語 学 研 修 
 
専 門 科 目 

必 修 科 目 32
72選 択 必 修 科 目 40

選 択 科 目 
自由選択修得要件単位 30
卒　業　要　件　単　位 124



⑴　転換・導入科目，教養科目，外国語科目の履修方法 
　転換・導入科目，教養科目，外国語科目にはそれぞれ必修科目として指定されている科目があるの
で，履修に際しては注意しなければならない。転換・導入科目は p. 49 に，教養科目は pp . 56 ～ 63
に，外国語科目については pp . 64 ～ 75 に詳しい説明があるので，それを参考にして以下を確認し
てほしい。 
 
　 1 ）転換・導入科目 
　　①　専修大学入門科目，専門入門ゼミナール，保健体育基礎科目 
　　　専修大学入門科目，専門入門ゼミナールは， 1 年次にそれぞれ半期 2 単位，保健体育基礎科 
　　目は，それぞれ半期 1単位，合計 6単位を必ず修得しなければならない。 
 
　　②　上記以外の転換・導入科目 
　　　上記以外の転換・導入科目は選択科目として履修することができる。修得した単位は自由選 
　　択修得要件単位に算入することができる。 
 
　 2 ）教養科目 
　　①　人文科学基礎科目・社会科学基礎科目・自然科学系科目・融合領域科目 
　　　　人文科学基礎科目・社会科学基礎科目・自然科学系科目・融合領域科目の中から 8単位修 
　　　得しなければならない。ただし各科目群の配当年次はそれぞれ異なるので，履修する際には 
　　　注意しなければならない。 
　　　　人文科学基礎科目と社会科学基礎科目は 1 ，2 年次にしか開講されていない。したがって 
　　　人文科学基礎科目と社会科学基礎科目は 3 ，4 年次で再履修することはできない。また，融 
　　　合領域科目は 2年次以降にしか開講されていない。自然科学系科目は 1年次から 4年次まで 
　　　開講されている。 
 
　　②　 8 単位を超えて修得した教養科目の単位は自由選択修得要件単位に算入することができ 
　　　る。 
 
　 3 ）外国語科目 
　　①　英語以外の外国語 
　　　　　 1 年次でドイツ語，フランス語，中国語，スペイン語，ロシア語，インドネシア語，コ 
　　　　リア語の 7 ヶ国語の中から 1 ヶ国語を選択して，前期 2 単位・後期 2 単位の計 4 単位を必 
　　　　ず修得しなければならない。初級 1 a（前期），初級 1 b（後期）の 2 科目と，初級 2 a（前期）， 
　　　　初級 2 b（後期）の 2 科目を履修する。 
 
　　②　上記以外の外国語科目は選択科目として履修することができる。修得した単位は自由選択 
　　　修得要件単位に算入することができる。 
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⑵　専門科目の履修方法 
　専門科目は，演習科目，特殊演習科目，講義科目，ゼミナールおよび卒業研究の４つの科目群か
ら構成されている。それぞれの科目群に開講される科目名称等については pp . 177 ～ 188 の「文学
部専門科目一覧」を参照してほしい。各科目は，必修科目（○のついた科目），選択必修科目（◎
のついた科目），選択科目（△のついた科目）のいずれかに指定されている。必修科目と選択必修
科目はコースによって異なるので，２年次以降は自分の属するコースで指定されている科目を履修
するよう注意しなければならない。 
　⒜　演習科目 
　　演習科目は高校までに修得した英語をもとに，英語の４技能（聴く，話す，読む，書く）の基 
　礎的な運用力を養うための科目である。そのうち，「Composition１，２」，「Speaking１，２」， 
　「Integrated English１，２」は通常のクラスを二分して，少人数クラスで受講するよう配慮され 
　ている。１年次に開講される演習科目は各コースともすべて必修科目となっている。２年次以降 
　はコースによって開講科目，修得方法が異なるので，後述のコース別の履修方法を参照してほし 
　い。 
　⒝　特殊演習科目 
　　特殊演習科目は主として翻訳，通訳等の実務英語に関わる科目と，高度な講読，作文，会話等 
　の訓練を行う演習科目からなっている。このうち「通訳入門１，２」，「翻訳入門１，２」は英語 
　コミュニケーションコースの学生には必修科目となっている。詳しい履修方法については後述の 
　コース別の履修方法を参照してほしい。 
　⒞　講義科目 
　　講義科目は英語学，英米文学，英米研究，応用言語学のさまざまなテーマに関する講義を行う 
　科目である。これらの中には隔年に開講される科目が多数あるので，履修計画を立てる際には注 
　意が必要である。 
　⒟　ゼミナールおよび卒業研究 
　　英語英米文学科では１年次に「英語英米文学概論１，２」を必修科目として開講している。こ 
　こでは，英語学・応用言語学および英米文学・英米研究の２つの領域について，各クラスに２名 
　の教員が半期毎に担当し，専門科目ヘの導入を図る。なお，１年次で「英語英米文学概論１，２」 
　を修得できなかった学生は２年次のコース分けに際して支障をきたす場合があるので注意してほ 
　しい。さらに３，４年次にはゼミナール１～４が必修科目として開講され，学生はいずれかのゼ 
　ミナールに所属しなければならない。そして，４年次には卒業研究が必修科目として課されてい 
　る。４年間学んできたことの中で特に関心のある分野やテーマについて，自分なりにまとめるこ 
　とが求められる。卒業研究の形式は論文形式のほか，Power Point を利用した英語によるプレゼ 
　ンテーション・ホームページ作成，日英通訳のコンテストと日⇔英の翻訳も認められている。詳 
　細については，『文学部時間割』巻末の「卒業研究の手びき」を参照の上，それぞれの「卒業研究」 
　の指導教員の指導に従う必要がある。ゼミナールの履修に当たっては，以下の申合せ事項がある 
　ので，注意してもらいたい。 
　①　「ゼミナール１，２」は同じ名称のゼミナールを複数履修することを認めない。 
　②　「ゼミナール３，４」は同じ名称のゼミナールを複数履修することを認めない。 
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　③　「ゼミナール１，２」が未取得の場合，その再履修は４年次で認める。また，卒業研究の履 
　　修も認める。同じ教員のゼミナールが原則だが，ただし，「ゼミナール３，４」が「ゼミナー 
　　ル１，２」と合併で展開している場合は別の「ゼミナール１，２」を履修しなくてはならない。 
　④　「ゼミナール１，２」と「ゼミナール３，４」は積み上げを原則とするが，異なる専門領域 
　　で卒業研究を行いたい意志がはっきりした学生については，もとのゼミナールの教員と移行す 
　　るゼミナールの教員の了承を得た上で，学科会議に諮って認められる。 
　⑤　「英語英米文学概論１，２」を修得していることを「ゼミナール１，２，３，４」，「卒業研 
　　究」の履修要件とはしない。 
　⑥　「ゼミナール１」のみ，または「ゼミナール２」のみが未取得の場合も上記 ③ に準ずる。 
 
　次に，各コースの履修方法を年次を追って概略説明する。 
　１年次はコースに分かれていないため，英語英米文学科の全学生共通に，演習科目が 10 科目 10 
単位，および「英語英米文学概論１，２」（４単位）が必修科目として指定されている。これらの
科目はすべてクラス単位の授業となるので，学生は必ず自分が属するクラスの授業を受講しなけれ
ばならない。 
 
　①　英語コミュニケーションコース 
　　２年次には，演習科目として「英語総合演習１」など４科目，特殊演習科目として「通訳入門 
　１」など４科目が必修科目に指定されている。 
　　選択必修科目に関しては，演習科目として２年次に開講される「 Advanced Reading １」など 
　６科目，２，３，４年次に開講されている「中期留学１～４」の４科目，および演習科目として 
　３，４年次に開講される「 Advanced Reading ３」など８科目，これら合計 18 科目の中から４ 
　科目履修しなければならない。更に，特殊演習科目として２年次に開講される「国際理解１」な 
　どの６科目，２，３，４年次に開講されている「中期留学５～８」の４科目，および特殊演習科 
　目として３，４年次に開講される「通訳演習１」など 12 科目，これら合計 22 科目の中から８科 
　目履修しなければならない。 
　　３，４年次には，「ゼミナール１～４」，および「卒業研究」が必修科目に指定されている。そ 
　の他，２，３，４年次に開講されている選択必修科目からいずれか 10 科目 20 単位を修得しなけ 
　ればならない。但し 3分割された各専門分野が，それぞれ２科目 4単位以上を履修しなければな 
　らない。 
　　なお，３，４年次に開講されている「通訳演習１，２」と「翻訳演習１～４」は，２年次に開 
　講されている「通訳入門１，２」及び「翻訳入門１，２」の単位をそれぞれ修得していなければ 
　履修することができない。 
　　残り 22 単位は，英語英米文学科が開講する選択科目，および，英語英米文学科の学生に受講 
　が認められているその他の科目の中から自由に選択履修することができる。 
　②　英語文化コース 
　　２年次には演習科目である「英語総合演習１，２」および「 Speaking ３，４」の４科目が必 

102

英
語
英
米
文
学
科
 



　修科目に指定されている。これらの演習科目もクラスが指定されているので，自分の属するクラ 
　スの授業を受講しなければならない。 
　　また，２年次に開講される「 Advanced Reading １」など６科目，および３，４年時に開講され 
　る「 Advanced Reading ３」など 10 科目，これら合計 16 科目の中から４科目履修しなければな 
　らない。更に，２年次に開講される国際理解１など４科目，および３，４年時に開講される 
　「 Business & English １」など６科目，これら合計 10 科目の中から２科目履修しなければなら 
　ない。 
　　３，４年次にはゼミナール１～４，および卒業研究が必修科目に指定されている。 
　　講義科目については，２，３，４年次に開講される講義科目の中から 14 科目 28 単位を履修し 
　なければならない。但し 3分割された各専門分野が，それぞれ２科目 4単位以上を履修しなけれ 
　ばならない。講義科目の中には隔年開講の科目が多数あるので開講年次に注意して履修してほし 
　い。 
　　残り 34 単位は，英語英米文学科が開講する選択科目，および英語英米文学科の学生に受講が 
　認められているその他の科目の中から自由に選択履修することができる。 
 
⑶　自由選択修得要件単位となる科目の履修方法 
　自由選択修得要件単位となる科目とは，上記の教養科目および専門科目の卒業要件単位をすべて
修得した上で，さらに履修する科目の総称である。したがって自由選択修得要件単位に算入される
のは以下の 8 つである。 
　　ａ．転換・導入科目に配置された科目のうち卒業要件単位を超えて修得した科目の単位。 
　　ｂ．教養科目に配置された科目のうち卒業要件単位を超えて修得した科目の単位。 
　　ｃ．外国語科目に配置された科目のうち卒業要件単位を超えて修得した科目の単位。 
　　ｄ．英語英米文学科の各コースで指定された選択必修科目の卒業要件単位を超えて修得した英 
　　　　語英米文学科開講の専門科目の単位。 
　　ｅ．英語英米文学科の各コースで指定された専門選択科目の修得単位。 
　　ｆ．英語英米文学科の学生に受講が認められている文学部他学科開講の専門科目の単位。 
　　ｇ．教職・司書・司書教諭・学校司書課程科目の単位。ただし 8 単位まで。（詳しくは『教職・ 
　　　　司書・司書教諭・学校司書・学芸員課程学修ガイドブック』参照） 
　　ｈ．英語英米文学科の学生に受講が認められている全学公開科目の単位。ただし 16 単位まで。 
　自由選択修得要件単位となる科目の履修方法は，原則として学生の裁量に任せられている。それ
ぞれの興味と関心に応じ，自由にカリキュラムを組んでほしい。いずれにしても，卒業までに各コ
ースに必要な自由選択修得要件単位数に達するよう注意を払わなければならない。 
 
⑷　再履修について 
　①　必修科目の再履修 
　　何らかの理由で必修科目の単位が修得できなかった学生は，必ず次の年次で同一名称の科目を 
　再度履修しなければならない。必修科目の再履修はすべての科目に優先して履修しなければなら 
　ない。なお，前述したように，一度単位を修得した科目の再履修はできない。 
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　②　選択必修科目および選択科目の再履修 
　　選択必修科目および選択科目の単位を修得できなかった場合は，必ずしも同一名称の科目を再 
　履修する必要はなく，別の科目の単位を修得して卒業要件を充たすことも可能である。 
 
⑸　中期留学をした場合の単位認定について 
　英語英米文学科においては，本学協定校等で所定の中期留学プログラム（英語）の単位を取得し
た場合，単位認定は次のように行うものとする。 
　１．中期留学の単位認定は，16 単位をまとめて行うものとし，一部での単位認定は認めない。 
　２．中期留学の単位認定においては，英語英米文学科の専門科目（中期留学１～８）のみを読み 
　　替えの対象とする。ただし，２回目の中期留学については，教養科目（海外語学中期研修Ⅰ～ 
　　Ⅷ）の単位に充当することができる。 
　３．中期留学に２回参加する場合，同一国に留学した場合でも単位認定の対象とする。ただし同 
　　一の大学に留学した場合は単位認定の対象とはしない。 
 
⑹　セメスター，長期留学した場合の単位認定について 
　英語英米文学科においては，本学協定校等にセメスター，長期留学した場合には，協定校におけ
る履修状況（履修した科目及び成績）を検討した上で，英語英米文学科の卒業要件に含まれる単位
に読み替えることとする。
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文学部英語英米文学科　転換・導入科目，教養科目，外国語科目一覧
※科目名の後ろに記載されている（　）内の数字は，単位数を示す（記載のない科目は２単位）。
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英語英米文学科 

区　　分 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件単位 備　　考

転
換
・
導
入
科
目

専修大学入門科目 専修大学入門ゼミナール 2

6

・卒業要件単位６単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。

専門入門ゼミナール 専門入門ゼミナール 2
デ ータリテラシー データ分析入門
キャリア基礎科目 キャリア入門

情報リテラシー科目 情報入門１ 情報入門２
基 礎 自 然 科 学  あなたと自然科学

保健体育基礎科目 スポーツリテラシー　　　　　⑴ スポーツウェルネス　　　　　⑴ 2

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

 
人 文科学基礎科目 

日本の文化　　　　歴史と地域・民衆　　論理学入門 
日本の文学　　　　歴史と社会・文化　　ことばと論理 
世界の文学　　　　基礎心理学入門　　　芸術学入門 
文学と現代世界　　応用心理学入門　　　異文化理解の人類学 
歴史の視点　　　　哲学　　　　　　　　ジャーナリズムと現代 
　　　　　　　　　倫理学

8

8

・卒業要件単位８単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。 
 
 
・テーマ科目は，科目名の括弧内に 
　示す表記が異なれば，それぞれ履 
　修することができます（同一年度 
　での複数履修も可能）。 
 
 
・教養テーマゼミナール論文は，教 
　養テーマゼミナールの単位を修得 
　し，次年度以降に同一教員の教養 
　テーマゼミナールを履修する場合 
　に作成（履修）することができま 
　す。 
 
 
・アドバンストスポーツは，スポー 
　ツリテラシーとスポーツウェルネ 
　スの単位を修得していなければ， 
　履修することができません。 
 
 
・アドバンストスポーツは，種目に 
　かかわらず，複数履修することが 
　できます。 

 
社 会 科学基礎科目 

日本国憲法　　地理学への招待　　子どもと社会の教育学 
法と社会　　　社会学入門　　　　情報社会 
政治学入門　　現代の社会学　　　はじめての経営 
政治の世界　　社会科学論　　　　マーケティングベーシックス 
経済と社会　　社会思想　　　　　企業と会計 
現代の経済　　教育学入門

 
自 然 科 学 系 科 目 

自然科学実験演習１　　　生物科学３ａ　　　　化学１ａ　　　物理学２ａ　　　数理科学３ａ 
自然科学実験演習２　⑷　生物科学３ｂ　　　　化学１ｂ　　　物理学２ｂ　　　数理科学３ｂ 
生物科学１ａ　　　　　　宇宙地球科学１ａ　　化学２ａ　　　数理科学１ａ　　科学論１ａ 
生物科学１ｂ　　　　　　宇宙地球科学１ｂ　　化学２ｂ　　　数理科学１ｂ　　科学論１ｂ 
生物科学２ａ　　　　　　宇宙地球科学２ａ　　物理学１ａ　　数理科学２ａ　　科学論２ａ 
生物科学２ｂ　　　　　　宇宙地球科学２ｂ　　物理学１ｂ　　数理科学２ｂ　　科学論２ｂ

 
融 合 領 域 科 目 

学際科目１　　学際科目５　　学際科目９ 
学際科目２　　学際科目６　　学際科目10 
学際科目３　　学際科目７　　学際科目11　⑷ 
学際科目４　　学際科目８　　学際科目12　⑷
テーマ科目
新領域科目１　　新領域科目３　　新領域科目５ 
新領域科目２　　新領域科目４

キャリア科目１ 
キャリア科目２
教養テーマゼミナール１　⑷ 教養テーマゼミナール２　⑷ 教養テーマゼミナール３　⑷

教養テーマゼミナール論文

 
保 健 体 育 系 科 目 

アドバンストスポーツ　　　　　　　　　　スポーツ論（スポーツライフデザイン論） 
スポーツ論（健康と生涯スポーツ）　　　　スポーツ論（人類とスポーツ） 
スポーツ論（オリンピックとスポーツ）　　スポーツ論（トレーニング科学） 
スポーツ論（スポーツコーチング）

外
　
　
　
　
　
国
　
　
　
　
　
語
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

 
英 　 　 語 

Computer Aided Instruction a　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC a　⑴ 
Computer Aided Instruction b　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC b　⑴

4

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・Advanced English a・b，English  
　Language and Cultures a・bは， 
　各科目４単位まで修得することが 
　できます。 

Advanced English a　　　　　　　　English Presentation a　　Screen English a 
Advanced English b　　　　　　　　English Presentation b　　Screen English b 
English Language and Cultures a　　English Writing a 
English Language and Cultures b　　English Writing b

 
英 語 以外の外国語 

導
　
　
　
　
　
入
 

ドイツ語初級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級１ｂ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ｂ　　　　⑴ 
フランス語初級１ａ　　　⑴ 
フランス語初級１ｂ　　　⑴ 
フランス語初級２ａ　　　⑴ 
フランス語初級２ｂ　　　⑴ 
中国語初級１ａ　　　　　⑴ 
中国語初級１ｂ　　　　　⑴ 
中国語初級２ａ　　　　　⑴ 
中国語初級２ｂ　　　　　⑴ 
スペイン語初級１ａ　　　⑴ 
スペイン語初級１ｂ　　　⑴ 
スペイン語初級２ａ　　　⑴ 
スペイン語初級２ｂ　　　⑴ 
ロシア語初級１ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級１ｂ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ｂ　　　　⑴ 
インドネシア語初級１ａ　⑴ 
インドネシア語初級１ｂ　⑴ 
インドネシア語初級２ａ　⑴ 
インドネシア語初級２ｂ　⑴ 
コリア語初級１ａ　　　　⑴ 
コリア語初級１ｂ　　　　⑴ 
コリア語初級２ａ　　　　⑴ 
コリア語初級２ｂ　　　　⑴

4

・１年次で英語以外の外国語「導 
　入」の各科目から同一言語の初級 
　１ａ・ｂと初級２ａ・ｂを履修し 
　なければなりません。 
 
・同一言語の科目をすべて（４科目 
　４単位）履修している，あるいは 
　修得している場合，他の言語を履 
　修することはできません。

基
　
　
礎

ドイツ語中級１ａ　  ⑴　中国語中級１ａ　　  ⑴　ロシア語中級１ａ　　　  ⑴　コリア語中級１ａ  ⑴ 
ドイツ語中級１ｂ　  ⑴　中国語中級１ｂ　　  ⑴　ロシア語中級１ｂ　　　  ⑴　コリア語中級１ｂ  ⑴ 
ドイツ語中級２ａ　  ⑴　中国語中級２ａ　　  ⑴　ロシア語中級２ａ　　　  ⑴　コリア語中級２ａ  ⑴ 
ドイツ語中級２ｂ　  ⑴　中国語中級２ｂ　　  ⑴　ロシア語中級２ｂ　　　  ⑴　コリア語中級２ｂ  ⑴ 
フランス語中級１ａ  ⑴　スペイン語中級１ａ  ⑴　インドネシア語中級１ａ  ⑴ 
フランス語中級１ｂ  ⑴　スペイン語中級１ｂ  ⑴　インドネシア語中級１ｂ  ⑴ 
フランス語中級２ａ  ⑴　スペイン語中級２ａ  ⑴　インドネシア語中級２ａ  ⑴ 
フランス語中級２ｂ  ⑴　スペイン語中級２ｂ  ⑴　インドネシア語中級２ｂ  ⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・「基礎」の各科目は，２単位まで 
　修得することができます。ただ 
　し，同一年度に同一科目を履修す 
　ることはできません。  
・「応用」の各科目は，同一年度に 
　２単位，年度を越えてさらに２単 
　位履修することができ，合計４単 
　位まで修得することができます。

応
　
　
用

ドイツ語上級１ａ　　⑴　　ロシア語上級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語上級１ｂ　　⑴　　ロシア語上級１ｂ　　　　⑴ 
フランス語上級１ａ　⑴　　インドネシア語上級１ａ　⑴ 
フランス語上級１ｂ　⑴　　インドネシア語上級１ｂ　⑴ 
中国語上級１ａ　　　⑴　　コリア語上級１ａ　　　　⑴ 
中国語上級１ｂ　　　⑴　　コリア語上級１ｂ　　　　⑴ 
スペイン語上級１ａ　⑴ 
スペイン語上級１ｂ　⑴

選択ドイツ語１ａ　　⑴　　選択スペイン語１ａ　⑴　　選択イタリア語１ａ　⑴ 
選択ドイツ語１ｂ　　⑴　　選択スペイン語１ｂ　⑴　　選択イタリア語１ｂ　⑴ 
選択フランス語１ａ　⑴　　選択コリア語１ａ　　⑴ 
選択フランス語１ｂ　⑴　　選択コリア語１ｂ　　⑴ 
選択中国語１ａ　　　⑴　　選択アラビア語１ａ　⑴ 
選択中国語１ｂ　　　⑴　　選択アラビア語１ｂ　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・選択１ａ・ｂを履修するために 
　は，英語以外の外国語「導入」の各 
　科目から同一言語の初級１ａ・ｂ 
　と初級２ａ・ｂをすべて（４科目 
　４単位）修得していなければなり 
　ません。  
・選択１ａ・ｂを履修する場合には， 
　「導入」の各科目で４科目４単位を 
　修得した言語とは異なる言語か 
　ら，同一言語の選択１ａ・ｂを 
　セットで履修してください。

世界の言語と文化（ドイツ語）　  世界の言語と文化（中国語）　　  世界の言語と文化（ロシア語）　　　  世界の言語と文化（コリア語） 
世界の言語と文化（フランス語）  世界の言語と文化（スペイン語）  世界の言語と文化（インドネシア語）

・修得した単位は、自由選択修得要 
　件単位に算入されます。

言語文化研究（ヨーロッパ）１　　言語文化研究（アジア）１　　言語文化研究（アメリカ） 
言語文化研究（ヨーロッパ）２　　言語文化研究（アジア）２

 
海 外 語 学 研 修 

海外語学短期研修１（外国語）　　海外語学短期研修２（外国語）　
・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・海外語学短期研修は，夏期留学プ 
　ログラムを修了した場合に短期研 
　修１に，春期留学プログラムを修 
　了した場合に短期研修２に認定さ 
　れます。  
・海外語学中期研修は，中期留学プ 
　ログラムを修了した場合に認定さ 
　れます。 

海外語学中期研修１（外国語）　　海外語学中期研修４（外国語）　　海外語学中期研修７（外国語） 
海外語学中期研修２（外国語）　　海外語学中期研修５（外国語）　　海外語学中期研修８（外国語） 
海外語学中期研修３（外国語）　　海外語学中期研修６（外国語）



【外国人留学生】文学部英語英米文学科　転換・導入科目，教養科目，外国語科目一覧
※科目名の後ろに記載されている（　）内の数字は，単位数を示す（記載のない科目は２単位）。
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英語英米文学科 

区　　分 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件単位 備　　考

転
換
・
導
入
科
目

専修大学入門科目 専修大学入門ゼミナール 2

6

・卒業要件単位６単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。専門入門ゼミナール 専門入門ゼミナール 2

デ ータリテラシー データ分析入門
キャリア基礎科目 キャリア入門

情報リテラシー科目 情報入門１ 情報入門２
基 礎 自 然 科 学  あなたと自然科学

保健体育基礎科目 スポーツリテラシー　　　　　⑴ スポーツウェルネス　　　　　⑴ 2

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

留 学 生 専 修 科 目 一般日本事情１ 一般日本事情２ 4

8

・卒業要件単位８単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。 
 
 
・テーマ科目は，科目名の括弧内に 
　示す表記が異なれば，それぞれ履 
　修することができます（同一年度 
　での複数履修も可能）。 
 
 
・教養テーマゼミナール論文は，教 
　養テーマゼミナールの単位を修得 
　し，次年度以降に同一教員の教養 
　テーマゼミナールを履修する場合 
　に作成（履修）することができま 
　す。 
 
 
・アドバンストスポーツは，スポー 
　ツリテラシーとスポーツウェルネ 
　スの単位を修得していなければ， 
　履修することができません。 
 
 
・アドバンストスポーツは，種目に 
　かかわらず，複数履修することが 
　できます。 
 

 
人 文 科学基礎科目 

日本の文化　　　　歴史と地域・民衆　　論理学入門 
日本の文学　　　　歴史と社会・文化　　ことばと論理 
世界の文学　　　　基礎心理学入門　　　芸術学入門 
文学と現代世界　　応用心理学入門　　　異文化理解の人類学 
歴史の視点　　　　哲学　　　　　　　　ジャーナリズムと現代 
　　　　　　　　　倫理学

4

 
社 会 科学基礎科目 

日本国憲法　　地理学への招待　　子どもと社会の教育学 
法と社会　　　社会学入門　　　　情報社会 
政治学入門　　現代の社会学　　　はじめての経営 
政治の世界　　社会科学論　　　　マーケティングベーシックス 
経済と社会　　社会思想　　　　　企業と会計 
現代の経済　　教育学入門

 
自 然 科 学 系 科 目 

自然科学実験演習１　　　　生物科学３ａ　　　　化学１ａ　　　物理学２ａ　　　数理科学３ａ 
自然科学実験演習２　⑷　　生物科学３ｂ　　　　化学１ｂ　　　物理学２ｂ　　　数理科学３ｂ 
生物科学１ａ　　　　　　　宇宙地球科学１ａ　　化学２ａ　　　数理科学１ａ　　科学論１ａ 
生物科学１ｂ　　　　　　　宇宙地球科学１ｂ　　化学２ｂ　　　数理科学１ｂ　　科学論１ｂ 
生物科学２ａ　　　　　　　宇宙地球科学２ａ　　物理学１ａ　　数理科学２ａ　　科学論２ａ 
生物科学２ｂ　　　　　　　宇宙地球科学２ｂ　　物理学１ｂ　　数理科学２ｂ　　科学論２ｂ

 
融 合 領 域 科 目 

学際科目１　　学際科目５　　学際科目９ 
学際科目２　　学際科目６　　学際科目10 
学際科目３　　学際科目７　　学際科目11　⑷ 
学際科目４　　学際科目８　　学際科目12　⑷
テーマ科目
新領域科目１　　新領域科目３　　新領域科目５ 
新領域科目２　　新領域科目４
キャリア科目１ 
キャリア科目２
教養テーマゼミナール１　⑷ 教養テーマゼミナール２　⑷ 教養テーマゼミナール３　⑷

教養テーマゼミナール論文

 
保 健 体 育 系 科 目 

アドバンストスポーツ　　　　　　　　　　スポーツ論（スポーツライフデザイン論） 
スポーツ論（健康と生涯スポーツ）　　　　スポーツ論（人類とスポーツ） 
スポーツ論（オリンピックとスポーツ）　　スポーツ論（トレーニング科学） 
スポーツ論（スポーツコーチング）

外
　
　
　
　
　
国
　
　
　
　
　
語
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

 
日  本  語 

導
　
入

日本語文章理解１　⑴ 
日本語文章理解２　⑴ 
日本語音声理解１　⑴ 
日本語音声理解２　⑴ 
日本語口頭表現１　⑴ 
日本語口頭表現２　⑴ 
日本語文章表現１　⑴ 
日本語文章表現２　⑴ 

8

8

・前期「１」と後期「２」はセット 
　で履修しますが，前期「１」を単 
　位修得できない場合は後期「２」 
　の履修ができません。

応用日本語理解１　⑴　　応用日本語表現１　⑴ 
応用日本語理解２　⑴　　応用日本語表現２　⑴

・１年次必修の日本語科目の単位を 
　すべて修得していなければ履修す 
　ることはできません。各科目3単 
　位まで履修することができます。 
　ただし、同一年度に同一科目を履 
　修することはできません。

 
母 語以外の外国語 

Computer Aided Instruction a　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC a　⑴ 
Computer Aided Instruction b　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC b　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・Advanced English a・b，English  
　Language and Cultures a・bは， 
　各科目４単位まで修得することが 
　できます。 

Advanced English a　　　　　　　　English Presentation a　　Screen English a 
Advanced English b　　　　　　　　English Presentation b　　Screen English b 
English Language and Cultures a　　English Writing a 
English Language and Cultures b　　English Writing b

導
　
　
　
　
　
入

ドイツ語初級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級１ｂ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ｂ　　　　⑴ 
フランス語初級１ａ　　　⑴ 
フランス語初級１ｂ　　　⑴ 
フランス語初級２ａ　　　⑴ 
フランス語初級２ｂ　　　⑴ 
中国語初級１ａ　　　　　⑴ 
中国語初級１ｂ　　　　　⑴ 
中国語初級２ａ　　　　　⑴ 
中国語初級２ｂ　　　　　⑴ 
スペイン語初級１ａ　　　⑴ 
スペイン語初級１ｂ　　　⑴ 
スペイン語初級２ａ　　　⑴ 
スペイン語初級２ｂ　　　⑴ 
ロシア語初級１ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級１ｂ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ｂ　　　　⑴ 
インドネシア語初級１ａ　⑴ 
インドネシア語初級１ｂ　⑴ 
インドネシア語初級２ａ　⑴ 
インドネシア語初級２ｂ　⑴ 
コリア語初級１ａ　　　　⑴ 
コリア語初級１ｂ　　　　⑴ 
コリア語初級２ａ　　　　⑴ 
コリア語初級２ｂ　　　　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。 
 
・「導入」の各科目を履修する場 
　合，同一言語の初級１ａ・ｂと初 
　級２ａ・ｂの４科目４単位をセッ 
　トで履修しなければなりません。 
 
・「導入」の各科目は，同一言語の 
　科目をすべて（４科目４単位）履 
　修している，あるいは修得してい 
　る場合，他の言語を履修すること 
　はできません。

基
　
　
礎

ドイツ語中級１ａ　  ⑴　中国語中級１ａ　　  ⑴　ロシア語中級１ａ　　　  ⑴　コリア語中級１ａ  ⑴ 
ドイツ語中級１ｂ　  ⑴　中国語中級１ｂ　　  ⑴　ロシア語中級１ｂ　　　  ⑴　コリア語中級１ｂ  ⑴ 
ドイツ語中級２ａ　  ⑴　中国語中級２ａ　　  ⑴　ロシア語中級２ａ　　　  ⑴　コリア語中級２ａ  ⑴ 
ドイツ語中級２ｂ　  ⑴　中国語中級２ｂ　　  ⑴　ロシア語中級２ｂ　　　  ⑴　コリア語中級２ｂ  ⑴ 
フランス語中級１ａ  ⑴　スペイン語中級１ａ  ⑴　インドネシア語中級１ａ  ⑴ 
フランス語中級１ｂ  ⑴　スペイン語中級１ｂ  ⑴　インドネシア語中級１ｂ  ⑴ 
フランス語中級２ａ  ⑴　スペイン語中級２ａ  ⑴　インドネシア語中級２ａ  ⑴ 
フランス語中級２ｂ  ⑴　スペイン語中級２ｂ  ⑴　インドネシア語中級２ｂ  ⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。 
 
・「基礎」の各科目は，２単位まで 
　修得することができます。ただ 
　し，同一年度に同一科目を履修す 
　ることはできません。 
 
・「応用」の各科目は，同一年度に 
　２単位，年度を越えてさらに２単 
　位履修することができ，合計４単 
　位まで修得することができます。

応
　
　
用

ドイツ語上級１ａ　　⑴　　ロシア語上級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語上級１ｂ　　⑴　　ロシア語上級１ｂ　　　　⑴ 
フランス語上級１ａ　⑴　　インドネシア語上級１ａ　⑴ 
フランス語上級１ｂ　⑴　　インドネシア語上級１ｂ　⑴ 
中国語上級１ａ　　　⑴　　コリア語上級１ａ　　　　⑴ 
中国語上級１ｂ　　　⑴　　コリア語上級１ｂ　　　　⑴ 
スペイン語上級１ａ　⑴ 
スペイン語上級１ｂ　⑴

選択ドイツ語１ａ　　⑴　　選択スペイン語１ａ　⑴　　選択イタリア語１ａ　⑴ 
選択ドイツ語１ｂ　　⑴　　選択スペイン語１ｂ　⑴　　選択イタリア語１ｂ　⑴ 
選択フランス語１ａ　⑴　　選択コリア語１ａ　　⑴ 
選択フランス語１ｂ　⑴　　選択コリア語１ｂ　　⑴ 
選択中国語１ａ　　　⑴　　選択アラビア語１ａ　⑴ 
選択中国語１ｂ　　　⑴　　選択アラビア語１ｂ　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・選択１ａ・ｂを履修するために 
　は，母語以外の外国語「導入」の各 
　科目から同一言語の初級１ａ・ｂ 
　と初級２ａ・ｂをすべて（４科目 
　４単位）修得していなければなり 
　ません。  
・選択１ａ・ｂを履修する場合に 
　は，「導入」の各科目で４科目４単 
　位を修得した言語とは異なる言語 
　から，同一言語の選択１ａ・ｂを 
　セットで履修してください。 

世界の言語と文化（ドイツ語）　  世界の言語と文化（中国語）　　  世界の言語と文化（ロシア語）　　　  世界の言語と文化（コリア語） 
世界の言語と文化（フランス語）  世界の言語と文化（スペイン語）  世界の言語と文化（インドネシア語） ・修得した単位は、自由選択修得要 

　件単位に算入されます。
言語文化研究（ヨーロッパ）１　　言語文化研究（アジア）１　　言語文化研究（アメリカ） 
言語文化研究（ヨーロッパ）２　　言語文化研究（アジア）２

 
海 外 語 学 研 修 

海外語学短期研修１（外国語）　　海外語学短期研修２（外国語）　 ・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・海外語学短期研修は，夏期留学プ 
　ログラムを修了した場合に短期研 
　修１に，春期留学プログラムを修 
　了した場合に短期研修２に認定さ 
　れます。  
・海外語学中期研修は，中期留学プ 
　ログラムを修了した場合に認定さ 
　れます。 

海外語学中期研修１（外国語）　　海外語学中期研修４（外国語）　　海外語学中期研修７（外国語） 
海外語学中期研修２（外国語）　　海外語学中期研修５（外国語）　　海外語学中期研修８（外国語） 
海外語学中期研修３（外国語）　　海外語学中期研修６（外国語）
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英語英米文学科 

凡例：○必修、◎選択必修、△選択

区　分
１　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件 

単　　位 備　　　考
科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選

転換・導入科目 6
教 養 科 目 8

外国語科目
4 

（外国人留 
学生は8 ）

専
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

Reading １ 
Reading ２ 
Composition １ 
Composition ２ 
Speaking １ 
Speaking ２ 
Integrated Engliish １ 
Integrated Engliish ２ 
Listening １ 
Listening ２

1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○

英語総合演習１ 
英語総合演習２ 
Speaking ３ 
Speaking ４ 
 
 
 
 
 

2 
2 
1 
1 
 
 
 
 
 

○ 
○ 
○ 
○ 
 
 
 
 
 

40 25 科目 40 単位必修

英語英米文学概論 １ 
英語英米文学概論 ２ 
 

2 
2 
 

○ 
○ 
 

通訳入門１  
通訳入門２ 
翻訳入門１ 
翻訳入門２ 

2 
2 
2 
2

○ 
○ 
○ 
○

ゼミナール１ 
ゼミナール２ 
 

2 
2 
 

○ 
○ 
 

ゼミナール３ 
ゼミナール４ 
卒業研究 

2 
2 
4 

○ 
○ 
○ 

Advanced Reading １  
Advanced Reading ２ 
Advanced Composition １ 
Advanced Composition ２ 
Advanced Listening １ 
Advanced Listening ２

2 
2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

8

44

4 科目 8単位選択必修

中期留学１ 
中期留学２ 
中期留学３ 
中期留学４

2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎

Advanced Reading ３ 
Advanced Reading ４ 
Advanced Composition ３ 
Advanced Composition ４ 
Advanced Speaking １ 
Advanced Speaking ２ 
Advanced Listening ３ 
Advanced Listening ４

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

国際理解１  
国際理解２  
英語プレゼンテーション１ 
英語プレゼンテーション２ 
英語圏の歴史・社会・文化 
異文化交流

2 
2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

16 8 科目 16 単位選択必修

中期留学５ 
中期留学６ 
中期留学７ 
中期留学８

2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎

通訳演習１ 
通訳演習２ 
翻訳演習１ 
翻訳演習２ 
翻訳演習３ 
翻訳演習４ 
Business & English １ 
Business & English ２ 
Media English １ 
Media English ２ 
Japan & the World １ 
Japan & the World ２

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

英文法のしくみ 
英語のしくみ 
英語の音声 
英語の変遷史 
英語学の諸問題１ 
英語学の諸問題２ 
ことばの獲得１ 
ことばの獲得２ 
ことばと社会・文化 
異文化コミュニケーション 
英語教育の研究と実践１ 
英語教育の研究と実践２ 
外国語学習の科学１ 
外国語学習の科学２

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

20

２
科
目
４
単
位
以
上
選
択
必
修

10科目20単位 
選択必修

英国・英語圏の文学と文化 
イギリス文学の世界 
米国・英語圏の文学と文化 
アメリカ文学の世界 
文学作品と英語表現 
英米の小説・詩・演劇 
英米文学文化特殊講義１ 
英米文学文化特殊講義２ 
英米文学文化特殊講義３ 
英米文学文化特殊講義４ 
英米文学文化特殊講義５ 
英米文学文化特殊講義６ 
英米映画論１ 
英米映画論２

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

２
科
目
４
単
位
以
上
選
択
必
修

イギリスの歴史と文化１  
イギリスの歴史と文化２  
アメリカの歴史と文化１  
アメリカの歴史と文化２  
英米研究特殊講義１ 　 
英米研究特殊講義２ 　 
英米研究特殊講義３ 　 
英米研究特殊講義４ 　 
英米ポップカルチャー論１ 
英米ポップカルチャー論２

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

２
科
目
４
単
位
以
上
選
択
必
修

特別総合講義 2 △

特別総合講義は，
同一名称であっ
ても内容が異な
れば 4 科目 8 単
位まで履修する
ことができます。

Special Seminar 2 △

自由選択 
修得要件 
単 位 と 
なる科目

英語英米文学科の学生に受講が認められている転換・導入科目，教養科目，外国語科目，文学部開講の専門科目。教職・司書・司書教諭・学校司書課程の科目の
一部（詳しくは『教職・司書・司書教諭・学校司書・学芸員課程学修ガイドブック』参照）。全学公開科目。

22 
（外国人留 
学生は18）

転換・導入科目，
教養科目，外国語
科目，専門科目の
超過修得単位は
自由選択修得要
件単位に算入さ
れます。

年次修得 
単 位 の 
目  　安

36 40 40 8 124



文学部英語英米文学科（英語文化コース）専門科目一覧

111 ～ 112

英語英米文学科 

凡例：○必修、◎選択必修、△選択

区　分
１　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件 

単　　位 備　　　考
科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選

転換・導入科目 6
教 養 科 目 8

外国語科目
4 

（外国人留 
学生は8 ）

専
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

Reading １ 
Reading ２ 
Composition １ 
Composition ２ 
Speaking １ 
Speaking ２ 
Integrated Engliish １ 
Integrated Engliish ２ 
Listening １ 
Listening ２

1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1

○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○

英語総合演習１ 
英語総合演習２ 
Speaking ３ 
Speaking ４ 
 
 
 
 
 

2 
2 
1 
1 
 
 
 
 
 

○ 
○ 
○ 
○ 
 
 
 
 
 

32 21 科目 32 単位必修

英語英米文学概論 １ 
英語英米文学概論 ２ 
 

2 
2 
 

○ 
○ 
 

ゼミナール１ 
ゼミナール２ 
 

2 
2 
 

○ 
○ 
 

ゼミナール３ 
ゼミナール４ 
卒業研究 

2 
2 
4 

○ 
○ 
○ 

Advanced Reading １  
Advanced Reading ２ 
Advanced Composition １ 
Advanced Composition ２ 
Advanced Listening １ 
Advanced Listening ２

2 
2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

8

40

4 科目 8単位選択必修
Advanced Reading ３ 
Advanced Reading ４ 
Advanced Composition ３ 
Advanced Composition ４ 
Advanced Speaking １ 
Advanced Speaking ２ 
Advanced Listening ３ 
Advanced Listening ４ 
上級英語総合演習 １ 
上級英語総合演習 ２

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

国際理解１ 
国際理解２ 
英語圏の歴史・社会・文化 
異文化交流

2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎

4 2 科目 4単位選択必修Business & English １ 
Business & English ２ 
Media English １ 
Media English ２ 
Japan & the World １ 
Japan & the World ２

2 
2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

英文法のしくみ 
英語のしくみ 
英語の音声 
英語の変遷史 
英語学の諸問題１ 
英語学の諸問題２ 
ことばの獲得１ 
ことばの獲得２ 
ことばと社会・文化 
異文化コミュニケーション 
英語教育の研究と実践１ 
英語教育の研究と実践２ 
外国語学習の科学１ 
外国語学習の科学２ 

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

28

２
科
目
４
単
位
以
上
選
択
必
修

14科目28単位 
選択必修

英国・英語圏の文学と文化 
イギリス文学の世界 
米国・英語圏の文学と文化 
アメリカ文学の世界 
文学作品と英語表現 
英米の小説・詩・演劇 
英米文学文化特殊講義１ 
英米文学文化特殊講義２ 
英米文学文化特殊講義３ 
英米文学文化特殊講義４ 
英米文学文化特殊講義５ 
英米文学文化特殊講義６ 
英米映画論１ 
英米映画論２

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

２
科
目
４
単
位
以
上
選
択
必
修

イギリスの歴史と文化１  
イギリスの歴史と文化２  
アメリカの歴史と文化１  
アメリカの歴史と文化２  
英米研究特殊講義１ 　 
英米研究特殊講義２ 　 
英米研究特殊講義３ 　 
英米研究特殊講義４ 　 
英米ポップカルチャー論１ 
英米ポップカルチャー論２

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

２
科
目
４
単
位
以
上
選
択
必
修

特別総合講義 2 △

特別総合講義は，
同一名称であっ
ても内容が異な
れば 4 科目 8 単
位まで履修する
ことができます。

通訳入門１ 
通訳入門２ 
翻訳入門１ 
翻訳入門２

2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△

中期留学１ 
中期留学２ 
中期留学３ 
中期留学４ 
中期留学５ 
中期留学６ 
中期留学７ 
中期留学８ 
Special Seminar 

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△

翻訳演習１ 
翻訳演習２ 
翻訳演習３ 
翻訳演習４

2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△

自由選択 
修得要件 
単 位 と 
なる科目

英語英米文学科の学生に受講が認められている転換・導入科目，教養科目，外国語科目，文学部開講の専門科目。教職・司書・司書教諭・学校司書課程の科目の
一部（詳しくは『教職・司書・司書教諭・学校司書・学芸員課程学修ガイドブック』参照）。全学公開科目。

34 
（外国人留 
学生は30）

転換・導入科目，
教養科目，外国語
科目，専門科目の
超過修得単位は
自由選択修得要
件単位に算入さ
れます。

年次修得 
単 位 の 
目  　安

36 40 40 8 124



 
哲　学　科 

 
 
　　Ⅰ　哲学科の特色 
 
　「美術や音楽をなぜ美しい，快いと感じるのか」「うれしい，悲しい，腹立たしい，ねたましい
などの感情はなぜ生まれるのか」「なぜ人を殺してはいけないのか」「死とはなにか」「人はなぜ生
きるのか」「科学はなぜ客観的と言われるのか」「なぜ時間は流れるのか」などの問題は，古来，多
くのひとびとの頭を悩ませてた。こうした問題について徹底的に考えるのが哲学である。 
　哲学と一口にいっても，西洋やインド，中国，日本など地域によって相違があり，古代や中世，
近世，近代，現代など時期ごとにもさまざまな哲学がある。また，自然や芸術の美しさを問題にす
る「美学」「芸術学」，善悪や正義を問う「倫理学」など，主題によっても哲学は区別される。「生
死」について考えるためには「神話」「宗教」も参考になり，芸術やアートについて考えるために
は，具体的にどのような美術や音楽，芸能，舞踊，映画，写真などがあったのか，おさえておかな
ければならない。 
　文学部哲学科の特色の第一は，各地の哲学を広く，深く学ぶための講義群，ならびに，芸術やアー
ト，宗教など文化一般について広く学ぶための講義群が多数，用意されていることである。 
　そのほか，文学部哲学科における授業や指導の特色として次の２点が挙げられる。 
　第一に，哲学科学生は全員，「ゼミナール」に所属することができ，また，最低１つは所属しな
ければならない。ひとびとと議論を深め，先生から直接，個人的指導を受ける場である「ゼミナール」
は，哲学や倫理学，芸術学を広く，深く学ぶためにもっとも重要な授業である。２年次からはじま
り，たいていの場合，ゼミナールの先生がそのまま「卒業論文」指導教員となる【詳細は，Ⅱ－２  
⑵  ①「必修科目」の項を参照】。 
　第二に，哲学科学生は，全員，卒業論文を書かなければ卒業することができない。大学生生活と
は，卒業論文作成を目標とする４年間であり，そのために，広くさまざまな講義を聴講し，自分の
興味や関心がどこにあるのか，なにを主に深く学ぶのか，できるだけ早いうちに決めなければなら
ない【詳細は，Ⅱ－１「卒業要件」の項を参照】。 
　なお，卒業するためには，卒業論文作成のほか，卒業に必要な 124 単位を取得しなければならな
い。履修しなければならない科目としては，大学全体で開講される「転換・導入科目」，「教養科
目」，「外国語科目」【詳細は，Ⅱ－２  ⑴  「転換・導入科目，教養科目，外国語科目の履修方法」の
項を参照】。と，文学部哲学科で開講される「専門科目」がある「専門科目」については，「必修科
目」「選択必修科目」「選択科目」というカテゴリーが区別されている【詳細は，Ⅱ－２  ⑵  「専門科
目の履修方法」の項を参照】。それぞれのカテゴリーについて卒業に必要な単位数が決まっている
ので，注意が必要である。 
　講義やゼミナール，また自分なりの読書や研究会などによって疑問を深め，新たに広く関心，興
味を見出し，考えを深め，卒業論文を執筆するのが大学生活である。そのためには４年間をどのよ
うに過ごすか，あらかじめ見通しを立てておく必要がある。各年次で履修しなければならない科目，
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学

科
 



履修した方がいい科目など，卒業までの標準的な工程表を以下に記しておく。なお，それぞれの科
目が具体的にどのような内容をあつかうかは，年度ごと，担当教員ごとに異なる。科目を選択する
前に，かならず，その年度の「講義要項」を読む必要がある。 
　１年次：哲学科１年生がかならず履修しなければならないのは「哲学の手ほどき」だが，そのほ
か転換・導入科目および教養科目，外国語科目，また一部の「専門科目」も１年次で履修する。 
　「哲学の手ほどき」は，哲学科に所属する９名の先生全員がリレー方式でおこなう講義で，名前
のとおり，哲学の基本的な考え方を解説する。その他，哲学各分野の全体像を初歩から解説する入
門講義である「概論」科目（「哲学概論」「倫理学概論」「論理学概論」「芸術学概論」），各地域時期
の重要な哲学，思想を，その流れに沿って詳しく解説する思想史科目（「西洋哲学史」「日本思想史」
「中国思想史」「インド思想史」「イスラム思想史」）も，哲学の勉強研究の基礎をはじめに知ってお
くために，１年次での履修が推奨される。「音楽論」「美術論」「宗教学」「ポップカルチャー論」
「映像文化論」「パフォーマンス論」など，文化一般について広く知識を深める講義，「ギリシア語
入門」「ラテン語入門」など，哲学の書物を読むために必要な語学のための授業も，１年次で履修
することができる。 
　２年次：「ゼミナール」に所属する。ゼミナールは最低１つ所属しなければならないが，２つまで
重複受講も可能である。講義としては，１年次で履修しきれなかった講義のほか，あらたに，
「日本の思想（近現代以前）」「近現代の日本の思想」「日本の伝統芸能」「精神分析学」「心の哲学」
「社会哲学」「科学哲学」「倫理の哲学」「ことばの哲学」「フェミニズム思想」「論理の哲学」「文化
の哲学」「現代思想」「生命の哲学」「言語論」など，特定のテーマについて深く掘り下げる概説科目
や，各先生の最先端の研究成果をいち早く知るための「特殊講義」が受講可能になる。「ギリシア語
文献講読」「ラテン語文献講読」などの古典語講読も２年次から履修が可能になる。ドイツ語やフラ
ンス語などの，哲学の書物を読むために必要となる語学も継続することが望ましい。また，「概論」
科目は２年次までしか履修はできない（３年次以降は履修不可。ただし再履修を除く）。 
　３年次：「ゼミナール」の中心学年になる。講義としては，１年次，２年次で履修しきれなかっ
た講義を修得する必要がある。３年次になると，そろそろ就職活動もしなければならないが，同時
に，卒業論文のテーマや手法，材料，文献などを固めにかからなければならない。また，「思想史」
科目は３年次までしか履修できない（４年次では履修不可。ただし再履修を除く）。 
　４年次：「ゼミナール」の先生を指導教員として，「卒業論文」を作成する。そのほか，３年次
までにとりきれなかった講義などを取得して，卒業必要単位を満たす必要がある。 
　なお，一般的な注意として，⑴　同一科目名の講義は，年度によって担当教員が代わっても重複
履修はできない。⑵　とくに「特殊講義」は，番号を同じくする場合，年度によって担当教員が代
わっても重複履修はできない。⑶　「ゼミナール」は，２年次で「ゼミナール１」，３年次で「ゼ
ミナール２」，４年次で「ゼミナール３」をそれぞれ最低１つ履修しなければならない。履修しな
かった場合には「再履修」が必要である【詳細は，Ⅱ－２  ⑵  ①「必修科目」の項を参照】。 
　そのほか「自由選択修得要件単位となる科目」，必修単位の「再履修」については，それぞれ当該
箇所を参考にしてほしい。 
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　　Ⅱ　卒業要件と科目の履修方法 
 
　以下では，みなさんが大学を卒業するために必要な諸要件と科目の具体的な履修方法について概
説する。以下の説明をよく読み，それに沿って履修計画を立ててほしい。 
 
１．卒業要件 
　一般に大学を卒業するためにはいくつもの要件が必要であるが（一般的な要件については，
p .  36「大学卒業の要件と科目の履修」を参照），それに加えて，哲学科学生には，以下の表に示し
た要件を充たすことが要求される。 
 
  文学部哲学科 

 
 
 
 
 
 
 

区　　分 卒業要件単位 備　　考

 
転換・導入科目 

専修大学入門科目 2

6

自由選択修得要件単位には，所定の卒
業要件単位数を超えて修得した転換・
導入科目，所定の卒業要件単位数を超
えて修得した教養科目，所定の卒業要
件単位数を超えて修得した外国語科
目，所定の卒業要件単位数を超えて修
得した専門科目，資格課程の一部の科
目，全学公開科目の単位が算入されま
す。

専門入門ゼミナール 2
データリテラシー 
キャリア基礎科目 
情報リテラシー科目 
基 礎 自 然 科 学 
保健体育基礎科目 2

 
教 養 科 目 

人文科学基礎科目 

8
8

社会科学基礎科目 
自 然 科 学 系 科 目 
融 合 領 域 科 目 
保 健 体 育 系 科 目 

 
外 国 語 科 目 

英 語 4
8英語以外の外国語 4

海 外 語 学 研 修 

 
専 門 科 目 

必 修 科 目 24
72選 択 必 修 科 目 20

選 択 科 目 28
自由選択修得要件単位 30
卒　業　要　件　単　位 124

［哲学科］



【外国人留学生】  文学部哲学科 

 

 
２．科目の履修方法 
　履修にあたっては，以下の４点に注意を払う必要がある。 
　①　転換・導入科目 6 単位，教養科目 8 単位，外国語科目 8 単位，専門科目 72 単位以上，自由選 
　　択修得要件単位 30 単位以上，合計 124 単位以上を修得しなければならない。 
　②　各年次に修得する単位の目安（１年次 38 単位，２年次 38 単位，３年次 36 単位，４年次 12  
　　単位）があるので，この条件も充たすように毎年の履修計画を立てる必要がある。 
　③　配当年次が指定されている科目については，その年次に履修しなければならない。 
　　　また，指定された配当年次が複数の年次にわたる科目は，それが「選択必修科目」である場 
　　合には，なるべく低年次で履修するようにしてほしい。 
　④　同一名称の科目は，原則として１つしか履修できない。同一名称の科目が複数あることは珍 
　　しくないが，一度に同一名称の科目を２つ以上履修することはできないし，一度単位を修得し 
　　た科目と同一名称の科目をもう一度履修することもできない。 
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　区　　分 卒業要件単位 備　　考

 
転換・導入科目 

専修大学入門科目 2

6

自由選択修得要件単位には，所定の卒
業要件単位数を超えて修得した転換・
導入科目，所定の卒業要件単位数を超
えて修得した教養科目，所定の卒業要
件単位数を超えて修得した外国語科
目，所定の卒業要件単位数を超えて修
得した専門科目，資格課程の一部の科
目，全学公開科目の単位が算入されま
す。

専門入門ゼミナール 2
データリテラシー 
キャリア基礎科目 
情報リテラシー科目 
基 礎 自 然 科 学 
保健体育基礎科目 2

 
教 養 科 目 

留 学 生 専 修 科 目 4

8

人文科学基礎科目 

4
社会科学基礎科目 
自 然 科 学 系 科 目 
融 合 領 域 科 目 
保 健 体 育 系 科 目 

 
外 国 語 科 目 

日 本 語 8
8母語以外の外国語 

海 外 語 学 研 修 

 
専 門 科 目 

必 修 科 目 24
72選 択 必 修 科 目 20

選 択 科 目 28
自由選択修得要件単位 30
卒　業　要　件　単　位 124

［哲学科・外留］
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⑴　転換・導入科目，教養科目，外国語科目の履修方法 
　転換・導入科目，教養科目，外国語科目にはそれぞれ必修科目として指定されている科目があるの
で，履修に際しては注意しなければならない。転換・導入科目は p. 49 に，教養科目は pp . 56 ～ 63
に，外国語科目については pp . 64 ～ 75 に詳しい説明があるので，それを参考にして以下を確認し
てほしい。 
 
　 1 ）転換・導入科目 
　　①　専修大学入門科目，専門入門ゼミナール，保健体育基礎科目 
　　　専修大学入門科目，専門入門ゼミナールは，1年次にそれぞれ半期 2単位，保健体育基礎科 
　　目は，それぞれ半期 1単位，合計 6単位を必ず修得しなければならない。 
 
　　②　上記以外の転換・導入科目 
　　　上記以外の転換・導入科目は選択科目として履修することができる。修得した単位は自由選 
　　択修得要件単位に算入することができる。 
 
　 2 ）教養科目 
　　①　人文科学基礎科目・社会科学基礎科目・自然科学系科目・融合領域科目 
　　　　人文科学基礎科目・社会科学基礎科目・自然科学系科目・融合領域科目の中から 8単位修 
　　　得しなければならない。ただし各科目群の配当年次はそれぞれ異なるので，履修する際には 
　　　注意しなければならない。 
　　　　人文科学基礎科目と社会科学基礎科目は 1 ，2 年次にしか開講されていない。したがって 
　　　人文科学基礎科目と社会科学基礎科目は 3 ，4 年次で再履修することはできない。また，融 
　　　合領域科目は 2年次以降にしか開講されていない。自然科学系科目は 1年次から 4年次まで 
　　　開講されている。 
 
　　②　 8 単位を超えて修得した教養科目の単位は自由選択修得要件単位に算入することができ 
　　　る。 
 
　 3 ）外国語科目 
　　①　英語 
　　　　　 1 年次で英語 4 科目を履修し，前期 2 単位・後期 2 単位の計 4 単位を必ず修得しなけれ 
　　　　ばならない。Ａ群の Basics of English（RL）1a（前期），1b（後期）または Intermediate  
　　　　English（RL）1a（前期），1b（後期）の 2 科目と，Ｂ群の Basics of English（SW）1a（前 
　　　　期），1b（後期）または Intermediate English（SW）1a（前期），1b（後期）の 2 科目を履 
　　　　修する。 
　　②　英語以外の外国語 
　　　　　 1 年次でドイツ語，フランス語，中国語，スペイン語，ロシア語，インドネシア語，コ 



　　　　リア語の 7 ヶ国語の中から 1 ヶ国語を選択して，前期 2 単位・後期 2 単位の計 4 単位を必 
　　　　ず修得しなければならない。初級 1 a（前期），初級 1 b（後期）の 2 科目と，初級 2 a（前期）， 
　　　　初級 2 b（後期）の 2 科目を履修する。 
 
　　③　上記以外の外国語科目は選択科目として履修することができる。修得した単位は自由選択 
　　　修得要件単位に算入することができる。 
 
⑵　専門科目の履修方法 
　専門科目の中には，必ず修得しなければならない必修科目（ pp . 177 ～ 188  「文学部専門科目一覧」
で〇印のついた科目），開講された科目中から指定された数だけ必ず修得しなければならない選択必
修科目（◎印のついた科目），多くの科目の中から自分の学びたいものを自由に選べる選択科目（△
印のついた科目）の 3通りがある。なお，科目の中には，年間を通して授業を行う通年科目と，半年
で完了する半期科目とがある。また，毎年開講する科目と隔年に開講する科目とがあるます。履修計
画を立てる上で，注意する必要がある。 
　①　必修科目 
　　「哲学の手ほどき」　１年次の必修科目である。「ゼミナール」を担当する９人の教員がリレ 
　ー式に入門的な授業を行う。 
　　「ゼミナール１～３」　本学科での勉学の中心となる，少人数での討論形式の授業である。「ゼ 
　ミナール１」は２年生，「ゼミナール２」は３年生，「ゼミナール３」は４年生でそれぞれ必修と 
　なる。また，「ゼミナール」は各年次において２つまで履修できる。したがって，継続して２つ 
　のゼミを履修し続けることもできる。しかし，ゼミナールは必ず予習を求められるなど相応の負 
　担があるので，３つ以上履修することはできない。もし，２年次においてゼミナール１を修得で 
　きなかった場合は，３年次において「ゼミナール１」と「ゼミナール２」を，３年次にゼミナー 
　ル２を修得できなかった場合は４年次において「ゼミナール２」と「ゼミナール３」を同時に履 
　修することになる。しかし，３年次までにゼミナールを１つも修得できなかった場合，４年次に 
　「ゼミナール１」「ゼミナール２」「ゼミナール３」の３つを同時に履修することはできない。ゼ 
　ミは１年に２つまでしか履修できないからである。（４年次に「ゼミナール１」と「ゼミナール 
　２」を履修し，５年次に「ゼミナール３」を履修することになる）。 
　　「卒業論文」　大学での学修の集大成（書かねば卒業できない）で，４年次の必修科目である。 
　テーマは，人間のあり方に関することなら，なんでもかまわない。通常４年次のゼミの先生が， 
　論文の指導教員を兼ねる（しかし，その先生の専門と大きく異なるテーマの場合には，実質的な 
　指導は別の先生にお願いすることもできる）。 
　　先生によって違いはあるが，３年の後期または期末に，ゼミの場（もしくはゼミ合宿）で卒論 
　のテーマと構想について発表を行ない，それから先生の助言を受けながら文献を読み，自分の考 
　えをまとめていく。 
　　また，卒業論文は，上に述べたとおり，ゼミナールを中心とする本学科での勉学の集大成とな 
　るものなので，「ゼミナール３」と同時（または「ゼミナール３」を修得した以降）でなければ 
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　履修登録することはできない。 
　②　選択必修科目 
　　哲学科の選択必修科目には次の２種類がある。 
　　概論　その学問のもっとも包括的な入門科目で，「哲学概論１」「哲学概論２」「倫理学概論１」 
　「倫理学概論２」「論理学概論１」「論理学概論２」「芸術学概論１」「芸術学概論２」の中から 
　４科目８単位以上修得しなければならない。配当年次は１～２年である。 
　　思想史　それぞれの哲学・思想の流れを学ぶ科目で，「西洋哲学史（古代）」「西洋哲学史（中 
　世）」「西洋哲学史（近代）１」「西洋哲学史（近代）２」「西洋哲学史（現代）１」「西洋哲学史 
　（現代）２」「日本思想史１」「日本思想史２」「中国思想史」「インド思想史」「イスラム思想史」 
　の中から，６科目 12 単位以上修得しなければならない。配当年次は１～３年である。 
　③　選択科目 
　　哲学科の選択科目として，以下の科目群がある。 
　　概説　哲学・思想の特定の分野に関する講義である。具体的な事象をあつかう概説は１年次か 
　ら履修できるが，やや理論的な科目は２年次以降になって履修する。哲学系の概説科目として 
　「日本の思想」「心の哲学」「社会の哲学」「科学哲学」「倫理の哲学」「ことばの哲学」「文化の哲 
　学」「フェミニズム思想」「生命の哲学」等，狭義の哲学をこえて広く思想・文化・芸術を扱う概 
　説科目として「精神分析学」「言語論」「宗教学」「音楽論」「美術論」「映像文化論」「パフォーマ 
　ンス論」等がある。これらの科目が充実していることも本学科の特色なので，多彩な科目のなか 
　から自分独自のカリキュラムを計画的に組み，やがて卒業論文へと結実される栄養を吸収し，自 
　身の考えを構築していってほしい。これらのうち，名前だけからは内容がわかかりにくい科目に 
　ついてだけ簡単に説明する。 
　【ポップカルチャー論】　アニメ・マンガ・ゲームなどなど，高尚な意味での「文化」とみなさ 
　　れていない文化現象を扱う。 
　【映像文化論】　映画・演劇のみならず，ＣＧやＴＶゲームあるいは写真なども含めた映像文化 
　　全般について考える。 
　【パフォーマンス論】　ダンス，バレエ，舞踏，ストリート・パフォーマンスなどを，多角的に 
　　分析し，身体アートについて考える。 
　　古典語　「ギリシア語入門１」「ギリシア語入門２」および「ラテン語入門１」「ラテン語入門 
　２」という入門科目を学修したあとは，「ギリシア語文献講読１～６」，「ラテン語文献講読１～ 
　６」という，古典哲学の文献を講読する授業を，最大 3年間継続して履修することができる。 
　　なお，哲学科では，文学部の他学科の専門科目も自由選択修得要件単位となる科目として学生 
　に受講を認めている。それらの科目についても，可能な範囲で履修し，幅広い学修を通して，総 
　合的な視野を持つようにしてほしい。 
 
⑶　自由選択修得要件単位となる科目の履修方法 
　自由選択修得要件単位となる科目とは，みなさんが上記の卒業要件単位を修得した上で，さらに
履修する科目の総称である。したがって自由選択修得要件単位に算入されるものは以下の７つとな



る。 
　　ａ．転換・導入科目に配置された科目のうち卒業要件単位を超えて修得した科目の単位。 
　　ｂ．教養科目に配置された科目のうち卒業要件単位を超えて修得した科目の単位。 
　　ｃ．外国語科目に配置された科目のうち卒業要件単位を超えて修得した科目の単位。 
　　ｄ．選択必修科目および選択科目の卒業要件単位を超えて修得した哲学科開講の専門科目の単 
　　　　位。 
　　ｅ．哲学科の学生に受講が認められている文学部他学科開講の専門科目の単位。 
　　ｆ．教職・司書・司書教諭・学校司書課程科目の単位。ただし 8 単位まで。（詳しくは『教職・ 
　　　　司書・司書教諭・学校司書・学芸員課程学修ガイドブック』参照） 
　　ｇ．哲学科の学生に受講が認められている全学公開科目の単位。ただし 30 単位まで。 
　自由選択修得要件単位となる科目は，科目区分にとらわれずに，みなさんが自由に履修する科目
である。それぞれの興味と関心に応じ，自由に独創的なカリキュラムを組んでほしい。ただし，卒
業までに，哲学科の学生は自由選択修得要件単位数が 30 単位に達していなければならない。 
 
⑷　再履修について 
　①　必修科目の再履修 
　　哲学科のみなさんに課されている必修科目は，何らかの理由でこれらの単位を修得できなかっ 
　た場合は，必ず次の年次で同一名称の科目を再度履修しなければならない。再履修科目はすべて 
　に優先して履修しなければならない。なお，一度単位を修得した科目の再履修はできない。 
　②　選択必修科目および選択科目の再履修 
　　選択必修科目および選択科目の単位を修得できなかった場合は，必ずしも同一名称の科目を再 
　履修する必要はなく，別の科目の単位を修得して卒業要件を充たすことも可能である。
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文学部哲学科　転換・導入科目，教養科目，外国語科目一覧
※科目名の後ろに記載されている（　）内の数字は、単位数を示す（記載のない科目は２単位）。

121 ～ 122

哲学科 

区　　分 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件単位 備　　考

転
換
・
導
入
科
目

専修大学入門科目 専修大学入門ゼミナール 2

6

・卒業要件単位６単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。

専門入門ゼミナール 専門入門ゼミナール 2
デ ータリテラシー データ分析入門
キャリア基礎科目 キャリア入門
情報リテラシー科目 情報入門１ 情報入門２
基 礎 自 然 科 学  あなたと自然科学
保健体育基礎科目 スポーツリテラシー　　　　　⑴ スポーツウェルネス　　　　　⑴ 2

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

 
人 文科学基礎科目 

日本の文化　　　　　　歴史の視点　　　　　芸術学入門 
日本の文学　　　　　　歴史と地域・民衆　　異文化理解の人類学 
世界の文学　　　　　　歴史と社会・文化　　ジャーナリズムと現代 
文学と現代世界　　　　基礎心理学入門 
英語圏文学への招待　　応用心理学入門

8

8

・卒業要件単位８単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。  
 
・テーマ科目は，科目名の括弧内に 
　示す表記が異なれば，それぞれ履 
　修することができます（同一年度 
　での複数履修も可能）。  
 
・教養テーマゼミナール論文は，教 
　養テーマゼミナールの単位を修得 
　し，次年度以降に同一教員の教養 
　テーマゼミナールを履修する場合 
　に作成（履修）することができま 
　す。  
 
・アドバンストスポーツは，スポー 
　ツリテラシーとスポーツウェルネ 
　スの単位を修得していなければ， 
　履修することができません。  
 
・アドバンストスポーツは，種目に 
　かかわらず，複数履修することが 
　できます。 

 
社 会 科学基礎科目 

日本国憲法　　地理学への招待　　子どもと社会の教育学 
法と社会　　　社会学入門　　　　情報社会 
政治学入門　　現代の社会学　　　はじめての経営 
政治の世界　　社会科学論　　　　マーケティングベーシックス 
経済と社会　　社会思想　　　　　企業と会計 
現代の経済　　教育学入門

 
自 然 科 学 系 科 目 

自然科学実験演習１　　　生物科学３ａ　　　　化学１ａ　　　物理学２ａ　　　数理科学３ａ 
自然科学実験演習２　⑷　生物科学３ｂ　　　　化学１ｂ　　　物理学２ｂ　　　数理科学３ｂ 
生物科学１ａ　　　　　　宇宙地球科学１ａ　　化学２ａ　　　数理科学１ａ　　科学論１ａ 
生物科学１ｂ　　　　　　宇宙地球科学１ｂ　　化学２ｂ　　　数理科学１ｂ　　科学論１ｂ 
生物科学２ａ　　　　　　宇宙地球科学２ａ　　物理学１ａ　　数理科学２ａ　　科学論２ａ 
生物科学２ｂ　　　　　　宇宙地球科学２ｂ　　物理学１ｂ　　数理科学２ｂ　　科学論２ｂ

 
融 合 領 域 科 目 

学際科目１　　学際科目５　　学際科目９ 
学際科目２　　学際科目６　　学際科目10 
学際科目３　　学際科目７　　学際科目11　⑷ 
学際科目４　　学際科目８　　学際科目12　⑷
テーマ科目
新領域科目１　　新領域科目３　　新領域科目５ 
新領域科目２　　新領域科目４
キャリア科目１ 
キャリア科目２
教養テーマゼミナール１　⑷ 教養テーマゼミナール２　⑷ 教養テーマゼミナール３　⑷

教養テーマゼミナール論文

 
保 健 体 育 系 科 目 

アドバンストスポーツ　　　　　　　　　　スポーツ論（スポーツライフデザイン論） 
スポーツ論（健康と生涯スポーツ）　　　　スポーツ論（人類とスポーツ） 
スポーツ論（オリンピックとスポーツ）　　スポーツ論（トレーニング科学） 
スポーツ論（スポーツコーチング）

外
　
　
　
　
　
国
　
　
　
　
　
語
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

 
英 　 　 語 

Ａ
　
群
 

Basics of English (RL) 1a  ⑴ 
Basics of English (RL) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (RL) 1a ⑴ 
Intermediate English (RL) 1b ⑴ 

4

8

・General Englishは，英語「Ａ・Ｂ 
　群」の単位を修得できなかった場 
　合に履修する科目です。

Ｂ
　
群
 

Basics of English (SW) 1a  ⑴ 
Basics of English (SW) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (SW) 1a ⑴ 
Intermediate English (SW) 1b ⑴

General English　⑴
English Speaking a　⑴　　Computer Aided Instruction a　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC a　⑴ 
English Speaking b　⑴　　Computer Aided Instruction b　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC b　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・English Speaking a・b，Advanced  
　English a・b，English Language  
　and Cultures a・bは，各科目４単 
　位まで修得することができます。 

Advanced English a　　　　　　　　English Presentation a　　Screen English a 
Advanced English b　　　　　　　　English Presentation b　　Screen English b 
English Language and Cultures a　　English Writing a 
English Language and Cultures b　　English Writing b

 
英 語 以外の外国語 

導
　
　
　
　
　
入
 

ドイツ語初級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級１ｂ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ｂ　　　　⑴ 
フランス語初級１ａ　　　⑴ 
フランス語初級１ｂ　　　⑴ 
フランス語初級２ａ　　　⑴ 
フランス語初級２ｂ　　　⑴ 
中国語初級１ａ　　　　　⑴ 
中国語初級１ｂ　　　　　⑴ 
中国語初級２ａ　　　　　⑴ 
中国語初級２ｂ　　　　　⑴ 
スペイン語初級１ａ　　　⑴ 
スペイン語初級１ｂ　　　⑴ 
スペイン語初級２ａ　　　⑴ 
スペイン語初級２ｂ　　　⑴ 
ロシア語初級１ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級１ｂ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ｂ　　　　⑴ 
インドネシア語初級１ａ　⑴ 
インドネシア語初級１ｂ　⑴ 
インドネシア語初級２ａ　⑴ 
インドネシア語初級２ｂ　⑴ 
コリア語初級１ａ　　　　⑴ 
コリア語初級１ｂ　　　　⑴ 
コリア語初級２ａ　　　　⑴ 
コリア語初級２ｂ　　　　⑴

4

・１年次で英語以外の外国語「導 
　入」の各科目から同一言語の初級 
　１ａ・ｂと初級２ａ・ｂを履修し 
　なければなりません。 
 
・同一言語の科目をすべて（４科目 
　４単位）履修している，あるいは 
　修得している場合，他の言語を履 
　修することはできません。

基
　
　
礎

ドイツ語中級１ａ　  ⑴　中国語中級１ａ　　  ⑴　ロシア語中級１ａ　　　  ⑴　コリア語中級１ａ  ⑴ 
ドイツ語中級１ｂ　  ⑴　中国語中級１ｂ　　  ⑴　ロシア語中級１ｂ　　　  ⑴　コリア語中級１ｂ  ⑴ 
ドイツ語中級２ａ　  ⑴　中国語中級２ａ　　  ⑴　ロシア語中級２ａ　　　  ⑴　コリア語中級２ａ  ⑴ 
ドイツ語中級２ｂ　  ⑴　中国語中級２ｂ　　  ⑴　ロシア語中級２ｂ　　　  ⑴　コリア語中級２ｂ  ⑴ 
フランス語中級１ａ  ⑴　スペイン語中級１ａ  ⑴　インドネシア語中級１ａ  ⑴ 
フランス語中級１ｂ  ⑴　スペイン語中級１ｂ  ⑴　インドネシア語中級１ｂ  ⑴ 
フランス語中級２ａ  ⑴　スペイン語中級２ａ  ⑴　インドネシア語中級２ａ  ⑴ 
フランス語中級２ｂ  ⑴　スペイン語中級２ｂ  ⑴　インドネシア語中級２ｂ  ⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・「基礎」の各科目は，２単位まで 
　修得することができます。ただ 
　し，同一年度に同一科目を履修す 
　ることはできません。  
・「応用」の各科目は，同一年度に 
　２単位，年度を越えてさらに２単 
　位履修することができ，合計４単 
　位まで修得することができます。

応
　
　
用

ドイツ語上級１ａ　　⑴　　ロシア語上級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語上級１ｂ　　⑴　　ロシア語上級１ｂ　　　　⑴ 
フランス語上級１ａ　⑴　　インドネシア語上級１ａ　⑴ 
フランス語上級１ｂ　⑴　　インドネシア語上級１ｂ　⑴ 
中国語上級１ａ　　　⑴　　コリア語上級１ａ　　　　⑴ 
中国語上級１ｂ　　　⑴　　コリア語上級１ｂ　　　　⑴ 
スペイン語上級１ａ　⑴ 
スペイン語上級１ｂ　⑴

選択ドイツ語１ａ　　⑴　　選択スペイン語１ａ　⑴　　選択イタリア語１ａ　⑴ 
選択ドイツ語１ｂ　　⑴　　選択スペイン語１ｂ　⑴　　選択イタリア語１ｂ　⑴ 
選択フランス語１ａ　⑴　　選択コリア語１ａ　　⑴ 
選択フランス語１ｂ　⑴　　選択コリア語１ｂ　　⑴ 
選択中国語１ａ　　　⑴　　選択アラビア語１ａ　⑴ 
選択中国語１ｂ　　　⑴　　選択アラビア語１ｂ　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・選択１ａ・ｂを履修するために 
　は，英語以外の外国語「導入」の各 
　科目から同一言語の初級１ａ・ｂ 
　と初級２ａ・ｂをすべて（４科目 
　４単位）修得していなければなり 
　ません。  
・選択１ａ・ｂを履修する場合には， 
　「導入」の各科目で４科目４単位を 
　修得した言語とは異なる言語か 
　ら，同一言語の選択１ａ・ｂを 
　セットで履修してください。

世界の言語と文化（ドイツ語）　  世界の言語と文化（中国語）　　  世界の言語と文化（ロシア語）　　　  世界の言語と文化（コリア語） 
世界の言語と文化（フランス語）  世界の言語と文化（スペイン語）  世界の言語と文化（インドネシア語） ・修得した単位は、自由選択修得要 

　件単位に算入されます。言語文化研究（ヨーロッパ）１　　言語文化研究（アジア）１　　言語文化研究（アメリカ） 
言語文化研究（ヨーロッパ）２　　言語文化研究（アジア）２

 
海 外 語 学 研 修 

海外語学短期研修１（外国語）　　海外語学短期研修２（外国語）　
・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・海外語学短期研修は，夏期留学プ 
　ログラムを修了した場合に短期研 
　修１に，春期留学プログラムを修 
　了した場合に短期研修２に認定さ 
　れます。  
・海外語学中期研修は，中期留学プ 
　ログラムを修了した場合に認定さ 
　れます。 

海外語学中期研修１（外国語）　　海外語学中期研修４（外国語）　　海外語学中期研修７（外国語） 
海外語学中期研修２（外国語）　　海外語学中期研修５（外国語）　　海外語学中期研修８（外国語） 
海外語学中期研修３（外国語）　　海外語学中期研修６（外国語）



【外国人留学生】文学部哲学科　転換・導入科目，教養科目，外国語科目一覧
※科目名の後ろに記載されている（　）内の数字は、単位数を示す（記載のない科目は２単位）。

123 ～ 124

哲学科 

区　　分 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件単位 備　　考

転
換
・
導
入
科
目

専修大学入門科目 専修大学入門ゼミナール 2

6

・卒業要件単位６単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。

専門入門ゼミナール 専門入門ゼミナール 2
デ ータリテラシー データ分析入門
キャリア基礎科目 キャリア入門

情報リテラシー科目 情報入門１ 情報入門２
基 礎 自 然 科 学  あなたと自然科学

保健体育基礎科目 スポーツリテラシー　　　　　⑴ スポーツウェルネス　　　　　⑴ 2

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

留 学 生 専 修 科 目 一般日本事情１ 一般日本事情２ 4

8

・卒業要件単位８単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。 
 
 
・テーマ科目は，科目名の括弧内に 
　示す表記が異なれば，それぞれ履 
　修することができます（同一年度 
　での複数履修も可能）。 
 
 
・教養テーマゼミナール論文は，教 
　養テーマゼミナールの単位を修得 
　し，次年度以降に同一教員の教養 
　テーマゼミナールを履修する場合 
　に作成（履修）することができま 
　す。 
 
 
・アドバンストスポーツは，スポー 
　ツリテラシーとスポーツウェルネ 
　スの単位を修得していなければ， 
　履修することができません。 
 
 
・アドバンストスポーツは，種目に 
　かかわらず，複数履修することが 
　できます。 
 

 
人 文 科学基礎科目 

日本の文化　　　　　　歴史の視点　　　　　芸術学入門 
日本の文学　　　　　　歴史と地域・民衆　　異文化理解の人類学 
世界の文学　　　　　　歴史と社会・文化　　ジャーナリズムと現代 
文学と現代世界　　　　基礎心理学入門 
英語圏文学への招待　　応用心理学入門

4

 
社 会 科学基礎科目 

日本国憲法　　地理学への招待　　子どもと社会の教育学 
法と社会　　　社会学入門　　　　情報社会 
政治学入門　　現代の社会学　　　はじめての経営 
政治の世界　　社会科学論　　　　マーケティングベーシックス 
経済と社会　　社会思想　　　　　企業と会計 
現代の経済　　教育学入門

 
自 然 科 学 系 科 目 

自然科学実験演習１　　　　生物科学３ａ　　　　化学１ａ　　　物理学２ａ　　　数理科学３ａ 
自然科学実験演習２　⑷　　生物科学３ｂ　　　　化学１ｂ　　　物理学２ｂ　　　数理科学３ｂ 
生物科学１ａ　　　　　　　宇宙地球科学１ａ　　化学２ａ　　　数理科学１ａ　　科学論１ａ 
生物科学１ｂ　　　　　　　宇宙地球科学１ｂ　　化学２ｂ　　　数理科学１ｂ　　科学論１ｂ 
生物科学２ａ　　　　　　　宇宙地球科学２ａ　　物理学１ａ　　数理科学２ａ　　科学論２ａ 
生物科学２ｂ　　　　　　　宇宙地球科学２ｂ　　物理学１ｂ　　数理科学２ｂ　　科学論２ｂ

 
融 合 領 域 科 目 

学際科目１　　学際科目５　　学際科目９ 
学際科目２　　学際科目６　　学際科目10 
学際科目３　　学際科目７　　学際科目11　⑷ 
学際科目４　　学際科目８　　学際科目12　⑷
テーマ科目
新領域科目１　　新領域科目３　　新領域科目５ 
新領域科目２　　新領域科目４
キャリア科目１ 
キャリア科目２
教養テーマゼミナール１　⑷ 教養テーマゼミナール２　⑷ 教養テーマゼミナール３　⑷

教養テーマゼミナール論文
 
保 健 体 育 系 科 目 

アドバンストスポーツ　　　　　　　　　　スポーツ論（スポーツライフデザイン論） 
スポーツ論（健康と生涯スポーツ）　　　　スポーツ論（人類とスポーツ） 
スポーツ論（オリンピックとスポーツ）　　スポーツ論（トレーニング科学） 
スポーツ論（スポーツコーチング）

外
　
　
　
　
　
国
　
　
　
　
　
語
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

 
日  本  語 

導
　
入

日本語文章理解１　⑴ 
日本語文章理解２　⑴ 
日本語音声理解１　⑴ 
日本語音声理解２　⑴ 
日本語口頭表現１　⑴ 
日本語口頭表現２　⑴ 
日本語文章表現１　⑴ 
日本語文章表現２　⑴ 

8

8

・前期「１」と後期「２」はセット 
　で履修しますが，前期「１」を単 
　位修得できない場合は後期「２」 
　の履修ができません。

応用日本語理解１　⑴　　応用日本語表現１　⑴ 
応用日本語理解２　⑴　　応用日本語表現２　⑴

・１年次必修の日本語科目の単位を 
　すべて修得していなければ履修す 
　ることはできません。各科目3単 
　位まで履修することができます。 
　ただし、同一年度に同一科目を履 
　修することはできません。

 
母 語以外の外国語 

Ａ
　
群

Basics of English (RL) 1a  ⑴ 
Basics of English (RL) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (RL) 1a ⑴ 
Intermediate English (RL) 1b ⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。

Ｂ
　
群

Basics of English (SW) 1a  ⑴ 
Basics of English (SW) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (SW) 1a ⑴ 
Intermediate English (SW) 1b ⑴

English Speaking a　⑴　　Computer Aided Instruction a　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC a　⑴ 
English Speaking b　⑴　　Computer Aided Instruction b　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC b　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・English Speaking a・b，Advanced  
　English a・b，English Language  
　and Cultures a・bは，各科目４単 
　位まで修得することができます。 

Advanced English a　　　　　　　　English Presentation a　　Screen English a 
Advanced English b　　　　　　　　English Presentation b　　Screen English b 
English Language and Cultures a　　English Writing a 
English Language and Cultures b　　English Writing b

導
　
　
　
　
　
入

ドイツ語初級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級１ｂ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ｂ　　　　⑴ 
フランス語初級１ａ　　　⑴ 
フランス語初級１ｂ　　　⑴ 
フランス語初級２ａ　　　⑴ 
フランス語初級２ｂ　　　⑴ 
中国語初級１ａ　　　　　⑴ 
中国語初級１ｂ　　　　　⑴ 
中国語初級２ａ　　　　　⑴ 
中国語初級２ｂ　　　　　⑴ 
スペイン語初級１ａ　　　⑴ 
スペイン語初級１ｂ　　　⑴ 
スペイン語初級２ａ　　　⑴ 
スペイン語初級２ｂ　　　⑴ 
ロシア語初級１ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級１ｂ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ｂ　　　　⑴ 
インドネシア語初級１ａ　⑴ 
インドネシア語初級１ｂ　⑴ 
インドネシア語初級２ａ　⑴ 
インドネシア語初級２ｂ　⑴ 
コリア語初級１ａ　　　　⑴ 
コリア語初級１ｂ　　　　⑴ 
コリア語初級２ａ　　　　⑴ 
コリア語初級２ｂ　　　　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。 
 
・「導入」の各科目を履修する場 
　合，同一言語の初級１ａ・ｂと初 
　級２ａ・ｂの４科目４単位をセッ 
　トで履修しなければなりません。 
 
・「導入」の各科目は，同一言語の 
　科目をすべて（４科目４単位）履 
　修している，あるいは修得してい 
　る場合，他の言語を履修すること 
　はできません。

基
　
　
礎

ドイツ語中級１ａ　  ⑴　中国語中級１ａ　　  ⑴　ロシア語中級１ａ　　　  ⑴　コリア語中級１ａ  ⑴ 
ドイツ語中級１ｂ　  ⑴　中国語中級１ｂ　　  ⑴　ロシア語中級１ｂ　　　  ⑴　コリア語中級１ｂ  ⑴ 
ドイツ語中級２ａ　  ⑴　中国語中級２ａ　　  ⑴　ロシア語中級２ａ　　　  ⑴　コリア語中級２ａ  ⑴ 
ドイツ語中級２ｂ　  ⑴　中国語中級２ｂ　　  ⑴　ロシア語中級２ｂ　　　  ⑴　コリア語中級２ｂ  ⑴ 
フランス語中級１ａ  ⑴　スペイン語中級１ａ  ⑴　インドネシア語中級１ａ  ⑴ 
フランス語中級１ｂ  ⑴　スペイン語中級１ｂ  ⑴　インドネシア語中級１ｂ  ⑴ 
フランス語中級２ａ  ⑴　スペイン語中級２ａ  ⑴　インドネシア語中級２ａ  ⑴ 
フランス語中級２ｂ  ⑴　スペイン語中級２ｂ  ⑴　インドネシア語中級２ｂ  ⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。 
 
・「基礎」の各科目は，２単位まで 
　修得することができます。ただ 
　し，同一年度に同一科目を履修す 
　ることはできません。 
 
・「応用」の各科目は，同一年度に 
　２単位，年度を越えてさらに２単 
　位履修することができ，合計４単 
　位まで修得することができます。

応
　
　
用

ドイツ語上級１ａ　　⑴　　ロシア語上級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語上級１ｂ　　⑴　　ロシア語上級１ｂ　　　　⑴ 
フランス語上級１ａ　⑴　　インドネシア語上級１ａ　⑴ 
フランス語上級１ｂ　⑴　　インドネシア語上級１ｂ　⑴ 
中国語上級１ａ　　　⑴　　コリア語上級１ａ　　　　⑴ 
中国語上級１ｂ　　　⑴　　コリア語上級１ｂ　　　　⑴ 
スペイン語上級１ａ　⑴ 
スペイン語上級１ｂ　⑴

選択ドイツ語１ａ　　⑴　　選択スペイン語１ａ　⑴　　選択イタリア語１ａ　⑴ 
選択ドイツ語１ｂ　　⑴　　選択スペイン語１ｂ　⑴　　選択イタリア語１ｂ　⑴ 
選択フランス語１ａ　⑴　　選択コリア語１ａ　　⑴ 
選択フランス語１ｂ　⑴　　選択コリア語１ｂ　　⑴ 
選択中国語１ａ　　　⑴　　選択アラビア語１ａ　⑴ 
選択中国語１ｂ　　　⑴　　選択アラビア語１ｂ　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・選択１ａ・ｂを履修するために 
　は，母語以外の外国語「導入」の各 
　科目から同一言語の初級１ａ・ｂ 
　と初級２ａ・ｂをすべて（４科目 
　４単位）修得していなければなり 
　ません。  
・選択１ａ・ｂを履修する場合に 
　は，「導入」の各科目で４科目４単 
　位を修得した言語とは異なる言語 
　から，同一言語の選択１ａ・ｂを 
　セットで履修してください。 

世界の言語と文化（ドイツ語）　  世界の言語と文化（中国語）　　  世界の言語と文化（ロシア語）　　　  世界の言語と文化（コリア語） 
世界の言語と文化（フランス語）  世界の言語と文化（スペイン語）  世界の言語と文化（インドネシア語） ・修得した単位は、自由選択修得要 

　件単位に算入されます。
言語文化研究（ヨーロッパ）１　　言語文化研究（アジア）１　　言語文化研究（アメリカ） 
言語文化研究（ヨーロッパ）２　　言語文化研究（アジア）２

 
海 外 語 学 研 修 

海外語学短期研修１（外国語）　　海外語学短期研修２（外国語）　 ・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・海外語学短期研修は，夏期留学プ 
　ログラムを修了した場合に短期研 
　修１に，春期留学プログラムを修 
　了した場合に短期研修２に認定さ 
　れます。  
・海外語学中期研修は，中期留学プ 
　ログラムを修了した場合に認定さ 
　れます。 

海外語学中期研修１（外国語）　　海外語学中期研修４（外国語）　　海外語学中期研修７（外国語） 
海外語学中期研修２（外国語）　　海外語学中期研修５（外国語）　　海外語学中期研修８（外国語） 
海外語学中期研修３（外国語）　　海外語学中期研修６（外国語）



文学部哲学科専門科目一覧

125 ～ 126

哲学科 

凡例：○必修、◎選択必修、△選択

区　分
１　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件 

単　　位 備　　　考
科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選

転換・導入科目 6

教 養 科 目 8

外国語科目 8

専
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

哲学の手ほどき 4 ○ ゼミナール１ 4 ○ ゼミナール２ 4 ○ ゼミナール３ 
卒業論文

4 
8

○ 
○ 24  5 科目 24 単位必修

哲学概論１ 
哲学概論２ 
倫理学概論１ 
倫理学概論２ 
論理学概論１ 
論理学概論２ 
芸術学概論１ 
芸術学概論２

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

8

20

4科目8単位選択必修

西洋哲学史（古代） 
西洋哲学史（中世） 
西洋哲学史（近代）１ 
西洋哲学史（近代）２ 
西洋哲学史（現代）１ 
西洋哲学史（現代）２ 
日本思想史１ 
日本思想史２ 
中国思想史 
インド思想史 
イスラム思想史

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

12 6科目12単位選択必修

音楽論 
美術論１ 
美術論２ 
宗教学１ 
宗教学２ 
映像文化論 
ポップカルチャー論 
パフォーマンス論 
ギリシア語入門１ 
ギリシア語入門２ 
ラテン語入門１ 
ラテン語入門２

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△

28

28 単位選択 
 
専門選択必修科目の
超過修得単位は選択
科目の単位に算入さ
れます。

ギリシア語文献講読１ 
ギリシア語文献講読２ 
ラテン語文献講読１ 
ラテン語文献講読２

2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△

ギリシア語文献講読３ 
ギリシア語文献講読４ 
ラテン語文献講読３ 
ラテン語文献講読４

2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△

ギリシア語文献講読５ 
ギリシア語文献講読６ 
ラテン語文献講読５ 
ラテン語文献講読６

2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△

日本の思想（近現代以前） 
近現代の日本の思想 
心の哲学  
科学哲学  
倫理の哲学  
社会の哲学  
論理の哲学  
ことばの哲学  
文化の哲学１  
文化の哲学２  
言語論 
フェミニズム思想  
日本の伝統芸能 
現代思想 
生命の哲学  
精神分析学 
アジア思想特殊講義１ 
アジア思想特殊講義２ 
アジア思想特殊講義３ 
哲学特殊講義１ 
哲学特殊講義２ 
哲学特殊講義３ 
哲学特殊講義４ 
哲学特殊講義５ 

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△

社会学原論１ 
社会学原論２

2 
2

△ 
△

憲法１  
憲法２

2 
2

△ 
△

現代社会論１ 
現代社会論２ 
現代文化論１ 
現代文化論２ 
家族の社会学１ 
家族の社会学２

2 
2 
2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△

自由選択 
修得要件 
単 位 と 
なる科目

哲学科の学生に受講が認められている転換・導入科目，教養科目，外国語科目，文学部開講の専門科目。教職・司書・司書教諭・学校司書課程の科目の一部（詳
しくは『教職・司書・司書教諭・学校司書・学芸員課程学修ガイドブック』参照）。全学公開科目。 30

転換・導入科目，教
養科目，外国語科目，
専門科目の超過修得
単位は自由選択修得
要件単位に算入され
ます。

年次修得 
単 位 の 
目  　安

38 38 36 12 124



 
歴　史　学　科 

 
 
　　Ⅰ　歴史学科の特色 
 
　国際化・情報化の進む現代にあって，大学教育にはこれまで以上に高度で専門的な，また学際的
知識を持った人材の養成が求められている。それには基礎となるべき確かな専門性に裏付けられた
論理的思考方法が必要である。専修大学文学部歴史学科のカリキュラムは，こうした観点から深い
専門性と同時に，幅広い分野が学べるよう「専門」相互の関連性に留意した編成をこころがけて作
成されている。 
　歴史学科は，日本史・アジア史・欧米史および考古学の諸専門を自由に選択して学ぶことができ
る。各々の研究を深めるために，それに関連した専門的知識を提供する講義や，実践的演習科目
（「ゼミナール」）を配置している。単なる知識の獲得に終わらず，現代社会の様々な問題に自らが
考えて対処できる能力獲得のためにも，思考法の修得とトレーニングが必要である。そのために，
文献史料・考古資料の解読やそれらの使用法を学ぶ「古文書学実習」や「考古学実習」，そして
様々な言語の文献講読・分析を主とした「歴史資料研究法」が開講されている。 
　しかし，専門の名のもとにいわゆる蛸壷的研究におちいる弊害を避けるため，各専門を超えた相
互比較研究が必要である。各専門に縛られない相互比較研究のための科目として設置されているの
は，「総合世界史」である。これはまず ① 特定のテーマを設定し，それに対して複数の教員がそれぞ
れの立場からの分析に基づいた講義を行うものや，② 文献史学の立場であっても，絵図や考古資料
を多く使用してビジュアルな講義を行うことに留意した科目（もちろんその逆＝考古学側からのア
プローチもある），③ 時代や地域を限定せず，特定の現象について（例えば「平和と戦争」など），通
時的・汎世界的なアプローチをオムニバス方式で実施するものである。これらによって，各専門に
おける深い知識の学修を前提としながら，それに縛られない柔軟な思考法の修得をも目指す。 
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　　Ⅱ　卒業要件と科目の履修方法 
 
　以下では，みなさんが大学を卒業するために必要な諸要件と，科目の具体的な履修方法について
概説する。以下の説明をよく読み，それに沿って履修計画を立ててほしい。 
 
１．卒業要件 
　大学を卒業するためにはいくつかの要件が必要であるが（一般的な要件については，p . 36「大
学卒業の要件と科目の履修」を参照），歴史学科の学生には，単位に関して，以下の表に示した要
件を充たすことが要求される。次項「科目の履修方法」を読み，具体的な履修方法を理解した上で
この表を改めて見直し，要求されるものが何であるかを確認してほしい。 
 
  文学部歴史学科 
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区　　分 卒業要件単位 備　　考

 
転換・導入科目 

専修大学入門科目 2

6

自由選択修得要件単位には，所定の卒
業要件単位数を超えて修得した転換・
導入科目，所定の卒業要件単位数を超
えて修得した教養科目，所定の卒業要
件単位数を超えて修得した外国語科
目，所定の卒業要件単位数を超えて修
得した専門科目，資格課程の一部の科
目，全学公開科目の単位が算入されま
す。

専門入門ゼミナール 2
データリテラシー 
キャリア基礎科目 
情報リテラシー科目 
基 礎 自 然 科 学 
保健体育基礎科目 2

 
教 養 科 目 

人文科学基礎科目 

8
8

社会科学基礎科目 
自 然 科 学 系 科 目 
融 合 領 域 科 目 
保 健 体 育 系 科 目 

 
外 国 語 科 目 

英 語 4
8英語以外の外国語 4

海 外 語 学 研 修 

 
専 門 科 目 

必 修 科 目 20
74選 択 必 修 科 目 12

選 択 科 目 42
自由選択修得要件単位 28
卒　業　要　件　単　位 124

［歴史学科］



【外国人留学生】  文学部歴史学科 

 
 
２．科目の履修方法 
　履修にあたっては，以下の３点に注意する必要がある。 
　①　卒業までに，「転換・導入科目」を 6 単位，「教養科目」を 8 単位以上，「外国語科目」を 8 単 
　　位，「専門科目」 74 単位以上，「自由選択修得要件単位」 28 単位以上，合計 124 単位を修得しな 
　　ければならない。これに関し，各年次において修得する単位の目安（ 1 年次 38 単位， 2 年次 38  
　　単位， 3 年次 36 単位， 4 年次 12 単位）があるので，この条件も充たすように毎年の履修計画 
　　を立てることが望ましい。 
　②　配当年次が指定されている科目については，その年次に履修しなければならない。 
　　　また，指定された配当年次が複数の年次にわたる科目は，それが「選択必修科目」である場 
　　合には，なるべく低年次で履修しておくことが望ましい。 
　③　転換・導入科目の，専修大学入門ゼミナール 2 単位と専門入門ゼミナール 2 単位は，必修科 
　　目であり，かつ大学生としての学修方法の基礎を学ぶと同時に，専門科目への橋渡しともなる 
　　重要な課目であるので， 1 年次で必ず修得しなければならない。 
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［歴史学科・外留］

区　　分 卒業要件単位 備　　考

 
転換・導入科目 

専修大学入門科目 2

6

自由選択修得要件単位には，所定の卒
業要件単位数を超えて修得した転換・
導入科目，所定の卒業要件単位数を超
えて修得した教養科目，所定の卒業要
件単位数を超えて修得した外国語科
目，所定の卒業要件単位数を超えて修
得した専門科目，資格課程の一部の科
目，全学公開科目の単位が算入されま
す。

専門入門ゼミナール 2
データリテラシー 
キャリア基礎科目 
情報リテラシー科目 
基 礎 自 然 科 学 
保健体育基礎科目 2

 
教 養 科 目 

留 学 生 専 修 科 目 4

8

人文科学基礎科目 

4
社会科学基礎科目 
自 然 科 学 系 科 目 
融 合 領 域 科 目 
保 健 体 育 系 科 目 

 
外 国 語 科 目 

日 本 語 8
8母語以外の外国語 

海 外 語 学 研 修 

 
専 門 科 目 

必 修 科 目 20
74選 択 必 修 科 目 12

選 択 科 目 42
自由選択修得要件単位 28
卒　業　要　件　単　位 124



⑴　転換・導入科目，教養科目，外国語科目の履修方法 
　転換・導入科目，教養科目，外国語科目にはそれぞれ必修科目として指定されている科目があるの
で，履修に際しては注意しなければならない。転換・導入科目は p. 49 に，教養科目は pp . 56 ～ 63
に，外国語科目については pp . 64 ～ 75 に詳しい説明があるので，それを参考にして以下を確認し
てほしい。 
 
　 1 ）転換・導入科目 
　　①　専修大学入門科目，専門入門ゼミナール，保健体育基礎科目 
　　　専修大学入門科目，専門入門ゼミナールは，1年次にそれぞれ半期 2単位，保健体育基礎科 
　　目は，それぞれ半期 1単位，合計 6単位を必ず修得しなければならない。 
 
　　②　上記以外の転換・導入科目 
　　　上記以外の転換・導入科目は選択科目として履修することができる。修得した単位は自由選 
　　択修得要件単位に算入することができる。 
 
　 2 ）教養科目 
　　①　人文科学基礎科目・社会科学基礎科目・自然科学系科目・融合領域科目 
　　　　人文科学基礎科目・社会科学基礎科目・自然科学系科目・融合領域科目の中から 8単位修 
　　　得しなければならない。ただし各科目群の配当年次はそれぞれ異なるので，履修する際には 
　　　注意しなければならない。 
　　　　人文科学基礎科目と社会科学基礎科目は 1 ，2 年次にしか開講されていない。したがって 
　　　人文科学基礎科目と社会科学基礎科目は 3 ，4 年次で再履修することはできない。また，融 
　　　合領域科目は 2年次以降にしか開講されていない。自然科学系科目は 1年次から 4年次まで 
　　　開講されている。 
 
　　②　 8 単位を超えて修得した教養科目の単位は自由選択修得要件単位に算入することができ 
　　　る。 
 
　 3 ）外国語科目 
　　①　英語 
　　　　　 1 年次で英語 4 科目を履修し，前期 2 単位・後期 2 単位の計 4 単位を必ず修得しなけれ 
　　　　ばならない。Ａ群の Basics of English（RL）1a（前期），1b（後期）または Intermediate  
　　　　English（RL）1a（前期），1b（後期）の 2 科目と，Ｂ群の Basics of English（SW）1a（前 
　　　　期），1b（後期）または Intermediate English（SW）1a（前期），1b（後期）の 2 科目を履 
　　　　修する。 
　　②　英語以外の外国語 
　　　　　 1 年次でドイツ語，フランス語，中国語，スペイン語，ロシア語，インドネシア語，コ 
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　　　　リア語の 7 ヶ国語の中から 1 ヶ国語を選択して，前期 2 単位・後期 2 単位の計 4 単位を必 
　　　　ず修得しなければならない。初級 1 a（前期），初級 1 b（後期）の 2 科目と，初級 2 a（前期）， 
　　　　初級 2 b（後期）の 2 科目を履修する。 
 
　　③　上記以外の外国語科目は選択科目として履修することができる。修得した単位は自由選択 
　　　修得要件単位に算入することができる。 
 
⑵　専門科目の履修方法 
　卒業までに「専門科目」から 74 単位以上を修得しなければならない。専門科目については，
pp . 141 ～ 142 の「文学部歴史学科専門科目一覧」に記載されているので，それを参照しつつ，説
明を読んでもらいたい。 
　専門科目は，「必修科目」「選択必修科目」「選択科目」の３通りの科目群からなっている。「必修
科目」（「歴史学科専門科目一覧」で〇印のついた科目）は必ず単位を修得しなければならない科目，
「選択必修科目」（◎印のついた科目）は開講された科目中から指定された数だけ必ず単位を修得し
なければならない科目，「選択科目」（△印のついた科目）は多くの科目の中から自分の学びたいも
のを自由に選べる科目である。歴史学科では，みなさんが幅広く科目の選択ができるように，必修
科目および選択必修科目の数を少なくしてある。 
　なお，科目の中には，半年で完了する半期科目（２単位科目）のほかに，年間を通して授業を行
う通年科目（４単位科目）があるので，履修計画を立てる上で注意して欲しい。 
　①　必修科目 
　　必修科目として，以下の科目を履修し，20 単位を修得しなければならない。 
　　「ゼミナール１」・「ゼミナール２」・「ゼミナール３」は，２年次以上の学生を対象にした 
　少人数形式の授業で，それぞれ通年４単位。歴史学科の教員がそれぞれの専門領域（考古学・日 
　本史・アジア史・欧米史）に即したテーマを取り上げる，専門性の高い授業である。「ゼミナー 
　ル１」は２年次，「ゼミナール２」は３年次，「ゼミナール３」は４年次で履修する（ゼミナール 
　１・２は，合併して行われる）。 
　　２年次においては，各自が選択したゼミナールの対象地域・時代についての基礎的知識・研究 
　能力を，史資料や論文の解読を通じて修得する。３年次においては，各ゼミナールのテーマを推 
　進させる主力としての活動が期待される。同時に３年次は，基礎的な研究能力を発展させ，自ら 
　の研究課題を発見し，課題解明のために必要な「もの」（史資料・関連論文）を探す一年でもあ 
　る。４年次は，各ゼミナールのテーマの推進の主力としての役割を果たしつつ，自ら設定した研 
　究課題を卒業論文としてまとめあげる一年となる。 
　　「卒業論文」（８単位）は，大学で学んだ４年間の集大成ともいえるもので，４年次において， 
　自らの立てた研究課題について，史資料・関連論文を収集し，その批判的検討を経て，「論文」 
　として完成させる。 
　　なお，履修できるゼミナールは，一つの学年において一つのみである（再履修の場合のみ特例 
　あり。「⑷再履修について」を参照）。また２年次の「ゼミナール１」から４年次の「ゼミナール 
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　３」まで，同じ教員のゼミナールを履修し，その教員が「卒業論文」の指導教員になる。したがっ 
　て，ゼミナールの選択にあたっては十分な考慮が必要となる。 
　　また「卒業論文」は，ゼミナールを通じて修得された研究能力をもとに作成されるものである。 
　これにより，「卒業論文」を提出する時点で，ゼミナールの単位についてはすべて修得済みか修 
　得見込みであることが求められる。このため「卒業論文」の履修登録は、「ゼミナール３」の履 
　修登録と同時（または「ゼミナール３」の単位修得後）でなければならないものとする。  
　②　選択必修科目 
　　選択必修科目としては，概説と歴史資料研究法の２つの科目グループから，それぞれ８単位と 
　４単位，あわせて 12 単位を修得しなければならない。 
　　「日本史概説１・２」・「アジア史概説１・２」・「欧米史概説１・２」は，１・２年次を対 
　象とした講義形式の授業で，各領域の基本的な問題を学び考えていく授業である。これらの授業 
　の中から，少なくとも４科目（８単位）を選択し，履修しなければならない。 
　　「歴史資料研究法１～ 20 」は，２年次を対象とした少人数の実習形式の授業である。これら 
　の授業は，歴史研究のもととなる史資料を収集するための技術や，資料を読みこなす力など，歴　 
　史研究に必要な基本的能力を身につけることを目的としている。考古学を学ぶための発掘調査報 
　告書の解読，日本史を学ぶための日本漢文・古文書の解読，アジア史・欧米史を学ぶためのコリ 
　ア語・中国語・ヒンディー語・英語・フランス語・ドイツ語などの一次文献の解読など，史資料 
　の多様性にあわせて，20 科目が開講されている。これらの授業の中から，少なくとも２科目（４ 
　単位）を選択し，履修しなければならない。 
　③　選択科目 
　　上記の必修科目，選択必修科目のほかに，選択科目として，42 単位を修得しなければならない 
　（なお， 12 単位をこえて選択必修科目の単位を修得した場合， 12 単位をこえた分は，選択科目 
　に算入される）。 
　　「日本文化史１・２」・「アジア文化史１・２」・「欧米文化史１・２」は，それぞれの地域 
　が生んだ文化の特色について，テーマを絞って講義するものである。 
　　pp . 155 ～ 156 の「文学部歴史学専門科目一覧」に記載された科目のうち，「古墳からみた国家 
　形成１・２」から「日本の宗教と社会」までの授業は，歴史学科の教員が，それぞれの専門とす 
　る分野について講義する授業である。考古学の分野や，インド・中国・朝鮮・日本・アメリカ・ 
　ドイツ・フランスなどの地域の歴史など，さまざまな分野の最先端の研究の現状とその課題を講 
　義する。 
　　「世界史講義１～８」，「イスラーム史１・２」，「ジェンダー史１・２」は，地域や時代を超え 
　た，また最新の歴史学のテーマについて講義するものである。 
　　上記の科目は，いずれも２・３・４年次を対象とした講義形式の授業である。 
　　「総合世界史１～４」は，１・２年次を対象とした授業である。複数の教員が共通の題材（テ 
　ーマ）に沿って，時代や地域，学問の固有の性格をこえて，広く研究を紹介し，世界史的視野か 
　ら歴史研究の多様性・共通性を考えさせることを目的としている。特に総合世界史１・２は，専 
　任教員全員がオムニバス形式で講義を担当し，各自が専門とする分野の最先端の研究状況と歴史 
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　研究のための資料について解説するので，選択科目であるが， 1 年次での修得が強く望まれる。 
　　「古文書学概論１・２」・「考古学概論１・２」は，１・２年次を対象とした講義形式の授業 
　で，それぞれの学問の基本を学ぶ。 
　　「考古学実習１」は，２・３年次，「古文書学実習」「考古学実習２」は，３・４年次を対象とし 
　た実習形式の授業（通年４単位）で，古文書の取り扱い方法・解読や考古学的調査に必要な基本 
　的技術を学ぶ。「考古学実習１・２」の場合は，実際の発掘調査に参加して，考古学を学ぶことに 
　なる。「古文書学実習」を履修するためには，２年次において選択必修科目の「歴史資料研究法」 
　のうち，対応する科目（日本漢文・古文書）の単位を修得しておくことが望ましい。また，「考古 
　学実習２」を履修するためには，「考古学実習１」の単位を修得しておくことが望ましい。 
　　なお，歴史学科では文学部の他学科開講の多数の専門科目を，自由選択修得要件単位となる科 
　目として受講を認めている。それらの科目についても，可能な範囲で出来るだけ多く履修し，幅 
　広い学修を通して，総合的な視野を持つようにして欲しい（ pp . 177 ～ 188「文学部専門科目一 
　覧」参照）。 
 
⑶　自由選択修得要件単位となる科目の履修方法 
　卒業までに自由選択修得要件単位となる科目から 28 単位以上を修得しなければならない。自由
選択単位となる科目とは，「転換・導入科目」中の科目から 6 単位，「教養科目」 8 単位，「外国語科
目」8単位および歴史学科の専門科目修得要件単位（ 74 単位）を修得した上で，さらに履修する科
目の総称である。この自由選択修得要件単位に算入されるものは以下の７つである。 
　　ａ．転換・導入科目に配置された科目のうち卒業要件単位を超えて修得した科目の単位。 
　　ｂ．教養科目に配置された科目のうち卒業要件単位を超えて修得した科目の単位。 
　　ｃ．外国語科目に配置された科目のうち卒業要件単位を超えて修得した科目の単位。 
　　ｄ．選択必修科目および選択科目の卒業要件単位を超えて修得した歴史学科開講の専門科目の 
　　　　単位。 
　　ｅ．歴史学科の学生に受講が認められている文学部他学科開講の専門科目の単位。 
　　ｆ．教職・司書・司書教諭・学校司書課程科目の単位。ただし 8 単位まで。（詳しくは『教職・ 
　　　　司書・司書教諭・学校司書・学芸員課程学修ガイドブック』参照） 
　　ｇ．歴史学科の学生に受講が認められている全学公開科目の単位。ただし 28 単位まで。 
　自由選択修得要件単位となる科目は，科目区分にとらわれずに，自由に履修する科目である。み
なさんには，それぞれの興味と関心に応じ，自由に独創的なカリキュラムを組んでもらいたい。た
だし，卒業までに，自由選択修得要件単位数が 28 単位に達していなければならないことを忘れな
いで欲しい。 
 
⑷　再履修について 
　①　必修科目の再履修 
　　何らかの理由で，必修科目の単位を修得できなかった場合は，必ず次の年次で同一名称の科目 
　を再度履修しなければならない。再履修科目はすべてに優先して履修しなければならない。 

135

歴

史

学

科
 



136

　②　ゼミナールの再履修 
　　必修科目のうち「ゼミナール」の再履修については，以下のような条件を満たす必要がある。 
　　２年次において「ゼミナール１」の単位が修得できなかった場合，歴史学科の教員の会議で調 
　整のうえ，３年次で再履修を認める。ただし近接分野を担当する教員の「ゼミナール１」を履修 
　するものとする。「ゼミナール２」については指導教員のゼミナールを履修する。 
　　３年次末までに，「ゼミナール１」または「ゼミナール２」のいずれかの単位が修得できなかっ 
　た場合，歴史学科の教員の会議で調整のうえ，４年次で再履修を認める。この場合，「ゼミナー 
　ル３」の履修および卒業論文の提出も４年次で認めることとする。 
　　３年次末までに，「ゼミナール１」と「ゼミナール２」の両方の単位を取得できなかった場合 
　は，歴史学科の教員の会議で調整のうえ，４年次において，それぞれの再履修を認める。ただし， 
　「ゼミナール１」については近接分野を担当する教員のゼミナールを，「ゼミナール２」につい 
　ては指導教員のゼミナールを履修する。この場合，「ゼミナール３」の履修および卒業論文の提 
　出は次の年度とする。 
　　なお，３年次で協定校に留学した場合には，４年次での「ゼミナール２」「ゼミナール３」の 
　履修および卒業論文の提出を認める。 
　③　選択必修科目および選択科目の再履修 
　　選択必修科目および選択科目の単位を修得できなかった場合は，必ずしも同一名称の科目を再 
　履修する必要はなく，別の科目の単位を修得して卒業要件を充たすことも可能である。 
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文学部歴史学科　転換・導入科目，教養科目，外国語科目一覧
※科目名の後ろに記載されている（　）内の数字は、単位数を示す（記載のない科目は２単位）。

137 ～ 138

歴史学科 

区　　分 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件単位 備　　考

転
換
・
導
入
科
目

専修大学入門科目 専修大学入門ゼミナール 2

6

・卒業要件単位６単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。

専門入門ゼミナール 専門入門ゼミナール 2
デ ータリテラシー データ分析入門
キャリア基礎科目 キャリア入門
情報リテラシー科目 情報入門１ 情報入門２
基 礎 自 然 科 学  あなたと自然科学
保健体育基礎科目 スポーツリテラシー　　　　　⑴ スポーツウェルネス　　　　　⑴ 2

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

 
人 文科学基礎科目 

日本の文化　　　　　　歴史と地域・民衆　　論理学入門 
日本の文学　　　　　　歴史と社会・文化　　ことばと論理 
世界の文学　　　　　　基礎心理学入門　　　芸術学入門 
文学と現代世界　　　　応用心理学入門　　　異文化理解の人類学 
英語圏文学への招待　　哲学　　　　　　　　ジャーナリズムと現代 
　　　　　　　　　　　倫理学

8

8

・卒業要件単位８単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。  
 
・テーマ科目は，科目名の括弧内に 
　示す表記が異なれば，それぞれ履 
　修することができます（同一年度 
　での複数履修も可能）。  
 
・教養テーマゼミナール論文は，教 
　養テーマゼミナールの単位を修得 
　し，次年度以降に同一教員の教養 
　テーマゼミナールを履修する場合 
　に作成（履修）することができま 
　す。  
 
・アドバンストスポーツは，スポー 
　ツリテラシーとスポーツウェルネ 
　スの単位を修得していなければ， 
　履修することができません。  
 
・アドバンストスポーツは，種目に 
　かかわらず，複数履修することが 
　できます。 

 
社 会 科学基礎科目 

日本国憲法　　地理学への招待　　子どもと社会の教育学 
法と社会　　　社会学入門　　　　情報社会 
政治学入門　　現代の社会学　　　はじめての経営 
政治の世界　　社会科学論　　　　マーケティングベーシックス 
経済と社会　　社会思想　　　　　企業と会計 
現代の経済　　教育学入門

 
自 然 科 学 系 科 目 

自然科学実験演習１　　　生物科学３ａ　　　　化学１ａ　　　物理学２ａ　　　数理科学３ａ 
自然科学実験演習２　⑷　生物科学３ｂ　　　　化学１ｂ　　　物理学２ｂ　　　数理科学３ｂ 
生物科学１ａ　　　　　　宇宙地球科学１ａ　　化学２ａ　　　数理科学１ａ　　科学論１ａ 
生物科学１ｂ　　　　　　宇宙地球科学１ｂ　　化学２ｂ　　　数理科学１ｂ　　科学論１ｂ 
生物科学２ａ　　　　　　宇宙地球科学２ａ　　物理学１ａ　　数理科学２ａ　　科学論２ａ 
生物科学２ｂ　　　　　　宇宙地球科学２ｂ　　物理学１ｂ　　数理科学２ｂ　　科学論２ｂ

 
融 合 領 域 科 目 

学際科目１　　学際科目５　　学際科目９ 
学際科目２　　学際科目６　　学際科目10 
学際科目３　　学際科目７　　学際科目11　⑷ 
学際科目４　　学際科目８　　学際科目12　⑷
テーマ科目
新領域科目１　　新領域科目３　　新領域科目５ 
新領域科目２　　新領域科目４
キャリア科目１ 
キャリア科目２
教養テーマゼミナール１　⑷ 教養テーマゼミナール２　⑷ 教養テーマゼミナール３　⑷

教養テーマゼミナール論文

 
保 健 体 育 系 科 目 

アドバンストスポーツ　　　　　　　　　　スポーツ論（スポーツライフデザイン論） 
スポーツ論（健康と生涯スポーツ）　　　　スポーツ論（人類とスポーツ） 
スポーツ論（オリンピックとスポーツ）　　スポーツ論（トレーニング科学） 
スポーツ論（スポーツコーチング）

外
　
　
　
　
　
国
　
　
　
　
　
語
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

 
英 　 　 語 

Ａ
　
群
 

Basics of English (RL) 1a  ⑴ 
Basics of English (RL) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (RL) 1a ⑴ 
Intermediate English (RL) 1b ⑴ 

4

8

・General Englishは，英語「Ａ・Ｂ 
　群」の単位を修得できなかった場 
　合に履修する科目です。

Ｂ
　
群
 

Basics of English (SW) 1a  ⑴ 
Basics of English (SW) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (SW) 1a ⑴ 
Intermediate English (SW) 1b ⑴

General English　⑴
English Speaking a　⑴　　Computer Aided Instruction a　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC a　⑴ 
English Speaking b　⑴　　Computer Aided Instruction b　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC b　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・English Speaking a・b，Advanced  
　English a・b，English Language  
　and Cultures a・bは，各科目４単 
　位まで修得することができます。 

Advanced English a　　　　　　　　English Presentation a　　Screen English a 
Advanced English b　　　　　　　　English Presentation b　　Screen English b 
English Language and Cultures a　　English Writing a 
English Language and Cultures b　　English Writing b

 
英 語 以外の外国語 

導
　
　
　
　
　
入
 

ドイツ語初級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級１ｂ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ｂ　　　　⑴ 
フランス語初級１ａ　　　⑴ 
フランス語初級１ｂ　　　⑴ 
フランス語初級２ａ　　　⑴ 
フランス語初級２ｂ　　　⑴ 
中国語初級１ａ　　　　　⑴ 
中国語初級１ｂ　　　　　⑴ 
中国語初級２ａ　　　　　⑴ 
中国語初級２ｂ　　　　　⑴ 
スペイン語初級１ａ　　　⑴ 
スペイン語初級１ｂ　　　⑴ 
スペイン語初級２ａ　　　⑴ 
スペイン語初級２ｂ　　　⑴ 
ロシア語初級１ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級１ｂ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ｂ　　　　⑴ 
インドネシア語初級１ａ　⑴ 
インドネシア語初級１ｂ　⑴ 
インドネシア語初級２ａ　⑴ 
インドネシア語初級２ｂ　⑴ 
コリア語初級１ａ　　　　⑴ 
コリア語初級１ｂ　　　　⑴ 
コリア語初級２ａ　　　　⑴ 
コリア語初級２ｂ　　　　⑴

4

・１年次で英語以外の外国語「導 
　入」の各科目から同一言語の初級 
　１ａ・ｂと初級２ａ・ｂを履修し 
　なければなりません。 
 
・同一言語の科目をすべて（４科目 
　４単位）履修している，あるいは 
　修得している場合，他の言語を履 
　修することはできません。

基
　
　
礎

ドイツ語中級１ａ　  ⑴　中国語中級１ａ　　  ⑴　ロシア語中級１ａ　　　  ⑴　コリア語中級１ａ  ⑴ 
ドイツ語中級１ｂ　  ⑴　中国語中級１ｂ　　  ⑴　ロシア語中級１ｂ　　　  ⑴　コリア語中級１ｂ  ⑴ 
ドイツ語中級２ａ　  ⑴　中国語中級２ａ　　  ⑴　ロシア語中級２ａ　　　  ⑴　コリア語中級２ａ  ⑴ 
ドイツ語中級２ｂ　  ⑴　中国語中級２ｂ　　  ⑴　ロシア語中級２ｂ　　　  ⑴　コリア語中級２ｂ  ⑴ 
フランス語中級１ａ  ⑴　スペイン語中級１ａ  ⑴　インドネシア語中級１ａ  ⑴ 
フランス語中級１ｂ  ⑴　スペイン語中級１ｂ  ⑴　インドネシア語中級１ｂ  ⑴ 
フランス語中級２ａ  ⑴　スペイン語中級２ａ  ⑴　インドネシア語中級２ａ  ⑴ 
フランス語中級２ｂ  ⑴　スペイン語中級２ｂ  ⑴　インドネシア語中級２ｂ  ⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・「基礎」の各科目は，２単位まで 
　修得することができます。ただ 
　し，同一年度に同一科目を履修す 
　ることはできません。  
・「応用」の各科目は，同一年度に 
　２単位，年度を越えてさらに２単 
　位履修することができ，合計４単 
　位まで修得することができます。

応
　
　
用

ドイツ語上級１ａ　　⑴　　ロシア語上級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語上級１ｂ　　⑴　　ロシア語上級１ｂ　　　　⑴ 
フランス語上級１ａ　⑴　　インドネシア語上級１ａ　⑴ 
フランス語上級１ｂ　⑴　　インドネシア語上級１ｂ　⑴ 
中国語上級１ａ　　　⑴　　コリア語上級１ａ　　　　⑴ 
中国語上級１ｂ　　　⑴　　コリア語上級１ｂ　　　　⑴ 
スペイン語上級１ａ　⑴ 
スペイン語上級１ｂ　⑴

選択ドイツ語１ａ　　⑴　　選択スペイン語１ａ　⑴　　選択イタリア語１ａ　⑴ 
選択ドイツ語１ｂ　　⑴　　選択スペイン語１ｂ　⑴　　選択イタリア語１ｂ　⑴ 
選択フランス語１ａ　⑴　　選択コリア語１ａ　　⑴ 
選択フランス語１ｂ　⑴　　選択コリア語１ｂ　　⑴ 
選択中国語１ａ　　　⑴　　選択アラビア語１ａ　⑴ 
選択中国語１ｂ　　　⑴　　選択アラビア語１ｂ　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・選択１ａ・ｂを履修するために 
　は，英語以外の外国語「導入」の各 
　科目から同一言語の初級１ａ・ｂ 
　と初級２ａ・ｂをすべて（４科目 
　４単位）修得していなければなり 
　ません。  
・選択１ａ・ｂを履修する場合には， 
　「導入」の各科目で４科目４単位を 
　修得した言語とは異なる言語か 
　ら，同一言語の選択１ａ・ｂを 
　セットで履修してください。

世界の言語と文化（ドイツ語）　  世界の言語と文化（中国語）　　  世界の言語と文化（ロシア語）　　　  世界の言語と文化（コリア語） 
世界の言語と文化（フランス語）  世界の言語と文化（スペイン語）  世界の言語と文化（インドネシア語） ・修得した単位は、自由選択修得要 

　件単位に算入されます。言語文化研究（ヨーロッパ）１　　言語文化研究（アジア）１　　言語文化研究（アメリカ） 
言語文化研究（ヨーロッパ）２　　言語文化研究（アジア）２

 
海 外 語 学 研 修 

海外語学短期研修１（外国語）　　海外語学短期研修２（外国語）　
・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・海外語学短期研修は，夏期留学プ 
　ログラムを修了した場合に短期研 
　修１に，春期留学プログラムを修 
　了した場合に短期研修２に認定さ 
　れます。  
・海外語学中期研修は，中期留学プ 
　ログラムを修了した場合に認定さ 
　れます。 

海外語学中期研修１（外国語）　　海外語学中期研修４（外国語）　　海外語学中期研修７（外国語） 
海外語学中期研修２（外国語）　　海外語学中期研修５（外国語）　　海外語学中期研修８（外国語） 
海外語学中期研修３（外国語）　　海外語学中期研修６（外国語）



【外国人留学生】文学部歴史学科　転換・導入科目，教養科目，外国語科目一覧
※科目名の後ろに記載されている（　）内の数字は、単位数を示す（記載のない科目は２単位）。

139 ～ 140

歴史学科 

区　　分 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件単位 備　　考

転
換
・
導
入
科
目

専修大学入門科目 専修大学入門ゼミナール 2

6

・卒業要件単位６単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。

専門入門ゼミナール 専門入門ゼミナール 2
デ ータリテラシー データ分析入門
キャリア基礎科目 キャリア入門

情報リテラシー科目 情報入門１ 情報入門２
基 礎 自 然 科 学  あなたと自然科学

保健体育基礎科目 スポーツリテラシー　　　　　⑴ スポーツウェルネス　　　　　⑴ 2

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

留 学 生 専 修 科 目 一般日本事情１ 一般日本事情２ 4

8

・卒業要件単位８単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。 
 
 
・テーマ科目は，科目名の括弧内に 
　示す表記が異なれば，それぞれ履 
　修することができます（同一年度 
　での複数履修も可能）。 
 
 
・教養テーマゼミナール論文は，教 
　養テーマゼミナールの単位を修得 
　し，次年度以降に同一教員の教養 
　テーマゼミナールを履修する場合 
　に作成（履修）することができま 
　す。 
 
 
・アドバンストスポーツは，スポー 
　ツリテラシーとスポーツウェルネ 
　スの単位を修得していなければ， 
　履修することができません。 
 
 
・アドバンストスポーツは，種目に 
　かかわらず，複数履修することが 
　できます。 
 

 
人 文 科学基礎科目 

日本の文化　　　　　　歴史と地域・民衆　　論理学入門 
日本の文学　　　　　　歴史と社会・文化　　ことばと論理 
世界の文学　　　　　　基礎心理学入門　　　芸術学入門 
文学と現代世界　　　　応用心理学入門　　　異文化理解の人類学 
英語圏文学への招待　　哲学　　　　　　　　ジャーナリズムと現代 
　　　　　　　　　　　倫理学

4

 
社 会 科学基礎科目 

日本国憲法　　地理学への招待　　子どもと社会の教育学 
法と社会　　　社会学入門　　　　情報社会 
政治学入門　　現代の社会学　　　はじめての経営 
政治の世界　　社会科学論　　　　マーケティングベーシックス 
経済と社会　　社会思想　　　　　企業と会計 
現代の経済　　教育学入門

 
自 然 科 学 系 科 目 

自然科学実験演習１　　　　生物科学３ａ　　　　化学１ａ　　　物理学２ａ　　　数理科学３ａ 
自然科学実験演習２　⑷　　生物科学３ｂ　　　　化学１ｂ　　　物理学２ｂ　　　数理科学３ｂ 
生物科学１ａ　　　　　　　宇宙地球科学１ａ　　化学２ａ　　　数理科学１ａ　　科学論１ａ 
生物科学１ｂ　　　　　　　宇宙地球科学１ｂ　　化学２ｂ　　　数理科学１ｂ　　科学論１ｂ 
生物科学２ａ　　　　　　　宇宙地球科学２ａ　　物理学１ａ　　数理科学２ａ　　科学論２ａ 
生物科学２ｂ　　　　　　　宇宙地球科学２ｂ　　物理学１ｂ　　数理科学２ｂ　　科学論２ｂ

 
融 合 領 域 科 目 

学際科目１　　学際科目５　　学際科目９ 
学際科目２　　学際科目６　　学際科目10 
学際科目３　　学際科目７　　学際科目11　⑷ 
学際科目４　　学際科目８　　学際科目12　⑷
テーマ科目
新領域科目１　　新領域科目３　　新領域科目５ 
新領域科目２　　新領域科目４
キャリア科目１ 
キャリア科目２
教養テーマゼミナール１　⑷ 教養テーマゼミナール２　⑷ 教養テーマゼミナール３　⑷

教養テーマゼミナール論文
 
保 健 体 育 系 科 目 

アドバンストスポーツ　　　　　　　　　　スポーツ論（スポーツライフデザイン論） 
スポーツ論（健康と生涯スポーツ）　　　　スポーツ論（人類とスポーツ） 
スポーツ論（オリンピックとスポーツ）　　スポーツ論（トレーニング科学） 
スポーツ論（スポーツコーチング）

外
　
　
　
　
　
国
　
　
　
　
　
語
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

 
日  本  語 

導
　
入

日本語文章理解１　⑴ 
日本語文章理解２　⑴ 
日本語音声理解１　⑴ 
日本語音声理解２　⑴ 
日本語口頭表現１　⑴ 
日本語口頭表現２　⑴ 
日本語文章表現１　⑴ 
日本語文章表現２　⑴ 

8

8

・前期「１」と後期「２」はセット 
　で履修しますが，前期「１」を単 
　位修得できない場合は後期「２」 
　の履修ができません。

応用日本語理解１　⑴　　応用日本語表現１　⑴ 
応用日本語理解２　⑴　　応用日本語表現２　⑴

・１年次必修の日本語科目の単位を 
　すべて修得していなければ履修す 
　ることはできません。各科目3単 
　位まで履修することができます。 
　ただし、同一年度に同一科目を履 
　修することはできません。

 
母 語以外の外国語 

Ａ
　
群

Basics of English (RL) 1a  ⑴ 
Basics of English (RL) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (RL) 1a ⑴ 
Intermediate English (RL) 1b ⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。

Ｂ
　
群

Basics of English (SW) 1a  ⑴ 
Basics of English (SW) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (SW) 1a ⑴ 
Intermediate English (SW) 1b ⑴

English Speaking a　⑴　　Computer Aided Instruction a　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC a　⑴ 
English Speaking b　⑴　　Computer Aided Instruction b　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC b　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・English Speaking a・b，Advanced  
　English a・b，English Language  
　and Cultures a・bは，各科目４単 
　位まで修得することができます。 

Advanced English a　　　　　　　　English Presentation a　　Screen English a 
Advanced English b　　　　　　　　English Presentation b　　Screen English b 
English Language and Cultures a　　English Writing a 
English Language and Cultures b　　English Writing b

導
　
　
　
　
　
入

ドイツ語初級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級１ｂ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ｂ　　　　⑴ 
フランス語初級１ａ　　　⑴ 
フランス語初級１ｂ　　　⑴ 
フランス語初級２ａ　　　⑴ 
フランス語初級２ｂ　　　⑴ 
中国語初級１ａ　　　　　⑴ 
中国語初級１ｂ　　　　　⑴ 
中国語初級２ａ　　　　　⑴ 
中国語初級２ｂ　　　　　⑴ 
スペイン語初級１ａ　　　⑴ 
スペイン語初級１ｂ　　　⑴ 
スペイン語初級２ａ　　　⑴ 
スペイン語初級２ｂ　　　⑴ 
ロシア語初級１ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級１ｂ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ｂ　　　　⑴ 
インドネシア語初級１ａ　⑴ 
インドネシア語初級１ｂ　⑴ 
インドネシア語初級２ａ　⑴ 
インドネシア語初級２ｂ　⑴ 
コリア語初級１ａ　　　　⑴ 
コリア語初級１ｂ　　　　⑴ 
コリア語初級２ａ　　　　⑴ 
コリア語初級２ｂ　　　　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。 
 
・「導入」の各科目を履修する場 
　合，同一言語の初級１ａ・ｂと初 
　級２ａ・ｂの４科目４単位をセッ 
　トで履修しなければなりません。 
 
・「導入」の各科目は，同一言語の 
　科目をすべて（４科目４単位）履 
　修している，あるいは修得してい 
　る場合，他の言語を履修すること 
　はできません。

基
　
　
礎

ドイツ語中級１ａ　  ⑴　中国語中級１ａ　　  ⑴　ロシア語中級１ａ　　　  ⑴　コリア語中級１ａ  ⑴ 
ドイツ語中級１ｂ　  ⑴　中国語中級１ｂ　　  ⑴　ロシア語中級１ｂ　　　  ⑴　コリア語中級１ｂ  ⑴ 
ドイツ語中級２ａ　  ⑴　中国語中級２ａ　　  ⑴　ロシア語中級２ａ　　　  ⑴　コリア語中級２ａ  ⑴ 
ドイツ語中級２ｂ　  ⑴　中国語中級２ｂ　　  ⑴　ロシア語中級２ｂ　　　  ⑴　コリア語中級２ｂ  ⑴ 
フランス語中級１ａ  ⑴　スペイン語中級１ａ  ⑴　インドネシア語中級１ａ  ⑴ 
フランス語中級１ｂ  ⑴　スペイン語中級１ｂ  ⑴　インドネシア語中級１ｂ  ⑴ 
フランス語中級２ａ  ⑴　スペイン語中級２ａ  ⑴　インドネシア語中級２ａ  ⑴ 
フランス語中級２ｂ  ⑴　スペイン語中級２ｂ  ⑴　インドネシア語中級２ｂ  ⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。 
 
・「基礎」の各科目は，２単位まで 
　修得することができます。ただ 
　し，同一年度に同一科目を履修す 
　ることはできません。 
 
・「応用」の各科目は，同一年度に 
　２単位，年度を越えてさらに２単 
　位履修することができ，合計４単 
　位まで修得することができます。

応
　
　
用

ドイツ語上級１ａ　　⑴　　ロシア語上級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語上級１ｂ　　⑴　　ロシア語上級１ｂ　　　　⑴ 
フランス語上級１ａ　⑴　　インドネシア語上級１ａ　⑴ 
フランス語上級１ｂ　⑴　　インドネシア語上級１ｂ　⑴ 
中国語上級１ａ　　　⑴　　コリア語上級１ａ　　　　⑴ 
中国語上級１ｂ　　　⑴　　コリア語上級１ｂ　　　　⑴ 
スペイン語上級１ａ　⑴ 
スペイン語上級１ｂ　⑴

選択ドイツ語１ａ　　⑴　　選択スペイン語１ａ　⑴　　選択イタリア語１ａ　⑴ 
選択ドイツ語１ｂ　　⑴　　選択スペイン語１ｂ　⑴　　選択イタリア語１ｂ　⑴ 
選択フランス語１ａ　⑴　　選択コリア語１ａ　　⑴ 
選択フランス語１ｂ　⑴　　選択コリア語１ｂ　　⑴ 
選択中国語１ａ　　　⑴　　選択アラビア語１ａ　⑴ 
選択中国語１ｂ　　　⑴　　選択アラビア語１ｂ　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・選択１ａ・ｂを履修するために 
　は，母語以外の外国語「導入」の各 
　科目から同一言語の初級１ａ・ｂ 
　と初級２ａ・ｂをすべて（４科目 
　４単位）修得していなければなり 
　ません。  
・選択１ａ・ｂを履修する場合に 
　は，「導入」の各科目で４科目４単 
　位を修得した言語とは異なる言語 
　から，同一言語の選択１ａ・ｂを 
　セットで履修してください。 

世界の言語と文化（ドイツ語）　  世界の言語と文化（中国語）　　  世界の言語と文化（ロシア語）　　　  世界の言語と文化（コリア語） 
世界の言語と文化（フランス語）  世界の言語と文化（スペイン語）  世界の言語と文化（インドネシア語） ・修得した単位は、自由選択修得要 

　件単位に算入されます。
言語文化研究（ヨーロッパ）１　　言語文化研究（アジア）１　　言語文化研究（アメリカ） 
言語文化研究（ヨーロッパ）２　　言語文化研究（アジア）２

 
海 外 語 学 研 修 

海外語学短期研修１（外国語）　　海外語学短期研修２（外国語）　 ・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・海外語学短期研修は，夏期留学プ 
　ログラムを修了した場合に短期研 
　修１に，春期留学プログラムを修 
　了した場合に短期研修２に認定さ 
　れます。  
・海外語学中期研修は，中期留学プ 
　ログラムを修了した場合に認定さ 
　れます。 

海外語学中期研修１（外国語）　　海外語学中期研修４（外国語）　　海外語学中期研修７（外国語） 
海外語学中期研修２（外国語）　　海外語学中期研修５（外国語）　　海外語学中期研修８（外国語） 
海外語学中期研修３（外国語）　　海外語学中期研修６（外国語）



文学部歴史学科専門科目一覧
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歴史学科 

凡例：○必修、◎選択必修、△選択

区　分
１　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件 

単　　位 備　　　考
科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選

転換・導入科目 6

教 養 科 目 8

外国語科目 8

専
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

ゼミナール１ 4 ○ ゼミナール２ 4 ○ ゼミナール３ 
卒業論文

4 
8

○ 
○ 20 4 科目 20 単位必修

日本史概説１ 
日本史概説２ 
アジア史概説１ 
アジア史概説２ 
欧米史概説１ 
欧米史概説２

2 
2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

8

12

4科目8単位選択必修

歴史資料研究法１ 
歴史資料研究法２ 
歴史資料研究法３ 
歴史資料研究法４ 
歴史資料研究法５ 
歴史資料研究法６ 
歴史資料研究法７ 
歴史資料研究法８ 
歴史資料研究法９ 
歴史資料研究法 10 
歴史資料研究法 11 
歴史資料研究法 12 
歴史資料研究法 13 
歴史資料研究法 14 
歴史資料研究法 15 
歴史資料研究法 16 
歴史資料研究法 17 
歴史資料研究法 18 
歴史資料研究法 19 
歴史資料研究法 20

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

4 2 科目 4単位選択必修

古文書学概論１ 
古文書学概論２ 
考古学概論１ 
考古学概論２ 
総合世界史１ 
総合世界史２ 
総合世界史３ 
総合世界史４

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△

42

42 単位選択 
 
専門選択必修科目の
超過修得単位は選択
科目の単位に算入さ
れます。

日本文化史１  
日本文化史２  
アジア文化史１  
アジア文化史２  
欧米文化史１  
欧米文化史２  
古墳からみた国家形成１  
古墳からみた国家形成２  
日本古代の国家と社会１  
日本古代の国家と社会２  
日本古代の国家と宗教１  
日本古代の国家と宗教２  
日本の宗教と社会  
日本中世の法と政治１  
日本中世の法と政治２  
日本近世の政治と社会１  
日本近世の政治と社会２  
生きることの日本近代史１  
生きることの日本近代史２  
日本近代の政治と社会１  
日本近代の政治と社会２  
東アジア考古学１  
東アジア考古学２  
中国古代の国家と家族１  
中国古代の国家と家族２  
東アジア関係論１  
東アジア関係論２  
南アジア関係論１  
南アジア関係論２  
ヨーロッパの国家と民衆１  
ヨーロッパの国家と民衆２  
近代ヨーロッパの社会と政治１  
近代ヨーロッパの社会と政治２  
アメリカの人種と政治１  
アメリカの人種と政治２  
世界史講義１  
世界史講義２  
世界史講義３  
世界史講義４  
世界史講義５  
世界史講義６  
世界史講義７  
世界史講義８  
イスラーム史１  
イスラーム史２  
ジェンダー史１  
ジェンダー史２

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△

考古学実習１ 4 △

古文書学実習 
考古学実習２

4 
4

△ 
△

自由選択 
修得要件 
単 位 と 
なる科目

歴史学科の学生に受講が認められている転換・導入科目，教養科目，外国語科目，文学部開講の専門科目。教職・司書・司書教諭・学校司書課程の科目の一部（詳
しくは『教職・司書・司書教諭・学校司書・学芸員課程学修ガイドブック』参照）。全学公開科目。 28

転換・導入科目，教
養科目，外国語科目，
専門科目の超過修得
単位は自由選択修得
要件単位に算入され
ます。

年次修得 
単 位 の 
目  　安

38 38 36 12 124



 
環境地理学科 

 
 
　　Ⅰ　学科の目的・課題・方法 
 
　近代以降，地理学は，地圏と大気圏・水圏の自然環境および自然と人間との関係の法則性の追求，
世界各地の地域・景観がもつ地域的差異の分析と諸要因が形成する地域の理解，地表で展開する諸
現象・諸活動の空間法則の分析の３大関心領域をゆるやかに統合した研究分野として成立し，今日
に至っている。 
　その土台のもと，環境地理学科は，フィールドワークおよび空間情報分析の双方に重点を置いた
地理学の体系的な学修を通じて，地域や環境をめぐる現代の諸課題を的確に理解してその解決法を
探求するための分析力・思考力を養い，地域・環境分析に携わる専門職業人，環境地理学の研究
者・教員，環境地理学の修得内容を広く社会に還元できる人材の育成を目的とする。 
　我々の生存を脅かす環境問題，地域間相互作用の加速化を前にして，環境現象のメカニズム・構
造の追究，資源や社会集団の存在形態の解明，地域知の体系的・操作的な理解，地域・地球情報の
空間分析と地図化による発信などを主たる研究課題とする。換言すれば，有限地球が有する “one 
earth with many worlds” としての特性を正しく理解して発信することによって，地域・地球の持
続可能性に貢献する。 
　上記のことから明らかなように，環境地理学科は人文科学・社会科学・自然科学にまたがる複合
的分野である。そのすべてに精通することが望ましいが，包括的な方法論と分析手法の修得は大変
高いハードルの到達目標である。しかし，その目標を放棄することなく学科全体で協力し，上記の
目的と課題に対して意味のある貢献ができる能力を学生に身につけさせることが学科としての責務
である。そのため，次の教育方法を採用している。 
　・広範な学問領域の根幹をできる限りカバーできるように，１学年定員 55 名の学生に対して９名 
　　の専任教員を配置している。 
　・専任教員の専門分野について，講義科目と実験実習科目を対にして設けている。まず９名全員 
　　が分担する科目で各教員の専門分野が占める位相を明らかにし，ついで各専任教員の講義科目 
　　で各分野の基本知識と具体的研究課題を明示し，同じく実験実習科目でその領域の研究に要す 
　　る基本的分析方法を習得させる。 
　・地理学に共通の分析ツールである，地図・景観分析，測量・地理（空間）情報処理について， 
　　１年次から３年次まで時間をかけて教授し，かつこれらを修得・活用することによって，卒業 
　　時に手続きをすれば，資格を取得できるようにしている。具体的には国家資格（国土交通省所 
　　管）である「測量士補」，公益社団法人日本地理学会の認定資格である「 GIS 学術士」や「地域 
　　調査士」がある。 
　・現地調査を実践して，生きた地域や現実の環境現象などを対象にして，観測・観察などのフィ 
　　ールドワーク，定量的・定性的分析，変化や構造の把握方法を学修する。関係機関への調査協 
　　力依頼，調査報告のとりまとめ，プレゼンテーションなどを通じて文章作成とコミュニケーシ 
　　ョンの能力も涵養する。これらを２年次（必修），３・４年次（選択必修），４年次（卒業論文： 
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　　必修）と，対象地域を変えて３度現地調査を実践することで，観測・観察手法と分析手法，論理 
　　的組み立てなどを，徐々に深く確実に修得させる。 
　・４年間の学修の集大成といえる卒業論文の作成に対して，各ゼミの授業とは別に，学科全体で 
　　中間発表会２回，本発表会（口頭試問）１回を開催する。全専任教員と４年生の参加はもちろ 
　　ん，３年生以下の学部生にも，この機会を活かして多様な研究テーマへの取り組みを学修させ 
　　る。 
 
　　Ⅱ　卒業要件と科目の履修方法 
 
１．卒業要件 
　卒業に必要な単位は 124 単位である。その内訳は，転換・導入科目 6 単位，教養科目 8 単位以上，
外国語科目 8 単位，専門科目 78 単位以上，自由選択修得要件単位となる科目 24 単位以上である
（表１）。専門科目の科目群は，必修科目，選択必修科目，選択科目に三分される。 
 
２．科目の履修方法 
　表１ 
  文学部環境地理学科 
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区　　分 卒業要件単位 備　　考

 
転換・導入科目 

専修大学入門科目 2

6

自由選択修得要件単位には，所定の卒
業要件単位数を超えて修得した転換・
導入科目，所定の卒業要件単位数を超
えて修得した教養科目，所定の卒業要
件単位数を超えて修得した外国語科
目，所定の卒業要件単位数を超えて修
得した専門科目，資格課程の一部の科
目，全学公開科目の単位が算入されま
す。

専門入門ゼミナール 2
データリテラシー 
キャリア基礎科目 
情報リテラシー科目 
基 礎 自 然 科 学 
保健体育基礎科目 2

 
教 養 科 目 

人文科学基礎科目 

8
8

社会科学基礎科目 
自 然 科 学 系 科 目 
融 合 領 域 科 目 
保 健 体 育 系 科 目 

 
外 国 語 科 目 

英 語 4
8英語以外の外国語 4

海 外 語 学 研 修 

 
専 門 科 目 

必 修 科 目 24
78選 択 必 修 科 目 24

選 択 科 目 30
自由選択修得要件単位 24
卒　業　要　件　単　位 124

［環境地理学科］



【外国人留学生】  文学部環境地理学科 

 
 
　履修全般について，まず，次の諸点に注意を払ってほしい。 
　①　１年次に 40 単位，２年次に 40 単位，３年次に 32 単位，４年次に 12 単位を修得することを 
　　目安にして毎年の履修計画をたててもらいたい。４年次ではゼミナール２と卒業論文の作成に 
　　できるだけ時間を割いて取り組んでもらいたい。 
　②　配当年次指定科目は，その年次に履修しなければならない。必修科目および卒業要件単位を 
　　満たしていない科目について未修得の場合のみ，上位の年次で履修することが許される。 
　③　同一名称の科目は原則として１つしか履修できない。（一部の教養科目を除く） 
 
⑴　転換・導入科目，教養科目，外国語科目 
　転換・導入科目の単位は，１年次に確実に修得することが望ましい。 
　転換・導入科目として，専修大学入門ゼミナール（２単位），専門入門ゼミナール（２単位）が開
講される。これは環境地理学科の教員が担当する科目であり，１年次に必ず履修し、３クラスに分
けて演習形式の授業を行う。専修大学入門ゼミナール（２単位）では，文献の入手方法，文献の読
み方，レポートの書き方，発表の仕方など，基本的な学修方法を身につけてもらう。 
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［環境地理学科・外留］

区　　分 卒業要件単位 備　　考

 
転換・導入科目 

専修大学入門科目 2

6

自由選択修得要件単位には，所定の卒
業要件単位数を超えて修得した転換・
導入科目，所定の卒業要件単位数を超
えて修得した教養科目，所定の卒業要
件単位数を超えて修得した外国語科
目，所定の卒業要件単位数を超えて修
得した専門科目，資格課程の一部の科
目，全学公開科目の単位が算入されま
す。

専門入門ゼミナール 2
データリテラシー 
キャリア基礎科目 
情報リテラシー科目 
基 礎 自 然 科 学 
保健体育基礎科目 2

 
教 養 科 目 

留 学 生 専 修 科 目 4

8

人文科学基礎科目 

4
社会科学基礎科目 
自 然 科 学 系 科 目 
融 合 領 域 科 目 
保 健 体 育 系 科 目 

 
外 国 語 科 目 

日 本 語 8
8母語以外の外国語 

海 外 語 学 研 修 

 
専 門 科 目 

必 修 科 目 24
78選 択 必 修 科 目 24

選 択 科 目 30
自由選択修得要件単位 24
卒　業　要　件　単　位 124



　専門入門ゼミナール（２単位）では，基礎的な地図情報の扱いやフィールドワークに関する入門
的な学修を含めたかたちで，演習形式の授業を行う。 
　転換・導入科目は，上記の他に，保健体育基礎科目がそれぞれ半期 1単位で必修となる。データ
リテラシーや情報リテラシー科目は必修ではないが，環境地理学科では数量的な分析能力や情報処
理能力を育成する観点から，これらの科目の履修を推奨している。 
　教養科目は，人文科学基礎科目，社会科学基礎科目，自然科学系科目，融合領域科目，保健体育
系科目からなる。これらのうち，人文科学基礎科目，社会科学基礎科目，自然科学系科目，融合領
域科目に該当する科目を合計８単位以上を修得しなければならない。この８単位には人文，社会，
自然，融合の各分野のしばりはなく任意に修得できるが，特定の分野に偏らず幅広く科目を選択し
て，教養を広げてほしい。 
　なお，教養科目には１・２年次向けのみに開講される科目が含まれるので，計画的な履修と単位
修得を心がけること。 
　外国語科目の英語は 1 年次で英語 4 科目を履修し，前期 2 単位・後期 2 単位の計 4 単位を必ず修
得しなければならない。Ａ群の Basics of English（RL）1a（前期），1b（後期）または Intermediate 
English（RL）1a（前期），1b（後期）の 2 科目と，Ｂ群の Basics of English（SW）1a（前期），1b（後
期）または Intermediate English（SW）1a（前期），1b（後期）の 2 科目を履修する。 
　英語以外の外国語は 1 年次でドイツ語，フランス語，中国語，スペイン語，ロシア語，インドネ
シア語，コリア語の 7 ヶ国語の中から 1 ヶ国語を選択して，前期 2 単位・後期 2 単位の計 4 単位を
必ず修得しなければならない。初級 1 a（前期），初級 1 b（後期）の 2 科目と，初級 2 a（前期），初
級 2 b（後期）の 2 科目を履修する。 
　上記以外の外国語科目は選択科目として履修することができる。修得した単位は自由選択修得要
件単位に算入することができる。 
　環境地理学科では卒業論文で海外研究に取り組むことも期待しているので，積極的に履修して継
続的な学修に努めてほしい。 
 
⑵　専門科目 
　専門科目は後掲の表２に示すように，必修科目（表中○で示した科目），選択必修科目（表中◎
で示した科目）は学年進行形式で開講しているので，必ず配当年次に履修して単位を修得してもら
いたい。 
　履修に関して，特に次の２点に注意してもらいたい。まず，１年次の通年必修科目「環境地理学
概論及び調査法」を１年次で必ず修得し，１年次から規則正しく学修する習慣をつけることが重要
である。 
　第二に，環境地理学科では卒業論文が必修であり，ほぼ全員がフィールドワークを積み重ねて卒
業論文を作成する。そのための実践的な調査の訓練を行うのが，２年次の通年必修科目「野外調査
法１」と３･４年次の通年選択必修科目「野外調査法２」である。両方の科目を履修して，調査テー
マの設定，研究史の整理，現地調査（聞き取り調査など），収集データの整理分析，論理的考察，文
章作成，プレゼンテーション，討議にわたる総合的な能力を涵養してもらいたい。 
　カリキュラム編成全般に関しては，次の教育方針を重視している。 
　⒜　学年進行に合わせて基礎的内容から専門深化した内容・応用的な内容へと科目群を配列す 
　　る。 
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　⒝　分野別の系統的学修・研究と総合的な地誌的学修・研究とを科目群として併置する。 
　⒞　講義科目と実験・実習科目を併置して，分析技術を用いてデータを取得・分析し，データに 
　　基づいて考察することを可能にする。また演習科目としてゼミナールを３・４年次に配し，研 
　　究テーマの設定とそのための研究史の整理（文献の読解と整理），論理的考察，文章作成とコ 
　　ミュニケーション，パワーポイント等での発表やレジュメ作成などの訓練を行う。 
　開講科目群を，教育方針に沿って模式的に示せば，表２のようになる。じっくり時間をかけて学
ぶべき科目は通年科目とする一方で，多くの講義科目と実験・実習科目は半期科目とし，履修モデ
ルや関心に沿った弾力的な科目選択が可能なように心がけ，機動的に実験･実習の成果を活用でき
るように配慮した。必修科目と選択必修科目は大半を専任教員が担当する。 
　以下に，必修科目，選択必修科目，および選択科目のそれぞれについて履修に際しての注意点等
を挙げておく。 
　①　必修科目 
　　「環境地理学概論及び調査法」：１年次生を対象にした，環境地理学に関する入門的内容の科 
　目である。全教員が分担して地理学の基礎概念や環境地理学科における各教員の専門テーマをわ 
　かりやすく解説し，研究上の話題提供も行う。また，読図・空中写真判読・統計資料の利用法な 
　どの基礎的実習を行う科目である。 
　　「野外調査法１」：２泊３日程度の野外調査を核に，その前後の準備と取りまとめの作業を通 
　じて実態把握に基づく環境地理学の調査方法の基礎を身につけることが目的の科目である。なお， 
　各自現地調査を行うための交通費・宿泊費等の負担が必要である。 
　　「ゼミナール１・２」：ゼミナール１は３年次生を対象とする。９人の専任教員がそれぞれ開 
　くゼミナールのいずれかに学生個々人が選択して分属し，関心を持つ領域・分野を専門的に研究 
　していく。ゼミナール２は４年次生を対象とし，卒業論文作成を主な目的とする。ゼミナール 
　１・２は合同で行われ，原則として学生は３年次から４年次にかけて同一教員のゼミナールを選 
　択する。ゼミナール１の選択のためのガイダンスは２年次の 10 ～ 11 月頃に行われる。 
　　ゼミナール１とゼミナール２はいずれも必修科目である。環境地理学科では，その履修と単位 
　修得について，次のルールを設けている。卒業要件に関わる重要な点なので，注意すること。 
　・「ゼミナール１・２」の各配当年次では，複数履修を認めない。すなわち，３年次生がゼミナ 
　　ール１を履修する場合，および４年次生がゼミナール２を履修する場合，いずれの場合も，ひ 
　　とつのゼミナールしか履修することができない。 
　・ゼミナールは積み上げ方式のため，３年次でゼミナール１の単位が未修得の場合には，４年次 
　　でゼミナール１を再履修し，５年次以上でゼミナール２を履修する。 
　・特例として，協定校に留学した場合，４年次でのゼミナール１と２の複数履修を認める。すな 
　　わち，異なる教員が異なる時間帯に開講しているゼミナール１とゼミナール２とをそれぞれひ 
　　とつずつ履修することを認める。ゼミナール２の担当者が卒業論文の指導を担当する。 
　・卒業論文の作成にあたっては，学科として開催する２回の中間発表会と１回の本発表会（口頭 
　　試問）において，資料を配布して口答発表することを該当する全学生に義務づけている。これ 
　　ら３回の発表を行い，かつ提出論文が形式・内容両面で妥当な場合に卒業論文の単位が修得で 
　　きる。卒業論文の内容については，学科で示す評価の観点を満たすことが求められる。 
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　表２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
　注）「講」「演」「実」は，それぞれ「講義を主とする科目」「演習を主とする科目」「実験実習を主とする科目」を指す。 
　　  「系人」「系自」「地」は，それぞれ「系統的人文地理」「系統的自然地理」「地誌地域研究」を指す。 
　　 ○は必修科目，◎は選択必修科目，△は選択科目を指す。付記されている「通」は通年科目を，「半連」は半期 2 時限 
　　 連続の科目を表し，その他は半期科目である。 

 
　②　選択必修科目 
　　ここに含まれる科目は，環境地理学の中のさまざまな分野の専門的知識を身につけるための大切 
　な科目である。表２中の「都市環境学１」「同２」から「空間情報学１」「同２」までの履修科目 
　の中では，１でより基礎的な内容，２でより専門的・応用的な内容にしている場合もある。その 
　場合，その分野の専門的な知識の修得のためには，１を履修したのち，または１の履修と同時に，　 
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履修年次 基礎的内容の科目 区分 基礎･専門深化の両方にまたがる内容 区分 専門深化･応用的内容の科目区分
1 
1･2 
1･2 
1･2 
1･2 
1･2 
2 
2･3 
2･3 
2･3 
2･3 
2･3 
2･3 
2･3 
2･3 
2･3 
2･3 
2･3 
2･3 
2･3 
2･3 
2･3 
2･3 
2･3 
2･3 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
2･3･4 
3 
3･4 
4 
4

講 
講 
講 
講 
講 
講

 
系人 
系人 
系自 
系自 
地

環境地理学概論及び調査法 
人文地理学概論1 
人文地理学概論2 
自然地理学概論1 
自然地理学概論2 
地誌学概論

○通 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

演 
講 
講 
講 
講 
講 
講 
講 
講 
講 
講 
実 
実 
実 
実 
実 
実 
実 
実 
実 

 
系人 
系人 
系人 
系人 
地 
系自 
系自 
系自 
系 
系 
系人 
系人 
系人 
系人 
地 
系自 
系自 
系自 
 

野外調査法１ 
都市環境学１ 
農村環境学１ 
歴史環境学１ 
社会環境学１ 
地誌学１ 
地形環境学１ 
気候環境学１ 
地域生態学１ 
環境地図学１ 
空間情報学１ 
人文環境学調査法1 
人文環境学調査法2 
人文環境学調査法3 
人文環境学調査法4 
人文環境学調査法5 
自然環境学調査法1 
自然環境学調査法2 
自然環境学調査法3 
地理情報システム実習１ 

○通 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
△ 講 
講 
講 
講 
講 
講 
講 
講 
講 
講 
講 
講 
講 
講 
講 
講 
講 
講 
講 
講 
実 
実 
実 
講 
講 

系人 
系人 
系人 
系人 
地 
系自 
系自 
系自 
系 
系 
地 
地 
地 
地 
地 
系人 
系自 
 
 
 
 
 
 
系 
系 

都市環境学２ 
農村環境学２ 
歴史環境学２ 
社会環境学２ 
地誌学２ 
地形環境学２ 
気候環境学２ 
地域生態学２ 
環境地図学２ 
空間情報学２ 
地域研究１ 
地域研究２ 
地域研究３ 
地域研究４ 
地域研究５ 
文化地理学 
陸水学 
経済地理学 
測量学 
応用測量学 
測量学実習 
地理情報システム実習２ 
リモートセンシング実習２ 
環境地理学特殊講義A 
環境地理学特殊講義B 

△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△半連 
△ 
△ 
△ 
△ 

演 ゼミナール１ ○通
演 
演 
演

野外調査法２ 
ゼミナール２ 
卒業論文

◎通 
○通 
○通



　２を履修することが望ましい。 
　　野外調査法２は，ぜひとも履修してもらいたい。教室で修得した知識や技術を現実世界の中で 
　確認し，考察するための絶好の機会であり，卒業論文の研究を進める上でも大きな力・訓練とな 
　る。学生の多様な履修を保障するために本科目を必修科目にしていないが，できる限り多くの学 
　生に積極的に履修してもらいたい。 
　③　選択科目 
　　選択科目は大きく次の３種類からなる。第一は「都市環境学２」から「空間情報学２」までの 
　 10 科目で，これらは選択必修科目である「都市環境学１」～「空間情報学１」の科目とペアを 
　なし，多くがより専門的に，あるいは応用的に学ぶ科目である。第二は，世界各地の地誌学・地 
　域研究をめざす学生，地理学的環境の応用的研究の諸相を知りたい学生，環境地理学の全分野を 
　カバーした上で卒論テーマ選択を行う学生のために設けられた科目で，「地域研究１」～「同５」， 
　「環境地理学特殊講義Ａ」～「同Ｃ」，「経済地理学」，「文化地理学」「陸水学」がこれにあたる。 
　計画的に主に３年次に履修することが望ましい。第三は「測量学」「応用測量学」「測量学実習」 
　「地理情報システム実習１」「同２」「リモートセンシング実習１」「同２」といった地理空間の 
　情報を扱う技術的な科目であり，これらの技術を卒業論文作成に利用しようとする場合は，３年 
　次までに履修しておくことが望ましい。 
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地球科学分野

エアリアスタディ分野

地図学分野 生態学分野

都市研究分野 地域科学分野

地
　
理
　
学

野外観測

気象学，地質学

言語学
歴史学
人類学

地学，生物学
プランニング

環境分析

空間分析 生態分析

政治経済分析 地域複合
経済学
プランニング
建築学，土木計画学

計量経済学
社会学
政治学

地形
気候
第四紀
水文・陸水

都市地理
都市社会
立地論

人口地理
地域計画
（再生開発成長）
環境型社会・観光

文化的景観の保護

地誌・地域区分
生活様式論
言語・歴史・民族
等の文化圏
地理思想

地生態・生物地理
自然保護・景観保全
天然資源計画・

エネルギー問題

土木工学，数学
コンピュータ科学

地図・測量・GPS
GIS・リモートセン
シング
ハザードマップ

図１



　国家資格「測量士補」は本学科を卒業し，各自が申請手続きして取得することができる。その際
「測量学」「測量学実習」を含め，選択必修科目および選択科目の中から測量関連科目 28 単位以上取
得していることが望ましい。さらに，卒業後１年間測量の実務経験を加えると，上級の「測量士」資
格も取得可能となる。（公社）日本地理学会の認定資格「 GIS 学術士」は，空間情報学・GIS 等に関
する所定の科目の単位を一定以上の成績で取得し，卒業論文でも GIS を用いるなどの条件を満たし
た場合に取得することができる。GIS の学修に各自が取り組めるよう，２号館２階に「地理学空間
情報処理室」を設けている。テクニカルスタッフにも必要最小限教えを願い出て，ひとりひとり努
力してもらいたい。これらの資格は，測量・地図，各種の調査コンサルタントなどの分野で働くう
えで活かされると考えられる。 
 
⑷　自由選択修得要件単位となる科目の履修方法 
　自由選択修得要件単位とは，転換・導入科目，教養科目，外国語科目，専門科目で定められた卒
業要件単位以外に，卒業までに修得しなければならない単位の総称である。 
　自由選択修得要件単位に算入されるものは以下の７つである。 
　　ａ．転換・導入科目に配置された科目のうち卒業要件単位を超えて修得した科目の単位。 
　　ｂ．教養科目に配置された科目のうち卒業要件単位を超えて修得した科目の単位。 
　　ｃ．外国語科目に配置された科目のうち卒業要件単位を超えて修得した科目の単位。 
　　ｄ．選択必修科目および選択科目の卒業要件単位を超えて修得した環境地理学科開講の専門科 
　　　　目の単位。 
　　ｅ．環境地理学科の学生に受講が認められている文学部他学科開講の専門科目の単位。 
　　ｆ．教職・司書・司書教諭・学校司書課程科目の単位。ただし 8 単位まで。（詳しくは『教職・ 
　　　　司書・司書教諭・学校司書・学芸員課程学修ガイドブック』参照） 
　　ｇ．環境地理学科の学生に受講が認められている全学公開科目の単位。ただし 24 単位まで。 
　自由選択修得要件単位となる科目の履修方法は，原則として完全に学生各自の裁量に委ねられ
る。本学科は人文科学・社会科学・自然科学にまたがる非常に多くの学問分野と関連を有してお
り，Ｐ．ハゲットの『地理学：今日的な総合』等を参考にその内包と外延を示すと図１のようにな
る。それぞれの興味と関心に応じ，自由に独創的な時間割を組んでもらいたい。ただし，卒業まで
に自由選択修得要件単位数が 24 単位に達していなければならないことを忘れないでほしい。 
 
⑸　再履修について 
　①　必修科目の再履修 
　　必修科目の単位取得ができなかった場合は，必ず次の年次に，同一名称の科目を再度履修しな 
　ければならない。再履修科目は，原則として，すべてに優先して履修しなければいけない。一度 
　単位を修得した科目は，成績の如何にかかわらず再履修できない。 
　②　選択必修科目および選択科目の再履修 
　　選択必修科目および選択科目の単位を取得できなかった場合は，必ずしも同一名称の科目を再 
　履修する必要はない。他の科目の単位を取得して卒業要件を満たすことが可能である。 
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　　Ⅲ　履修モデルと資格認定手続き 
 
１．履修モデル 
　環境地理学科を構成する諸分野を踏まえて，次の４つの履修モデルを提示した。カリキュラムを
組む際に参考にしてもらいたい。 
　①　人文・社会環境地理領域を主に学ぼうとする場合 
　　必修科目群と選択必修科目の「野外調査法２」を履修するとともに，表２で「系統的人文地理」 
　の講義・実習科目を主とし，それ以外の講義・実習科目を従として，選択して履修する。自分の 
　関心テーマに対応した科目群やゼミを選択して，専門的知識・技能を高め，研究能力を育成して 
　ほしい。 
　②　自然環境地理領域を主に学ぼうとする場合 
　　必修科目群と選択必修科目の「野外調査法２」を履修するとともに，表２で「系統的自然地理」 
　の講義・実習科目を主とし，それ以外は上記に準じて，専門的知識・技能を高め，研究能力を育 
　成してほしい。 
　③　地誌・地域研究領域を主に学ぼうとする場合 
　　必修科目群と選択必修科目の「野外調査法２」を履修するとともに，「地誌・地域研究」の講 
　義・実習科目を主とし，それ以外の講義・実習科目を従として，選択して履修する。自然・人文 
　を総合する専門的知識・技能を高め，研究能力を育成してほしい。 
　④　空間情報領域をさらに学ぼうとする場合 
　　① ～ ③ のいずれかの学修に努めるとともに，空間情報領域をさらに学ぼうとする場合は，次 
　の履修を心がけてほしい。必修科目群と選択必修科目の「野外調査法２」を履修するとともに， 
　「環境地図学１」「同２」「空間情報学１」「同２」「測量学」「応用測量学」「測量学実習」「地理 
　情報システム実習１」「同２」「リモートセンシング実習１」「同２」を履修する。これらを通じ 
　て，卒業要件単位を満たす選択必修科目の講義や実習科目を選択して履修する。その上で，GIS 
　を活用して卒業論文を作成する。 
　　なお，上に述べた履修モデルの如何にかかわらず，卒業要件は学科全体で同一である。 
 
２．資格の取得のための条件と手続き 
　以下に，国家資格である測量士補と，（公社）日本地理学会が認定する GIS 学術士や地域調査士
の資格を取得するのに必要な条件と手続き方法について，2019 年 12 月現在の状況を示す。手続き
方法や申請に必要な費用については今後変更される可能性もあるので，これらの資格を取得しよう
とするときは，改めて確認してもらいたい。 
 
⑴　測量士補 
　環境地理学科を卒業すれば，卒業とともに測量士補の登録申請を行うことができる。その際「測
量学」「測量学実習」を含め，選択必修科目および選択科目の中から測量関連科目を 28 単位以上
取得していることが望ましい。 
　「測量学」「測量学実習」以外の測量関連科目は次の通り。 
　「概論」および「調査法」の科目，歴史環境学，地誌学，地形環境学，気候環境学，環境地図学，
空間情報学，地理情報システム実習，リモートセンシング実習（いずれも１および２），応用測量
学，陸水学。 
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　測量士補の資格登録は，各自が卒業後に申請する必要がある。登録申請書用紙を国土地理院ホー
ムページからダウンロードし，必要事項を記入の上，大学の卒業証明書，成績証明書，登録通知書
送付用封筒（宛先を記入し所要の切手を添付したもの）とともに国土地理院に簡易書留で郵送する
か持参して提出する。登録には登録免許税 15,000 円が課せられており，その金額の収入印紙または
国税収納金整理資金納付書の領収証書（原本）を登録申請書の所定欄に添付することが必要であ
る。申請後，登録までに通常 50 日程度を要する。国土地理院の住所等は次のとおり。 
　　国土地理院 
　　〒305－0811　茨城県つくば市北郷１番　国土交通省国土地理院　総務部総務課　試験登録係 
　　 http://www.gsi.go.jp/ 
 
⑵　GIS 学術士 
　GIS 学術士認定規程に基づいて認定された科目（認定科目）の単位を取得して卒業し，かつ卒業論
文がGIS を利用したものであることが，資格の取得に必要である。認定科目は（公社）日本地理学会
の資格専門委員会のホームページに掲載されている。申請を行おうとする者は，上記のホームペー
ジから申請書をダウンロードし，（公社）日本地理学会資格専門委員会に提出する。GIS 学術士の認
定には手数料（ 10,000 円 + 税）が必要となる。申請の受け付けは年 3回（それぞれ 1ヶ月～ 1 ヶ月
半程度）に限定されており，その日程は上記のホームページに掲載されている。なお，3年次を終了
して一定の条件を満たす場合には，「 GIS 学術士（見込み）証明書」の発行を受けることができる
（手数料 1,000 円 + 税が必要）。 
 
⑶　地域調査士 
　地域調査士の標準カリキュラムに認定された科目（認定科目）を履修して卒業し，かつ「地域調
査士講習」を受講することが，資格の取得に必要である。認定科目の一覧は（公社）日本地理学会
の資格専門委員会のホームページに掲載されている。申請を行おうとする者は，上記のホームペー
ジから申請書をダウンロードし，（公社）日本地理学会資格専門委員会へ提出する。地域調査士の
認定には手数料（ 5,000 円+ 税）が必要となる。資格の取得を希望する者は，３・４年次に地域調査
士講習を受講しておくとよい（受講料 10,000 円+ 税）。申請の方法や講習会の日時・会場などの情
報は上記のホームページに掲載されている。なお，一定の条件で単位を取得し，地域調査士講習を
受講済みの場合は，在学中に「地域調査士取得見込み証明書」の発行を受けることができる（手数
料 1,000 円 + 税が必要）。 
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文学部環境地理学科　転換・導入科目，教養科目，外国語科目一覧
※科目名の後ろに記載されている（　）内の数字は，単位数を示す（記載のない科目は２単位）。

153 ～ 154

環境地理学科 

区　　分 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件単位 備　　考

転
換
・
導
入
科
目

専修大学入門科目 専修大学入門ゼミナール 2

6

・卒業要件単位６単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。

専門入門ゼミナール 専門入門ゼミナール 2
デ ータリテラシー データ分析入門
キャリア基礎科目 キャリア入門
情報リテラシー科目 情報入門１ 情報入門２
基 礎 自 然 科 学  あなたと自然科学
保健体育基礎科目 スポーツリテラシー　　　　　⑴ スポーツウェルネス　　　　　⑴ 2

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

 
人 文科学基礎科目 

日本の文化　　　　　　歴史と地域・民衆　　論理学入門 
日本の文学　　　　　　歴史と社会・文化　　ことばと論理 
世界の文学　　　　　　基礎心理学入門　　　芸術学入門 
文学と現代世界　　　　応用心理学入門　　　異文化理解の人類学 
英語圏文学への招待　　哲学　　　　　　　　ジャーナリズムと現代 
歴史の視点　　　　　　倫理学

8

8

・卒業要件単位８単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。  
 
・テーマ科目は，科目名の括弧内に 
　示す表記が異なれば，それぞれ履 
　修することができます（同一年度 
　での複数履修も可能）。  
 
・教養テーマゼミナール論文は，教 
　養テーマゼミナールの単位を修得 
　し，次年度以降に同一教員の教養 
　テーマゼミナールを履修する場合 
　に作成（履修）することができま 
　す。  
 
・アドバンストスポーツは，スポー 
　ツリテラシーとスポーツウェルネ 
　スの単位を修得していなければ， 
　履修することができません。  
 
・アドバンストスポーツは，種目に 
　かかわらず，複数履修することが 
　できます。 

 
社 会 科学基礎科目 

日本国憲法　　社会学入門　　　子どもと社会の教育学 
法と社会　　　現代の社会学　　情報社会 
政治学入門　　社会科学論　　　はじめての経営 
政治の世界　　社会思想　　　　マーケティングベーシックス 
経済と社会　　教育学入門　　　企業と会計 
現代の経済

 
自 然 科 学 系 科 目 

自然科学実験演習１　　　生物科学３ａ　　　　化学１ａ　　　物理学２ａ　　　数理科学３ａ 
自然科学実験演習２　⑷　生物科学３ｂ　　　　化学１ｂ　　　物理学２ｂ　　　数理科学３ｂ 
生物科学１ａ　　　　　　宇宙地球科学１ａ　　化学２ａ　　　数理科学１ａ　　科学論１ａ 
生物科学１ｂ　　　　　　宇宙地球科学１ｂ　　化学２ｂ　　　数理科学１ｂ　　科学論１ｂ 
生物科学２ａ　　　　　　宇宙地球科学２ａ　　物理学１ａ　　数理科学２ａ　　科学論２ａ 
生物科学２ｂ　　　　　　宇宙地球科学２ｂ　　物理学１ｂ　　数理科学２ｂ　　科学論２ｂ

 
融 合 領 域 科 目 

学際科目１　　学際科目５　　学際科目９ 
学際科目２　　学際科目６　　学際科目10 
学際科目３　　学際科目７　　学際科目11　⑷ 
学際科目４　　学際科目８　　学際科目12　⑷
テーマ科目
新領域科目１　　新領域科目３　　新領域科目５ 
新領域科目２　　新領域科目４
キャリア科目１ 
キャリア科目２
教養テーマゼミナール１　⑷ 教養テーマゼミナール２　⑷ 教養テーマゼミナール３　⑷

教養テーマゼミナール論文

 
保 健 体 育 系 科 目 

アドバンストスポーツ　　　　　　　　　　スポーツ論（スポーツライフデザイン論） 
スポーツ論（健康と生涯スポーツ）　　　　スポーツ論（人類とスポーツ） 
スポーツ論（オリンピックとスポーツ）　　スポーツ論（トレーニング科学） 
スポーツ論（スポーツコーチング）

外
　
　
　
　
　
国
　
　
　
　
　
語
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

 
英 　 　 語 

Ａ
　
群
 

Basics of English (RL) 1a  ⑴ 
Basics of English (RL) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (RL) 1a ⑴ 
Intermediate English (RL) 1b ⑴ 

4

8

・General Englishは，英語「Ａ・Ｂ 
　群」の単位を修得できなかった場 
　合に履修する科目です。

Ｂ
　
群
 

Basics of English (SW) 1a  ⑴ 
Basics of English (SW) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (SW) 1a ⑴ 
Intermediate English (SW) 1b ⑴

General English　⑴
English Speaking a　⑴　　Computer Aided Instruction a　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC a　⑴ 
English Speaking b　⑴　　Computer Aided Instruction b　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC b　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・English Speaking a・b，Advanced  
　English a・b，English Language  
　and Cultures a・bは，各科目４単 
　位まで修得することができます。 

Advanced English a　　　　　　　　English Presentation a　　Screen English a 
Advanced English b　　　　　　　　English Presentation b　　Screen English b 
English Language and Cultures a　　English Writing a 
English Language and Cultures b　　English Writing b

 
英 語 以外の外国語 

導
　
　
　
　
　
入
 

ドイツ語初級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級１ｂ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ｂ　　　　⑴ 
フランス語初級１ａ　　　⑴ 
フランス語初級１ｂ　　　⑴ 
フランス語初級２ａ　　　⑴ 
フランス語初級２ｂ　　　⑴ 
中国語初級１ａ　　　　　⑴ 
中国語初級１ｂ　　　　　⑴ 
中国語初級２ａ　　　　　⑴ 
中国語初級２ｂ　　　　　⑴ 
スペイン語初級１ａ　　　⑴ 
スペイン語初級１ｂ　　　⑴ 
スペイン語初級２ａ　　　⑴ 
スペイン語初級２ｂ　　　⑴ 
ロシア語初級１ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級１ｂ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ｂ　　　　⑴ 
インドネシア語初級１ａ　⑴ 
インドネシア語初級１ｂ　⑴ 
インドネシア語初級２ａ　⑴ 
インドネシア語初級２ｂ　⑴ 
コリア語初級１ａ　　　　⑴ 
コリア語初級１ｂ　　　　⑴ 
コリア語初級２ａ　　　　⑴ 
コリア語初級２ｂ　　　　⑴

4

・１年次で英語以外の外国語「導 
　入」の各科目から同一言語の初級 
　１ａ・ｂと初級２ａ・ｂを履修し 
　なければなりません。 
 
・同一言語の科目をすべて（４科目 
　４単位）履修している，あるいは 
　修得している場合，他の言語を履 
　修することはできません。

基
　
　
礎

ドイツ語中級１ａ　  ⑴　中国語中級１ａ　　  ⑴　ロシア語中級１ａ　　　  ⑴　コリア語中級１ａ  ⑴ 
ドイツ語中級１ｂ　  ⑴　中国語中級１ｂ　　  ⑴　ロシア語中級１ｂ　　　  ⑴　コリア語中級１ｂ  ⑴ 
ドイツ語中級２ａ　  ⑴　中国語中級２ａ　　  ⑴　ロシア語中級２ａ　　　  ⑴　コリア語中級２ａ  ⑴ 
ドイツ語中級２ｂ　  ⑴　中国語中級２ｂ　　  ⑴　ロシア語中級２ｂ　　　  ⑴　コリア語中級２ｂ  ⑴ 
フランス語中級１ａ  ⑴　スペイン語中級１ａ  ⑴　インドネシア語中級１ａ  ⑴ 
フランス語中級１ｂ  ⑴　スペイン語中級１ｂ  ⑴　インドネシア語中級１ｂ  ⑴ 
フランス語中級２ａ  ⑴　スペイン語中級２ａ  ⑴　インドネシア語中級２ａ  ⑴ 
フランス語中級２ｂ  ⑴　スペイン語中級２ｂ  ⑴　インドネシア語中級２ｂ  ⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・「基礎」の各科目は，２単位まで 
　修得することができます。ただ 
　し，同一年度に同一科目を履修す 
　ることはできません。  
・「応用」の各科目は，同一年度に 
　２単位，年度を越えてさらに２単 
　位履修することができ，合計４単 
　位まで修得することができます。

応
　
　
用

ドイツ語上級１ａ　　⑴　　ロシア語上級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語上級１ｂ　　⑴　　ロシア語上級１ｂ　　　　⑴ 
フランス語上級１ａ　⑴　　インドネシア語上級１ａ　⑴ 
フランス語上級１ｂ　⑴　　インドネシア語上級１ｂ　⑴ 
中国語上級１ａ　　　⑴　　コリア語上級１ａ　　　　⑴ 
中国語上級１ｂ　　　⑴　　コリア語上級１ｂ　　　　⑴ 
スペイン語上級１ａ　⑴ 
スペイン語上級１ｂ　⑴

選択ドイツ語１ａ　　⑴　　選択スペイン語１ａ　⑴　　選択イタリア語１ａ　⑴ 
選択ドイツ語１ｂ　　⑴　　選択スペイン語１ｂ　⑴　　選択イタリア語１ｂ　⑴ 
選択フランス語１ａ　⑴　　選択コリア語１ａ　　⑴ 
選択フランス語１ｂ　⑴　　選択コリア語１ｂ　　⑴ 
選択中国語１ａ　　　⑴　　選択アラビア語１ａ　⑴ 
選択中国語１ｂ　　　⑴　　選択アラビア語１ｂ　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・選択１ａ・ｂを履修するために 
　は，英語以外の外国語「導入」の各 
　科目から同一言語の初級１ａ・ｂ 
　と初級２ａ・ｂをすべて（４科目 
　４単位）修得していなければなり 
　ません。  
・選択１ａ・ｂを履修する場合には， 
　「導入」の各科目で４科目４単位を 
　修得した言語とは異なる言語か 
　ら，同一言語の選択１ａ・ｂを 
　セットで履修してください。

世界の言語と文化（ドイツ語）　  世界の言語と文化（中国語）　　  世界の言語と文化（ロシア語）　　　  世界の言語と文化（コリア語） 
世界の言語と文化（フランス語）  世界の言語と文化（スペイン語）  世界の言語と文化（インドネシア語） ・修得した単位は、自由選択修得要 

　件単位に算入されます。言語文化研究（ヨーロッパ）１　　言語文化研究（アジア）１　　言語文化研究（アメリカ） 
言語文化研究（ヨーロッパ）２　　言語文化研究（アジア）２

 
海 外 語 学 研 修 

海外語学短期研修１（外国語）　　海外語学短期研修２（外国語）　
・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・海外語学短期研修は，夏期留学プ 
　ログラムを修了した場合に短期研 
　修１に，春期留学プログラムを修 
　了した場合に短期研修２に認定さ 
　れます。  
・海外語学中期研修は，中期留学プ 
　ログラムを修了した場合に認定さ 
　れます。 

海外語学中期研修１（外国語）　　海外語学中期研修４（外国語）　　海外語学中期研修７（外国語） 
海外語学中期研修２（外国語）　　海外語学中期研修５（外国語）　　海外語学中期研修８（外国語） 
海外語学中期研修３（外国語）　　海外語学中期研修６（外国語）



【外国人留学生】文学部環境地理学科　転換・導入科目，教養科目，外国語科目一覧
※科目名の後ろに記載されている（　）内の数字は，単位数を示す（記載のない科目は２単位）。

155 ～ 156

環境地理学科 

区　　分 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件単位 備　　考

転
換
・
導
入
科
目

専修大学入門科目 専修大学入門ゼミナール 2

6

・卒業要件単位６単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。

専門入門ゼミナール 専門入門ゼミナール 2
デ ータリテラシー データ分析入門
キャリア基礎科目 キャリア入門

情報リテラシー科目 情報入門１ 情報入門２
基 礎 自 然 科 学  あなたと自然科学

保健体育基礎科目 スポーツリテラシー　　　　　⑴ スポーツウェルネス　　　　　⑴ 2

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

留 学 生 専 修 科 目 一般日本事情１ 一般日本事情２ 4

8

・卒業要件単位８単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。 
 
 
・テーマ科目は，科目名の括弧内に 
　示す表記が異なれば，それぞれ履 
　修することができます（同一年度 
　での複数履修も可能）。 
 
 
・教養テーマゼミナール論文は，教 
　養テーマゼミナールの単位を修得 
　し，次年度以降に同一教員の教養 
　テーマゼミナールを履修する場合 
　に作成（履修）することができま 
　す。 
 
 
・アドバンストスポーツは，スポー 
　ツリテラシーとスポーツウェルネ 
　スの単位を修得していなければ， 
　履修することができません。 
 
 
・アドバンストスポーツは，種目に 
　かかわらず，複数履修することが 
　できます。 
 

 
人 文 科学基礎科目 

日本の文化　　　　　　歴史と地域・民衆　　論理学入門 
日本の文学　　　　　　歴史と社会・文化　　ことばと論理 
世界の文学　　　　　　基礎心理学入門　　　芸術学入門 
文学と現代世界　　　　応用心理学入門　　　異文化理解の人類学 
英語圏文学への招待　　哲学　　　　　　　　ジャーナリズムと現代 
歴史の視点　　　　　　倫理学

4

 
社 会 科学基礎科目 

日本国憲法　　社会学入門　　　子どもと社会の教育学 
法と社会　　　現代の社会学　　情報社会 
政治学入門　　社会科学論　　　はじめての経営 
政治の世界　　社会思想　　　　マーケティングベーシックス 
経済と社会　　教育学入門　　　企業と会計 
現代の経済

 
自 然 科 学 系 科 目 

自然科学実験演習１　　　　生物科学３ａ　　　　化学１ａ　　　物理学２ａ　　　数理科学３ａ 
自然科学実験演習２　⑷　　生物科学３ｂ　　　　化学１ｂ　　　物理学２ｂ　　　数理科学３ｂ 
生物科学１ａ　　　　　　　宇宙地球科学１ａ　　化学２ａ　　　数理科学１ａ　　科学論１ａ 
生物科学１ｂ　　　　　　　宇宙地球科学１ｂ　　化学２ｂ　　　数理科学１ｂ　　科学論１ｂ 
生物科学２ａ　　　　　　　宇宙地球科学２ａ　　物理学１ａ　　数理科学２ａ　　科学論２ａ 
生物科学２ｂ　　　　　　　宇宙地球科学２ｂ　　物理学１ｂ　　数理科学２ｂ　　科学論２ｂ

 
融 合 領 域 科 目 

学際科目１　　学際科目５　　学際科目９ 
学際科目２　　学際科目６　　学際科目10 
学際科目３　　学際科目７　　学際科目11　⑷ 
学際科目４　　学際科目８　　学際科目12　⑷
テーマ科目
新領域科目１　　新領域科目３　　新領域科目５ 
新領域科目２　　新領域科目４
キャリア科目１ 
キャリア科目２
教養テーマゼミナール１　⑷ 教養テーマゼミナール２　⑷ 教養テーマゼミナール３　⑷

教養テーマゼミナール論文
 
保 健 体 育 系 科 目 

アドバンストスポーツ　　　　　　　　　　スポーツ論（スポーツライフデザイン論） 
スポーツ論（健康と生涯スポーツ）　　　　スポーツ論（人類とスポーツ） 
スポーツ論（オリンピックとスポーツ）　　スポーツ論（トレーニング科学） 
スポーツ論（スポーツコーチング）

外
　
　
　
　
　
国
　
　
　
　
　
語
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

 
日  本  語 

導
　
入

日本語文章理解１　⑴ 
日本語文章理解２　⑴ 
日本語音声理解１　⑴ 
日本語音声理解２　⑴ 
日本語口頭表現１　⑴ 
日本語口頭表現２　⑴ 
日本語文章表現１　⑴ 
日本語文章表現２　⑴ 

8

8

・前期「１」と後期「２」はセット 
　で履修しますが，前期「１」を単 
　位修得できない場合は後期「２」 
　の履修ができません。

応用日本語理解１　⑴　　応用日本語表現１　⑴ 
応用日本語理解２　⑴　　応用日本語表現２　⑴

・１年次必修の日本語科目の単位を 
　すべて修得していなければ履修す 
　ることはできません。各科目3単 
　位まで履修することができます。 
　ただし、同一年度に同一科目を履 
　修することはできません。

 
母 語以外の外国語 

Ａ
　
群

Basics of English (RL) 1a  ⑴ 
Basics of English (RL) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (RL) 1a ⑴ 
Intermediate English (RL) 1b ⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。

Ｂ
　
群

Basics of English (SW) 1a  ⑴ 
Basics of English (SW) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (SW) 1a ⑴ 
Intermediate English (SW) 1b ⑴

English Speaking a　⑴　　Computer Aided Instruction a　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC a　⑴ 
English Speaking b　⑴　　Computer Aided Instruction b　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC b　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・English Speaking a・b，Advanced  
　English a・b，English Language  
　and Cultures a・bは，各科目４単 
　位まで修得することができます。 

Advanced English a　　　　　　　　English Presentation a　　Screen English a 
Advanced English b　　　　　　　　English Presentation b　　Screen English b 
English Language and Cultures a　　English Writing a 
English Language and Cultures b　　English Writing b

導
　
　
　
　
　
入

ドイツ語初級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級１ｂ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ｂ　　　　⑴ 
フランス語初級１ａ　　　⑴ 
フランス語初級１ｂ　　　⑴ 
フランス語初級２ａ　　　⑴ 
フランス語初級２ｂ　　　⑴ 
中国語初級１ａ　　　　　⑴ 
中国語初級１ｂ　　　　　⑴ 
中国語初級２ａ　　　　　⑴ 
中国語初級２ｂ　　　　　⑴ 
スペイン語初級１ａ　　　⑴ 
スペイン語初級１ｂ　　　⑴ 
スペイン語初級２ａ　　　⑴ 
スペイン語初級２ｂ　　　⑴ 
ロシア語初級１ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級１ｂ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ｂ　　　　⑴ 
インドネシア語初級１ａ　⑴ 
インドネシア語初級１ｂ　⑴ 
インドネシア語初級２ａ　⑴ 
インドネシア語初級２ｂ　⑴ 
コリア語初級１ａ　　　　⑴ 
コリア語初級１ｂ　　　　⑴ 
コリア語初級２ａ　　　　⑴ 
コリア語初級２ｂ　　　　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。 
 
・「導入」の各科目を履修する場 
　合，同一言語の初級１ａ・ｂと初 
　級２ａ・ｂの４科目４単位をセッ 
　トで履修しなければなりません。 
 
・「導入」の各科目は，同一言語の 
　科目をすべて（４科目４単位）履 
　修している，あるいは修得してい 
　る場合，他の言語を履修すること 
　はできません。

基
　
　
礎

ドイツ語中級１ａ　  ⑴　中国語中級１ａ　　  ⑴　ロシア語中級１ａ　　　  ⑴　コリア語中級１ａ  ⑴ 
ドイツ語中級１ｂ　  ⑴　中国語中級１ｂ　　  ⑴　ロシア語中級１ｂ　　　  ⑴　コリア語中級１ｂ  ⑴ 
ドイツ語中級２ａ　  ⑴　中国語中級２ａ　　  ⑴　ロシア語中級２ａ　　　  ⑴　コリア語中級２ａ  ⑴ 
ドイツ語中級２ｂ　  ⑴　中国語中級２ｂ　　  ⑴　ロシア語中級２ｂ　　　  ⑴　コリア語中級２ｂ  ⑴ 
フランス語中級１ａ  ⑴　スペイン語中級１ａ  ⑴　インドネシア語中級１ａ  ⑴ 
フランス語中級１ｂ  ⑴　スペイン語中級１ｂ  ⑴　インドネシア語中級１ｂ  ⑴ 
フランス語中級２ａ  ⑴　スペイン語中級２ａ  ⑴　インドネシア語中級２ａ  ⑴ 
フランス語中級２ｂ  ⑴　スペイン語中級２ｂ  ⑴　インドネシア語中級２ｂ  ⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。 
 
・「基礎」の各科目は，２単位まで 
　修得することができます。ただ 
　し，同一年度に同一科目を履修す 
　ることはできません。 
 
・「応用」の各科目は，同一年度に 
　２単位，年度を越えてさらに２単 
　位履修することができ，合計４単 
　位まで修得することができます。

応
　
　
用

ドイツ語上級１ａ　　⑴　　ロシア語上級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語上級１ｂ　　⑴　　ロシア語上級１ｂ　　　　⑴ 
フランス語上級１ａ　⑴　　インドネシア語上級１ａ　⑴ 
フランス語上級１ｂ　⑴　　インドネシア語上級１ｂ　⑴ 
中国語上級１ａ　　　⑴　　コリア語上級１ａ　　　　⑴ 
中国語上級１ｂ　　　⑴　　コリア語上級１ｂ　　　　⑴ 
スペイン語上級１ａ　⑴ 
スペイン語上級１ｂ　⑴

選択ドイツ語１ａ　　⑴　　選択スペイン語１ａ　⑴　　選択イタリア語１ａ　⑴ 
選択ドイツ語１ｂ　　⑴　　選択スペイン語１ｂ　⑴　　選択イタリア語１ｂ　⑴ 
選択フランス語１ａ　⑴　　選択コリア語１ａ　　⑴ 
選択フランス語１ｂ　⑴　　選択コリア語１ｂ　　⑴ 
選択中国語１ａ　　　⑴　　選択アラビア語１ａ　⑴ 
選択中国語１ｂ　　　⑴　　選択アラビア語１ｂ　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・選択１ａ・ｂを履修するために 
　は，母語以外の外国語「導入」の各 
　科目から同一言語の初級１ａ・ｂ 
　と初級２ａ・ｂをすべて（４科目 
　４単位）修得していなければなり 
　ません。  
・選択１ａ・ｂを履修する場合に 
　は，「導入」の各科目で４科目４単 
　位を修得した言語とは異なる言語 
　から，同一言語の選択１ａ・ｂを 
　セットで履修してください。 

世界の言語と文化（ドイツ語）　  世界の言語と文化（中国語）　　  世界の言語と文化（ロシア語）　　　  世界の言語と文化（コリア語） 
世界の言語と文化（フランス語）  世界の言語と文化（スペイン語）  世界の言語と文化（インドネシア語） ・修得した単位は、自由選択修得要 

　件単位に算入されます。
言語文化研究（ヨーロッパ）１　　言語文化研究（アジア）１　　言語文化研究（アメリカ） 
言語文化研究（ヨーロッパ）２　　言語文化研究（アジア）２

 
海 外 語 学 研 修 

海外語学短期研修１（外国語）　　海外語学短期研修２（外国語）　 ・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・海外語学短期研修は，夏期留学プ 
　ログラムを修了した場合に短期研 
　修１に，春期留学プログラムを修 
　了した場合に短期研修２に認定さ 
　れます。  
・海外語学中期研修は，中期留学プ 
　ログラムを修了した場合に認定さ 
　れます。 

海外語学中期研修１（外国語）　　海外語学中期研修４（外国語）　　海外語学中期研修７（外国語） 
海外語学中期研修２（外国語）　　海外語学中期研修５（外国語）　　海外語学中期研修８（外国語） 
海外語学中期研修３（外国語）　　海外語学中期研修６（外国語）



文学部環境地理学科専門科目一覧

157 ～ 158

環境地理学科 

凡例：○必修、◎選択必修、△選択

区　分
１　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件 

単　　位 備　　　考
科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選

転換・導入科目 6

教 養 科 目 8

外国語科目 8

専
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

環境地理学概論及び調査法 4 ○ 野外調査法１ 4 ○ ゼミナール１ 4 ○ ゼミナール２ 
卒業論文

4 
8

○ 
○ 24 5 科目 24 単位必修

人文地理学概論１ 
人文地理学概論２ 
自然地理学概論１ 
自然地理学概論２ 
地誌学概論

2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

6

24

3科目6単位選択必修

人文環境学調査法１ 
人文環境学調査法２ 
人文環境学調査法３ 
人文環境学調査法４ 
人文環境学調査法５ 
自然環境学調査法１ 
自然環境学調査法２ 
自然環境学調査法３

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

8

8 単位選択必修 
 
野外調査法２は卒業
までに 8 単位修得す
ることができます。 
ただし、同一年度内で
の重複履修はできま
せん。次年度以降、担
当教員が異なる場合
に限り、4 単位まで追
加履修が可能となり
ます。追加修得分は選
択科目の単位に算入
され、選択必修科目と
しての修得単位は 4
単位に限ります。野外調査法２ 4 ◎

都市環境学１ 
農村環境学１ 
歴史環境学１ 
社会環境学１ 
地誌学１ 
地形環境学１ 
気候環境学１ 
地域生態学１ 
環境地図学１ 
空間情報学１

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎ 
◎

10 5科目10単位選択必修

都市環境学２ 
農村環境学２ 
歴史環境学２ 
社会環境学２ 
地誌学２ 
地形環境学２ 
気候環境学２ 
地域生態学２ 
環境地図学２ 
空間情報学２ 
地域研究１ 
地域研究２ 
地域研究３ 
地域研究４ 
地域研究５ 
文化地理学　　　　　　 
経済地理学 
陸水学 
地理情報システム実習１ 
地理情報システム実習２ 
リモートセンシング実習１ 
リモートセンシング実習２ 
測量学 
応用測量学 
測量学実習 
環境地理学特殊講義Ａ 
環境地理学特殊講義Ｂ 
環境地理学特殊講義Ｃ

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
4 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△

30

30 単位選択 
 
専門選択必修科目の
超過修得単位は選択
科目の単位に算入
されます。 
 
測量学実習は半期ペ
ア科目です。

自由選択 
修得要件 
単 位 と 
なる科目

環境地理学科の学生に受講が認められている転換・導入科目，教養科目，外国語科目，文学部開講の専門科目。教職・司書・司書教諭・学校司書課程の科目の
一部（詳しくは『教職・司書・司書教諭・学校司書・学芸員課程学修ガイドブック』参照）。全学公開科目。 24

転換・導入科目，教
養科目，外国語科目，
専門科目の超過修得
単位は自由選択修得
要件単位に算入され
ます。

年次修得 
単 位 の 
目  　安

40 40 32 12 124



 
ジャーナリズム学科 

 
 
　　Ⅰ　ジャーナリズム学科の特色 
 
　日本で初めて「ジャーナリズム」を学科名に冠した本学科は，ジャーナリズム学に関する
知識と能力を社会の諸活動の場面に適用することができる行動力をもって，社会の幅広い分野で
活躍できる人材を養成することを目的とする。なお，本学は「マスコミ・ジャーナリズム講座」以
来，約 50 年のメディア教育の歴史を有し，これまでの人文・ジャーナリズム学科を発展的に改組
し 2019 年 4 月に発足した。ジャーナリズム学科では，学位を授与するに当たり学生が修得してお
くべき知識・能力について，次の通り定めている。 
　①文化・歴史・社会，自然などについて幅広い教養を身につけ，社会生活上の諸課題に取り組む 
　　ための多様な視点を有している。 
　②社会事象に強い関心を抱き，氾濫する情報のなかの真実に自ら迫る力を有している。 
　③課題を発見・調査し，自らの考えや判断を明確に表現し，他者に正しく伝えることができる。 
　④現代社会における諸問題や実践的な課題に対し，主体的に取り組み，解決に向けて問題点を整 
　　理し，分析することができる。 
 
　国際化・情報化が高度に進んだ現在，周囲には虚実様々な情報が溢れている。ジャーナリズム学
科の学生には，世界の国々や地域社会，あるいはメディアの世界で起きている現実を，深い問題意
識をもって理解し，“自分の言葉で他者と対話する力”を身につけ，情報スペシャリストをめざして
ほしい。 
　ジャーナリズム学科では，カリキュラムを編成するにあたり，「ジャーナリズム」，「情報文化
アーカイブ」，「メディアプロデュース」，「スポーツインテリジェンス」の４つの学びの柱を設けて
いる。 
・ジャーナリズム：社会を見る眼を養い，表現力を高める能力を身につける，本学科の基幹科目群 
　である。プロ・ジャーナリストをめざす者のための，情報の収集と分析，発信のあり方を学ぶ。 
・情報文化アーカイブ：日々生み出される情報を文化資源と捉え，的確に収集・整理・管理・活用 
　する専門的知識を学ぶ。資格課程と合わせて履修することで，図書館司書，博物館学芸員の資格 
　を取得することも可能である（詳しくは『教職・司書・司書教諭・学校司書・学芸員課程学修ガ 
　イドブック』参照）。従来の司書，学芸員を超えたアーキビストの養成をめざす。 
・メディアプロデュース：具体的なメディア製作，とりわけデジタルメディア上の表現手法を学 
　び，紙・映像・ネット上の情報加工・発信力を身につけることができ，デザイナーやエンジニア 
　と呼ばれる，表現クリエーター・ディレクターの養成をめざす。 
・スポーツインテリジェンス：劇的に進展するスポーツ分野での情報活用に着目し，データの収 
　集・分析や活用，コーチング等について学ぶことができる。所定の科目を修得することで日本ス 
　ポーツ協会のコーチングアシスタント（スポーツ指導者基礎資格）を申請することができる 
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　（ p. 189「日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格について」を参照）。 
 
　 4 年間の学びは，上記の 4つの科目群から自由に科目を選択し，自分の将来設計にあった学びを
実現してもらうことになる。ただしその前段として，別項目で説明する外国語・教養と，転換・導
入と呼ばれる体育などの科目を，定められた方法により履修することが必要だ。それと並行して 1
年次において，専門導入科目として，本学科で学ぶにあたって必ず学ぶべき科目（必修科目）と，で
きる限り学ぶことを強く勧めるいくつかの専門科目を用意している。 
　こうした学びを通じて，4つの科目群から特に中心的に学ぶ科目群（主たる学びの柱）と，更にも
う 1つか 2 つの自分の興味・関心にあった科目群（従たる学びの柱）を定め，それらの科目群を中
心にカリキュラムを組み立てることで，４年間の体系的な科目履修を通して知識と能力を身につけ
ることができる仕組みになっている。 
　また，いずれの科目群を選択した場合でも，２年次から３年次に進級する時に，大学における学
びの華である「ゼミナール」の所属を決定する。ゼミナールは少人数で専門的なテーマに関する学
生の発表と，それをめぐる議論を中心に運営される授業であることから，定員を設けている。これ
らは 2年次秋に行なわれるガイダンスを受けた後に，「希望届」を提出してもらい決定していく。 
　また，沖縄ジャーナリズム論などの現地集中講義を実施する「実習」や，テーマ別の自発的双方
的な学習を実施する「プロジェクト」，日本を代表するメディア企業等における職業体験である
「インターンシップ」などの実践的な科目や，外部のメディア系企業・組織との「協力講座」科目
が多彩であることも，他学部他学科にはない本学科のカリキュラムの大きな特色である。それぞれ
の科目には履修の条件があるため，事前に講義シラバスを熟読し，自身のカリキュラムを作成して
ほしい。4月のガイダンスでは別途，履修モデルも配布する。 
 
　　Ⅱ　卒業要件と科目の履修方法 
 
　ジャーナリズム学科の学生として，大学を卒業するために必要な諸要件と，科目の具体的な履修
法について概説する。以下の説明をよく読み，それによって履修計画を立ててほしい。科目の履修
は，「単位」によって計算する。講義名である「科目」によって単位数は異なり，専門科目の場合は
原則，１科目＝２単位（半期）である。 
 
１．卒業要件 
　一般に大学を卒業するためにはいくつもの要件が必要であるが（一般的な要件については，p. 36
「大学卒業の要件と科目の履修」を参照），それに加えて，ジャーナリズム学科の学生には，次頁の
表に示した要件を充たすことが要求される。すなわち，大学においては半年の講義・演習を履修し
終えると，所定の単位が修得できる。その積み重ねで，4年間で少なくとも「124 単位」を修得しな
いと卒業はできない。また，修得すべき単位は，決められたルールを守っている限り，自分の興味
がある科目を自由に選択することが可能である。まさに自分色の「マイ・カリキュラム」を作るこ
とができるのである。次項「科目の履修方法」を読み，具体的な履修方法を理解したうえでこの表を
改めて見直し，確認してほしい。 
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  文学部ジャーナリズム学科 

 
【外国人留学生】  文学部ジャーナリズム学科 
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区　　分 卒業要件単位 備　　考

 
転換・導入科目 

専修大学入門科目 2

6

自由選択修得要件単位には，所定の卒
業要件単位数を超えて修得した転換・
導入科目，所定の卒業要件単位数を超
えて修得した教養科目，所定の卒業要
件単位数を超えて修得した外国語科
目，所定の卒業要件単位数を超えて修
得した専門科目，資格課程の一部の科
目，全学公開科目の単位が算入されま
す。

データリテラシー 2
キャリア基礎科目 
基礎自然科学【必履修】 
保健体育基礎科目 2

 
教 養 科 目 

人文科学基礎科目 

6
社会科学基礎科目 
自 然 科 学 系 科 目 
融 合 領 域 科 目 
保 健 体 育 系 科 目 

 
外 国 語 科 目 

英 語 4
8英語以外の外国語 4

海 外 語 学 研 修 

専 門 科 目 
必 修 科 目 24

82
選 択 科 目 58

自由選択修得要件単位 22
卒　業　要　件　単　位 124

［ジャーナリズム学科］

［ジャーナリズム学科・外留］

区　　分 卒業要件単位 備　　考

 
転換・導入科目 

専修大学入門科目 2

6

自由選択修得要件単位には，所定の卒
業要件単位数を超えて修得した転換・
導入科目，所定の卒業要件単位数を超
えて修得した教養科目，所定の卒業要
件単位数を超えて修得した外国語科
目，所定の卒業要件単位数を超えて修
得した専門科目，資格課程の一部の科
目，全学公開科目の単位が算入されま
す。

データリテラシー 2
キャリア基礎科目 
基礎自然科学【必履修】 
保健体育基礎科目 2

 
教 養 科 目 

留 学 生 専 修 科 目 4

6

人文科学基礎科目 

2
社会科学基礎科目 
自 然 科 学 系 科 目 
融 合 領 域 科 目 
保 健 体 育 系 科 目 

 
外 国 語 科 目 

日 本 語 8
8母語以外の外国語 

海 外 語 学 研 修 

専 門 科 目 
必 修 科 目 24

82
選 択 科 目 58

自由選択修得要件単位 22
卒　業　要　件　単　位 124



２．科目の履修方法 
　履修にあたっては，以下の 4点に注意を払ってほしい。 
　①　「転換・導入科目」，「教養科目」，「外国語科目」20 単位以上，「専門科目」82 単位以上，「自 
　　由選択単位となる科目」22 単位以上，合計 124 単位以上を修得しなければならない。 
　②　各年次に修得する単位の目安（ 1 年次 34 単位，2年次 38 単位，3年次 38 単位，4年次 14 単 
　　位）があるので，この条件も充たすように毎年の履修計画を立ててほしい（ 1 年間で修得でき 
　　る単位数には 48 単位と定められている）。 
　③　配当年次が指定されている科目については，その年次に履修しなければならない。また，指 
　　定された配当年次が複数年次にわたる科目は，なるべく低年次で履修しておく方が望ましい。 
　④　同一名称の科目は，原則として 1つしか履修できない。同一名称の科目が複数あることは珍 
　　しくない。しかし，一度に同一名称の科目を 2つ以上履修することはできないし，一度単位を 
　　修得した科目と同一名称の科目をもう一度履修することもできない。 
 
⑴　転換・導入科目，教養科目，外国語科目の履修方法 
　転換・導入科目，教養科目，外国語科目には，それぞれ必修科目として指定されている科目が
あるので，履修に際しては注意しなければならない。転換・導入科目は pp. 49～55 に，教養科目
は pp. 56 ～ 63 に，外国語科目については pp. 64 ～ 75 に詳しい説明があるので，それを参考にして，
以下を確認してほしい。 
 
　 1 ）転換・導入科目 
　　①　専修大学入門科目 
　　　　転換・導入科目に配置されている「専修大学入門ゼミナール」を，1年次前期 2単位（ 1 
　　　科目）必ず修得しなければならない。クラスは学籍番号によって，あらかじめ指定される。 
　　②　データリテラシー 
　　　　転換・導入科目に配置されている「データ分析入門」を，1年次前期 2単位（ 1 科目）必 
　　　ず修得しなければならない。クラスは学籍番号によって，あらかじめ指定される。 
　　③　保健体育基礎科目 
　　　　転換・導入科目に配置されている「スポーツリテラシー」を 1 年次前期 1 単位，「スポー 
　　　ツウェルネス」を 1年次後期 1単位，合計で 2単位（ 2 科目）必ず修得しなければならない。 
　　④　基礎自然科学 
　　　　転換・導入科目に配置されている「あなたと自然科学」を，1年次前期 2単位（ 1 科目）必 
　　　ず履修しなければならない。なお，この科目は「必履修」と呼ばれ，必ず受講しなければな 
　　　らないが，万が一，単位の取得ができなかった場合も，翌年に再履修をする必要はない。修 
　　　得した単位は自由選択修得単位として算入することができる。 
　　⑤　キャリア基礎科目 
　　　　上記以外の導入科目に配置された科目である「キャリア入門」は，選択科目として履修す 
　　　ることができる。修得した単位は自由選択修得単位として算入することができる。 
 
 

164

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
 



　 2 ）教養科目 
　　①　人文科学基礎科目・社会科学基礎科目・自然科学系科目・融合領域科目・保健体育系科目 
　　　人文科学基礎科目・社会科学基礎科目・自然科学系科目・融合領域科目・保健体育系科目の 
　　　中から 6単位（ 3 科目）を履修しなければならない。ただし各科目群の配当年次はそれぞれ 
　　　ことなるので，履修する際には注意しなければならない。人文科学基礎科目と社会科学基礎 
　　　科目は 1 ，2 年次にしか開講されていない。したがって人文科学基礎科目と社会科学基礎科 
　　　目は 3 ，4 年次で再履修することはできない。自然科学系科目は 1年次から 4年次まで開講 
　　　されている。融合領域科目と保健体育系科目は 2年次以降に開講される。 
 
 
　 3 ）外国語科目 
　　①　英語 
　　　　 1 年次で英語 4 科目を履修し，前期 2 単位・後期 2 単位の計 4 単位を必ず修得しなけれ 
　　　ばならない。A群の Basics  of  English（RL）1a（前期），1b（後期）または Intermediate   
　　　 English（RL）1a（前期），1b（後期）の 2 科目と，B群の Basics  of  English（SW）1a（前 
　　　期），1b（後期）または Intermediate  English（SW）1a（前期），1b（後期）の 2 科目を 
　　　履修する。 
 
　　②　英語以外の外国語 
　　　　 1 年次でドイツ語，フランス語，中国語，スペイン語，ロシア語，インドネシア語，コリ 
　　　ア語の 7 ヶ国の中から 1 ヶ国語を選択して，前期 2 単位・後期 2 単位の計 4 単位（ 4 科目） 
　　　を必ず修得しなければならない。初級 1a（前期），初級 1b（後期）の 2 科目と初級 2a（前 
　　　期），2b（後期）の 2 科目を履修する。 
 
　　③　上記以外の科目 
　　　　上記以外の外国語科目は選択科目として履修することができる。修得した単位は自由選 
　　　択修得単位として算入することができる。 
 
⑵　専門科目の履修方法 
　専門科目の中には必ず修得しなければならない必修科目（ pp. 173 ～ 174「文学部ジャーナリズム
学科専門科目一覧」で○印のついた科目），多くの科目の中から自分の学びたいものを自由に選べ
る選択科目（△印のついた科目）の２通りがある。 
　必修科目は，１年次配当の「情報表現実習(基礎)」，「ジャーナリズム論」，２年次配当の「情報表
現実習（応用）」，「言論法」，「応用実習」，3年次配当の「ゼミナール１・２」，4年次配当の「ゼミ
ナール３・４」，「卒業論文・制作」の 10 科目であり，いずれの単位が欠けても卒業できない。「ゼ
ミナール１・２・３・４」は，少人数で専門的なテーマに関する学生の発表とそれをめぐる議論を
中心に運営される授業，卒業論文・制作は自らが選んだテーマについての深い研究の結果をまとめ
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るもので，いずれも文学部での学びの中核であるので，積極的に取り組んでほしい。 
　「プロジェクト」は必修科目ではないが，後述のゼミナールの入門編として位置づけられてお
り，必ず履修しなければならない必履修科目である。「プロジェクトＡ」，「プロジェクトＢ」のう
ち，いずれか 1つもしくは 2つを，2年次で履修することが必要である。この履修状況は，ゼミナー
ルの選考にも使用される。 
 
　ゼミナール及び卒業論文・制作の履修については，次のような制約があるので気をつけてほし
い。 
　　①　ゼミナール１・２は複数（並列）履修を認めない。 
　　②　ゼミナール３・４は複数（並列）履修を認めない。 
　　③　ゼミナール１・２・３・４及び卒業論文・制作は積み上げ方式のため，原則として同一教 
　　　員のゼミナールを履修し，そこで指導を受ける。（ゼミナール４履修者もしくは修得後のみ 
　　　卒業論文・制作の履修登録を認める。） 
　　④　３年次にゼミナール１・２が未取得の場合（協定校留学含む），学科会議承認の下に，４年 
　　　次でのゼミナール１・２と３・４との複数（直列）履修と卒業論文・制作の提出を認める。 
　　　同じ教員のゼミナールが原則だが，ゼミナール３・４がゼミナール１・２と合併で展開して 
　　　いる場合は，別のゼミナールを履修しなくてはならない。 
　履修の仕方の基本は，第 1に年次別の必修科目，第 2に自分が主たる学びの中心とする専門科目
の順である。具体的には，以下の流れに沿って履修をすることを求める（詳細は，ガイダンスで説
明する）。 
　 1 年次の場合，必修科目（必履修科目・選択必修科目を含む）である転換・導入科目 4科目，外
国語科目（英語と英語以外の外国語）８科目，教養科目 3科目の合計 22 単位と，専門科目の必修科
目である「情報表現実習（基礎）」「ジャーナリズム論」の計 4単位以外は，可能な限り専門科目を
履修することを勧める。 
　ただし上記の必修科目だけで 26 単位となり，1 年間で履修できる単位数の上限は 48 単位と決
まっているので，実際に履修可能な科目数はそれほど多くない。具体的には，最大で 22 単位（ 11
科目）の履修が可能であるので，それらを，1年次に配当された専門科目である「ウエブ・ジャー
ナリズム論」，「メディア・コミュニケーション史」，「ジャーナリズムの思想史」，「現代社会と
ジャーナリズム」の４つの科目群に共通する 4 科目と，「放送学」にはじまる各科目群ごとに配置
された計 11 科目の，合計 15 科目から選択することになる。 
　 2 年次以降は，専門必修科目の履修のほか，最初に述べたとおり，自分の関心・将来設計に合わ
せた科目群の科目を中心に履修計画を組むことを求める。 
 
⑶　自由選択単位となる科目 
　自由選択単位となる科目とは，転換・導入科目，教養科目，外国語科目の修得要件単位（ 20 単
位），および専門科目の修得要件単位（ 82 単位）を修得したうえで，さらに履修する科目の総称で
ある。自由選択単位に算入されるものは以下の７つである。 
 
　　①　転換・導入科目のうち卒業要件単位を超えて修得した科目の単位。 
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　　②　教養科目のうち卒業要件単位を超えて修得した科目の単位。 
　　③　外国語科目のうち卒業要件単位を超えて修得した科目の単位。 
　　④　選択科目の卒業要件単位を超えて修得したジャーナリズム学科開講の専門科目の単位。 
　　⑤　ジャーナリズム学科の学生に受講が認められている文学部他学科開講の専門科目の単位。 
　　⑥　司書課程科目の単位。ただし８単位まで。（詳しくは『教職・司書・司書教諭・学校司書・ 
　　　学芸員課程学修ガイドブック』参照） 
　　⑦　ジャーナリズム学科の学生に受講が認められている全学公開科目の単位。ただし 22 単位 
　　　まで。 
 
　自由選択単位となる科目は，科目区分にとらわれずに，自由に履修する科目である。それぞれの
興味と関心に応じ，自由に独創的なカリキュラムを組んでもらいたい。ただし，ジャーナリズム学
科の学生は，自由選択単位数が卒業までに 22 単位に達していなければならないことを忘れないで
ほしい。 
 
⑷　再履修について 
　　①　必修科目の再履修 
　　　　必修科目の単位を，何らかの理由で修得できなかった場合は，必ず次の年次で同一名称の 
　　　科目を再履修しなければならない。ただし「英語以外の外国語」については，言語を変えて 
　　　再履修することも可能である（同一言語で 4単位の修得が必要である。）再履修科目は，すべ 
　　　てに優先して履修しなければならない点を銘記しておいてほしい。なお，一度単位を修得し 
　　　た科目の再履修はできないことを付記しておく。 
 
　　②　選択必修科目および選択科目の再履修 
　　　　選択必修科目および選択科目の単位を修得できなかった場合は，必ずしも同一名称の科目 
　　　を再履修する必要はなく，別の科目の単位を修得して卒業要件を充たすことも可能である。 
 
⑸　中期留学をした場合の単位認定について 
　ジャーナリズム学科においては，海外に留学し研鑽を積むことを推奨する。本学には正規の留学
プログラムとして，短期，中期，長期の 3種類がある。ここで説明するのは，半年間の海外の協定
校等への留学である，中期留学プログラムである。本学協定校等で所定の中期留学プログラムの単
位を取得した場合，単位認定は次のように行うものとする。 
 
　　①　学科所定の専門科目「中期留学プログラム 1 ～ 8 」の単位が認定される。この単位認定は 
　　　 16 単位をまとめて行うものとし，一部での単位認定は認めない。 
 
　　②　本人の希望に応じ，教養科目の「海外語学中期研修」として認定することもできる。した 
　　　がって，留学を複数回行うことは可能であり，その場合は，専門科目として 1回，教養科目 
　　　として 1回認定される。ただし，同一の大学に留学した場合は，単位認定の対象とはしない。
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ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
 



科目群 科目名 配当年次 単位数

科
目
群
共
通
科
目

情報表現実習（基礎） 1 2
情報表現実習（応用） 2 2
応用実習 2 2
ジャーナリズム論 1 2
言論法 2 2
メディア・コミュニケーション史 123 2
ジャーナリズムの思想史 123 2
現代社会とジャーナリズム 123 2
ジャーナリズムの倫理 234 2
ジャーナリズムとメディア 234 2
情報アクセシビリティ論 234 2
インターンシップ 234 2

科目群 科目名 配当年次 単位数

科
目
群
共
通
科
目

プロジェクトＡ 23 2
プロジェクトＢ 23 2
ゼミナール１ 3 2
ゼミナール２ 3 2
ゼミナール３ 4 2
ゼミナール４ 4 2
卒業論文・制作 4 6
中期留学プログラム１ 234 2
中期留学プログラム２ 234 2
中期留学プログラム３ 234 2
中期留学プログラム４ 234 2
中期留学プログラム５ 234 2
中期留学プログラム６ 234 2
中期留学プログラム７ 234 2
中期留学プログラム８ 234 2

科目群 科目名 配当年次 単位数

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
系
科
目
群

新聞学 123 2
放送学 123 2
出版学 123 2
憲法とジャーナリズム 234 2
事件・災害とジャーナリズム 234 2
調査報道論 234 2
インタビュー論 234 2
メディア批評 234 2
映像ジャーナリズム論 234 2
フォト・ジャーナリズム論 234 2
雑誌ジャーナリズム論 234 2
国際ジャーナリズム論 234 2
経済ジャーナリズム論 234 2
政治ジャーナリズム論 234 2
戦争ジャーナリズム論 234 2
沖縄ジャーナリズム論 234 2
ライティング１ 234 2
ライティング２ 234 2
ジャーナリズム実習 34 2
ジャーナリズム特講 34 2

科目群 科目名 配当年次 単位数

メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
系
科
目
群

パブリックメディア論 123 2
ウエブジャーナリズム論 123 2
テキストメディア論 123 2
広告学 234 2
ＰＲ論 234 2
世論調査 234 2
コンテンツ産業論 234 2
メディアコンテンツ制作 234 2
アニメーション論 234 2
マンガ論 234 2
コンテンツプロデュース 234 2
情報マーケティング 234 2
メディア技術の基礎 234 2
映像表現技法 234 2
視覚表現論 234 2
グラフィックデザイン 234 2
ウエブデザイン 234 2
知的財産権 234 2
映像特殊実習 34 2
シナリオライティング実習 34 2
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ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
 

科目群 科目名 配当年次 単位数

ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
系
科
目
群

情報とスポーツ 1234 2
現代社会とスポーツ 1234 2
スポーツジャーナリズム論 234 2
スポーツ医科学情報 234 2
コーチング論 234 2
コーチング実習 234 2
スポーツ情報戦略 234 2
スポーツ栄養のイノベーション 234 2
スポーツの社会学 234 2
スポーツビジネス 234 2
スポーツ政策 234 2
スポーツインテリジェンス特講 234 2
コンディショニングのための情報分析 234 2
ライフステージと健康情報 234 2
スポーツ心理の情報分析 234 2
心理情報とメンタルマネジメント 234 2
スポーツ文化の国際比較研究 234 2
スポーツと法 234 2
測定・調査実習 34 2
スポーツ総合実習 34 2

科目群 科目名 配当年次 単位数

情
報
文
化
ア
ー
カ
イ
ブ
系
科
目
群

アーカイブ概論 123 2
ジャーナリズムとアーカイブ 123 2
アーカイブ発達史 123 2
アーカイブ政策 234 2
アーカイブ法制 234 2
アーカイブマネジメント 234 2
デジタルアーカイブ 234 2
文化情報資源論（図書館） 234 2
文化情報資源論（博物館） 234 2
記録・史資料調査法 234 2
記録・史資料調査実習 234 2
市民とメディア 234 2
娯楽とメディア 234 2
言葉とメディア 234 2
科学とメディア 234 2
教育とメディア 234 2
技術とメディア 234 2
宗教とメディア 234 2
アーカイブ特講 34 2
アーカイブ総合実習 34 2

ジャーナリズム学科専門科目　必修科目，共通科目，4 つの科目群
＜共通科目＞

※太字は必修科目

＜4 つの科目群＞



文学部ジャーナリズム学科　転換・導入科目，教養科目，外国語科目一覧
※科目名の後ろに記載されている（　）内の数字は，単位数を示す（記載のない科目は２単位）。
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ジャーナリズム学科 

区　　分 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件単位 備　　考
転
換
・
導
入
科
目

専修大学入門科目 専修大学入門ゼミナール 2

6

・卒業要件単位６単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。

データリテラシー データ分析入門 2
キャリア基礎科目 キャリア入門
基 礎 自 然 科 学  あなたと自然科学
保健体育基礎科目 スポーツリテラシー　　　　　⑴ スポーツウェルネス　　　　　⑴ 2

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

 
人 文科学基礎科目 

日本の文化　　　　　　歴史と地域・民衆　　論理学入門 
日本の文学　　　　　　歴史と社会・文化　　ことばと論理 
世界の文学　　　　　　基礎心理学入門　　　芸術学入門 
文学と現代世界　　　　応用心理学入門　　　異文化理解の人類学 
英語圏文学への招待　　哲学 
歴史の視点　　　　　　倫理学

6

・卒業要件単位６単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。  
 
・テーマ科目は，科目名の括弧内に 
　示す表記が異なれば，それぞれ履 
　修することができます（同一年度 
　での複数履修も可能）。  
 
・教養テーマゼミナール論文は，教 
　養テーマゼミナールの単位を修得 
　し，次年度以降に同一教員の教養 
　テーマゼミナールを履修する場合 
　に作成（履修）することができま 
　す。  
 
・アドバンストスポーツは，スポー 
　ツリテラシーとスポーツウェルネ 
　スの単位を修得していなければ， 
　履修することができません。  
 
・アドバンストスポーツは，種目に 
　かかわらず，複数履修することが 
　できます。 

 
社 会 科学基礎科目 

日本国憲法　　地理学への招待　　子どもと社会の教育学 
法と社会　　　社会学入門　　　　情報社会 
政治学入門　　現代の社会学　　　はじめての経営 
政治の世界　　社会科学論　　　　マーケティングベーシックス 
経済と社会　　社会思想　　　　　企業と会計 
現代の経済　　教育学入門

 
自 然 科 学 系 科 目 

自然科学実験演習１　　　生物科学３ａ　　　　化学１ａ　　　物理学２ａ　　　数理科学３ａ 
自然科学実験演習２　⑷　生物科学３ｂ　　　　化学１ｂ　　　物理学２ｂ　　　数理科学３ｂ 
生物科学１ａ　　　　　　宇宙地球科学１ａ　　化学２ａ　　　数理科学１ａ　　科学論１ａ 
生物科学１ｂ　　　　　　宇宙地球科学１ｂ　　化学２ｂ　　　数理科学１ｂ　　科学論１ｂ 
生物科学２ａ　　　　　　宇宙地球科学２ａ　　物理学１ａ　　数理科学２ａ　　科学論２ａ 
生物科学２ｂ　　　　　　宇宙地球科学２ｂ　　物理学１ｂ　　数理科学２ｂ　　科学論２ｂ

 
融 合 領 域 科 目 

学際科目１　　学際科目５　　学際科目９ 
学際科目２　　学際科目６　　学際科目10 
学際科目３　　学際科目７　　学際科目11　⑷ 
学際科目４　　学際科目８　　学際科目12　⑷
テーマ科目
新領域科目１　　新領域科目３　　新領域科目５ 
新領域科目２　　新領域科目４
キャリア科目１ 
キャリア科目２
教養テーマゼミナール１　⑷ 教養テーマゼミナール２　⑷ 教養テーマゼミナール３　⑷

教養テーマゼミナール論文

 
保 健 体 育 系 科 目 

アドバンストスポーツ　　　　　　　　　　スポーツ論（スポーツライフデザイン論） 
スポーツ論（健康と生涯スポーツ）　　　　スポーツ論（人類とスポーツ） 
スポーツ論（オリンピックとスポーツ）　　スポーツ論（トレーニング科学） 
スポーツ論（スポーツコーチング）

外
　
　
　
　
　
国
　
　
　
　
　
語
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

 
英 　 　 語 

Ａ
　
群
 

Basics of English (RL) 1a  ⑴ 
Basics of English (RL) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (RL) 1a ⑴ 
Intermediate English (RL) 1b ⑴ 

4

8

・General Englishは，英語「Ａ・Ｂ 
　群」の単位を修得できなかった場 
　合に履修する科目です。

Ｂ
　
群
 

Basics of English (SW) 1a  ⑴ 
Basics of English (SW) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (SW) 1a ⑴ 
Intermediate English (SW) 1b ⑴

General English　⑴
English Speaking a　⑴　　Computer Aided Instruction a　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC a　⑴ 
English Speaking b　⑴　　Computer Aided Instruction b　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC b　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・English Speaking a・b，Advanced  
　English a・b，English Language  
　and Cultures a・bは，各科目４単 
　位まで修得することができます。 

Advanced English a　　　　　　　　English Presentation a　　Screen English a 
Advanced English b　　　　　　　　English Presentation b　　Screen English b 
English Language and Cultures a　　English Writing a 
English Language and Cultures b　　English Writing b

 
英 語 以外の外国語 

導
　
　
　
　
　
入
 

ドイツ語初級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級１ｂ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ｂ　　　　⑴ 
フランス語初級１ａ　　　⑴ 
フランス語初級１ｂ　　　⑴ 
フランス語初級２ａ　　　⑴ 
フランス語初級２ｂ　　　⑴ 
中国語初級１ａ　　　　　⑴ 
中国語初級１ｂ　　　　　⑴ 
中国語初級２ａ　　　　　⑴ 
中国語初級２ｂ　　　　　⑴ 
スペイン語初級１ａ　　　⑴ 
スペイン語初級１ｂ　　　⑴ 
スペイン語初級２ａ　　　⑴ 
スペイン語初級２ｂ　　　⑴ 
ロシア語初級１ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級１ｂ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ｂ　　　　⑴ 
インドネシア語初級１ａ　⑴ 
インドネシア語初級１ｂ　⑴ 
インドネシア語初級２ａ　⑴ 
インドネシア語初級２ｂ　⑴ 
コリア語初級１ａ　　　　⑴ 
コリア語初級１ｂ　　　　⑴ 
コリア語初級２ａ　　　　⑴ 
コリア語初級２ｂ　　　　⑴

4

・１年次で英語以外の外国語「導 
　入」の各科目から同一言語の初級 
　１ａ・ｂと初級２ａ・ｂを履修し 
　なければなりません。 
 
・同一言語の科目をすべて（４科目 
　４単位）履修している，あるいは 
　修得している場合，他の言語を履 
　修することはできません。

基
　
　
礎

ドイツ語中級１ａ　  ⑴　中国語中級１ａ　　  ⑴　ロシア語中級１ａ　　　  ⑴　コリア語中級１ａ  ⑴ 
ドイツ語中級１ｂ　  ⑴　中国語中級１ｂ　　  ⑴　ロシア語中級１ｂ　　　  ⑴　コリア語中級１ｂ  ⑴ 
ドイツ語中級２ａ　  ⑴　中国語中級２ａ　　  ⑴　ロシア語中級２ａ　　　  ⑴　コリア語中級２ａ  ⑴ 
ドイツ語中級２ｂ　  ⑴　中国語中級２ｂ　　  ⑴　ロシア語中級２ｂ　　　  ⑴　コリア語中級２ｂ  ⑴ 
フランス語中級１ａ  ⑴　スペイン語中級１ａ  ⑴　インドネシア語中級１ａ  ⑴ 
フランス語中級１ｂ  ⑴　スペイン語中級１ｂ  ⑴　インドネシア語中級１ｂ  ⑴ 
フランス語中級２ａ  ⑴　スペイン語中級２ａ  ⑴　インドネシア語中級２ａ  ⑴ 
フランス語中級２ｂ  ⑴　スペイン語中級２ｂ  ⑴　インドネシア語中級２ｂ  ⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・「基礎」の各科目は，２単位まで 
　修得することができます。ただ 
　し，同一年度に同一科目を履修す 
　ることはできません。  
・「応用」の各科目は，同一年度に 
　２単位，年度を越えてさらに２単 
　位履修することができ，合計４単 
　位まで修得することができます。

応
　
　
用

ドイツ語上級１ａ　　⑴　　ロシア語上級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語上級１ｂ　　⑴　　ロシア語上級１ｂ　　　　⑴ 
フランス語上級１ａ　⑴　　インドネシア語上級１ａ　⑴ 
フランス語上級１ｂ　⑴　　インドネシア語上級１ｂ　⑴ 
中国語上級１ａ　　　⑴　　コリア語上級１ａ　　　　⑴ 
中国語上級１ｂ　　　⑴　　コリア語上級１ｂ　　　　⑴ 
スペイン語上級１ａ　⑴ 
スペイン語上級１ｂ　⑴

選択ドイツ語１ａ　　⑴　　選択スペイン語１ａ　⑴　　選択イタリア語１ａ　⑴ 
選択ドイツ語１ｂ　　⑴　　選択スペイン語１ｂ　⑴　　選択イタリア語１ｂ　⑴ 
選択フランス語１ａ　⑴　　選択コリア語１ａ　　⑴ 
選択フランス語１ｂ　⑴　　選択コリア語１ｂ　　⑴ 
選択中国語１ａ　　　⑴　　選択アラビア語１ａ　⑴ 
選択中国語１ｂ　　　⑴　　選択アラビア語１ｂ　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・選択１ａ・ｂを履修するために 
　は，英語以外の外国語「導入」の各 
　科目から同一言語の初級１ａ・ｂ 
　と初級２ａ・ｂをすべて（４科目 
　４単位）修得していなければなり 
　ません。  
・選択１ａ・ｂを履修する場合には， 
　「導入」の各科目で４科目４単位を 
　修得した言語とは異なる言語か 
　ら，同一言語の選択１ａ・ｂを 
　セットで履修してください。

世界の言語と文化（ドイツ語）　  世界の言語と文化（中国語）　　  世界の言語と文化（ロシア語）　　　  世界の言語と文化（コリア語） 
世界の言語と文化（フランス語）  世界の言語と文化（スペイン語）  世界の言語と文化（インドネシア語） ・修得した単位は、自由選択修得要 

　件単位に算入されます。言語文化研究（ヨーロッパ）１　　言語文化研究（アジア）１　　言語文化研究（アメリカ） 
言語文化研究（ヨーロッパ）２　　言語文化研究（アジア）２

 
海 外 語 学 研 修 

海外語学短期研修１（外国語）　　海外語学短期研修２（外国語）　
・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・海外語学短期研修は，夏期留学プ 
　ログラムを修了した場合に短期研 
　修１に，春期留学プログラムを修 
　了した場合に短期研修２に認定さ 
　れます。  
・海外語学中期研修は，中期留学プ 
　ログラムを修了した場合に認定さ 
　れます。 

海外語学中期研修１（外国語）　　海外語学中期研修４（外国語）　　海外語学中期研修７（外国語） 
海外語学中期研修２（外国語）　　海外語学中期研修５（外国語）　　海外語学中期研修８（外国語） 
海外語学中期研修３（外国語）　　海外語学中期研修６（外国語）



【外国人留学生】文学部ジャーナリズム学科　転換・導入科目，教養科目，外国語科目一覧
※科目名の後ろに記載されている（　）内の数字は，単位数を示す（記載のない科目は２単位）。

171 ～ 172

ジャーナリズム学科 

区　　分 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件単位 備　　考
転
換
・
導
入
科
目

専修大学入門科目 専修大学入門ゼミナール 2

6

・卒業要件単位６単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。

データリテラシー データ分析入門 2
キ ャリア基礎科目 キャリア入門
基 礎 自 然 科 学  あなたと自然科学

保健体育基礎科目 スポーツリテラシー　　　　　⑴ スポーツウェルネス　　　　　⑴ 2

教
　
　
　
養
　
　
　
科
　
　
　
目

留 学 生 専 修 科 目 一般日本事情１ 一般日本事情２ 4

6

・卒業要件単位６単位を超えて修得 
　した単位は，自由選択修得要件単 
　位に算入されます。 
 
 
・テーマ科目は，科目名の括弧内に 
　示す表記が異なれば，それぞれ履 
　修することができます（同一年度 
　での複数履修も可能）。 
 
 
・教養テーマゼミナール論文は，教 
　養テーマゼミナールの単位を修得 
　し，次年度以降に同一教員の教養 
　テーマゼミナールを履修する場合 
　に作成（履修）することができま 
　す。 
 
 
・アドバンストスポーツは，スポー 
　ツリテラシーとスポーツウェルネ 
　スの単位を修得していなければ， 
　履修することができません。 
 
 
・アドバンストスポーツは，種目に 
　かかわらず，複数履修することが 
　できます。 
 

 
人 文 科学基礎科目 

日本の文化　　　　　　歴史と地域・民衆　　論理学入門 
日本の文学　　　　　　歴史と社会・文化　　ことばと論理 
世界の文学　　　　　　基礎心理学入門　　　芸術学入門 
文学と現代世界　　　　応用心理学入門　　　異文化理解の人類学 
英語圏文学への招待　　哲学 
歴史の視点　　　　　　倫理学 

2

 
社 会 科学基礎科目 

日本国憲法　　地理学への招待　　子どもと社会の教育学 
法と社会　　　社会学入門　　　　情報社会 
政治学入門　　現代の社会学　　　はじめての経営 
政治の世界　　社会科学論　　　　マーケティングベーシックス 
経済と社会　　社会思想　　　　　企業と会計 
現代の経済　　教育学入門

 
自 然 科 学 系 科 目 

自然科学実験演習１　　　　生物科学３ａ　　　　化学１ａ　　　物理学２ａ　　　数理科学３ａ 
自然科学実験演習２　⑷　　生物科学３ｂ　　　　化学１ｂ　　　物理学２ｂ　　　数理科学３ｂ 
生物科学１ａ　　　　　　　宇宙地球科学１ａ　　化学２ａ　　　数理科学１ａ　　科学論１ａ 
生物科学１ｂ　　　　　　　宇宙地球科学１ｂ　　化学２ｂ　　　数理科学１ｂ　　科学論１ｂ 
生物科学２ａ　　　　　　　宇宙地球科学２ａ　　物理学１ａ　　数理科学２ａ　　科学論２ａ 
生物科学２ｂ　　　　　　　宇宙地球科学２ｂ　　物理学１ｂ　　数理科学２ｂ　　科学論２ｂ

 
融 合 領 域 科 目 

学際科目１　　学際科目５　　学際科目９ 
学際科目２　　学際科目６　　学際科目10 
学際科目３　　学際科目７　　学際科目11　⑷ 
学際科目４　　学際科目８　　学際科目12　⑷
テーマ科目
新領域科目１　　新領域科目３　　新領域科目５ 
新領域科目２　　新領域科目４
キャリア科目１ 
キャリア科目２
教養テーマゼミナール１　⑷ 教養テーマゼミナール２　⑷ 教養テーマゼミナール３　⑷

教養テーマゼミナール論文
 
保 健 体 育 系 科 目 

アドバンストスポーツ　　　　　　　　　　スポーツ論（スポーツライフデザイン論） 
スポーツ論（健康と生涯スポーツ）　　　　スポーツ論（人類とスポーツ） 
スポーツ論（オリンピックとスポーツ）　　スポーツ論（トレーニング科学） 
スポーツ論（スポーツコーチング）

外
　
　
　
　
　
国
　
　
　
　
　
語
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

 
日  本  語 

導
　
入

日本語文章理解１　⑴ 
日本語文章理解２　⑴ 
日本語音声理解１　⑴ 
日本語音声理解２　⑴ 
日本語口頭表現１　⑴ 
日本語口頭表現２　⑴ 
日本語文章表現１　⑴ 
日本語文章表現２　⑴ 

8

8

・前期「１」と後期「２」はセット 
　で履修しますが，前期「１」を単 
　位修得できない場合は後期「２」 
　の履修ができません。

応用日本語理解１　⑴　　応用日本語表現１　⑴ 
応用日本語理解２　⑴　　応用日本語表現２　⑴

・１年次必修の日本語科目の単位を 
　すべて修得していなければ履修す 
　ることはできません。各科目3単 
　位まで履修することができます。 
　ただし、同一年度に同一科目を履 
　修することはできません。

 
母 語以外の外国語 

Ａ
　
群

Basics of English (RL) 1a  ⑴ 
Basics of English (RL) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (RL) 1a ⑴ 
Intermediate English (RL) 1b ⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。

Ｂ
　
群

Basics of English (SW) 1a  ⑴ 
Basics of English (SW) 1b  ⑴ 
　　または 
Intermediate English (SW) 1a ⑴ 
Intermediate English (SW) 1b ⑴

English Speaking a　⑴　　Computer Aided Instruction a　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC a　⑴ 
English Speaking b　⑴　　Computer Aided Instruction b　⑴　　Computer Aided Instruction for TOEIC b　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・English Speaking a・b，Advanced  
　English a・b，English Language  
　and Cultures a・bは，各科目４単 
　位まで修得することができます。 

Advanced English a　　　　　　　　English Presentation a　　Screen English a 
Advanced English b　　　　　　　　English Presentation b　　Screen English b 
English Language and Cultures a　　English Writing a 
English Language and Cultures b　　English Writing b

導
　
　
　
　
　
入

ドイツ語初級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級１ｂ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ａ　　　　⑴ 
ドイツ語初級２ｂ　　　　⑴ 
フランス語初級１ａ　　　⑴ 
フランス語初級１ｂ　　　⑴ 
フランス語初級２ａ　　　⑴ 
フランス語初級２ｂ　　　⑴ 
中国語初級１ａ　　　　　⑴ 
中国語初級１ｂ　　　　　⑴ 
中国語初級２ａ　　　　　⑴ 
中国語初級２ｂ　　　　　⑴ 
スペイン語初級１ａ　　　⑴ 
スペイン語初級１ｂ　　　⑴ 
スペイン語初級２ａ　　　⑴ 
スペイン語初級２ｂ　　　⑴ 
ロシア語初級１ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級１ｂ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ａ　　　　⑴ 
ロシア語初級２ｂ　　　　⑴ 
インドネシア語初級１ａ　⑴ 
インドネシア語初級１ｂ　⑴ 
インドネシア語初級２ａ　⑴ 
インドネシア語初級２ｂ　⑴ 
コリア語初級１ａ　　　　⑴ 
コリア語初級１ｂ　　　　⑴ 
コリア語初級２ａ　　　　⑴ 
コリア語初級２ｂ　　　　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。 
 
・「導入」の各科目を履修する場 
　合，同一言語の初級１ａ・ｂと初 
　級２ａ・ｂの４科目４単位をセッ 
　トで履修しなければなりません。 
 
・「導入」の各科目は，同一言語の 
　科目をすべて（４科目４単位）履 
　修している，あるいは修得してい 
　る場合，他の言語を履修すること 
　はできません。

基
　
　
礎

ドイツ語中級１ａ　  ⑴　中国語中級１ａ　　  ⑴　ロシア語中級１ａ　　　  ⑴　コリア語中級１ａ  ⑴ 
ドイツ語中級１ｂ　  ⑴　中国語中級１ｂ　　  ⑴　ロシア語中級１ｂ　　　  ⑴　コリア語中級１ｂ  ⑴ 
ドイツ語中級２ａ　  ⑴　中国語中級２ａ　　  ⑴　ロシア語中級２ａ　　　  ⑴　コリア語中級２ａ  ⑴ 
ドイツ語中級２ｂ　  ⑴　中国語中級２ｂ　　  ⑴　ロシア語中級２ｂ　　　  ⑴　コリア語中級２ｂ  ⑴ 
フランス語中級１ａ  ⑴　スペイン語中級１ａ  ⑴　インドネシア語中級１ａ  ⑴ 
フランス語中級１ｂ  ⑴　スペイン語中級１ｂ  ⑴　インドネシア語中級１ｂ  ⑴ 
フランス語中級２ａ  ⑴　スペイン語中級２ａ  ⑴　インドネシア語中級２ａ  ⑴ 
フランス語中級２ｂ  ⑴　スペイン語中級２ｂ  ⑴　インドネシア語中級２ｂ  ⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。 
 
・「基礎」の各科目は，２単位まで 
　修得することができます。ただ 
　し，同一年度に同一科目を履修す 
　ることはできません。 
 
・「応用」の各科目は，同一年度に 
　２単位，年度を越えてさらに２単 
　位履修することができ，合計４単 
　位まで修得することができます。

応
　
　
用

ドイツ語上級１ａ　　⑴　　ロシア語上級１ａ　　　　⑴ 
ドイツ語上級１ｂ　　⑴　　ロシア語上級１ｂ　　　　⑴ 
フランス語上級１ａ　⑴　　インドネシア語上級１ａ　⑴ 
フランス語上級１ｂ　⑴　　インドネシア語上級１ｂ　⑴ 
中国語上級１ａ　　　⑴　　コリア語上級１ａ　　　　⑴ 
中国語上級１ｂ　　　⑴　　コリア語上級１ｂ　　　　⑴ 
スペイン語上級１ａ　⑴ 
スペイン語上級１ｂ　⑴

選択ドイツ語１ａ　　⑴　　選択スペイン語１ａ　⑴　　選択イタリア語１ａ　⑴ 
選択ドイツ語１ｂ　　⑴　　選択スペイン語１ｂ　⑴　　選択イタリア語１ｂ　⑴ 
選択フランス語１ａ　⑴　　選択コリア語１ａ　　⑴ 
選択フランス語１ｂ　⑴　　選択コリア語１ｂ　　⑴ 
選択中国語１ａ　　　⑴　　選択アラビア語１ａ　⑴ 
選択中国語１ｂ　　　⑴　　選択アラビア語１ｂ　⑴

・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・選択１ａ・ｂを履修するために 
　は，母語以外の外国語「導入」の各 
　科目から同一言語の初級１ａ・ｂ 
　と初級２ａ・ｂをすべて（４科目 
　４単位）修得していなければなり 
　ません。  
・選択１ａ・ｂを履修する場合に 
　は，「導入」の各科目で４科目４単 
　位を修得した言語とは異なる言語 
　から，同一言語の選択１ａ・ｂを 
　セットで履修してください。 

世界の言語と文化（ドイツ語）　  世界の言語と文化（中国語）　　  世界の言語と文化（ロシア語）　　　  世界の言語と文化（コリア語） 
世界の言語と文化（フランス語）  世界の言語と文化（スペイン語）  世界の言語と文化（インドネシア語） ・修得した単位は、自由選択修得要 

　件単位に算入されます。
言語文化研究（ヨーロッパ）１　　言語文化研究（アジア）１　　言語文化研究（アメリカ） 
言語文化研究（ヨーロッパ）２　　言語文化研究（アジア）２

 
海 外 語 学 研 修 

海外語学短期研修１（外国語）　　海外語学短期研修２（外国語）　 ・修得した単位は，自由選択修得要 
　件単位に算入されます。  
・海外語学短期研修は，夏期留学プ 
　ログラムを修了した場合に短期研 
　修１に，春期留学プログラムを修 
　了した場合に短期研修２に認定さ 
　れます。  
・海外語学中期研修は，中期留学プ 
　ログラムを修了した場合に認定さ 
　れます。 

海外語学中期研修１（外国語）　　海外語学中期研修４（外国語）　　海外語学中期研修７（外国語） 
海外語学中期研修２（外国語）　　海外語学中期研修５（外国語）　　海外語学中期研修８（外国語） 
海外語学中期研修３（外国語）　　海外語学中期研修６（外国語）



文学部ジャーナリズム学科専門科目一覧

173 ～ 174

ジャーナリズム学科 

凡例：○必修，△選択

区　分 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 卒業要件 
単　　位 備　　　考科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選 科　目　名 単位 必・選

転換・導入科目 6
教 養 科 目 6
外国語科目 8

専
　
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
　
目

基
　
礎
　
科
　
目

情報表現実習（基礎） 
ジャーナリズム論

2 
2

〇 
〇

情報表現実習（応用） 
言論法

2 
2

〇 
〇 8

82
10 科目 24 単位必修 
 
29 科目 58 単位選択

メディア・コミュニケーション史 
ジャーナリズムの思想史 
現代社会とジャーナリズム 
ウエブジャーナリズム論 
新聞学 
放送学 
出版学 
パブリックメディア論 
テキストメディア論 
アーカイブ概論 
ジャーナリズムとアーカイブ 
アーカイブ発達史

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△

基
　
　
幹
　
　
科
　
　
目

市民とメディア 
娯楽とメディア 
言葉とメディア 
科学とメディア 
教育とメディア 
技術とメディア 
宗教とメディア 
映像ジャーナリズム論 
フォト・ジャーナリズム論 
雑誌ジャーナリズム論 
国際ジャーナリズム論 
経済ジャーナリズム論 
政治ジャーナリズム論 
戦争ジャーナリズム論 
沖縄ジャーナリズム論 
スポーツジャーナリズム論 
ジャーナリズムとメディア 
事件・災害とジャーナリズム 
憲法とジャーナリズム  
広告学 
ＰＲ論 
情報アクセシビリティ論 
コンテンツ産業論 
メディア技術の基礎 
メディア批評 
ジャーナリズムの倫理

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△

発
　
　
展
　
　
・
　
　
応
　
　
用
　
　
科
　
　
目

応用実習 
 

2 
 

〇 
 
ゼミナール１ 
ゼミナール２ 

2 
2 

〇 
〇 

ゼミナール３ 
ゼミナール４ 
卒業論文・制作

2 
2 
6

〇 
〇 
〇

16

プロジェクトＡ 
プロジェクトＢ

2 
2

△ 
△

世論調査 
メディアコンテンツ制作 
アニメーション論 
マンガ論 
調査報道論 
インタビュー論 
コンテンツプロデュース 
情報マーケティング  
スポーツ情報戦略  
スポーツ政策 
心理情報とメンタルマネジメント 
コンディショニングのための情報分析  
スポーツ心理の情報分析 
グラフィックデザイン 
ウエブデザイン 
知的財産権 
アーカイブ政策 
アーカイブ法制 
アーカイブマネジメント 
デジタルアーカイブ 
ライティング１ 
ライティング２ 
インターンシップ

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△

ジャーナリズム実習 
ジャーナリズム特講 
アーカイブ総合実習 
アーカイブ特講

2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△

関
　
　
　
連
　
　
　
科
　
　
　
目

情報とスポーツ 
現代社会とスポーツ

2 
2

△ 
△

記録・史資料調査法 
記録・史資料調査実習 
スポーツインテリジェンス特講 
スポーツ医科学情報 
スポーツ栄養のイノベーション 
映像表現技法 
視覚表現論 
スポーツビジネス 
コーチング論 
コーチング実習 
文化情報資源論（図書館） 
文化情報資源論（博物館） 
スポーツ文化の国際比較研究 
スポーツと法 
ライフステージと健康情報 
スポーツの社会学 
中期留学プログラム１ 
中期留学プログラム２ 
中期留学プログラム３ 
中期留学プログラム４ 
中期留学プログラム５ 
中期留学プログラム６ 
中期留学プログラム７ 
中期留学プログラム８

2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△ 
△

映像特殊実習  
測定・調査実習 
シナリオライティング実習 
スポーツ総合実習

2 
2 
2 
2

△ 
△ 
△ 
△

自由選択 
修得要件 
単 位 と 
なる科目

ジャーナリズム学科の学生に受講が認められている，転換・導入科目，教養科目，外国語科目，文学部開講の専門科目。司書・学校司書課程の科目の一部（詳し
くは『教職・司書・司書教諭・学校司書・学芸員課程学修ガイドブック』参照）。全学公開科目。 22

転換・導入科目，教
養科目，外国語科
目，専門科目の超過
修得単位は自由選
択修得要件単位に
算入されます。

年次修得 
単 位 の 
目  　安

38 38 38 14 124



科　目　名
単
　
位

配当 
年次

○：必修，◎：選択必修，△：選択 
＃：自由選択修得要件単位

日
本
文
学
文
化

英語英米文
哲

歴
　
史

環
境
地
理

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

英語コミュ 
ニケーション 英語文化

ア ジ ア 文 化 研 究 １ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

ア ジ ア 文 化 研 究 ２ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

マ ン ガ 研 究 １ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

マ ン ガ 研 究 ２ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

比 較 文 化 研 究 １ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

比 較 文 化 研 究 ２ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

伝 統 文 化 研 究 １ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

伝 統 文 化 研 究 ２ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

演 劇 研 究 １ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

演 劇 研 究 ２ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

現 代 文 化 研 究 １ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

現 代 文 化 研 究 ２ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

映 画 研 究 １ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

映 画 研 究 ２ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

書 道 １ 2 1234 △

書 道 ２ 2 1234 △

書 道 ３ 2 1234 △

書 道 ４ 2 1234 △

書 道 ５ 2 1234 △

書 道 ６ 2 1234 △

書 道 史 2 23 △

書 道 美 学 論 2 23 △

ゼ ミ ナ ー ル １ 4 2 ○

ゼ ミ ナ ー ル ２ 4 3 ○

ゼ ミ ナ ー ル ３ 4 4 ○

卒 業 論 文 8 4 ○

文学部専門科目一覧

177 ～ 178

日本文学文化学科専門科目一覧

科　目　名
単
　
位

配当 
年次

○：必修，◎：選択必修，△：選択 
＃：自由選択修得要件単位

日
本
文
学
文
化

英語英米文
哲

歴
　
史

環
境
地
理

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

英語コミュ 
ニケーション 英語文化

日 本 文 学 概 論 １ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 学 概 論 ２ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 学 講 義 １ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 学 講 義 ２ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 学 講 義 ３ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 学 講 義 ４ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 学 講 義 ５ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 学 講 義 ６ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 化 講 義 １ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 化 講 義 ２ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 化 講 義 ３ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 化 講 義 ４ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 化 講 義 ５ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 化 講 義 ６ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

中 国 文 学 講 義 １ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

中 国 文 学 講 義 ２ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

出 版 文 化 論 １ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

出 版 文 化 論 ２ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

ビ ジ ュ ア ル 文 化 論 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

児 童 文 学 研 究 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 学 講 読 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 化 講 義 ７ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 化 講 義 ８ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 学 研 究 １ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 学 研 究 ２ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 学 研 究 ３ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 学 研 究 ４ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 学 研 究 ５ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 学 研 究 ６ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 学 研 究 ７ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 学 研 究 ８ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

現 代 文 学 研 究 １ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

現 代 文 学 研 究 ２ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

中 国 文 学 研 究 １ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

中 国 文 学 研 究 ２ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

比 較 文 学 研 究 １ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

比 較 文 学 研 究 ２ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

文 藝 創 作 １ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

文 藝 創 作 ２ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 学 通 史 １ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 学 通 史 ２ 2 1234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

中 国 文 学 史 １ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

中 国 文 学 史 ２ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 化 研 究 １ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 化 研 究 ２ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 化 研 究 ３ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 化 研 究 ４ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 化 研 究 ５ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 化 研 究 ６ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 化 研 究 ７ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

日 本 文 化 研 究 ８ 2 234 △ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃

専門科目一覧 



科　目　名
単
　
位

配当 
年次

○：必修，◎：選択必修，△：選択 
＃：自由選択修得要件単位

日
本
文
学
文
化

英語英米文
哲

歴
　
史

環
境
地
理

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

英語コミュ 
ニケーション 英語文化

Reading 1 1 1 ○ ○

Reading 2 1 1 ○ ○

Composition 1 1 1 ○ ○

Composition 2 1 1 ○ ○

Speaking 1 1 1 ○ ○

Integrated English 1 1 1 ○ ○

Speaking 2 1 1 ○ ○

Integrated English 2 1 1 ○ ○

Listening 1 1 1 ○ ○

Listening 2 1 1 ○ ○

英語総合演習１ 2 2 ○ ○

英語総合演習２ 2 2 ○ ○

Speaking 3 1 2 ○ ○

Speaking 4 1 2 ○ ○

Advanced Reading 1 2 2 ◎ ◎

Advanced Reading 2 2 2 ◎ ◎

Advanced Reading 3 2 34 ◎ ◎

Advanced Reading 4 2 34 ◎ ◎

Advanced Composition 1 2 2 ◎ ◎

Advanced Composition 2 2 2 ◎ ◎

Advanced Composition 3 2 34 ◎ ◎

Advanced Composition 4 2 34 ◎ ◎

Advanced Speaking 1 2 34 ◎ ◎

Advanced Speaking 2 2 34 ◎ ◎

Advanced Listening 1 2 2 ◎ ◎

Advanced Listening 2 2 2 ◎ ◎

Advanced Listening 3 2 34 ◎ ◎

Advanced Listening 4 2 34 ◎ ◎

上 級 英 語 総 合 演 習 １ 2 34 ◎

上 級 英 語 総 合 演 習 ２ 2 34 ◎

国 際 理 解 １ 2 234 ◎ ◎

国 際 理 解 ２ 2 234 ◎ ◎

英語圏の歴史・社会・文化 2 234 ◎ ◎

異 文 化 交 流 2 234 ◎ ◎

英語プレゼンテーション１ 2 234 ◎

英語プレゼンテーション２ 2 234 ◎

通 訳 入 門 １ 2 2 ○ △

通 訳 入 門 ２ 2 2 ○ △

翻 訳 入 門 １ 2 2 ○ △

翻 訳 入 門 ２ 2 2 ○ △

通 訳 演 習 １ 2 34 ◎

通 訳 演 習 ２ 2 34 ◎

翻 訳 演 習 １ 2 34 ◎ △

翻 訳 演 習 ２ 2 34 ◎ △

翻 訳 演 習 ３ 2 34 ◎ △

翻 訳 演 習 ４ 2 34 ◎ △

Business & English 1 2 34 ◎ ◎

Business & English 2 2 34 ◎ ◎

Media English 1 2 34 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

Media English 2 2 34 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

Japan & the World 1 2 34 ◎ ◎

Japan & the World 2 2 34 ◎ ◎

英国・英語圏の文学と文化 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

イ ギ リ ス 文 学 の 世 界 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

179 ～ 180

英語英米文学科専門科目一覧

専門科目一覧 
科　目　名

単
　
位

配当 
年次

○：必修，◎：選択必修，△：選択 
＃：自由選択修得要件単位

日
本
文
学
文
化

英語英米文
哲

歴
　
史

環
境
地
理

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

英語コミュ 
ニケーション 英語文化

ア メ リ カ 文 学 の 世 界 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

米国・英語圏の文学と文化 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

文 学 作 品 と 英 語 表 現 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英 米 の 小 説 ・ 詩 ・ 演 劇 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英米ポップカルチャー論１ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英米ポップカルチャー論２ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英 文 法 の し く み 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英 語 の し く み 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英 語 の 音 声 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英 語 の 変 遷 史 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

イギリスの歴史と文化１ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

イギリスの歴史と文化２ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

アメリカの歴史と文化１ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

アメリカの歴史と文化２ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英語教育の研究と実践１ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英語教育の研究と実践２ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

こ と ば と 社 会 ・ 文 化 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

異文化コミュニケーション 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英 米 映 画 論 １ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英 米 映 画 論 ２ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英米文学文化特殊講義１ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英米文学文化特殊講義２ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英米文学文化特殊講義３ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英米文学文化特殊講義４ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英米文学文化特殊講義５ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英米文学文化特殊講義６ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英 語 学 の 諸 問 題 １ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英 語 学 の 諸 問 題 ２ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

こ と ば の 獲 得 １ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

こ と ば の 獲 得 ２ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英 米 研 究 特 殊 講 義 １ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英 米 研 究 特 殊 講 義 ２ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英 米 研 究 特 殊 講 義 ３ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

英 米 研 究 特 殊 講 義 ４ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

外 国 語 学 習 の 科 学 １ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

外 国 語 学 習 の 科 学 ２ 2 234 ＃ ◎ ◎ ＃ ＃ ＃ ＃

特 別 総 合 講 義 2 1234 ＃ △ △ ＃ ＃ ＃ ＃

中 期 留 学 １ 2 234 ◎ △

中 期 留 学 ２ 2 234 ◎ △

中 期 留 学 ３ 2 234 ◎ △

中 期 留 学 ４ 2 234 ◎ △

中 期 留 学 ５ 2 234 ◎ △

中 期 留 学 ６ 2 234 ◎ △

中 期 留 学 ７ 2 234 ◎ △

中 期 留 学 ８ 2 234 ◎ △

Special Seminar 2 234 ＃ △ △ ＃ ＃ ＃ ＃

英 語 英 米 文 学 概 論 １ 2 1 ○ ○

英 語 英 米 文 学 概 論 ２ 2 1 ○ ○

ゼ ミ ナ ー ル １ 2 3 ○ ○

ゼ ミ ナ ー ル ２ 2 3 ○ ○

ゼ ミ ナ ー ル ３ 2 4 ○ ○

ゼ ミ ナ ー ル ４ 2 4 ○ ○

卒 業 研 究 4 4 ○ ○



科　目　名
単
　
位

配当 
年次

○：必修，◎：選択必修，△：選択 
＃：自由選択修得要件単位

日
本
文
学
文
化

英語英米文
哲

歴
　
史

環
境
地
理

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

英語コミュ 
ニケーション 英語文化

ギ リ シ ア 語 文 献 講 読 ２ 2 2 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

ギ リ シ ア 語 文 献 講 読 ３ 2 3 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

ギ リ シ ア 語 文 献 講 読 ４ 2 3 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

ギ リ シ ア 語 文 献 講 読 ５ 2 4 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

ギ リ シ ア 語 文 献 講 読 ６ 2 4 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

ラ テ ン 語 文 献 講 読 １ 2 2 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

ラ テ ン 語 文 献 講 読 ２ 2 2 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

ラ テ ン 語 文 献 講 読 ３ 2 3 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

ラ テ ン 語 文 献 講 読 ４ 2 3 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

ラ テ ン 語 文 献 講 読 ５ 2 4 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

ラ テ ン 語 文 献 講 読 ６ 2 4 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

ポ ッ プ カ ル チ ャ ー 論 2 1234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

映 像 文 化 論 2 1234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

パ フ ォ ー マ ン ス 論 2 1234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

哲 学 特 殊 講 義 １ 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

哲 学 特 殊 講 義 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

哲 学 特 殊 講 義 ３ 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

哲 学 特 殊 講 義 ４ 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

哲 学 の 手 ほ ど き 4 1 ＃ ＃ ＃ ○ ＃ ＃ ＃

こ と ば の 哲 学 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

論 理 の 哲 学 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

文 化 の 哲 学 １ 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

文 化 の 哲 学 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

フ ェ ミ ニ ズ ム 思 想 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

哲 学 特 殊 講 義 ５ 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

現 代 思 想 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

生 命 の 哲 学 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

社 会 学 原 論 １ 2 12 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

社 会 学 原 論 ２ 2 12 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

憲 法 １ 2 23 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

憲 法 ２ 2 23 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

現 代 社 会 論 １ 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

現 代 社 会 論 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

現 代 文 化 論 １ 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

現 代 文 化 論 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

家 族 の 社 会 学 １ 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

家 族 の 社 会 学 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

ゼ ミ ナ ー ル １ 4 2 ○

ゼ ミ ナ ー ル ２ 4 3 ○

ゼ ミ ナ ー ル ３ 4 4 ○

卒 業 論 文 8 4 ○

科　目　名
単
　
位

配当 
年次

○：必修，◎：選択必修，△：選択 
＃：自由選択修得要件単位

日
本
文
学
文
化

英語英米文
哲

歴
　
史

環
境
地
理

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

英語コミュ 
ニケーション 英語文化

哲 学 概 論 １ 2 12 ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃ ＃

哲 学 概 論 ２ 2 12 ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃ ＃

倫 理 学 概 論 １ 2 12 ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃ ＃

倫 理 学 概 論 ２ 2 12 ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃ ＃

論 理 学 概 論 １ 2 12 ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃ ＃

論 理 学 概 論 ２ 2 12 ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃ ＃

芸 術 学 概 論 １ 2 12 ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃ ＃

芸 術 学 概 論 ２ 2 12 ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃ ＃

西 洋 哲 学 史 （ 古 代 ） 2 123 ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃ ＃

西 洋 哲 学 史 （ 中 世 ） 2 123 ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃ ＃

西 洋 哲 学 史 （ 近 代 ） １ 2 123 ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃ ＃

西 洋 哲 学 史 （ 近 代 ） ２ 2 123 ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃ ＃

西 洋 哲 学 史 （ 現 代 ） １ 2 123 ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃ ＃

西 洋 哲 学 史 （ 現 代 ） ２ 2 123 ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃ ＃

日 本 思 想 史 １ 2 123 ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃ ＃

日 本 思 想 史 ２ 2 123 ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃ ＃

中 国 思 想 史 2 123 ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃ ＃

ア ジ ア 思 想 特 殊 講 義 １ 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

イ ン ド 思 想 史 2 123 ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃ ＃

ア ジ ア 思 想 特 殊 講 義 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

イ ス ラ ム 思 想 史 2 123 ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃ ＃

ア ジ ア 思 想 特 殊 講 義 ３ 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

日本の思想（近現代以前） 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

近 現 代 の 日 本 の 思 想 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

日 本 の 伝 統 芸 能 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

精 神 分 析 学 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

言 語 論 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

宗 教 学 １ 2 1234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

宗 教 学 ２ 2 1234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

心 の 哲 学 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

科 学 哲 学 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

社 会 の 哲 学 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

倫 理 の 哲 学 2 234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

音 楽 論 2 1234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

美 術 論 １ 2 1234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

美 術 論 ２ 2 1234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

ギ リ シ ア 語 入 門 １ 2 1234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

ギ リ シ ア 語 入 門 ２ 2 1234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

ラ テ ン 語 入 門 １ 2 1234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

ラ テ ン 語 入 門 ２ 2 1234 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃

ギ リ シ ア 語 文 献 講 読 １ 2 2 ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃ ＃
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哲学科専門科目一覧

専門科目一覧 



科　目　名
単
　
位

配当 
年次

○：必修，◎：選択必修，△：選択 
＃：自由選択修得要件単位

日
本
文
学
文
化

英語英米文
哲

歴
　
史

環
境
地
理

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

英語コミュ 
ニケーション 英語文化

日本近代の政治と社会１ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

日本近代の政治と社会２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

中国古代の国家と家族１ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

中国古代の国家と家族２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

東 ア ジ ア 関 係 論 １ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

東 ア ジ ア 関 係 論 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

南 ア ジ ア 関 係 論 １ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

南 ア ジ ア 関 係 論 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

ヨーロッパの国家と民衆１ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

ヨーロッパの国家と民衆２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

近代ヨーロッパの社会と政治１ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

近代ヨーロッパの社会と政治２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

アメリカの人種と政治１ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

アメリカの人種と政治２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

世 界 史 講 義 １ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

世 界 史 講 義 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

世 界 史 講 義 ３ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

世 界 史 講 義 ４ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

世 界 史 講 義 ５ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

世 界 史 講 義 ６ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

世 界 史 講 義 ７ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

世 界 史 講 義 ８ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

東 ア ジ ア 考 古 学 １ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

東 ア ジ ア 考 古 学 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

日 本 の 宗 教 と 社 会 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

イ ス ラ ー ム 史 １ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

イ ス ラ ー ム 史 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

ジ ェ ン ダ ー 史 １ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

ジ ェ ン ダ ー 史 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

古 文 書 学 概 論 １ 2 12 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

古 文 書 学 概 論 ２ 2 12 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

考 古 学 概 論 １ 2 12 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

考 古 学 概 論 ２ 2 12 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

総 合 世 界 史 １ 2 12 △

総 合 世 界 史 ２ 2 12 △

総 合 世 界 史 ３ 2 12 △

総 合 世 界 史 ４ 2 12 △

考 古 学 実 習 １ 4 23 △

古 文 書 学 実 習 4 34 △

考 古 学 実 習 ２ 4 34 △

ゼ ミ ナ ー ル １ 4 2 ○

ゼ ミ ナ ー ル ２ 4 3 ○

ゼ ミ ナ ー ル ３ 4 4 ○

卒 業 論 文 8 4 ○

科　目　名
単
　
位

配当 
年次

○：必修，◎：選択必修，△：選択 
＃：自由選択修得要件単位

日
本
文
学
文
化

英語英米文
哲

歴
　
史

環
境
地
理

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

英語コミュ 
ニケーション 英語文化

日 本 史 概 説 １ 2 12 ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃

日 本 史 概 説 ２ 2 12 ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃

ア ジ ア 史 概 説 １ 2 12 ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃

ア ジ ア 史 概 説 ２ 2 12 ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃

欧 米 史 概 説 １ 2 12 ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃

欧 米 史 概 説 ２ 2 12 ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃ ＃

歴 史 資 料 研 究 法 １ 2 2 ◎

歴 史 資 料 研 究 法 ２ 2 2 ◎

歴 史 資 料 研 究 法 ３ 2 2 ◎

歴 史 資 料 研 究 法 ４ 2 2 ◎

歴 史 資 料 研 究 法 ５ 2 2 ◎

歴 史 資 料 研 究 法 ６ 2 2 ◎

歴 史 資 料 研 究 法 ７ 2 2 ◎

歴 史 資 料 研 究 法 ８ 2 2 ◎

歴 史 資 料 研 究 法 ９ 2 2 ◎

歴 史 資 料 研 究 法 10 2 2 ◎

歴 史 資 料 研 究 法 11 2 2 ◎

歴 史 資 料 研 究 法 12 2 2 ◎

歴 史 資 料 研 究 法 13 2 2 ◎

歴 史 資 料 研 究 法 14 2 2 ◎

歴 史 資 料 研 究 法 15 2 2 ◎

歴 史 資 料 研 究 法 16 2 2 ◎

歴 史 資 料 研 究 法 17 2 2 ◎

歴 史 資 料 研 究 法 18 2 2 ◎

歴 史 資 料 研 究 法 19 2 2 ◎

歴 史 資 料 研 究 法 20 2 2 ◎

日 本 文 化 史 １ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

日 本 文 化 史 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

ア ジ ア 文 化 史 １ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

ア ジ ア 文 化 史 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

欧 米 文 化 史 １ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

欧 米 文 化 史 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

古墳からみた国家形成１ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

古墳からみた国家形成２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

日本古代の国家と社会１ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

日本古代の国家と社会２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

日本古代の国家と宗教１ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

日本古代の国家と宗教２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

日 本 中 世 の 法 と 政 治 １ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

日 本 中 世 の 法 と 政 治 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

日本近世の政治と社会１ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

日本近世の政治と社会２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

生きることの日本近代史１ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃

生きることの日本近代史２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃ ＃
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歴史学科専門科目一覧

専門科目一覧 



科　目　名
単
　
位

配当 
年次

○：必修，◎：選択必修，△：選択 
＃：自由選択修得要件単位

日
本
文
学
文
化

英語英米文
哲

歴
　
史

環
境
地
理

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

英語コミュ 
ニケーション 英語文化

地 域 生 態 学 １ 2 23 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃

地 域 生 態 学 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

環 境 地 図 学 １ 2 23 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃

環 境 地 図 学 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

空 間 情 報 学 １ 2 23 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃

空 間 情 報 学 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

地 域 研 究 １ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

地 域 研 究 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

地 域 研 究 ３ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

地 域 研 究 ４ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

地 域 研 究 ５ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

文 化 地 理 学 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

経 済 地 理 学 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

陸 水 学 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

地理情報システム実習１ 2 234 △

地理情報システム実習２ 2 234 △

リモートセンシング実習１ 2 234 △

リモートセンシング実習２ 2 234 △

測 量 学 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

応 用 測 量 学 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

測 量 学 実 習 4 234 △

環 境 地 理 学 特 殊 講 義 Ａ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

環 境 地 理 学 特 殊 講 義 Ｂ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

環 境 地 理 学 特 殊 講 義 Ｃ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

ゼ ミ ナ ー ル １ 4 3 ○

ゼ ミ ナ ー ル ２ 4 4 ○

卒 業 論 文 8 4 ○

科　目　名
単
　
位

配当 
年次

○：必修，◎：選択必修，△：選択 
＃：自由選択修得要件単位

日
本
文
学
文
化

英語英米文
哲

歴
　
史

環
境
地
理

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

英語コミュ 
ニケーション 英語文化

環境地理学概論及び調査法 4 1 ○

野 外 調 査 法 １ 4 2 ○

人 文 地 理 学 概 論 １ 2 12 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃

人 文 地 理 学 概 論 ２ 2 12 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃

自 然 地 理 学 概 論 １ 2 12 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃

自 然 地 理 学 概 論 ２ 2 12 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃

地 誌 学 概 論 2 12 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃

人 文 環 境 学 調 査 法 １ 2 23 ◎

人 文 環 境 学 調 査 法 ２ 2 23 ◎

人 文 環 境 学 調 査 法 ３ 2 23 ◎

人 文 環 境 学 調 査 法 ４ 2 23 ◎

人 文 環 境 学 調 査 法 ５ 2 23 ◎

自 然 環 境 学 調 査 法 １ 2 23 ◎

自 然 環 境 学 調 査 法 ２ 2 23 ◎

自 然 環 境 学 調 査 法 ３ 2 23 ◎

野 外 調 査 法 ２ 4 34 ◎

都 市 環 境 学 １ 2 23 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃

都 市 環 境 学 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

農 村 環 境 学 １ 2 23 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃

農 村 環 境 学 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

歴 史 環 境 学 １ 2 23 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃

歴 史 環 境 学 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

社 会 環 境 学 １ 2 23 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃

社 会 環 境 学 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

地 誌 学 １ 2 23 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃

地 誌 学 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

地 形 環 境 学 １ 2 23 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃

地 形 環 境 学 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

気 候 環 境 学 １ 2 23 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ◎ ＃

気 候 環 境 学 ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △ ＃

185 ～ 186

環境地理学科専門科目一覧

専門科目一覧 



科　目　名
単
　
位

配当 
年次

○：必修，◎：選択必修，△：選択 
＃：自由選択修得要件単位

日
本
文
学
文
化

英語英米文
哲

歴
　
史

環
境
地
理

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

英語コミュ 
ニケーション 英語文化

中 期 留 学 プ ロ グ ラ ム ３ 2 234 △

中 期 留 学 プ ロ グ ラ ム ４ 2 234 △

中 期 留 学 プ ロ グ ラ ム ５ 2 234 △

中 期 留 学 プ ロ グ ラ ム ６ 2 234 △

中 期 留 学 プ ロ グ ラ ム ７ 2 234 △

中 期 留 学 プ ロ グ ラ ム ８ 2 234 △

プ ロ ジ ェ ク ト Ａ 2 23 △

プ ロ ジ ェ ク ト Ｂ 2 23 △

ゼ ミ ナ ー ル １ 2 3 ○

ゼ ミ ナ ー ル ２ 2 3 ○

ゼ ミ ナ ー ル ３ 2 4 ○

ゼ ミ ナ ー ル ４ 2 4 ○

卒 業 論 文 ・ 制 作 6 4 ○

情 報 表 現 実 習 （ 基 礎 ） 2 1 ○

情 報 表 現 実 習 （ 応 用 ） 2 2 ○

応 用 実 習 2 2 ○

ジャーナリズムの思想史 2 123 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

パ ブ リ ッ ク メ デ ィ ア 論 2 123 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

テ キ ス ト メ デ ィ ア 論 2 123 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ア ー カ イ ブ 発 達 史 2 123 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

情 報 と ス ポ ー ツ 2 1234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

スポーツ文化の国際比較研究 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ス ポ ー ツ と 法 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

スポーツ栄養のイノベーション 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

スポーツインテリジェンス特講 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

宗 教 と メ デ ィ ア 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

経 済 ジ ャ ー ナ リ ズ ム 論 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ジャーナリズムとメディア 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

メ デ ィ ア 技 術 の 基 礎 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

世 論 調 査 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

メディアコンテンツ制作 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ア ニ メ ー シ ョ ン 論 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

マ ン ガ 論 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

調 査 報 道 論 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

イ ン タ ビ ュ ー 論 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

コンテンツプロデュース 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

情 報 マ ー ケ テ ィ ン グ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

グ ラ フ ィ ッ ク デ ザ イ ン 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ウ エ ブ デ ザ イ ン 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

知 的 財 産 権 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ア ー カ イ ブ 法 制 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

アーカイブマネジメント 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

デ ジ タ ル ア ー カ イ ブ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

コ ー チ ン グ 実 習 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ラ イ テ ィ ン グ １ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ラ イ テ ィ ン グ ２ 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ア ー カ イ ブ 総 合 実 習 2 34 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

記 録 ・ 史 資 料 調 査 実 習 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

映 像 表 現 技 法 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

視 覚 表 現 論 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

文化情報資源論（博物館） 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

映 像 特 殊 実 習 2 34 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

シナリオライティング実習 2 34 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

科　目　名
単
　
位

配当 
年次

○：必修，◎：選択必修，△：選択 
＃：自由選択修得要件単位

日
本
文
学
文
化

英語英米文
哲

歴
　
史

環
境
地
理

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

英語コミュ 
ニケーション 英語文化

ジ ャ ー ナ リ ズ ム 論 2 1 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ○

ウエブジャーナリズム論 2 123 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

記 録 ・ 史 資 料 調 査 法 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ライフステージと健康情報 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ス ポ ー ツ 総 合 実 習 2 34 △

測 定 ・ 調 査 実 習 2 34 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

コンディショニングのための情報分析 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ス ポ ー ツ 医 科 学 情 報 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

スポーツ心理の情報分析 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ス ポ ー ツ の 社 会 学 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

コ ー チ ン グ 論 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ア ー カ イ ブ 政 策 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ス ポ ー ツ 政 策 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ス ポ ー ツ ビ ジ ネ ス 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

文化情報資源論（図書館） 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

放 送 学 2 123 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

映 像 ジ ャ ー ナ リ ズ ム 論 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

新 聞 学 2 123 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

憲 法 と ジ ャ ー ナ リ ズ ム 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

出 版 学 2 123 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

雑 誌 ジ ャ ー ナ リ ズ ム 論 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

Ｐ Ｒ 論 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

広 告 学 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ジャーナリズムとアーカイブ 2 123 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ア ー カ イ ブ 概 論 2 123 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

言 論 法 2 2 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ○

ジ ャ ー ナ リ ズ ム の 倫 理 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

言 葉 と メ デ ィ ア 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

国 際 ジ ャ ー ナ リ ズ ム 論 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

教 育 と メ デ ィ ア 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

技 術 と メ デ ィ ア 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

市 民 と メ デ ィ ア 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

科 学 と メ デ ィ ア 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

娯 楽 と メ デ ィ ア 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

メディア・コミュニケーション史 2 123 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

メ デ ィ ア 批 評 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ジ ャ ー ナ リ ズ ム 実 習 2 34 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ジ ャ ー ナ リ ズ ム 特 講 2 34 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

イ ン タ ー ン シ ッ プ 2 234 △

心理情報とメンタルマネジメント 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ス ポ ー ツ 情 報 戦 略 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

現 代 社 会 と ス ポ ー ツ 2 1234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

事件・災害とジャーナリズム 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

現代社会とジャーナリズム 2 123 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

フォト・ジャーナリズム論 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

政 治 ジ ャ ー ナ リ ズ ム 論 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

戦 争 ジ ャ ー ナ リ ズ ム 論 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

スポーツジャーナリズム論 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

沖 縄 ジ ャ ー ナ リ ズ ム 論 2 234 △

コ ン テ ン ツ 産 業 論 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

情報アクセシビリティ論 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

ア ー カ イ ブ 特 講 2 34 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △

中 期 留 学 プ ロ グ ラ ム １ 2 234 △

中 期 留 学 プ ロ グ ラ ム ２ 2 234 △
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ジャーナリズム学科専門科目一覧

専門科目一覧 
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日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格について 
 
 
 
 
　　　　　　Ⅰ　科目設置の趣旨と教育の目的 

　　　　　　Ⅱ　文学部で取得できる資格について 

　　　　　　Ⅲ　日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度関連科目 

　　　　　　Ⅳ　文学部と日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格 

　　　　　　Ⅴ　日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度関連資料





 

Ⅰ　科目設置の趣旨と教育の目的 
 

 

　現代社会におけるスポーツは，それ自身が目覚ましい発展を遂げたばかりでなく，極めて大きな

社会的影響力を持つようになっています。今やスポーツは，政治的，経済的，さらに文化的にも，

人々の生き方や暮らし方に重要な影響を与えています。人々のスポーツへの関わり方は，単に「す

る」立場だけでなく，スポーツを「みる」立場，そしてスポーツを「ささえる」立場へとその領域

を大きく広げています。 

　このスポーツの世界において，情報が一つの鍵を握るようになっています。情報（Intelligence）

は「ある特定の目的について適切な判断を下し，行動の意思決定をするために役立つ資料や知識」

と定義づけられており，スポーツにおいては各種メディアで報じられているスポーツニュースをは

じめ，自ら撮影した競技映像，試合後に公式発表される競技結果，現在では情報を分析する専門の

アナリストも存在し，パフォーマンスの向上やゲーム分析など，情報の利用は活発に行われていま

す。 

　文学部ジャーナリズム学科に設置されたスポーツインテリジェンス分野では，このようなスポー

ツフィールドに散在する様々な情報を，科学的な手法を通じて高次の情報，すなわちインテリジェ

ンスへ分析・加工し，そのインテリジェンスをスポーツフィールドへ正しく還元できる能力を身に

つけるための授業を展開しています。コーチング，スポーツコンディショニング，情報戦略，メン

タルマネジメント，健康，医・科学，栄養，法制，文化国際比較など，スポーツを取り巻く幅広い

領域の科目が用意されています。そしてこれらの学びを通し，情報をキーワードとしてスポーツに

幅広い視点から関わっていくことのできる人材を育成することを目的としています。また，これら

の科目を履修し単位を修得することで，日本スポーツ協会の「公認スポーツ指導者」の共通科目Ⅰ，

Ⅱ，Ⅲの申請をすることができます（免除適応コース）。 

　当該科目を履修することは，単に自らの競技力向上に結び付けるだけではありません。自ら学び

身に付けたことを，将来，どのように社会に対して還元できるかという立場から，応用力や人間力

の獲得をも意識する必要があります。2019 年度に改定された日本スポーツ協会公認スポーツ指導

者制度では，「人間力」と称する「思考・判断（スポーツの意義と価値の理解，コーチングの理念・

哲学等）」と，「態度・行動（対自分力，対他者力）」に関する内容の比重が，以前よりも増やされて

います。このことからもわかるように，プログラムは必ずしもトップアスリートの育成や運動能力

の向上のためだけではなく，スポーツを通して「より良い生き方」，「生きがい」を探究するととも

に，将来的にスポーツを通じた社会貢献に繋がることも期待されています。将来の自らの姿を想像

しつつ，明確な目標を持って授業に参加してくれることを願っています。 
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Ⅱ　文学部で取得できる資格について 
 

 

　文学部では所定の単位を修得することにより，日本スポーツ協会のコーチングアシスタント（ス

ポーツ指導者基礎資格）を申請することができます。また，その後の上位講習を受講することによ

り取得できる，「競技別指導者資格」や「フィットネス資格」，「マネジメント指導者資格」といった

各種資格取得に必要な『共通Ⅰ』『共通Ⅱ』『共通Ⅲ』の講習・試験の一部またはすべてが免除され

ます。  

　上記の資格取得あるいは免除適応を受けるためには，事前に日本スポーツ協会のホームページよ

り「マイページ」の登録及びリファレンスブックを購入する必要があります。また，指定された時

間数を満たすよう，単位を修得する必要があります。修了判定については，検定試験（オンライン

テスト）に合格した後，日本スポーツ協会から資格登録手続の案内がありますので，各自資格登録

手続きを行ってください。この手続きを行わないと適応コースを修了したことにはなりません。 
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Ⅲ　日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度関連科目 
 

 

⑴　履修上の注意 

　日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格取得に必要な科目は，文学部ジャーナリズム学科の専

門科目として設置されており，文学部全学科の学生が履修することができます。ただし，文学部

ジャーナリズム学科以外の学生がこれらの科目の単位を修得した場合には自由選択修得要件単位算

入されます。 

 

〈日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度関連科目一覧〉 
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科　目　名
単
　
　
位

配
当
年
次

△：専門選択　＃：自由選択修得要件単位
備  考日本

文学
文化

英語英米文
哲 歴史 環境

地理
ジ ャ ー
ナリズム英語コミュ

ニケーション
英語 
文化

コ ー チ ン グ 論 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △
ス ポ ー ツ 政 策 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △
ス ポ ー ツ の 社 会 学 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △
ラ イ フ ス テ ー ジ と 健 康 情 報 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △
コ ー チ ン グ 実 習 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △
コンディショニングのための情報分析 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △
ス ポ ー ツ 医 科 学 情 報 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △
スポーツ栄養のイノベーション 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △
ス ポ ー ツ 心 理 の 情 報 分 析 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △
ス ポ ー ツ と 法 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △
ス ポ ー ツ ビ ジ ネ ス 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △
現 代 社 会 と ス ポ ー ツ 2 1234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △
心理情報とメンタルマネジメント 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △
ス ポ ー ツ 情 報 戦 略 2 234 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △
測 定 ・ 調 査 実 習 2 34 ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ ＃ △



　公認スポーツ指導者養成講習会共通科目コース免除申請 科目内容対応表 
【共通科目Ⅲコース】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資格取得申請を行うためには，総時間数と「コーチングを理解しよう」の時間数が以下の時間数を超

えている必要があります。 
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共通科目内容
免除申請内容

科　目　名 時間（h） 時間計（h）
コーチングを理解しよう コーチング論 6

80

１．コーチングとは コーチング実習 4
２．コーチに求められる役割 コンディショニングのための情報分析 4
３．コーチに求められる知識とスキル ライフステージと健康情報 10
４．対他者力を磨こう 測定・調査実習 18
５．対自己力を磨こう 心理情報とメンタルマネジメント 2
６．スポーツの意義と価値 スポーツ心理の情報分析 2
７．スポーツの価値を守るスポーツ権 スポーツ医科学情報 2
８．スポーツの自治ーガバナンスとコンプライアンスー スポーツの社会学 2
９．暴力・ハラスメントの根絶 スポーツ政策 10
10．スポーツのインテグリティ スポーツと法 20
11．スポーツ事故におけるスポーツ指導者の法的責任
12．スポーツ仲裁
13．スポーツ倫理
14．時代をリードするコーチング

グッドコーチに求められる医・科学知識 コーチング論 2
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１．スポーツトレーニングの基本的な考え方と理論体系 コーチング実習 20
２．体力のトレーニング コンディショニングのための情報分析 20
３．スキルトレーニング 測定・調査実習 4
４．心のトレーニング ライフステージと健康情報 2
５．スポーツと栄養 スポーツ心理の情報分析 18
６．スポーツに関連する医学的知識 心理情報とメンタルマネジメント 22
７．アンチ・ドーピング スポーツ医科学情報 26

スポーツ栄養のイノベーション 30

現場・環境に応じたコーチング コーチング論 2

70

１．コーチング環境の特徴 ライフステージと健康情報 6
２．ハイパフォーマンススポーツにおける今日的なコーチング 測定・調査実習 2
３．スポーツ組織のマネジメント スポーツ心理の情報分析 4
４．障がい者スポーツ 心理情報とメンタルマネジメント 6

現代社会とスポーツ 12
スポーツの社会学 12
スポーツ情報戦略 20
スポーツビジネス 6

合計 294

総時間数 コーチングを理解しよう
共通科目Ⅰ 45 時間 16 時間
共通科目Ⅱ 135 時間 46 時間
共通科目Ⅲ 150 時間 51 時間



⑵　日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度関連科目概要 

 

コーチング論  

　コーチングはあらゆる分野において，目的を達成するための手段の一つであり，人々が充実し満

足した生活を送ることを手助けするものである。近年，様々な分野でコーチングが注目されてお

り，教育現場や社会人教育に活用されている場面も多く見られる。本科目では，スポーツ現場に着

目したコーチングの事例を参照にして授業を展開し，コーチングについて基本的な考え方を理解

し，また国内外のスポーツの現場でのさまざまな応用・実践事例を取り上げてコーチングについて

考察を進める。 

 

スポーツ政策  

　現在，日本のスポーツ界は大きな変革の最中にある。2001 年度のスポーツ振興基本計画に始まっ

た初期の変革は，10 年後のスポーツ基本計画へと引き継がれ，2015 年にはスポーツ庁が文部科学

省の外局として設置されるに至っている。その間，国の施設として国立スポーツ科学センターやナ

ショナルトレーニングセンターが稼働し，また呼応するように地域においてもスポーツの変革が始

まっている。本科目ではこれらのスポーツ政策立案過程にまつわる動きについて多大に影響を与え

た情報（インテリジェンス）の役割を中心に講義を展開し，スポーツと政治の関係性について考え

ていく。 

 

スポーツの社会学  

　現代において，スポーツは社会現象あるいは文化現象となるほど多大な影響力を有するメインカ

ルチャーとなっている。スポーツは現在では社会経済への貢献や政治的機能の遂行，地域社会の活

性化や社会統合など多くの社会的機能までも求められ，実際にそれらの機能を果たしている。本科

目では現代スポーツの持つ社会的機能や役割について体系的に学修するとともに，スポーツを巡る

様々な社会的問題点や課題について事例を紹介し，スポーツが社会の発展に寄与するためにどうあ

るべきかについて議論する。 

 

ライフステージと健康情報  

　生涯にわたる健康の保持・増進に人々の関心が集まり，メディア等で見聞きする機会が多くなっ

ている。身体活動や運動が健康に良い影響を及ぼすという科学的根拠も数多く発表され，スポーツ

が心，身体，文化的側面にもたらす効果への期待も高まっている。健康的な生活を実現するために

は，人々の体験談やメディアなどから溢れる「健康」にまつわる正しい情報をライフステージにあ

わせて身につけ実践する必要がある。本科目では多様で広範な科学の諸分野から健康に関する情報

を整理し，身近で優先度の高い課題を取り上げて理論と組み合わせて実践を試み，「健康」という

言葉をキーワードとして過去，現在，そして未来の自分自身の健康について考えていく。 
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コーチング実習  

　一人ひとり異なる選手の能力・性格を見極め，本人が持つ潜在能力や可能性を引き出す「コーチ

ング」について，実習を用いてチャレンジする。本科目では，指導計画，準備方法など，現場で必

要なことについて学習し，実際に実践できる能力を身につけることを狙いとする。さらに，チーム

ビルディング，思考力，問題解決力，自発的行動，コミュニケーションなどのスキルと，コーチン

グの考え方を実践より学び，より優れた各種プランの立案と，そのプランをマネジメントできるス

キルを身につけることを狙う。 

 

コンディショニングのための情報分析  

　ジャーナリズム活動の基礎も当然ながら，心と身体を健全に保つことから始まる。それは，健康

で豊かな生活を送るためには，運動・栄養・休養のバランスのよい生活習慣を若いうちに獲得して

健康の保持・増進に努めること，体力値を高めることにほかならない。そのためにはまず現時点で

の自分の身体の「状態（コンディション）」を知ること，そして自分がイメージする理想的な状態

に近づくための「方策（トレーニング）」を学び，良い方向に向かっていく「コンディショニング」

が大切である。本科目では，自分自身を客観的な指標に基づいて「知る」ことからスタートし，環

境や運動の刺激に対する人体の適応性を利用し，自分の「心」と「身体」の変化に気づき，「運動」

を組み込んだよりよい生活習慣を獲得，継続することを目的とする。 

 

スポーツ医科学情報  

　現代におけるスポーツ医科学の研究範囲は拡大し進歩し続けている。アスリート対象の研究とし

て近年では競技分析やスキル分析，戦術・戦略分析の分野の研究が盛んに行われるようになり，ス

ポーツ医科学の活用が競技成績を大きく左右する要因となっている。その一方，健康の維持・増進

としてのスポーツについても同様に研究が進んでおり，実際に住民の医療費削減や生活の質的向上

といった成果につながっていることが報告されている。本科目では，スポーツ医科学の最前線の情

報を，スポーツ医学，ライフサイエンス，スポーツサイエンスの切り口から紹介する。 

 

スポーツ栄養のイノベーション  

　人が生活を維持していくうえで，いかにコンディションを整えるかが重要であるかは言うまでも

ない。その究極の一例がアスリートで，トレーニングや試合でベストコンディションを維持するた

めには，栄養・食事に対する意識を高め，運動量や目的に合わせた食事の調整を身につける必要が

ある。本科目では，日常の栄養補給の理論とそれに基づく食事の知識，また栄養に関するイノベー

ションについて情報提供を行う。食生活における自己管理とは何か，栄養がヒトの何を変えるの

か，実際の国際競技会などを例に，どのような栄養摂取戦略がなされているのかなど栄養のイノ

ベーションについて学習する。 
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スポーツ心理の情報分析  

　人間が行動を起こす際には「心」が深く関わる。その典型例として，スポーツにおいても「心」

の動きによって，成績が大きく変化してしまうことがある。本科目では，スポーツにおける人の行

動を心の面から探り分析していくことで，人間行動を探求する。心を人の動きなどから探ったり，

技術が向上する過程を様々な角度から科学的・客観的に分析・評価することによって，「心」と「身

体」との関連を深く理解することを学ぶ。 

 

スポーツと法  

　スポーツ法学は，日本ではスポーツ活動中の事故をめぐる責任問題を中心に発展してきた。しか

し，スポーツが世界的メインカルチャーに成長してきた昨今，差別や人権問題，肖像権，選手選考，

プロ・スポーツ選手の契約，スポーツビジネスにおける権利，紛争解決など多様な法的問題が発生

するようになった。そのために，そのようなスポーツと法の関わりに対して関心が高まっている。

本科目では，スポーツ法学全体像を把握するために，まず，スポーツ法とは何か，スポーツ法学の

対象等について理解し，次に，スポーツ界で起きているさまざまな事例を通じて，学校体育・ス

ポーツ，地域スポーツからオリンピックやプロ・スポーツにいたるあらゆるスポーツの場面におい

てスポーツが直面している法的問題について学習する。 

 

スポーツビジネス  

　現在，国内外のプロスポーツは，野球をはじめサッカー，ゴルフ，バスケットボールなど一般的

にプロフェッショナルと呼ばれている選手に加え，オリンピックに出場するような選手の中にも自

分の競技以外に職を持たずに生活をしている人々をも対象としている。また，アスリート自身のみ

でなく，指導者やトレーナーにもプロフェッショナルが生まれている。本科目では，最新の国内外

のスポーツビジネス情報や，ユニークな取り組み情報などを提供しスポーツビジネスに関する基礎

から応用まで幅広く取り上げて講義を展開していく。 

 

現代社会とスポーツ  

　現代社会において，スポーツは著しい発展を遂げている。テレビや新聞などのメディアでスポー

ツが報道されない日はなく，更にはインターネット・メディアにおいてもスポーツに関する膨大な

映像コンテンツが配信されており，スポーツは今やメディアが注目する最大のコンテンツに成長し

た。また，スポーツはアスリートの華やかな活躍のみならず，健康の維持・増進，スポーツが有す

る公共性や求心力，地域住民のコミュニティ推進など，現代社会に欠かすことのできない文化でも

あり，市民生活の中でもその価値は高まっている。本科目はジャーナリズム活動を行うための基礎

教養として，様々な事例をもとに市民社会におけるスポーツが有するポテンシャルについて理解を

進め，スポーツの価値をジャーナリズムの観点から深く考察する。 
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心理情報とメンタルマネジメント  

　近年，スポーツ競技において，精神的な能力の発揮が競技成績を左右する重要な鍵となってい

る。これらはスポーツ心理学の分野で研究され実践された知見をもとに問題の本質を特定し，その

特性を理解することが重要である。本科目では，スポーツをする人にとっての心理的な課題の具体

的な解決方法について実際に体験し，心をマネジメントするための手段を探る。こうした心の自己

管理は，スポーツ分野にかかわらず，多くの市民生活の局面において，役立つものである。 

スポーツ情報戦略  

　情報とは，ある特定の目的について適切な判断を下し，行動の意志決定をするために役立つ資料

や知識のことである。一方，戦略とは，目的達成のためのシナリオ，である。これらのことから，

競技スポーツにおける情報戦略とは，競技力向上に有用な情報を戦略的に活用しようとする営み，

ということができる。スポーツではさまざまな階層で意志決定が行われており，扱われる情報の範

囲は広い。本科目では，競技スポーツにおける情報戦略について，その必要性と役割について学

ぶ。そこでは，実例や具体的なケースをもとにスポーツにおける情報戦略のプロセスについて，情

報の収集から加工，提供と活用までの範囲について学習する。 

 

測定・調査実習  

　身体情報に関わる数多くの情報を取捨選択し，正しい判断を行うには主としていままでの経験に

基づく「主観的」な情報とあわせて，測定・調査から得られる「客観的」な情報・評価が求められ

る。本実習では，身体情報に関する測定・調査を，（1）体力・運動能力に関わる領域，（2）身体活

動に関わる領域，（3）形態計測に関わる領域の３群に分け，それぞれの群の実習を行う。測定機器

は日々進化し，測定項目も多岐にわたっている事から，ウェアラブル機器やアプリを使用した測定

や競技種目特有の測定項目やテスト開発についても実習を行う。 
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Ⅳ　文学部と日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格 
 

⑴　スポーツ指導者に求められているもの 

　日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格の詳細については後ほど述べますが，漫然と単位を

修得しただけでは資格は与えられません。なぜなら，日本スポーツ協会が考えている公認スポーツ

指導者とは常にプレーヤーを最優先するというスタンスで，スポーツ医・科学の知識を活かし，「ス

ポーツを安全に，正しく，楽しく」指導し，「スポーツの本質的な楽しさ，素晴らしさ」を伝えるこ

とのできる者であり， 

　◎  スポーツに初めて出会うどもたちが，安心してスポーツ活動を楽しめるようサポートすること 

　◎  どの年代からでも，スポーツを始められるようサポートすること 

　◎  生涯を通じてスポーツを楽しむ方法や機会を提供すること 

　◎  スポーツの経験がない人でも「スポーツ愛好家」に導くようサポートすること 

　◎  技能をもっと高めたいという，ジュニアからトップレベルまでの競技者の願いが実現するよう 

　　  サポートすること 

　◎  スポーツを通して人間としてのマナー，エチケットなど豊かな人間性を涵養すること 

が求められ，公認スポーツ指導者は，日常の「生活／暮らし」にスポーツを取り入れることによっ

て「豊かな人生」を得られることを広く一般に定着させるとともに，「仲間と楽しく行いたい」，「う

まくなりたい，強くなりたい」さらに「健康になりたい，長生きしたい」という欲求に応えられる

よう，その実現に向けて「サポートする」活動を通して，望ましい社会の実現に貢献するという役

割を持つ。　 

　また，常に自己研鑽を図り，自ら成長・発展するとともに，社会的評価を得られるよう努力する

ことが重要である。（いずれもリファレンスブックより） 

　とされています。 

 

⑵　スポーツ指導者になるためには 

　①  本学で修得できる単位 

　　  スポーツといっても非常に多様なものがあるのはご存じの通りです。前項であげた指導者に 

　  なるためには，どの分野のどの科目を履修していなければならないか，後ほど掲げる日本スポー 

　  ツ協会公認スポーツ指導者制度関連資料をよく読んでください。なおそこには共通Ⅰ，Ⅱ，Ⅲな 

　  どと書かれていますが，これは P. 194 に記載の時間数を超える必要があります。 

　  　従って P. 194 の各科目をいかに履修するか，そしてどの資格を考えていくかを十分検討して 

　  ください。 

　②  日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格の資格別専門科目について 
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　　  本学では専門科目は開講していません。専門科目の修得については指導者となりたい競技団 

　  体にお問い合わせください。 

　③  指導者の登録 

　　  指導者となるためにはカリキュラムを履修するだけでなく，日本スポーツ協会に登録する必 

　  要があります。登録料も競技によって異なりますので，日本スポーツ協会のホームページで確認 

　  してください。 

 

⑶　登録の更新 

　指導者であり続けるためには４年に１回更新を行う必要があります。その際研修受講を義務づけ

ている競技団体がほとんどです。資格によって４年に１回研修受講をすればよいもの，２年に１回

研修受講が必要なものなど異なりますので確認をしてください。 

 

⑷　期待される将来の進路 

　スポーツフィールドに横たわっているデータを有益な情報へと加工し，スポーツフィールドをよ

り良く変えるために指導者・専門家を目指すのはもちろん，五輪ボランティア，スポーツメディア

の分野などで生かすことができる内容になっています。将来のキャリア形成を視野に入れ，学んで

ほしいと考えています。また，スポーツアナリスト，スポーツインストラクター，フィットネスク

ラブの指導者・経営者になることはもちろん，広い意味でのスポーツ業界（プロリーグのフロント，

マネージャー，スポーツ用品メーカーなど）への就職も視野に入れることができます。 
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Ⅴ　日本スポーツ協会公認スポーツ指導者制度関連資料 
 
　・公認スポーツ指導者育成の基本コンセプト 
　　日本スポーツ協会及び加盟団体等は，スポーツ文化を豊かに享受するというすべての人々がも 
　つ基本的な権利を保障するため，ライフステージに応じた多様なスポーツ活動を推進することの 
　できるスポーツ指導者を公認スポーツ指導者として育成し，望ましい社会の実現に貢献する。 
 
　・日本スポーツ協会公認スポーツ指導者とは 
　　日本スポーツ協会および加盟団体等が，公認スポーツ指導者制度に基づき資格認定する指導者 
　とは，常にプレーヤーを最優先するというスタンスで，スポーツ医・科学の知識を活かし，「ス 
　ポーツを安全に，正しく，楽しく」指導し，「スポーツの本質的な楽しさ，素晴らしさ」を伝える 
　ことのできる者である。 
 
　・望ましい公認スポーツ指導者とは 
　　公認スポーツ指導者は，日常の「生活／暮らし」にスポーツを取り入れることによって「豊か 
　な人生」を得られることを広く一般に定着させるとともに，「仲間と楽しく行いたい」「うまくな 
　りたい，強くなりたい」さらに「健康になりたい，長生きしたい」という欲求に応えられるよう， 
　その実現に向けて「サポートする」活動を通して，望ましい社会の実現に貢献するという役割を 
　持つ。また，常に自己研績を図り，自ら成長・発展するとともに，社会的評価が得られるよう努 
　力することが重要である。 
 
　・安全で，正しく，楽しいスポーツ活動の場を確保するために 
①スポーツに対して情熱を持ち，常にプレーヤーを最優先し，何事にも前向きに取り組む 
②すべてのプレーヤーに常に公平な態度で接し，また活動に参加したくなるような雰囲気を作る 
③すべてのプレーヤーの個性や長所を見つけ，伸ばす 
④一方的，強制的な指導にならないよう，コミュニケーションスキルを高め，活動のねらいや内容 
　をプレーヤーと共有する 
⑤発育発達段階や技能レベルに即して指導計画と指事方法を工夫する 
⑥プレーヤーの健康状態に注意をはらい，ケガや病気を起こさないよう配慮する 
⑦天候や活働場所の整備状況，道具・用具の手入れや施設の破損確認などに配慮する 
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公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者登録規程 
 

　（趣旨）  

第 1 条　本規程は，公益財団法人日本スポーツ協会（以下「JSPO」という。）公認スポーツ指導者 

　制度第 6条に基づき，公認スポーツ指導者の登録及び認定に関することについて定める。  

 

　（登録）  

第 2 条　登録は，次の条件のいずれかを満たしたとして JSPO が認めた者が個人で申請するものと 

　する。  

（1）公認スポーツ指導者養成講習会の受講等により所定のカリキュラムを修了し，公認スポーツ指 

　　導者として必要な資質能力を身に付けた「新規登録」対象者  

（2）公認スポーツ指導者として認定されている者のうち第 6条に定める「更新登録要件」を満たし 

　　た「更新登録」対象者  

（3）その他，登録の要件を満たした者として JSPO が特別に認めた者 

２．前項各号いずれかの条件を満たした場合でも，JSPO 倫理規程第 4条に違反する行為があった 

　として JSPOが認めた時は，その権利を失うものとする。 

３．登録は，公認スポーツ指導者制度に定める資格毎に行うものとする。  

４．登録にあたっては，第 3条に定める登録料を納めるものとする。  

 

　（登録料）  

第 3 条　登録料は，全資格者共通の基本登録料及び資格毎に設定する資格別登録料の合計金額とす 

　る。 

２．前項に加え資格毎に，その初回の登録に際して初期登録手数料を納めるものとする。なお，第 

　 7 条第 6項に基づく「復活登録」に際しても初期登録手数料を納めるものとする。 

３．公認スポーツ指導者として認定されている者が新たな資格を登録する場合（以下「資格追加」  

　という。）は，前項の初期登録手数料に加え，新たな資格の資格別登録料を納めるものとする。新 

　たな資格がすでに認定されている資格（以下「既認定資格」という。）と同一競技・種目における 

　上位資格の場合（以下「資格昇格」という。）の資格別登録料は，昇格前と昇格後の資格別登録料 

　の差額とする。なお，第 5条に基づく当該資格の有効期間が 4年間に満たない場合の資格別登録 

　料は，当該期間に応じた金額とする。 

４．基本登録料，資格別登録料及び初期登録手数料の金額は別に定める。  

５．登録料を変更する際は，事前に告知するものとする。  
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　（手続き・認定日）  

第 4 条　登録に係る手続き（以下「登録手続き」という。）及び認定予定日は，第 2条に定める対象 

　者に対し JSPO が案内する際に明示するものとし，認定予定日以前の所定の期間内に登録手続き 

　を完了した場合，当該予定日を認定日とする。  

２．所定の期聞内に登録手続きを完了しない場合は，登録する権利を失うものとする。 

　ただし，第 6条及び第 7条に定める要件を満たした場合は，登録する権利を与えるものとする。 

３．JSPO倫理規程第 4条に違反する行為が疑われ，JSPOが当該指導者を事実認定の対象とした場 

　合，当該指導者がその旨を記載した JSPOからの通知を受理した時点から当該事案に伴う処分内 

　容を記載した JSPOからの通知を受理するまでの間，当該指導者からの登録手続きは受理しない。 

４．認定の起算日は，4月 1日又は 10 月 1 日とする。 

 

　（有効期聞） 

第 5 条　資格の有効期間は認定日から 4年間とする。 

２．公認スポーツ指導者として認定されている者が新たな資格を登録する場合（「資格追加」又は 

　「資格昇格」）は，当該資格の認定日から既認定資格の有効期限までを当該資格の有効期間とする。  

　ただし，当該資格の認定予定日と既認定資格の「更新登録」に伴う認定予定日が同日の場合の有 

　効期間は，当該資格の認定日から 4年間とする。 

 

　（更新登録要件） 

第 6 条　有効期間満了に伴う「更新登録」にあたっては，有効期限の 6 か月前までに，資格毎に 

　JSPO又は JSPO加盟団体等の定める更新研修を修了するなどの要件を満たさなければならない。 

２．更新登録の要件を満たした場合は「更新登録」の対象となる。 

 

　（保留・無効） 

第 7 条　第 4 条に定める登録手続きを行わなかった場合，「新規登録」（「資格追加」又は「資格昇 

　格」を含む）の場合は「未登録」，「更新登録」の場合は「未更新」として当該資格の認定を「保 

　留」とする。 

２．「保留」とする期間は最短 6か月間，最長 1年間とする。 

３．「未登録」の場合，「保留」期間中は登録する権利が与えられ「新規登録」の対象となる。 

４．「未更新」の場合，「保留」期間中の認定起算日前日の 6か月前までに前条に定める更新登録要 

　件を満たした場合は，登録する権利が与えられ「再登録」の対象となる。 

５．「保留」期間を超過した場合は，登録する権利を「無効」とする。 

６．「無効」の場合は，資格毎に JSPO又は JSPO加盟団体等の定める復活登録要件を満たすことに 

　より，登録する権利が与えられ「復活登録」の対象となる。 
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　（辞退） 

第 8 条　第 5条に定める有効期間内に，資格の「辞退」を希望する場合は，JSPO所定の方法により 

　公認スポーツ指導者本人又は代理人が手続きするものとし，本人の意思を確認できる場合に限り 

　受理する。 

２．「辞退」の理由がいかなる場合であっても，納入済の登録料は返還しない。 

３．「辞退」した資格の登録を再び希望する場合，当該希望日が「辞退」以前の資格有効期限以前の 

　場合は，再び当該有効期限まで公認スポーツ指導者として認定する。「辞退」以前の資格有効期限 

　を超過している場合，当該有効期限から 1年以内の場合は第 7条第 4 項，1 年経過している場合 

　は第 7 条第 6 項に定める要件を満たすことにより，登録する権利が与えられ，それぞれ「再登 

　録」，「復活登録」の対象となる。 

４．公認スポーツ指導者に JSPO 倫理規程第 4 条に違反する行為が疑われ，JSPO が当該指導者を 

　事実認定の対象とした場合，当該指導者がその旨を記載した JSPOからの通知を受理した時点か 

　ら当該事案に伴う処分内容を記載した JSPOからの通知を受理するまでの間，当該指導者からの 

　「辞退」申請は受理しない。 

 

　（登録証・認定証） 

第 9 条　第 4 条に定める登録手続きを完了した者を公認スポーツ指導者として認定し，「登録証」 

　を交付する。 

２．資格毎にその初回の登録に際しては，「認定証」を交付する。ただし，スポーツドクター及びス 

　ポーツデンティストは，「更新登録」に際しても，「認定証」を交付する。 

 

　（登録番号） 

第 10 条　公認スポーツ指導者には，7桁の数字を用いた登録番号を付与する。 

 

　（個人情報等） 

第 11 条　公認スポーツ指導者の個人情報は，JSPO 個人情報保護方針に基づき，JSPO 及び JSPO 

　加盟団体等にて共同利用する。 

２．その他，個人情報取り扱いの詳細については，別に定める。 

 

第 12 条　公認スポーツ指導者は，住所，連絡先等の登録情報に変更があった場合，指導者マイペー 

　ジ，書面，電話等により直ちに JSPO又は JSPO加盟団体等に届け出なければならない。 

 

　（その他） 

第 13 条　公認スポーツ指導者資格のうちスポーツリーダーの認定及び認定に伴う登録に関するこ 
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　とについては，別に定める。 

２．JSPO が認めた一部の資格・競技の認定及び認定に伴う登録に関することについては，当該資  

　格・競技を協同認定する JSPO加盟団体等の定めによるものとする。 

 

　（変更） 

第 14 条　本規程は，JSPO指導者育成専門委員会の議決により変更することができる。 

 

　（雑則） 

第 15 条　本規程に定めるほか，登録に関して必要な事項は，別に定めることができる。 

 

　附　則　本規程は，平成元年 4月 1日から施行する。 

　　　　　本規程は，平成 7年 10 月 1 日から施行する。 

　　　　　本規程は，平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 

　　　　　本規程は，公益財団法人日本体育協会の設立の登記の日（平成 23 年 4 月 1 日）から施行 

　　　　　する。 

　　　　　本規程は，平成 26 年 7 月 23 日から施行する。 

　　　　　本規程は，平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 

　　　　　本規程は，平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 

　　　　　本規程は，令和元年 6月 21 日から施行する。 
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日本スポーツ協会が加盟団体等と養成するスポーツ指導者の分類と役割 
 
　年齢（発育発達段階）や技能レベル，興味や志向など多様なスポーツ活動に対応するため，指導
対象や活動拠点を考慮し 5領域 17 種類の指導者資格に分類されています。 
 
⑴　スポーツリーダー 
　地域におけるスポーツグループやサークル等のリーダーとして，基礎的なスポーツ指導や運営に
あたる方のための資格です。 
　これからスポーツに関する正しい知識を学ぼうとする方々や，既にスポーツ指導に携わっている
が時間的な制約などから講習会に参加できなかった方々もチャレンジしやすい受講システムとなっ
ています。本制度における基礎資格として位置づけており，資格取得後は地域におけるスポーツ活
動の定着化や活性化をサポートする存在として活躍が期待されるだけでなく，競技別指導者資格や
フィットネス資格などへとステップアップしていただくための資格でもあります。スポーツ推進委
員の方々にもぜひ取得していただきたい資格です。 
 
⑵　コーチングアシスタント 
　地域におけるスポーツグループやサークル等において，上位資格者を補佐する者として，基礎的な
スポーツ指導や運営にあたる方のための資格です。 
 
⑶　競技別指導者 
　　ア．コーチ１ 
　　　地域スポーツクラブ等において，スポーツに初めて出会う子どもたちや初心者を対象に，競 
　　技別の専門的な知識を活かし，個々人の年齢や性別など指導対象に合わせた指導にあたる方の 
　　ための資格です。特に発育発達期の子どもに対しては，総合的な動きづくりを主眼に置き，遊 
　　びの要素を取り入れた指導ができるようにカリキュラムを構成していることから，スポーツ少 
　　年団などで小学校期の子どもたちの競技別指導にあたる方にはぜひ取得していただきたい資格 
　　です。 
　　イ．コーチ２ 
　　　地域スポーツクラブ等において，年齢，競技レベルに応じた指導にあたる方のための資格で 
　　す。また，地域スポーツクラブなどが実施するスポーツ教室の事業計画立案などを学ぶことが 
　　できるので，クラブ内指導者の中心的な役割を担う方，広域スポーツセンターや市町村エリア 
　　において競技別指導にもあたる方，指導員を育成する立場の方にぜひ取得していただきたい資 
　　格です。 
　　ウ．コーチ３ 
　　　各競技団体の都道府県レベルにおける競技者育成を担当する方のための資格です。広域ス 
　　ポーツセンターや各競技別のトレーニング拠点において，有望な競技者の育成にあたる方，広 
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　　域スポーツセンターの巡回指導に協力する方，国民体育大会の監督にあたる方など高いレベル 
　　の実技指導をする方にはぜひ取得していただきたい資格です。 
　　工．コーチ４ 
　　　国際大会等の各競技会における監督・コーチとして，競技者が最高の能力を発揮できるよう， 
　　強化スタッフとして指導にあたるなど，中央競技団体におけるナショナルレベルのトップコー 
　　チのための資格です。各競技団体のナショナルレベルのトレーニング拠点などにおいて，各年 
　　代で選抜された競技者の育成強化や各競技団体で競技力向上策の開発に参画する方などにぜひ 
　　取得していただきたい資格です。 
　　オ．教師 
　　　民間商業スポーツ施設やスポーツクラブなどにおいて，競技別の専門的指導者として，質の 
　　高い指導を行う方のための資格です。スポーツクラブ会員（顧客）が支払うメンバーフィー 
　　（対価）にふさわしい指導能力，個々人の年齢や性別，技能レベルや志向に合わせた実技指導 
　　能力を得ることができます。 
　　カ． 上級教師 
　　　民間商業スポーツ施設やスポーツクラブなどにおいて，競技別の専門的指事者のチーフイン 
　　ストラクターとして，実技指導にあたるとともに，各種事業に関する計画の立案，指導方針の 
　　決定など中心的な役割を担う方のための資格です。地域スポーツ経営のためのコンサルティン 
　　グ及び経営受託の企画・調整なども学ぶことができます。 
 
⑷　スポーツドクター 
　スポーツ関係臨床医として，スポーツ医・科学に関する知識を有し，スポーツマンの健康管理と
競技力向上の援助，スポーツ外傷・障害の診断，治療，予防などにあたる方のための資格です。競
技会等における医事運営やチームドクターとしてのザポートなど，スポーツ活動を医学的な立場か
らサポートする方の資格です。 
 
⑸　スポーツデンティス卜 
　スポーツドクターやコーチ等との緊密な連携の下，歯科医師の立場からスポーツマンの健康管
理，スポーツ外傷・障害の診断，治療，予防などにあたる方の資格です。様々なスポーツの現場に
おいてアスリートのパフォーマンス維持向上をはじめとして，地域住民のスポーツを通じた健康づ
くりを支援し，健康寿命の延伸，QOLの維持向上等に寄与する方の資格です。 
 
⑹　アスレティックトレーナー 
　機能解剖や運動学に関する専門的な知識を有し，スポーツ活動現場において，スポーツドクター
及びコーチとの緊密な連携・協力の下に，競技者の健康管理，スポーツ外傷・障害の予防，救急処
置，アスレティックリハビリテーション及びトレーニング，コンディショニングなどにあたる方の
ための資格です。 
 

207



⑺　スポーツ栄養士 
　地域におけるスポーツ活動の現場や，都道府県での競技者育成にスポーツ栄養の知識を持つ専門
家として，競技者の栄養・食事に関する自己管理能力を高める栄養教育や，食事環境の整備を専門
的視点から支援，サポートを行っていただく方の資格です。 
 
⑻　フィットネストレーナー 
　民間商業スポーツ施設やスポーツクラブなどにおいて，フィットネスの維持や向上など，各種ト
レーニングの専門的指導者として質の高い指導にあたる方のための資格です。スポーツクラブ会員
（顧客）が支払うメンバーフイー（対価）にふさわしい指導能力，個々人の年齢や性別，志向に合わ
せた実技指導とスポーツ相談などを学ぶことができます。 
 
⑼　スポーツプログラマー 
　フィットネスの維持や向上についての専門的な知識と各種トレーニング指導法に関するノウハウ
を持ち，スポーツ相談による個々人に適した身体づくりの実技指導と活動プログラムの提供をする
方のための資格です。 
　主に青年期以降のすべての人に対し，地域スポーツクラブや民間スポーツクラブなどにおいて指
導にあたる方にぜひ取得していただきたい資格です。 
 
⑽　ジュニアスポーツ指導員 
　発育発達期の身体的・心理的特徴についての専門的な知識と指導ノウハウを持ち，おおよそ 2歳
くらいの幼児から 15 歳までの子どもたちを対象に指導にあたる方のための資格です。 
　総合的な身体づくりと基礎的動作の習得を遊びやゲームを取り入れたプログラムから学ぶことが
できます。 
 
⑾　アシスタントマネジャー 
　総合型地域スポーツクラブなどにおいて，クラブの運営に携わっている方やこれからお手伝いし
たいと考えている方のための資格です。クラブ運営の基礎を学ぶことができます。 
 
⑿　クラブマネジャー 
　総合型地域スポーツクラブなどにおいて，クラブ管理運営（経営）責任者としての立場にある方
のための資格です。実際にクラブを安定的・継続的に管理運営（経営）するためのカリキュラムを
学びます。 
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共通カリキュラム
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第５章 

資格課程について 

 
 
 
 
　　　　　　　　　　　Ⅰ　教　職　課　程 

　　　　　　　　　　　Ⅱ　司書・司書教諭・学校司書課程 

　　　　　　　　　　　Ⅲ　学 芸 員 課 程 

　　　　　　　　　　　Ⅳ　大学院教職課程 

　　　　　　　　　　　Ⅴ　科目等履修生





 

資 格 課 程 に つ い て  

 

 

Ⅰ．教職課程 
 

　本学では，中学校および高等学校の「教育職員免許状」（以下「免許状」という）を取得すること

を希望する学生のために，教職課程を設置しています。 

　現在の法律では，原則として免許状を取得していないものは教職に就くことができませんので，

将来教職に就く意思のある学生は，教職課程を履修し，免許状を取得してください。 

　本学で免許状を取得するためには，原則として３年間以上教職課程の科目を履修し，単位を修得

しなければなりません。教職課程の履修方法等は，年度初めに行われる資格課程ガイダンスに出席

し，説明を受けてください。 

　また，修得科目・修得単位は学部・学科によって異なります。詳細については，履修初年度のガ

イダンスで配布する「教職・司書・司書教諭・学校司書・学芸員課程学修ガイドブック」を参照し

てください。 

　なお，教職課程を履修する場合は履修初年度に教職課程受講料を納入する必要があります。 

　 

　取得できる免許状は次のとおりです。 

　　※教員免許更新制（免許状更新講習）について 

　　　免許状には最長 10 年間の有効期限が設けられ，免許状を失効させないために，免許状取得 

　　　要件を満たしてから 10 年毎に免許状更新講習を受講し，免許状の更新を行うことが義務付 

　　　けられています。免許状更新講習を受講しなかった場合や受講後の更新手続きをしなかっ 

　　　た場合は，免許状が失効することになります。 
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学　部 学　　　科
種　類 ・ 教　科

中学校教諭一種免許状 高等学校教諭一種免許状

文学部

日本文学文化学科 国　語 国語，書道
英 語 英 米 文 学 科 英　語 英　語
哲 学 科 社　会 地理歴史，公民
歴 史 学 科 社　会 地理歴史，公民
環 境 地 理 学 科 社　会 地理歴史，公民



 

Ⅱ．司書・司書教諭・学校司書課程 
 

　司書課程は，公共図書館，大学図書館，研究機関や企業の資料室などで，資料や情報を収集・整理

し，これらを利用者に対して適切に提供する専門職（司書）の養成を目的としています。 

　司書教諭課程は，初等・中等教育の基礎をなす学校図書館の専門職（司書教諭）の養成を目的と

しています。なお，司書教諭の資格を取得するためには，司書教諭課程の履修と併せて，教職課程

を履修し，教育職員免許状を取得しなければなりません。 

　学校司書課程は，学校および学校図書館において，図書館資料の管理や提供および授業の支援や

情報活用能力の育成などの職務について，司書教諭と協働しながら従事する学校司書の養成を目的

としています。　 

　本学で司書の資格を取得するためには原則として３年間以上，司書課程の授業を履修し，15 科目

30 単位以上を修得しなければなりません。また，司書教諭については５科目 10 単位以上，学校司

書については 13 科目 26 単位を修得しなければなりません。 

　司書，司書教諭，学校司書課程の履修方法等は，年度初めに行われる資格課程ガイダンスに出席

し，説明を受けてください。また，履修初年度のガイダンスで配布する「教職・司書・司書教諭・

学校司書・学芸員課程学修ガイドブック」も併せて参照してください。 

　なお，司書課程，司書教諭課程，学校司書課程を履修する場合は履修初年度に各課程の受講料を

納入する必要があります。 

 

　※ジャーナリズム学科の学生は免許状を取得できないため、司書教諭課程を履修できません。 

 

 

Ⅲ．学芸員課程 
 

　学芸員課程は，博物館，美術館，歴史資料館，考古資料館，民俗資料館，民芸館，文学館，文書館，

動・植物園，水族館，科学館等に勤務し，その事業の目的を達成するために，資料の収集，保管，展

示および調査研究，その他これに関連する事業についての専門的事項を司る専門職員を養成するこ

とを目的としています。 

　本学で学芸員の資格を取得するためには，原則として２年間以上，学芸員課程の科目を履修し，

13 科目 27 単位以上を修得しなければなりません。 

　学芸員課程の履修方法等は，年度初めに行われる資格課程ガイダンスに出席し，説明を受けてく

ださい。また，履修初年度のガイダンスで配布する「教職・司書・司書教諭・学校司書・学芸員課

程学修ガイドブック」も併せて参照してください。 

　なお，学芸員課程を履修する場合は履修初年度に，学芸員課程受講料を納入する必要があります。 
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Ⅳ．大学院教職課程 
 

　大学において教育職員免許法に定める所定単位を修得し，中学校教諭一種免許状・高等学校教諭

一種免許状の授与を受けた者が，大学院修士課程で本学所定の単位を修得し修了した場合，中学校

教諭専修免許状・高等学校教諭専修免許状を取得することができます。詳細は教務課資格課程事務

室で確認してください。 

 

 

Ⅴ．科目等履修生 
 

　在学中の単位不足等により本学卒業後，教職・司書・司書教諭・学校司書・学芸員課程の履修を

希望する者は，科目等履修生として必要単位を修得できる制度があります。ただし，科目等履修生

となるためには，前年度の２月中旬～下旬に出願し，面接選考のうえ，合格した場合に限り許可さ

れます。 

　なお，詳細については，二部事務課窓口（神田校舎）へお問い合わせください。 

215





 

付　　　録 

 
 
 
 
　　Ⅰ　専修大学履修規程 

　　Ⅱ　専修大学定期試験規程 

　　Ⅲ　定期試験における不正行為者処分規程





 
Ⅰ　専修大学履修規程 

 
　（趣旨） 
第１条　この規程は，専修大学学則第４条第３項の規定に基づき，専修大学（以下「本学」とい 
　う。）における授業科目並びにその単位数及び履修方法並びに修得すべき単位に関し必要な事項 
　を定めるものとする。 
　（授業科目の種類） 
第２条　授業科目の種類は，次のとおりとする。 
　⑴　必修科目　当該学部・学科の教育目的を達成するため，卒業要件として修得を必要とする授 
　　業科目をいう。 
　⑵　選択科目　学生の履修目的に応じて選択し，修得単位を卒業要件に算入する授業科目（選択 
　　必修科目及び必履修科目を含む。）をいう。 
　⑶　自由科目　履修することはできるが，修得単位を卒業要件に算入しない授業科目をいう。 
　（履修方法） 
第３条　各学部・学科並びに教職課程，司書課程，司書教諭課程，学校司書課程及び学芸員課程 
　（以下「資格課程」という。）において履修する授業科目は，入学した年次に適用される学修ガイ 
　ドブック及びこの規程に従い，学生本人が決定するものとする。 
　（単位数及び授業科目） 
第４条　各学部・学科の卒業要件単位数及び授業科目並びに資格課程の取得等要件単位数及び授業 
　科目は，別表第１から別表第３まで及び前条の学修ガイドブックに定めるところによる。 
　（履修登録） 
第５条　授業科目の履修は，当該年度に履修する授業科目について，毎学年始めの履修科目登録期 
　間に履修登録することにより行うものとする。 
２　後期に履修する授業科目についても，原則として，前項の履修科目登録期間に履修登録するも 
　のとする。 
　（スポーツ・ウェルネス・プログラムの履修登録） 
第６条　スポーツ・ウェルネス・プログラムの履修登録に関し必要な事項は，入学した年次に適用 
　される「ＳＷＰ学修ガイドブック」に定めるところによる。 
　（資格課程科目の履修登録） 
第７条　教職課程科目は，教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者が，所定の期日まで 
　に，所定の受講料，実習料等を納入することにより履修することができる。 
２　司書課程科目及び司書教諭課程科目は，司書又は司書教諭の資格を取得しようとする者が，所 
　定の期日までに，所定の受講料を納入することにより履修することができる。 
３　学校司書課程科目は，学校司書課程を修了しようとする者が，所定の期日までに，所定の受講 
　料を納入することにより履修することができる。 
４　学芸員課程科目は，学芸員の資格を取得しようとする者が，所定の期日までに，所定の受講料 
　及び実習料を納入することにより履修することができる。 
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５　資格課程科目の履修登録に関し必要な事項は，入学した年次に適用される「教職・司書・司書 
　教諭・学校司書・学芸員課程学修ガイドブック」に定めるところによる。 
　（履修上限単位数） 
第８条　１年間に履修登録することができる履修上限単位数は，各学部・学科が別に定めるところ 
　による。 
２　履修上限単位数には，再履修科目の単位を含めるものとし，次に掲げる単位を含めないものと 
　する。 
　⑴　海外語学短期研修に参加したことにより認定される単位 
　⑵　資格試験により認定される単位 
　⑶　専修大学科目等履修生（付属高等学校生徒）として履修し，本学に入学した後，単位認定さ 
　　れる授業科目の単位 
　⑷　資格課程科目として履修する授業科目の単位 
　（履修登録することができない授業科目） 
第９条　教養科目及び外国語科目の授業科目のうち，外国人留学生のために開講する授業科目は， 
　外国人留学生以外の学生は，履修登録することができない。 
２　前項の授業科目を履修登録した場合は，当該授業科目の履修登録を無効とする。 
　（再度の履修登録の禁止） 
第１０条　既に単位を修得した授業科目と同一名称の授業科目は，各学部・学科が指定する授業科 
　目を除き，再び履修登録することができない。 
２　再び履修登録した場合は，当該授業科目の履修登録を無効とする。 
　（重複した履修登録の禁止） 
第１１条　履修する年度において，同一の履修期間，曜日及び時限に行われる授業科目は，重複し 
　て履修登録してはならない。 
２　重複して履修登録した場合は，いずれの授業科目の履修登録も無効とする。 
　（履修登録の修正，削除，追加及び変更） 
第１２条　履修登録の修正，削除，追加及び変更は，次に掲げる期間及び授業科目（各学部・学科 
　が指定する授業科目を除く。）に限り認めるものとし，当該期間以外の期間については，特別の 
　理由があると認められる場合を除き，履修登録の修正，削除，追加及び変更は認めないものとす 
　る。 
　⑴　履修科目登録期間又は前期履修修正期間　全ての授業科目 
　⑵　後期履修修正期間　　　　　　　　　　　後期のみ開講する授業科目 
２　あらかじめ履修クラスが指定されている授業科目については，原則として，履修クラスの変更 
　を認めないものとする。 
３　履修者制限が行われた授業科目で，一旦履修を許可されたものについては，原則として，その 
　削除及び変更を認めないものとする。 
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　（履修の中止） 
第１３条　履修を継続する意思のない授業科目は，各学部・学科が指定する授業科目を除き，所定 
　の履修中止申請期間に，所定の手続を行うことにより履修を中止することができる。 
２　履修の中止については，次に定めるところにより取り扱うものとする。 
　⑴　履修を中止した授業科目は，授業への出席，定期試験の受験及び単位の修得をすることがで 
　　きない。 
　⑵　履修を中止した授業科目の単位は，当該年度の履修上限単位数に含める。 
　⑶　履修を中止した授業科目の単位数分の新たな履修登録は認めない。 
　⑷　履修を中止した授業科目は，ＧＰＡ及び平均点に算入しない。 
　⑸　履修の中止により当該年度に履修登録した授業科目が無くなる場合は，履修中止申請を認め 
　　ない。 
　⑹　履修中止申請は，取り下げることができない。 
　（単位の修得） 
第１４条　履修登録を行わない授業科目については，単位を修得することができない。ただし，履 
　修登録を行わない授業科目であっても本学が認定する単位については，この限りでない。 
　（事務所管） 
第１５条　この規程に関する事務は，教務部教務課の所管とする。 
　（規程の改廃） 
第１６条　この規程の改廃は，教授会の議を経て，学長がこれを行う。 
 
　　　附　則 
　この規程は，平成 30 年４月１日から施行する。 
　　　附　則 
　（施行期日） 
１　この規程は，平成 31 年４月１日から施行する。 
　（経過措置） 
２　改正後の専修大学履修規程は，平成 31 年度以後の入学者について適用し，平成 30 年度以前の 
　入学者については，なお従前の例による。 
　　　附　則 
　（施行期日） 
１　この規程は，令和 2年４月１日から施行する。 
　（経過措置） 
２　改正後の専修大学履修規程の規定は，令和 2年度以後の入学者について適用し，平成 31 年度以 
　前の入学者については，なお従前の例による。 
別表第１（第４条関係）　略 
別表第２（第４条関係）　略 
別表第３（第４条関係）　略 
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Ⅱ　専修大学定期試験規程 
 

　（趣旨） 

第１条　この規程は，専修大学学則第 17 条の規定に基づき実施する試験に関し，必要な事項を定め 

　るものとする。 

　（定義） 

第１条の２　この規程において「試験」とは，学事暦により期間を定めて実施する定期試験をいう。 

　（種類） 

第２条　試験の種類は，次の各号に定めるとおりとする。 

　⑴　前期試験　　　　前期で終了する授業科目について実施する試験をいう。 

　⑵　後期試験　　　　後期で終了する授業科目及び通年で終了する授業科目について実施する試 

　　　　　　　　　　　験をいう。 

　⑶　前期追試験　　　第１号の試験を受験できなかった者に対し，当該授業科目について実施す 

　　　　　　　　　　　る試験をいう。 

　⑷　後期追試験　　　第２号の試験を受験できなかった者に対し，当該授業科目について実施す 

　　　　　　　　　　　る試験をいう。 

　（時期） 

第３条　試験の実施の時期は，次の各号に定めるとおりとする。ただし，実施の時期を変更するこ 

　とがある。 

　⑴　前期試験　　　　７月～８月 

　⑵　後期試験　　　　１月～２月 

　⑶　前期追試験　　　８月 

　⑷　後期追試験　　　２月～３月 

　（試験方法） 

第４条　試験は，筆記，口述又は実技によるものとする。ただし，レポートをもってこれに替える 

　ことができる。 

　（試験時間） 

第５条　試験時間は，原則として 60 分とする。 

　（試験監督） 

第６条　試験監督は，当該授業科目担当教員が行う。ただし，必要に応じて補助者を加えることが 

　ある。 

２　試験監督者は，試験場において試験を厳正かつ円滑に実施する義務とこれに伴う権限を有する。 
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　（試験委員） 

第７条　試験の実施に際し，試験委員を置く。 

２　試験委員は，試験の実施を統轄する義務と権限を有する。 

３　試験委員は，教授会の承認を得て，学長が委嘱する。 

４　試験委員は，試験の実施結果を学長に報告しなければならない。 

　（受験資格の取得） 

第８条　受験資格は，次の各号の所定の手続を完了することにより取得する。 

　⑴　履修科目登録の手続 

　⑵　学費の納入手続 

　⑶　その他所定の手続 

２　前項の規定にかかわらず，試験時において休学又は停学中の者は，受験資格を有しない。 

　（受験資格の喪失） 

第９条　次の各号の一に該当する者は，当該授業科目の受験資格を失う。ただし，第４号について 

　は，別に定める「定期試験における不正行為者処分規程」による。 

　⑴　学生証を携帯していない者 

　⑵　試験開始後 20 分を超えて，遅刻した者 

　⑶　試験監督者の指示に従わない者 

　⑷　試験において不正行為を行った者 

２　前項第１号に該当する者に対して，当日のみ有効とする臨時学生証による受験を認める。 

３　臨時学生証の交付を受けようとする者は，当該試験開始時刻までに，一部の試験については教 

　務課窓口に，二部の試験については二部事務課窓口に申し出なければならない。 

４　前項の規定にかかわらず，同項の規定による申出をしなかった場合であっても，その者が試験 

　教室において，当該試験開始時刻までに試験監督者に対し，学生証不携帯の旨を申し出たときは， 

　臨時学生証の交付を認めることができる。 

５　前２項の規定による臨時学生証の交付に当たっては，所定の交付手数料を徴収するものとする。 

　（受験手続） 

第10条　第２条第１号及び第２号による受験者は，試験前に公示する「定期試験実施要領」により， 

　所定の手続を完了しなければならない。 

２　第２条第３号及び第４号による受験者は，所定の期日までに追試験受験願及び次の各号に定め 

　る試験欠席理由を証明する書類を提出し，受験許可を得なければならない。 

　⑴　教育実習　　　　　　　　　　　　　　教育実習参加を証明するもの 

　⑵　就職試験　　　　　　　　　　　　　　就職試験受験を証明するもの 

　⑶　業務命令による出張又は超過勤務　　　所属長による証明書 

　⑷　公式試合　　　　　　　　　　　　　　公式試合参加を証明するもの 



　⑸　天災その他の災害　　　　　　　　　　被災を証明するもの 

　⑹　二親等以内の危篤又は死亡　　　　　　危篤又は死亡を証明するもの 

　⑺　本人の病気又は怪我　　　　　　　　　医師の診断書 

　⑻　交通機関の事故　　　　　　　　　　　遅延又は事故を証明するもの 

　⑼　その他当該学部長がやむを得ない　　　学部長の承認を得た本人記載の理由書 

　　理由と認めた事項 

　（成績評価） 

第11条　成績評価は，100点を満点とし，60点以上を合格とし，60点未満を不合格とする。 

２　前項の場合において，成績評価の区分は，90点以上をＳ，85点以上90点未満をＡ＋，80点以 

　上85点未満をＡ，75点以上80点未満をＢ＋，70点以上75点未満をＢ，65点以上70点未満をＣ＋， 

　60点以上65点未満をＣ，60点未満をＦとする。 

３　前項の成績評価の区分に応じてグレード・ポイントを付与し，グレード・ポイント・アベレー 

　ジ（ＧＰＡ）を算出する。この場合において、グレード・ポイントは，Ｓを 4.0，Ａ＋を 3.5，Ａを 

　 3.0，Ｂ＋を 2.5，Ｂを 2.0，Ｃ＋を 1.5，Ｃを 1.0，Ｆを 0.0 とする。 

　（成績発表） 

第12条　試験の成績結果は，９月及び３月に本人に通知する。 

　（受験者の義務） 

第13条　受験者は，次の各号に定める事項を厳守しなければならない。 

　⑴　試験場においては，試験監督者の指示に従うこと。 

　⑵　試験開始後 20 分以内の遅刻者は，試験監督者の入室許可を得ること。 

　⑶　学生証を机上に提出すること。 

　⑷　解答にさきだって，学籍番号及び氏名を記入すること。 

　⑸　学籍番号及び氏名の記入は，ペン又はボールペンを使用すること。 

　⑹　試験開始後 30 分以内は，退場しないこと。 

　⑺　配付された答案用紙は，必ず提出すること。 

　⑻　試験場においては，物品の貸借をしないこと。 

　（無効答案） 

第14条　次の各号の一に該当する答案は，無効とする。 

　⑴　第８条に定める受験資格を有していない者の答案 

　⑵　第９条に該当する者の答案 

　⑶　学籍番号及び氏名が記入されていない答案 

　⑷　不正行為に該当する者の答案 

　⑸　授業科目の担当者，曜日又は時限を間違えて受験した者の答案 
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　（不正行為） 

第15条　試験における不正行為とは，次の各号の一に該当する場合をいう。 

　⑴　代人が受験したとき。（依頼した者・受験した者） 

　⑵　答案を交換したとき。 

　⑶　カンニングペーパーを廻したとき。 

　⑷　カンニングペーパーを使用したとき。 

　⑸　所持品（電子機器を含む。）その他へ事前に書込みをして，それを使用したとき。 

　⑹　他人の答案を写したとき。（見た者・見せた者） 

　⑺　言語・動作・電子機器等で連絡したとき。（連絡した者・連絡を受けた者） 

　⑻　使用が許可されていない参考書・電子機器その他の物品を使用したとき。 

　⑼　他人の学生証で受験したとき。（貸した者・借りた者） 

　⑽　偽名答案を提出したとき又は氏名を抹消して提出したとき。 

　⑾　故意による答案無記名のとき。 

　⑿　答案を提出しなかったとき。 

　⒀　使用が許可された参考書等で貸借をしたとき。 

　⒁　その他試験監督者及び試験委員が不正行為と認めたとき。 

　（不正行為の確認） 

第16条　試験監督者は，不正行為を発見した場合，その受験者の受験を直ちに中止させ，本人を同 

　行して試験委員に報告するものとする。 

２　試験委員は，学生部委員の立ち合いのもとに，不正行為の事実確認を行う。 

３　試験委員は，不正行為が確認された場合，本人に始末書を提出させ，速やかに当該学部長に報 

　告しなければならない。 

　（不正行為者の処分） 

第17条　不正行為者の処分は，別に定める「定期試験における不正行為者処分規程」による。 

　（規程の改廃） 

第18条　この規程の改廃は，教授会の議を経て学長が決定する。 

　　　　附　　　則 

　この規程は，平成 27 年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅲ　定期試験における不正行為者処分規程 
 

第１条　この規程は，専修大学定期試験規程第 17 条の規定に基づき，定期試験（以下「試験」とい 

　う。）における不正行為者の処分に関し，必要な事項を定めるものとする。 

第２条　不正行為者の処分は，学部長が行う。 

第３条　不正行為者の処分は，次の基準による。 

　⑴　代人受験（依頼した者・受験した者）　　　２ケ月の停学処分とし，当該科目履修期間にお 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ける定期試験実施科目を無効とする。 

　⑵　答案交換　　　　　　　　　　　　　　　　第１号に同じ 

　⑶　カンニングペーパー廻し　　　　　　　　　けん責処分とし，当該科目履修期間における定 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期試験実施科目を無効とする。 

　⑷　カンニングペーパーの使用　　　　　　　　第３号に同じ 

　⑸　当該試験に関する事項の書込み（所　　　　第３号に同じ 

　　持品・電子機器・身体・机・壁等） 

　⑹　答案を写す（見た者・見せた者）　　　　　第３号に同じ 

　⑺　言語・動作・電子機器等により連絡　　　　第３号に同じ 

　　する行為（連絡した者・連絡を受けた 

　　者） 

　⑻　使用が許可されていない参考書・電　　　　第３号に同じ 

　　子機器その他の物品の使用 

　⑼　他人の学生証を利用した受験（貸し　　　　第３号に同じ 

　　た者・借りた者） 

　⑽　偽名又は氏名抹消　　　　　　　　　　　　第３号に同じ 

　⑾　故意による無記名　　　　　　　　　　　　第３号に同じ 

　⑿　答案不提出　　　　　　　　　　　　　　　第３号に同じ 

　⒀　使用が許可された参考書等の貸借　　　　けん責処分とし，当該受験科目を無効とする。 

　　（貸した者・借りた者） 

　⒁　その他試験監督者及び試験委員が不　　　　第１号から第 13 号に準じて処分する。 

　　正行為と認めた場合 

２　学部長は，前項の処分について速やかに学長及び教授会に報告しなければならない。 

第４条　前条により処分を受けた者が，再度不正行為をした場合は，前条の規定にかかわらず教授 

　会の議を経て２カ月以上１年以下の停学とし，当該不正行為が行われた学期における定期試験実 

　施科目を無効とする。 
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第５条　試験終了後に不正行為が発覚した場合においても，第３条及び第４条により処分する。 

第６条　処分の起算日は，処分決定日とする。 

第７条　不正行為者の氏名及び処分は，速やかに掲示し，本人及び保証人に通知する。 

第８条　処分事項は，学籍簿に記載するものとする。 

第９条　不正行為者が本学奨学生制度による奨学生であるときは，直ちにその資格を失う。 

第10条　停学処分中の者は，当該学部長の指導に従わなければならない。 

第11条　不正行為者処分に関する事務取扱いは，教務課又は二部事務課が行う。 

第12条　この規程の改廃は，教授会の議を経て学長が決定する。 

　　附　　　則 

　この規程は，平成 27 年４月１日から施行する。 






